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在来の市販 6尺レーノレに較べ継目が段小限度に す

特長 み数多の継自によ って、 とかく運行の円滑 と簡易

二日日取付を欠く憂いを解消し扉が経t J c K 操作できる 。

トラ ックレーノレガイドレーノレ カープレーノレ

木製反:

鉄 扉mC t=: /_-; 士人) 複車 ・単車ハンガー

重量型ハンガー

其の他プラケ ッ ト附属品一 切

御 ｊＮｉｊ ｾは 全 凶各地イ ーｪ 名処 築金物 人 ＱＱ へ Ｑ￭ｬ ｪｊＡ照 会

lf! ( j います カタログ進呈

し11三 谷 製 作 所 . 足立? : ロ.

" ' j T 

文化的手};f5IJ 先づ一一一

リノリf ム

リノタイル

の使用から -

東洋リノリューム株式曾社

本 社 工 場 伊 丹 市 伊 丹 五 五 八 電 伊 丹 ( 代) 3531

東 京 支 庖 中央区銀座西 ・三和ヒソレ篭京橋 1701

大阪事務所東区瓦町二 ・三和ヒソレ電北浜375・376



冷 房 が

簡 単 に 出 来 る

特 長

・ 洗 練 さ れ た デ ザ イ ン に よ る i壷 美 な 体 裁

・独 特 官 僚 動 防 止 装 置 に よ る 怜 簡 な 運 転

・ 小 型 純 益 で キ 伊 ピ ネ y ト は 分 割l可 能

- 1窟 付 . 移 動 が 臨 め て 簡 単

・ ど な た で む 操 作 出 来 る 全 自 動 安 全 装 置

の 完1，ii

パ ッ ケ ー ジ 型
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藤 森 工 業 株 式 会 社

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 通 1 ー 5 ( 中内 ヒソレ)

専 用 電 話 東 京 (28) 6 2 7 1  - 2 番

大 阪 営 業 所 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁 目 1 番 地

大 間 ピ ノ レ 7 0 9 号 室

電話 土佐掘 (44) 0225 ・7569 ( 直通)

3  1  3  1  (ピ ノレ交 換)
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ンタクロロフェノーノレ ，多 極 化 ベンゼ

ソ . ')' ， B HC な ど を 主 成 分 と し 防 腐 ・

忌避淘lを配合したものであります。

1!ft 色の油淘jで，使用法も簡単，効果は長

時間持続し，変質もなく ，防蛾，殺蛾，

| 勿腐などの作用を強力に兼備 してお りま

す。{ 而絡も低廉です。

大 阪 化 成 株 式 会 社

本社・大阪市南区心斎橋北詰 電 (25) 631- 635 

支社・東京都中央区西八丁姻l の3

電 (55) 2300 ・5055
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(金具マーク )

( 衛陶マーク )

の
弊 社 は 本 社 ・茅 ケ 崎 の 各 衛 陶 工 場

及 び金具工場共 K. J  1  S の指定を受 け

た| 唯一の衛生器具総 合メー，街ー です新 製 品

S - 170 

品質管理の優秀な

東洋陶器製品をセ ァ トで御使用 下さい

ス ミ付 ロータ ンク

本 社

小倉市篠崎町 458

T E L ⑤ 2481 - 5  

東洋間器抹式奮社
茅ケ崎工場

神奈川県茅ケ 崎市

T  E  L  2 10 5- 8  

大阪営業所 大阪市東区伏見町 5 の 3 T E L @ 4518- 9  

各地営業所 東京 ・名古屋 ・小余 ・広島 ・高松 ・札幌

1レ
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定決内側

、

床

東京地下鉄・東急，新車に使用されています。

それは感触が柔らかく ，下入れが簡単でしか

も初日多数の乗降者1[1耐え得る1 ，r j . ; その特性が

他の床材より後れている事が認められたから

です。

にとれて71<. 拭が可能て‘ す。 ( 特許出版 '1' ) 標準寸法幅6尺 × 長 30磁 × 厚2.5粍( 1巻15坪〉

佼ｾ )11 口 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

II L へ¥ JJ 京京都t : ; fti!i 区本 11] 1些lツ本IIIJ54 包括葛飾 (69) 1946- 9  

、立t 七汐， (全 1J S 1 有名内装工事j剖乙御! ¥司会下さい) ( カタログ贈呈)

叉素人でも本易KJI ，lj れま す。

インク. MI .  T 垢喝の汚れも4 ' il撒水できれい

t  
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万葉すぞれ 夏のカーすンに / …ー

レースカーテンを兼ねた

美しい塗竹の織物です

株 式 曾 社 ラ イ ト 製 作 所

本社 ・ 大阪 ｲｬｪｍ Ｚ ＪｉＩ Ｈｩ ｾｾＱ 坂野 江駅前 Ｑ ・ ｅｌ ⑧ ＱＱＸ Ｓ ・ Ｓ Ｖ ＳＸ ・ Ｘ ＵＹＲ

約問 ｔｅｌ Ｚ ｵ Ｚ｜ Ｘ ＰＱ 以京 ｔｅｌ ｴｊ ＸＷＷＷ ・ ＸＴ Ｘ ｾ 出向 ｔｅｉ Ｎ ｾ＠ Ｑ ＵＰＶ ・ ＳＶＺｾＸ



建 築、家 具 装 飾 設 計 者 の お 方 々 へ /

Ｉｪ 必す ｦ ごｾ ｌＡ 立近代的な ｴ ｬＮｾＮｑＺｾ Ｍ 二 Ｗ ツチし ｦ こ ＫＱ 付ＱＭｾ九 ＺＱ［ の祈製品です

モ0') ｴｩ も ￬ｩｬＺｾｩ 金竹を主トイとして ｆＱＱ 勺の色糸で織 ｵｲｬｬｾＧＺＨ 内なすだれを

Ｑ 下風化Ｚ二 ｉｊｘｬｪ りしたノ、ＱＧＩ｟ Ｑｾ し小勺一手ンでゐ ＱＩ レースでもあります Ｒ

I!: 七" ホ子 J レ" HI :hJ9r" ゐらゆるB ¥物に過した色々の織klj ; l / ゐります

色彩Ａまベイントの色のままに情 ［ｫｾ し悦係も ＨＱＱＱＱ にお ｪ 渥びになる ｨ 力、

11 ｾ米ます 仲阪とうさi ' f r ふ' _... <  r没i I される主I ! 物に J止m簡Jti 川をお勧

め 111し I:.:r ます

特 徴

勺一千ンとレースを波ね 、 ｦＱＮのみでなく 、 イド秋よく宅内 ｴ 主的，品と し て均Ｇｾｾ的です

. i l l i 風の効果は勿治 1I 外の日色を苅¥tii に J[ > I . ' ) 人れ外部からのぞきはじと 11ーにも役、ーにちます

蚊や姻のμ 人を附さこころよい切H" ，t長います。

小 ｼ山 ￙ＡＮ ｊｊｮ 工ｻ上ｉＺ ｾｲｬ とより Ｑｵ 二股われる心配もなく色彩とデザイン νＩ 1-. ｾｪ 、みもｲＭくの変化Ｈ二宮んだ ｊｬｦ み ω ものを ＨＱ 山Ａ土 ｊ 宝引す

る乙とがＺｉ｜ｾをます。

色糸: 立原料染になっておりますので 11光による惚色や陪擦による色がちが桁んどありません。

窓』ζ " ｮ ［ￆ ｾｌＢ＠ ｊｾｬ 子セン廿Ｂスク リ ーン Ｂ ウイノドーパック ｬ 二Ｂ→二ーヰ ー 寸ンド ＷＭＢ 部屋の問 ＱＱＺυ ＱＩＢ ｾｲ［Ｎ セ ｉｉｊ 途はれは Ｑ り

あります。

九 以上万 ｾ すだれの一日干すぐれているｽ，Ｇ， υ 立 ｻＢｬ と云つでもその美しさと耐久性こお ｻｉｻＨ 段の ｾＳＱＱｦｩＧ ，勺Ａえであります 。

手/ j 尺 30刊から 1001
l
J迄ー50円位の御予算で立派なものが御座1 、三寸

ウ 竹材 ｬ 立 Ｗ 尺の原討を ＶＱｾＡ 工 ｆ Ｎ万虫加工後喰伎して織上げます。

。織綴のI及大は10尺幅を織る慢が出来ます 特製のデザイン! 立 1000 YfJ. r. 倒 IIj (i ri の場合のみ' 儲l桐淡巾 L ますき
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7 月

建 築 塗 料 説 明 会

1  6 日 午 後 1 時 半

- ぉ 申 込 ー 13日までに電話又11ハ

ガキによりお申込み下

さト ，尚会場の都合も

ありますのでお早くお

申込み下さい。

. 鋭明会資料一日本塗料工業会南課長

及日本塗装工業会より

原稿の執鍛を願い ，本

会で編集したもので，

「建築塗料」誌として

全会員に無料頒布いた

します。

当日は御持参下さい。

・塗料の展示一有力塗料メ ーカーより

塗料見本等参考資料を

出品 しいただき ，会場

に展示して参加者の利

便に供します。

第1回新しい建築材料「建築塗料」説明会開催

本会ではかねてから新しい建築材料に関する説明会の開催を企画して

いましたが，その第 |固として建築塗料を採り上げるととになりました。

塗料は近時その進歩発展著しく合成樹脂系など各種各i憾のものが続々製

造され，その全貌を識るlζ 困難を感ずるほどであります。従って建築設

計，施工に当り ，いささかその用途撰択を誤り，あるいは有効適切に使

いζ なしているといい切れない点もあるようであります。他面従来の塗

料についても完全な認識の上 lζ 立って使用されていないうらみもみうけ

られるようであります。

乙の度の説明会は乙れら の点について設計施工の実務に直接参考とな

る乙とを目的として企画し，説明会の内容も建築常識的な問題を採 り上

げ，資料も実務便覧を目途として集録しております。

乙の企画 lζ 当つては，日 本塗料工業会西日本支部と日本塗装会業会京

阪神支部の格別な御協力を得る ζ とが出来，説明会当日も前会の技術関

係者が多数御出席下さるととになり，従来の説明会にない，打ちとけて

質疑応答と懇談を交していただいて，建築，塗料メーカー， 塗装関係者

相互の認識を深める機会ともいたしたい念願でありま す。何卒乙の説明

会を一倍怠義あらしめるためにも会員各位多数の御参加を御願い申し上

げま す。

事業委員会新しい建築材料説明会小委員会主査 矢 野 豊 作

1. 日 時 7月16日( 火) 午後 1 ＱＱ 寺 ＳＰ 分 ｾＵ 時

1. 会 場 大阪建設会館6階集会室( 大阪郵政局真向い，市電天神橋下

車す ぐ)

1 . 次 第

(1) 開 会 の 挨 拶 事業委員長鷲尾健三 Ｑ Ｓ Ｎ ＳＰ ｾＱ Ｓ ＮＴ Ｐ

(2) 司会者の挨拶 小委員会主査矢野豊作 13. ＴＰ ｾ＠ 13. 50 

(3) 建築塗料一般説明

日本塗料工業会西日本支部技術課長南 誠佑 13.50- 14. 50

(4) 質 疑 応 答 14.  50- 15.  10  

(5) 休 け い 15.  1  0 - 15.  20 

(6) 塗装の問答( 日本塗料工業会西部技術協議会々員，日本塗装

工業会京阪神支部会員)

a) 内 壁 塗 装 に つ い て 一 説 明 ・問答 15. 20- 16.  00 

b)  スチイノレチッ ν ュ塗装について一説明・問答 16. 00- 16. 40

(7) 懇 談

(8) 閉会の挨拶

16.40- 17. 00 

本会常務理事手島政男 17. 00- 17.10  



メ タ ル フ ォ ー ム 説 明 会

1. と き 7月20日( 土) 午後 1時半- 4 時

1. ところ 大阪建設会館 6 階集会室

1. 申 込 会場の都合もありま すので， 電話又はハガキにより 17日

までにお申込み下さい。

記

1. 演題及繊師

コシクリ ー トとメタノレブオ ーム

東京大学教授工博 浜田 稔氏

2.  メタノレフ ォーム設計について

市浦建築事務所々長 市浦 健氏

3. メタノレフォ ームについて

八幡メタノレフォ ームK・K常務 草 野 美 男 氏

( 注) 演題の変更があるかも知れません。

- メ タ ル フ ォ ー ム に つ い て ・

打ち放し コγ ク3 ー ト建築の普及と共に最近クロ ーズアップされたメ

タノレフ 宏一ム( 銅製型枠) は土木建築各方面lζ 盛に使用され，その需要

は増加の一途をたどっている 。

メタノレフォ ームはi I 只 x 5択のものを基準型とし最小4吋 x 2択に至る 23

種類の普通フォ ームの他人稿用コーナーフォーム，出隅接合用 コーナー

アシグノレ，面取り用フォーム等の役物があり ，ボーノレトは一切使用せず

すべてU クリップと L ピY とによって結合され，所定の形l乙組み立てら

れる。乙の他補助板取付装置もあり又柱型締付用金具マノレエスクランプ

等もある 。

メタノレフォ ームの特長としては

l  水密性に富むのでモルタノレの漏曳がなく，吸水性がないからスラ

γ プの小さいコジクリート』ζ 適する 。従って良質の コンクリート

が得られる 。

2  施工精度が正確だからハツリの必要は殆どない。

3  パタ，根太，支柱等が少量ですむから現場作業能率が上る 。

4  打たれた コγ クリートの表面が平滑，美麗であり，且歪みがない

から塗装仕上げ或は打ち放し仕上げに最適である 。

5  左官仕上げ，吹付け仕上げ，コーティング仕上げ等の場合，下塗

りを必要としない。

等を挙げる乙とができる 。

メタノレフォームは販売の他 IC賃貸もされる 。

紀州 高野下 n橋本の鮎漁 11
日本建築協会和歌山支部

来る 8月 1 日Iζ 1 泊 2 日の標記納涼懇親会を開催致します。多数会員

の御参加をお願い致します。なお詳細は本部事務局にお問合せの上，申

込まれたし。

会 告 2

メタルフォーム説明会

7月20日 午 後 1時半

橋 本 の 鮎 漁
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明治字L: 厳 株 式 会 社

大 阪 工 場 見 学

7月27日 午 後 1時半

明 治 乳 業 K K 大 阪 工 場 正 面

明 治 手L 業 株 式 会 社 大 阪 工 場 見 学

1. と き 7月27日( 土) 午後 l 時半( 集合) - 41時半

1. ところ 本会前集合( 貸切パスで出発しま す)

1. 申 込 20日までに電話叉はハガ キでお申込み下さい。定員 ( 50

名) Iζ 達した|時〆切りま す。

1. 建物概要

所在地大阪府八尾市大字宝寺709番地

工 期 着工昭和31年 10月一一竣工昭和32年5月

設計管理 山下寿郎設計事務所

施 工 株 式 会 社 銭 高 組

敷地面積 4. 508坪

建物面積 895. 420坪 延 面 積 1. 157. 420坪

構造 ・規 模 鉄 筋コンクリート造2階建

- 明 治 現 業 大 阪 工 場 に つ い て ・

明治乳業株式会社は我国に於けるもっとも古い歴史と最大の生産誌を

有している乳業会社であります。東京の本社の外，乳製品工場23，市乳

工場 15，薬品工場 1，牧場2，研究所 1，営業所? を全国各地 IC設けて，京

阪神地区には，京都，住吉，西宮 lζ 工場があり，適正な工程管理lζ より

権威のある製品を製造しておりましたが，近11寺街要の著しい増加に応じ

るため，高能率の最新f式機械を輸入し，衛生的且高能率の諸設備をもっ

た大阪工場を新設したものであります。現在日平均市乳 150 石，ヨーグ

ノレト 10. 000本，アイスクリーム20. 000コート の処理能力を発揮，操業し

ているが，更に現設備と同能力を倍加する計画を樹てている。
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第 2 回 建 築 写 真 コ ン ク ー ル に 御 応 募 を /
第 2回写真コンクール

標記コンク ーノレについては， 5 月号会告で募集規定を発表しました。

何卒多数の応募がありますよう ，会員各位の御協力をお願いします。( 詳

細および第 |回写真 コンク ーノレ入選作品は5月号I r . 掲載 しでありますから

御参照下さい)

募 集 規 程 抜 掌

主 題 建築に関連のあるもの ( 建築を中心にしてかもしだ

されたもの)

応募資格 日本建築協会々員に限る

大 き さ 四ツ切版以上， ( カラ ーの場合は自由) 応募点数は

制限しないが未発表のもの

〆 切 昭和32年 8月31 日 但し当日の消印あるものは有効

入選者の数並に賞

入選者 10名 lζ 日本建築協会食( 記念品 ・賀状) 及び

富士フイノレム泊: ( 富士賞) を贈る

.  
、砂

1  9 5 8 年 版 会 員 名 簿 原 稿 資 料 ( 調 査 票 )

の 至 急 御 回 報 お 願 い

調 査 票 の お 願 い

会誌、前月号会告で御承知のよう κ 目下新名簿発行に準備を進めており

ますが，その内容充実と正確を期する上から前号挟込の貰色紙私製ハガ

キの会員名簿原稿資料を若し未了の方は御移動なき方も是非至急御回報

を煩し度〈重ねて御願い致します。

会 員 倍 加 に つ き 御 協 力 お 願 い 本士会 に 入 会 を

会誌前月号会告の 1958年版会員名簿発行を機して会員倍加に逝進中で

ありますが発表以来会員各位の御尽力により既 lζ 多数の新入会員の紹介

があり深く感謝しております。

しかしながら当初の企画数には遥に及びません。つきましては有力な

る貴下の御協力を得て，ζ の目的達成IC遜進いたし度いと存じ，ととに

挟込私製ノ、ヵ・キの入会申込書をi帝人いたしますから ，御多忙中誠I r . 御迷

惑ながら特に会員倍加に御支援下さいまして新会員の御紹介御願い申上

げる次第であります。

... 
、

.  
」

毎日学術奨励金ならびに借成学術奨励金申請について 学 術 奨 励 金 申 請

今回，毎日新聞社および借成会から，日本の学界として重要な研究で

費用不足その他の事由で完成もしくは発表に支障を来しているものに対

し各々その「学術奨励金J を交付する旨の通知がありました。申請書提

出期間はいずれも 7月末日であります。申請の上審査を受けられたい向

は，詳細本会事務局迄お問合せ下さい。

日 本 建 築 協 会
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第 2 回 若 い 会 員 の 集 い 開 催

第 l回の集い (6月 13日) は参加者約30名に及ぶ盛会で‘ したが，その節

の参加者の御希望として「テ ーマ」をしぼってはどうかと云うこと でし

たので今回は次の隊な企画で実施したいと思います。デずイン』ζ 限 ら

ず，構造，経済等からの rt 広い御怠見の自由な交換を期待し，一回 の親

睦を深めたい と存じます。多数会員の御出席をお願い申し上げます。

ロい
z
z
一ロ

1. と き 7月18日じ木) 午後 6時- 8 時半

1. ところ 本 会 4 階 集 会 室

1.  テーマ 「建築のラ イフJ 談議

・特 IC，地図( 京大) ，鳥田( 事11大) ，足立( 阪大) ，馬場( 阪大〕の各先

生方 lζ 御出席を願う乙と lζ なっております。

・参考ーまでに， r建築と社会J 4月号 ・建築のライフ特集 ・を御ー

覧下されば幸いです。

・御出席者は，予め夕食を済ませて定刻を厳守の上御参加下さる よ

うお願いします。

事業委員会 「若い会員の集L、」小 委 員 会 主 査 三 品 哲 夫
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日 本 建 築 協 会 会 員 グ ル ー プ 結 成 に つ

昭和30年より ，本会 lζ 会員グループの制度を設け，各職場 lζ グループ結成を御願いしましたととろ ，現在34グ

ノレープ，約700名の会員がグループに結集される乙とになりました。本支部にかかわらず同一職場で5名以上のと

乙ろは ，グループの結成が出来ますから下記規程を御一覧の上本会事務局にお申出下さい。詳細をお知らせしま

す。

. o.  

:z:;; 員 グ‘ ル プ 規 程

目 的 日本建築協会会員グル ープは職場内会員相互の和親協力を図ると共に協会との述絡を密にして ，会政納

入の容易化，健全な協会運営の助長に協力; . t ることを目的とする。

1. 同ーの職湯で 5 名以上の会員のおられるところ 3. グループに属する会員は， グループ代表として

で，協会に職場名，会員名及び世話人名を届出 協会との連絡に当る世話人若干名を選出する。

れば，本支部を通じて職場連絡の 1単位として

取扱う 。

2. グループは次のことを行う 。

(イ) 会貨の一括徴収

(ロ) 会誌，刊行物の配本

村新入会者の勧誘並手続の斡旋

( 斗会員動静の協会えの連絡

(ホ) 協会事業を職場内えの速報述給

付 その他上記の趣胃に適する事項

世話人の任務あるいは選出方法，任期などはそ

のグループで決める 。

4.  グループ 11:. 対する特典，または報償は次による

μ) 会貨は毎月分納できる 。

(ロ) 毎月の徴収会胞の 10劣を手数料として払艮

す。

村 新入会者 5 名以上獲得されれば，入会金の

ｓｏｾ ちを払戻す 。

- .. 
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通・紙麗は 100 ｾ客 スパンナ

イロン糸を使用したもので

カ弾力性 lζ 富んでいま す

食驚く程摩擦に強い

食吸塵性が非常に少ない

句 会虫の害を全く受け ません
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米国特許 No. 2， 591， 904 

英国特許 No. 760，605 

日本特許 No. 231， 698 
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大阪市東区伏見町 5 丁目 27
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東側立ffli 図 全 対

1952年 1111 ぷ . チヤーノレス河畔の袋詰[ はほみ占っ て冷たL 、モの感触がむしろ肌に伏ト円 でありました。 当時 J 、

ー グア ー ド大 "ji に在学 中であった芦JJj ( 必1.1さんをその' 背骨i合におたっねしました。グロピヲヌが|畑師、した例 ω宵

'((J 舎で す。その節，戸bj i さんと いろいろお『訴をしたのて'すが，ハー グア ード で{ 主主rr 築，胡nlLlht lJi ，逃 閣の 3 学科

が集っ てデずイ: : . ; ｾ ＨＺ 部をなして い る よ とを ｉ ｾ ｊ ｜ 、ました 。 生 ｲｲ 築 が 工 学部に 属 せず Ｎ デずイン学 ｩｾｓ に 属 して い る二と

は予ねて本知 l して ¥.ま した L . その大III な.Q:I!j 、を むj;:; 々はんす うして いたのでありま すが 。そのよと は さて 阻 止ま

諺 して ｦｦｩＢｾ と 郎市 計 闘 と造 闘 が引に 一 緒 にな っ てスタディして Ｚ るよとを 伺 っ て感 銘 が深 か っ た の であります 。
部市は多数 の ｾ物 が集ま っ て 出 米て い ます 。 都 市 計 幽 と無関 係 に ｾ物 を与えようとしても 与 えるよとが Ｑ ＮＱＮＱ 米ま

せん 。 附 料水 Ｍ｜Ｂｾ ｊ 也 の 無 ｌ 都市はと ーんな にドライなも の でしょ う。
私 共 は少くともむ ｾｾ ｉ こ う えられた こ の 扶 ト 空 間 を ｊ＼ し い 郎 市 の 一部にした い も の と願 っ た の です 。 辛 い に 樹木

の ニ と は ￯ｦｩ の 緑地諜 Ｇ￴Ｚ＾ Ｉｪ 々が 助 けて ｆ さ って 殆 んど払 ｾ ｾ の 心 に 幽 し て い た 巡 りの ｗ ｉ 本 が 他 えられました 。 今 は 締

が大 さ〈岐を延 ばす 11 をf!i つ ばかりです。

西商 外 観 ・ ｴ ￶ 手市 ｉ は総 合事務所 ， ギ Ｗ 手前 ｈ ［ｴ ｾ 車場関係
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L  

1  lIi'i 1-.: 1珂 ホーノレ

施 工 者 の こ と ば 宮 崎 正 雄 主' 1. : : - ( 1: J :  

外 開 ｾｾ 4  c ml'l モ ザ ( J ? ( JレJI};

l唖際地相i何IJ i di ω 1j' 合が新築 されるに吋り ， 神戸にfti 初
'111、 1・1I在，I，Ii Jl};

7 ラj l J ?  
(1) ＩＮ ｾ ｾ駐 を ｩ ｴＧｩ ｬ ト て近 代的 ｾｴ Ｉ ｊ ｾ をした 竹 ＧＱ Ｑ Ｑ 務Ｇ， ｉｩ がその施 ＱＮ に

ハヲベ Y 十 '?l 本

巧ることがでJ たのはず苛し さ凶紙で あると ，¥!_t われる 。 治 相i

内 部

r  
， 

I 隣 U ピー倒 1)

の 中心 と も ｌ べ・ うる ｩ ｾ の玄 関で あり ， 交通 Juも便利 なj [: 点

J

 

山

崎

虫

天

IEl品 I1半島守イiWi

テラゾー プロY 夕日占

イ1干L?' イニ ーノレペ ンキ 塗

(  i，tf ボード U/i

遊園地に . I'j 万市民に期待を持たれつつHHT1I30年 7 J J  ＷＱｶｾ 工

以米21'T )1  ＱｩｉｊＮ鋭怠そ の ご則 ｩ ｾｬｩ に治 うべく 。 設計 者 Ｎ Ｑ ，ｦＮ ｩ ｊｬｴＡ

針。胞 仁丹J むに一丸となって 完成への努) J を続けた。 ιω

- A'i隣 11 ピー創 り

11¥1延約 160 J j  労働 ｈ ，ｾ Ｑｉｬ Ｑ を ｾ Ｚｌ Ｎ ‘ ド ト にも Ｈ Ｂ ｲ ｾ Ｇｆ ω ｬＧ 故も人命 !ド y ーヲゾー耐1/1¥¥' ( 鎗 11I 血UJ

をJ!I ずるよとも紙< ，今 11竣 l した ，，1)" で誠に1;<ぴに堪 え

I¥t: -r ラゾー プ tJ -;J :;貼

ｦ ｾ＠ ｾＮｾ Ｇｽｴｻ ＢＧＩ ､ ｪｊ＠ j :  ｾｴｩＩ 唆 ｬ を 持隊 と Ｉ ｾ に祝 ｬｻ ， ｩ Ｎｴ一心念で 杯であ

ノ'(; 1

一般 階 '1' /指南

同、 新 'J ノタイ ル

1111' 人 J也l i研/1¥

ｴ ｜ ｾ＠ モル タノレ ヴイニー ルベ γ キ! 0.

)<; 1  イl 孔イ"1' ¥， ，1' ー ド比'i Ｑ ｪＨ ｾＱ ベ ｙＭ ｜Ｇ 塗

ｬｩ 作 ， ドード貼 ノ ， ｪＨ ｾ Ｑ ヘン守 塗

なし。 われわれと しては唯関係九 ) j l(li 故びに就労者に対 し

て深 ｉ ｕ， ，Ｍ る感謝をささげると ｨｩ ｉ ｋ ， ｾ に ， 二ω浩司日に析 し〈 時

る。
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17 調 E五 ，1弔
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地 階

1. エ ν ベータ ー

ホール

2 食 :Ji‘i. 

3.  :N.  ｊｾ＠

4. Pll 髪 五

5.  ｪｾ＠ 担i /."  

6. 厨 関

{  主

8.  m 指h Ml 

9  空気調官l機械室

10 発 電 気 室

11. ポ ン プ 室

12. 動 力 政 視 宝

13.  ¥u 主[ 宝

14.  7  ')' y 出

15.  ;1， 
槽 :n 

16. .fr w  

2  階

i  エレベ ー ター

ホ ー ル

2. I!)，: 抜
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"'， 

務 ョι

5. 設 話 と己
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階

1  エ ν ベータ ー

ホー ノレ

2. 大 会 議 主

3 会 議 ョι

4 助 可証

5  特別米' i ' f 五
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7. 路 't  i{ 
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4 階
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26. 喫 11ii ヨ邑
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29. 会 2畳 主

30. 医 t賀 当迂

31. 封 v - 7'  
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7 ロ ヒ
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9 札、 ?を ヨf

10. MI) 0& 長 出

11. 会 派 議 u 位五

12. di 会 ，.}l J，品

10.  Ａ ｾ ｴ＠ ｾ ｉ ，＠

11. i与 {'; 

12. I!)，: 
依

13  特 別 防 総 叶J

14. 官i Il H  ，!C /';.帥j

15. j.I: eι[! 
当{

， 

r  

16.  tさ 11 会 出

l i 小 会 議 五

18 大 会 演 な

.  
.  
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t  
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け:i{
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1  階
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匡量密土

2  エヤ ー
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ワ: J i / ヤ 一五
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s 出期 出 3区 制
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3 水 糟 三証
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正面外観( 北側) . J.: T ，iir のピロデイは主| 児のiiij へ廻ll'.iiをもった中泌を 情成し ている 。

，、

ｾ＠

設 計 前 川 国 男 建 築 設 計 事 務 所
、，

， 

横 山 建 築 構 造 設 計 事 務 所

岡 山 県 庁 舎

監 理 悶 山 県

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖
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， 

h  

-、

.  

設 計 者 の こ と ば Ｑ￬ ￭ｦ 川肉別総領 ｊｾ ，11 市 務 所

始 物の 内 と外とにＱＧ Ｑ りＯＱ ｜ される矧 ｉｉｊ についてはｾ築にｾＧｩされる財 貨 の刈低にかかわらず ， 文Ｇの Ｂ Ｑ 能 ｾ ｉ を無限に ｬ 勾 包する天然の村料で

ある。またｾ物は大まければ大まい程烈境を支配する立 ￭＿Ｚ な ＿Ｚｊ［Ｍ となるとトう観点から Ｎ 本館 ＧＱＧ 央部 ｉ よ広大なアーケードとして ｉｙｪ ｊｴｸし

にし，北側道路の正ffil 人 11 からは大企な*? f 廻E留をi且して市側挺凶を見通すようにし ，北側人口に切るしIJ I l 般的な雰11ft 況を持たせると

共 に. ｖ［ｾ ｊｪ という公共 ｴｬ に ｬ ヒ丸、てＯＱ ｜ 米る限り歩行指の慢先を計り ， すなわち人と Ｑ Ｑ Ｈ ，ぷ 人 ｮ とすーピス ｬ 悶係の動線を ｬ 正分 ｌ Ｎ 県民の

犯い で近ず， ｈｉ る環 ｦ 置 のよ ｩ ‘成につとめ明朗なｾ［ｾＱｩＺＪの ｭ 町をイ ｴ 閃した。

ｹ ［ｾ ｕ 政 Ｑ より 本 館と［ｭ ｊ ｪｬ ＧＱ ［￭［ とを別 ｉｉｉ 、 とし ， 本館の川ｦｍ ｾ 棋とｬＦ Ｇｊｐ［ ，の ｦＧＮ倣 なｾ物とを対比 、 せしめ ｉ [，Iij ?iを 3 間苦渋り 凶IT によりつな J

本町! 3 附に( I ' . る執行問| 則とl &ik骨量|瑚とのA絡の緊常を l苅った。ニの I，[，j 円の述tii(!. 外1' ' : / ( 1' ) にもホロープ 9 Ｇ［Ｑタを以んだ下 押 ｾ ｉ こよりＱ＼わし

てある。

ぷ現として :1構造什柿を鉱山した い 2 ・3 階部分と鉄とガヲニスに閉まれた法相階$ 分とに大別 L . 1，1，1丹を火樋でほ切り ，執行部. ，議

決問 ｬｴ 宇多少［ｦ ｾ ＭｩｯＺ ｬ ｪ Ｇｾ 時の後徴的立味の濃 ｌ 、部門はこれ式， ｉ￬ｾ / ' i ' の部分にl以め . '11務的( i ' E 'I'j と機能的柔軟性ーニの為にI l I lfl: I:1J11"1! f l ! J にしてあ

る を求められた ー熊 '11務引を似 I1i Iとして後おの部分に収めた。 l叩ち 目 3 fli'i J ，; . ( 、樋までをヨソ夕日ート打欣 L fl 上に L . tt' 震を外調; に

IJ¥ して怖J白のスケ ー J シを l tll ¥L .  ニれがスチ ーノレサ Y ν ユとガラスで11ft まれた . /111仕切. ii / J J ，釧水の配管配 ii'( によ心 Jスγ ーノレを1 ( 111

した Ｔ 隣から 上 をＺｸ・けて い る ｊｾ を杓り ， コン夕日Ｍ f.  tk.  j / ラニスの柾p i の付料による鴻耐を閃った。

建物が織に長い為，サー ビ広間同1"1 防 P' 1. 使19i Ｎ エレベーターヤｾＭＨｴＮ ｉｕｪ 珂 Ｚ ケ所に ， 中央アＭＷＧード売はさんて Ｚ ｊ っから 下 まで早に市

.!J.， N! ff/ 1:，配竹上の利{副作阿った u

議場蛍 ＨＺＨ ￯Ｉ と庁合 Ｈ 京 Ｉ との ｾ ｉｉｉｉ Phot o 恒 成 一 部|



施 工 者 と し て の こ と ぱ 岡 山
円 県 庁

盆と

"" 

_，;，; 1: 'lf l l l1lHl l 29年 3 月縞札後，敷地内のf土川の立i ! J の解決が渋滞

L .  711 乍げに ，1: ir'I 解決の予定のものが一郎は年紅までかかるとい

う(f際で白11)1 なi品伝解決のまま，. v t でしたのであるが. f..l! li l U' ; の

( )  1・'ITの進妙に渋滞を米 L ，その後七日; ¥の陵情改 .'(i 等に1'1 う- flU，l宝

刀 Ｇ ｾＡｽＮＡＮＮＧＢＤｻＺがあって ， 3111'  k完成し ，岡山県政の鍛 'i ;i: として li!l川 r'J 畔

にその 成 飾な ｈｾ 朴 な 姿を飾 ったのである。この ＱＮＱＡ物 の 特徴 とも い

うべJ ものは . JI ・'i I¥" に多くのコンアリ トの打欣!日Lが11 上 としてm

トられて いるニ と，すなわち建物延坪7，769. 21干の内4. 742坪の多止

にR っ てlTJt{{ I:J: が殺計されてあり ，延仮衿IlI ilf. 6，000 伴がIUL1:土上

としてJ I l l ‘られ亡トることである 。 したがって 加川にしてニの比較

的大規悦な打般し寸ンタリートを， Ｑ 確 にしかも ｘｦｾＨｉｾ に打込 ｩｳ かと

ト 弓ことが全 1: '11井通じて :1 ・Ir の1.(，内であり ，J i . てを決するもので

あった。戦後わが同にもコ Y 夕日ート打肱しが化椛としてだんだん

多くI r J l 、られるよ弓になり ，数多くの杓品が生れて打政しという

のにつl ・て行持[ ，! ，j 論ま ちまちであるが，その悩 l においても幾多の

閑怖を1 ' 1 ぅゐ供述されがちである 。本ユ盲J i を通じ打般しコンクリ ー

トについて仰せ: したニとは，仮枠の端太ftj 本の ｪｲｾ I仁 ボールト一本

の締 I.t. 無雑作に打込むコンタリ トにも布11心の出怠と誠立をこめ

て決して 防体をi主むとい う安易な気持て' あってはならないとい うニ

とである 。l削査に岡山県当局並びに自il川I J ! 犠白I1 務所の全面的な御指

噂と 御協) J に対 L i' 1' M<の感;11を跨げる 。

設 計 前 川 国 男 建 築 設 計 事 務 所

施 工

横 山 建 築 徳 造 設 計 事 務 所

株 式 社 会 竹 中 工 務 庖

1  

、

南 側 外 観

!恥島L A i t 寸
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3 階 広 間

玄関より ｲｬ Ｇ ｾ を見る

岡 山 県 庁 舎 建 物 概 要

l古 川 Ｑ ， ｾｉ ｉｉＢ ｬ ｪ 内 ＱＱ ， ト Ｑ ＱＱＧ Ｑ ＧＮＱ ＱＱ ＩＢ 1  T  11 

構 造 本 館 鉄 竹 鉄 筋 ヨ ン ク ツ ー ト 治 ・

地下 ｬ 附 ・ 地上 Ｙ 階ｾ

議 τ ｊ ｩＧｾｾ : 鉄筋 コンクリ ート泡 ・地 下 1 1椛 ・

地 上 3 階他

県般 f H1J M世・? ヱルホイント 1: ( 1; 併用

床 前 日i 附 ｾＧｉ 作 数

本側 j也附 1，368. 481'1' 

I 附 389. 39

2 防 629. 69

3 階 574. 74

4 階 - 8 階 565. 33

9 階 349. 01

地用 1 隣 19. 53 

2 附 20. 63

1 同年 8. 94  

本向¥小 JI' 6， 3 l O.  5611  

液・1l " :O也附 473. 611干

1 階 272. 25

2 1l!'i 357. 88 

3 隣 354. 72

;11>11常小，H' 1，458. 46斤

ｾ物 の向さ 本 館 ( 問地以 パラベアト 上端まで)

39. 855米

議' Il":， ( 軒大樋パラベ Y ト上端まで)

10. 095*  

J :  WI s{j ;fl 1 2 9 fド 7 Jl >1汗コ

sIl lil 3  2 年 1 JI 竣ユ

仕上段i-!!.!

外間1: Ｑ 陪より Ｓ 階まで ｴｾ Ｕ￟コ γ 夕日ート打政 ｌ Ｏｕ ｌＨｉ

上 げ。腕および明は特殊ホ円ープロ Y タh'l 。

法相附 ｾ￯ ｴｬｩ Ｇ ＡｉＢ＠ -;J i / ユペンキ塗。スパン ドレ ノレ

に鉄 板 ぺ γ キ。 ｨｾＮ 棋 はｾＩ '" トおよびアメフア

ル十防水。

内部 ー般官11務宗，床日ノタイ ル， Ｇｉ Ｇｾ 、タイル 目 ｴｬ ，ｾ
プラスタ ー 塗 ， ｾ側腰フレキ ν ボ ード サテ γ 強

知事宝議長室; 床ゴムタイル，天 JUミf'l {i 孔テ

y クス nO(J: I1J ヘニヤ板生地仕上。

議場，床 ゴムタイノレ. ぼベニヤ版および特殊吸

音竪羽田阪貼生110.(1: 1: ，天 11 尺J 'I .(，孔テ Y クス
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十1: :  ｾ ｬ Ｚ，Ｎｴ＠ 1  !J - ｾ 打放

t.. uU; 系常生中次H
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J 、)1 ジョイス ｉｾｗｾ は

入 門 ( liI ! l m

HとIdI C ， j叫Vξ1 ;1:
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1唱 燃 鉄筋コ ' / 1 リー 1， 也 市l鉄'¥'J".iil
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ｾ＠ lt- "仁6. 891干 延 j干 上298.12l'1

ァー レ メ 715.155門

事f ，:':j 12.  522 m  
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君

-.  

施 工 者 の
' -

と fa': 

ￛＧ， Ｇ ｬ､ｩｬ ｪ Ｚ 合新 築ユン ｪＮ に あたり』首 ｊ［ｪ ｬｬＮ 、 ｾｬＧｩ として感じた

ニとを11M! Iζ iJ l し述べてみます。施 1 担1吋r. としては.

it 文行ならびに，J : ，汁者の構想をいかに合PJ!{r. Jに' s . 現する

か，がif， ーであると旦%、ます。 J- i! 川 . N下両先1' .，J:，)tの

純コ γ クリートのいわゆるストｾ ' ; /プのtll 築であります

から ， 胞」七ごまかしのな い ｉ いわば硝 子 ［｝ｦｾ りのもので

なくてはなり ません。 ましてや故 う材料は生物といって

よいコンク 3 ートであります。生物としてのョ γ 夕日ー

トの処ｾｾ｜、かがＡｮ ｊ 凶でした 。その 」二 ，ｴ｜ｴ， Ｑ ト はどこまでも

「にげ」のない i 正確肢を要求するものでありましたから

ζ の要求をいかに処盟するかにすべてがかかっていたb

けであり ます。胞工技術の研究改良をmね. 設計怠凶の

忠夫 な Ｑ ピＡｊｉＮ に努ＩＩしました 。 ｦ｜ 、，当 ｊ Ｚ Ｇ ｪＧ を無 ＱＱｔ ｽ Ｇｾ 了い

たしまして ，il: 文者ならびに設計百の方々の構也1からi卓

〈雌れたも のではなかったと自白しています。なおー 刷

の研究がわれわれに課 された大なる任務であると改めて

ぜ. じてい ま-1'"。

おわりに ，i.U: .fi . 設計 E ならびに関係自の々々の御

指導御悩Ｉ Ｉ に感謝 ｉｾ し 上 げます。 J止 ，k (，白 雄

上 正 面 五:1刻 l 階

議ヰ{ : hl のエ γ トランスホ ール

市 民 ホ ー ル ( 1.民 示 場 ) 仕 上

J ，j i 玉砂利i先lli (径 6 分) ， r ラプ

- jj :J ニ ( II旧制9/ 10)

ｉｊｾ Ｇ ｊ 、 ＱＱＱ イ γ すート ｾ 込 其鎗 製 .... i  

ｊｲｾ Ｈ Ｎ ｴ＠ ( 277 )  

' j! 務 室 廻 り 世 上

J，I、 明色アスタイ ル11' ; (J :  J コ

ニスチ ールナツ ν ュ 市民ホーノレと [， ;J じ

夫 )1 ド3 ドー ノレJ1f. 30m m JfXH lll.化

n  ヲン ジリ ー ト打肱 L !iE紫塗料11).:

付[上止.

天) ( ジョイニぇ ト栄 lE i は村と同じ 。

ドリドールJ早 30m m JfX付t主化

ビニ ール系塗料 仕上

スチーノレサ Y ν ュ : 鋼 製 厚 1. 6弘 成 型

ノ、 ーカヲイジ γ グ処理 7; ターノレ

椴系樹脂塗料仕守k

ビニ ール系塗料仕上

日E司l コンクｾ - f 打政し餓素系塗料

11).: (寸仕上

テラス姐り 防水モルタル塗，下地主

砂利洗 UI L 仕上 (径 6 分)

下 : jfi 民ホ ール i 階( 展示明として使用)

議 場Ｈ公会批 ｬｾ Jl J ) 仕 上

叫ミ ゴムタイノレIL¥

正 面 ｾ 枯 aベニ ヤJ以2 分，ートj 也ナラ y

日占仕上

Ｑｾ 面ｾ Ｚ ｬｬｬＮ地コベンハーグーンリプク

日ヤヲ Y カー仕上

下地ロ Y タワ ーノレ 1 ".t!7.!，).!i 

サヲン {上J :

天 JI 鉄歓 呼0. 6 畑、 1 下分 {J 孔，下

I也口 Y タワ ーJ レフ(，)!i ， j :Y ノレ

カラー 11).: 1.t( l: 上

31 
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2 階

1. 教 育 委 員 会 室

2  財 政 庶 務 室

3 小 会 議 室

4. 会 議 室

5. 市 長 室

6. jli 長 公 室

7. Iむ 筏 車

8. 助 役 三i

9.  ｾｬ＠ f j 具 志

10 記 者 主

a. {ll! 所

b.  I!I( t!， 

c.  J技 J品 w . ｾ ，＠

d.  W . 上

中 低 上 日 ｾｉa.  j民望台R  e 階'I '.!l!:よ剖ia.  R  I 階

Ff  凶

株 式 会 社 大 林 組
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分 裂 核 反 応 と 融 合 核 反 応

京京総 ｲￌＺ Ｂ［Ｇｩｾ と誌 允会館一 ー その分製紘反応と倣令核反

応 。 Ｑ ＹＵＷ 年の点 ［ｾｉι 匝 ｛Ｑ く太陽が 二 つ ＱＱ ｜ 現 した 。

しかもこの二つは指呼の間にあってj hにその存布を ti'i

し合つてはおらない 2 人の東開の名優が同 じj母子? に顔

合せをしたような壮観。

私は限なく 2 作品 を見学して物質とエネノレギー との十11

|英l関係 lζ 思いを新にした 。ともに高度かつ落大なるエネ

ノレギー( 創造的であり工学的である) の物質化がおとな

われているが、その物質化されたものから見る ，Hの全身

に放射されるエネノレギーの質と :11: ! その 11:.( .本は一体何で

あろうか ?

ｉ￭Ｑ ｉｊｊ 二Ｇ［Ｇￍ子は強いていえば 、 ｾｗｴ￮ のり Ｆ ｕＡｬ ｪ やフ ェンスを 起爆

Jti Jとした分裂核反応がお ζ なわれており 、完全 IC I死の

);J( J の発生を| ジJ .L上しないであろう 。fdじコU会館( そ ζ う[ ' [

1'W;) の場合 lζ はその寸分のスキもない統一感、から i引ζ

融令該反比、を! 必ぜさせる 。そとには作，むとか 1'1¥心の跡と

かいう「死のj火J は微j曜も成っておらないのである 。

(11 s)  

建 築 の 空 間 と 象 徴

ｒ￟ｾ，，｝［は 、 なかんずく近代位築は 、 そのつ 民間 十 ｼ を本質と

する 、と Zevi はいう o R s 築史は占き J換えられなければ

ならぬ、と主娠するのである 。

芸術とは象徴である 、と Read はいう そζ で芸術火

の占き換えを試みるのである 。

乙れらの必j [ i : の主悩 lζ は共通の 1I J ' 1がある 。それは、

空間を視る 、もしくは象徴を読む、というその何 JTJ のう

ちに人II¥J を見定めようとするむ識である 。

しかしながら 、そのような空間的現象なり象徴なりの

存化を 、単』ζ 指摘する lζ とどまるのであれば、それは9. . t

築を、空間なり象徴なりの 言集で;i'i きJ換えたに過ぎぬ。

ζ のような主娠は 、JR文化の、または作川代の9 . . t 築の主

Ｏｩ｜ｊＨｲＧｾ＠ 形成の日押収与とをバー制111乙記述する ζ とによってのみ、

そのht) 、の純粋さを倣iiL し1
1

，} るのである

いうまでもなくそれは、千十 Vl ならざることがらであ

1  

司.  

る。 ( M  T)  

の ち

欽だ、コンクリートだというと 、永久に持 ちそ うK 思

えるが、案外、)i{，(;- はk i . いらしい o ｾＩ［は釘 Ｑ びるし 、 コ シ

クリートは '1'f' I化する。 もちろん、'1'ft 化すなわちコン

クリートのおしまいかというと 、厳密f C は 、なお研究の

余地があるらしい。だが、寿命の京外気1. い乙とには変り

がない。造られたものは 、ヤガテとわれる 。 もうソロソ

口、いわゆる本建築雄物の定期j診断を始めた ら、どうだ

ろうか。

人間、無J: 1 l な生川をすると 、命を縮める 。まわりが必

くても同じである 。泌物でも 、沼会iやガスの渦巻く所に

あるかとうかで 、J !"i;¥なちがいが I.Uて来る 。針j びる鉄で

も、使う所、もj_; い} J で、ほとんと) ，' ] びてない例も多い。

下入れが. R いと長持ちするのは 、機械 ・人体だけではな

い。鉄筋だ 、鉄'I'J だといっても 、やはり員nLl Ul が必要、

お医者ーみたいに 、その指導ICJ 提出すべきではなかろう

か。 (WK)  

34 

多 量 発 注 と 多 量 生 産

多 l山ι ものを作るという ζ とは 、災くしかもあり文の出J

いものを製治す るいわゆる多 lii 生PU J よのための 1 つの

要京ではある 。 しかし多 111生産 ) J 式によるためには、例

えば|日l じ形のものを ー定の速さで j f 枕しである限度量以

上作る等の色々の条('[-. が必要である 。そして生産方法の

研究にもまして 、設け| そのものからその ) J Wζ 沿う研究

が肝要である 。例えば II !UiJ 事工業等は設，: 1 から製造まで

一貫 した l つの ) J 針に従って検討し尽きれている 。

ところがA112おにおいては設計者と施工お とのIHJ f Cはそ

れ程密扱な関係がない 。 設，ｦＡは施ユ Ｎ のプ ｾ ＢｴＩ 、を考え ず にな

される ととが多い。 ζ のよ うな状態で多 i止に例えば{ニi:. 宅

のT hi i : がなされると 、村皮の上昇は望めず、コストも低

下するど ζ ろかかえってブーム を似米しかねない乙とが

ある 。 (MM)  
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Ｕ 換 気妓 Ｑｾｩｪ の現状と展望

6 騒 音 防 止 按 術 の 現 状

7 室 内 音 の 現 状 と 進 歩

8 電 灯 照 明 技 術 の 現 状 と 将 来

9 日 照 胴 節 の 現 状 と 将 来

1  0  新 し い ビ ル デ イ ン グ の 受 配 電 方 式



チロブア
し、

し幸斤の
，、、

境Z嚢釜え

、

物を密閉するととは，空気調和技術者に対して以・大の挑

戦でもあり，好機でもあった。最初日，然的ｾＭ［ｻミの調節し

か考lむされていなかったが，数年前より重点は変って，

空気の消洋さということが空気調和のH 公式H の定誌の中

に含まれるｾ索の Ｇ Ｚ Ｑ Ｇ で，より高い位置を占めるようにな

った。

空気調和の古い定義は「空気調和とは建物内の空気の

物理的 ・化学的状態に彩響を及ぼすすべて の袋持者，ある

いは，少くとも温度 ・湿度 ・気流の三妥主主: を同時に調節

するととである 」としていた。新しい定誌では『空気調和
j

とは空気の温度 ・i単位 ・清浄度および空気分ギli を調節す

ること」である。

さらに，この定誌は修正されつつある。事実，現夜で

は技術者は環域剥節に空気のみを対象としないで，快適

な球場状態を創る という観点から仕事をしている。たと

えば，制射はおそらく上記の定義に含ますことはでまな

いであろう。しかし，とれはパネノレ暖房法( または冷房

法〉を使用するしないにかかわらず，快適さに大いに関

与している。これがＡｘｾ Ｕ 番目のｾ栄である。

c  他の要素 上に述べた環境ｾ栄の全日刊を巧く調節

したとしても， J  

きない。なぜな らば，空気の温度や温度と無関係に，わ

れわれの快感に作川する種々のw - 栄があるためである。

例えば，酸素 ・ ｾｾｾ ・ 炭酸ガスなどの気体のｼ岱イメ ・ ンは

今日の空気調和方式では，あまり考えられていないが，

宕過しえないほど重姿になるかも知れない。最近，新し

く登場しているのは尖気の調節である。大きな空気調和

A.  For um， J anu.  1957に掲4売された論文 p echnol agy-

1977 J はDaugl as Haskel l を中心と して多くの人迷によっ

てまとめられたものである。とれは整地計画，材料，構

造など広範凶にわたって姶築が現在直面している問題の

新しいアプローチを通じて， Iy] 日の建築にl向う新しい技

術の発展を展望しているものである。 ことでは，その "1:
1

の熱環境に関係するものだけをピック ・アップして紹介

する。

環 境 要 素

o  熱的要素 130年前に クイリアム ・へパーデンが

ilul&と問織にMI3t も人体の i品& 感党に影響すると n/i えて

から，以後，続々と人聞の快感に| 却する研究がなされた

。その結果，われわれは空気の温度 ・幅射温度 ・相対温

度お よび気流が身体の放熱あるいは受熱に相互に作月jす

ることを知った。例えば，太陽や強度の! 照明i f j J fからの Ilq，¥

射熱がわれわれの快感温を低下さす。また冷い壁や大き

なガラス面が身体の幅射熱を吸収して j主に快感i鼠を上

好させる。さらに快感温は j司凶の然的要索だけでなく，

人| 聞の活動力によっても大きく左右されることが判っ

た。例えば体育館において，競技者と観衆との快感温は

それぞれ身体の発生熱が' R なるため，相退している。

下記の表に熱生産と熱放散に| 刻する方程式を示す。

b. 空気調和の 5要素 近年，空気調和技術者が述築

家 ・構造技術者 ・その他の人迷とともに，述築グループ

の有力な- uとなり ，恨殺し窓が| 時代の姿 となった。述

実効熱1=. [ 交ー 蒸 発

「ノ ¥ヘ /' 一一人一一一- . . . ， . . - - ーノ' - 一一........ . . --一__. . /' ---. . ・一一¥
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， 装置では，炭ポフィノレターが数年前から使用され，央気

の調節にかなりの効果を上げている。さらに呆気の測定

法が研究されており，また央気と出気とが管按に関係し

ているととが見出されている。日IJ ち， Li L気粒子は水蒸気

分子にくっついて空気中に拡散される。この性質のため

ｾＧｉＮＺ気調和コイノレで空気中の ￬Ｇ［ｴ 気を凝縮することは布効な

臭気の除去法であるように恩われる。

なお，騒音 ・ Ａ照明 ・ 色彩も重ｾな環境要素である。実

際にわれわれは，仮に色彩を考えないとしても，他のど

の一つを取って見ても全く不愉1 ; ) ( なm墳のl原因となる ζ

とを知っている。明かに，われわれは良好な環境を創造

するには， とれらすべての喪主将を調節せねばならない。

未米は環境と建物を統合する姶築家と 技 術 者 の 手 に あ

る。

2.  パ ネル暖 房における建築家 と技術者の 協同の 必要

パネル暖房では室相互の fl l J ，あるいは同一室内の各点

聞 の空気の動きが少いので，必Ａｊｦな場所に必ｾなだけの

熱を正確に送るということが重要になる。どこに熱が必

!!l- かは熱1 u 失に関係 す ることである。ゆえに，よしリミネ

ノレ ・ヒーチジグは注意して，和1々 の泌物の特性に合せて

作られなければならない。との点において，技術者と泌

築家の緊密な協同がとくに必要になる。

パネノレ ・ヒーチシグはすべて の快感問題を解き うる万

能策ではない。よいパネル ・ヒーテ Y グは断熱のよい建

物での，よい対流暖房の結栄と大きな差ｾＧｩ，ーはない。二つ

の方法の! 日1の理論的差異にもかかわらず，その差災はあ

まり丞ｾではない こと がわかっている。良く設計された

パネル ・ヒーチ γ グは，熱湯Iが自に見えないのみでな く

芯識もされないで，快適状態を作るととがでさる。これ

は，すべての暖房方式が段終の目的としているこ とであ

る。

l援冷房方式の建築設 計 との融合ということも一部原因

して，より進歩した方式として，パネルと対流伝熱の組

合せがある。例えば， ピッツ ・パー グのアノレコア ・ピノレ

デングでは，天井は強制給気方式と結合した暖ー冷房パ

第 1 図

天井の 高 い 場合 床殴初が ｊｾ 良

である。床からの1鹿かい空気が上

方の冷たい: 1! Xt とM合し，主主剖は

安定する。

床暖房 は上方の冷い型紙凶を除

くi込い方法である。

7 2
0  

I  ｾＶ ＨｪＩ ｯ＠ I  

天井 パネ ル冷房 はドラフトを I  I  I  i - -i，.. 

起きないし ， 天 ｊｉ の冷い ｾｾｴ が下 I  I 手 l チ ｉＮｾＭ ... 

方の暖かい空気と良好 IC混り，当 1"" ' "  ...._， "--" ¥，.，ノ

凶を低下さす。

強制給気 は学校などで，伏迎1"

床i ! J をつくるの IC 通 常111いられて

いる。尚，床を断熱するとー! 凶良

好な効* をうる。

パ ネル暖 房 が窓下 IC段位される

Hふ それは沿いガラスの翻射冷却

効* を弱め; 事附近を快適にする

高速給気 1よ応住者の活動範凶舛

である盗上部の: ! l ! 11lJ lc 向って吹き

出すべきである。
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第 2 図

与 冬 季 … な 日

太蹴熱がコレ? ターの水を暖房K

必] ! l ! ' . . : i J ，¥I立にまで充分上昇しうる

時，品，¥水は白彼タ ンク を通って ，

ヒーチング ・パネル K 導ひ・かれ.

モ乙で室内K 政熱する。

今冬季一 …ポンプの凝縮川水の熱掠となり ，

熱ポンプからヒーチング ・パオ、 J レ

ICi ! J 水が過される。

長

「

冬季，夜間には，

貯縦タ ン9 の水が熱龍i とな る。タ

ンP iIJ!ll:は35
0

F (約2
0

C ) まで下

げうるため ， その1訪熱容;[，11孟非常

IC大 きい。

夏季，おだやかな天候の時

夜の中 Ii : ? ーリング ・タワーで冷

却 きれた水を タンク K 貯え， 日中

その冷却水がパネル冷却告書ICill!ば

れる。

夏季，暑い天候の時，

熱ポンプがパヰル冷却 栂K 冷却水

を供給し，合ーリング ・タワーで

放熱される。

写 真

、

ヰ、ノレとして用いられてい る。もちろん， このような融合

には，建築家にも技術者にも，互いに他の専門を到lJIY(，す

ることの必要がj叫す。

すでに，建築主はガラス のカーテ γ ・クォーノレの五f rl ¥l

のコス トが高いことを気づき始めている 。 このコストは

空気調和1' i ' が法外に多いこと，ガラスの欠点，あるいは

モダン建築のＧサド実用組 ＺＢｾ 原因していると考えられる。

しかし ，I援冷房方式 と建築設計 との緊密な協同が治すに

従い， コス トを lルj、になしうるだろうということに希盟

が持てる 。

第 1図に部屋のl暖房または冷房の設計上，注目すべき

点を大ざっばに示す。

3.  太陽熱を利用した実用的な暖房方式の可能性

l暖房に太陽熱を利用しようとする 試みは近年きわめて

雌んであり ，各種の方法が研究されている。事務所主J ! 築

として 世界で一番厳・初に，太陽熱を完全に利用して l殴JJ j

をしたのは上の写真に示しているソラー ・ピノレヂングで

あろう。この建物に使用したl区一冷房方式は通常の凝縮

用水を循環使用する冷房方式ｾ，太陽熱を集めるコレク

ターと貯蔵タンクとを附1.mしたも のである。この方式の

概 UI告を第 2図に示す。

地方によっては，住宅の太陽熱l暖房に より，i i J l 常のl暖

房消1'i' 燃料の80% が伯えるといわれている。また太陽エ

ネノレ ギーの回収効率は70% - 80% であり， これ以上幼率

をあげることは将来でも因自在であろうと思われている。

もちろん，この太陽熱を利用した幅射式l暖ー冷房袋置は

将来ますます利用されるだろう。

4. 熱 電 子 暖 冷 房

まだ実験室的研究の ｪ 或を出ないが，革命的Ｚ，ｾ米が ｭ 待

されるものに，熱ffi 子式l援冷院がある。 これは Rod出1。

C 。町rp凶。r悶。 ti馴 。of A me川。の砂研f究所で， N.  E .  Li ndenb¥od を， '，

心として数年前から研究され始めたものである。
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第3 . 。図のどとく，興事Eの金属をつないで，一方から

ii' i流を流す と接点で発熱し， i l 1 流の方向を逆にすると接

点で吸熱して冷却する。とればPelti er 効果といわれるも

のである。とれを第3 ・b図のごとく銅を問に介して連結

すると，銅は一つおきにl民冷， I慶，冷・・一 回目 となる。こ

れを第3 ・c図のごとく ，外壁を段として冷の銅を室内に

i援の方を外気側に配置すると，室内空気は冷却され，そ

の熱は外気側の| 唆の銅によって外気に放出される。氾流

を逆にすれば室内で発熱，外気側が冷却して熱を吸収す

る。 liiJ 者は熱ポンプの逆，後者は然ポ Y プと問機である

から，一種の可逆熱ポンプである。 第 4 図は室内側の銅

をパネノレ状にし，外気側の銅はヒレ状にして，その問を

一つおきに異なる金属で結合したものである。

この発熱 ・吸熱効果の税率は通常の空気調和装置の約

4分の l であるといわれている。熱ポ Y プと同様に，温

度差 10

0

_ 1 5

0

F または，それより僅かに小 さい温度差の

11寺に最も効率がよく，温度差ーを大きくすると低くなる。

この叡l率のよい金属の探究がなされており，初期の8 -

10併の効率を有するものが作られているといわれている

が，秘密にされている。代表的な組合せはアンチモ Y 化

亜鉛とテノレノレ化鉛である。

また，この方式は直流だけに作用するため，交流をI古

流に変える整流ユニッ トが必要である。しかし， これは

小さな ｴｲ 空位ユニッ ト あるいは半母体制Ｚ捻流ｾによって

前ちに解決される。

この方式の究径の目標は熱ポシプ以上に効率を高める

こ之である。けれども，実際には，運転絞 Ｑｲ だ けが ｮＨｾ

の基準ではない。これは効率が低くても，ダクト，ファ

ン，中央機械室， コγ プレッナーなどが必要でなく，単

に小 さな紙付けユニッ トあるいはパネルまでの 引込導線

だけで用がたりる利点がある。

本文については，京大 ・前田敏男教授の校閲を得た。謝

意を表 します。

〈智者阪大総築工学助手 楢 崎 正 也〉

?  
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第 3・a 図

宅 守 幸

→ ｌ ， 併 ［ ｾ 市→柄 、 持 際鋭的ｾ サ→ ｼ 寸

省司 ピスマZ 宮司 -v ;.. .!rモLノ 信耳目

第 3・b 図

ー斗

第 3・E 図

第 4 図
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建 物 に 利 用 さ れ る 新 し い 熱 源 の 展 望

編絹委民から: l<J 砲を与えられたので先づ考えられるの

は，建物に利mされる熱というと第ーにi塚田周と解釈

れるが，あるいは給湯用も炊事用も含まれるかも知れな

い。 l暖房の熱源と関連して，とれからは冷房用の動力源

とl広熱源( 冷房を行う室から除去した熱をどとかに放出

排楽しなければならない。 fic過には井戸7 . . k に熱を!吸収

せておるが，列ニ戸水が利用できない場合にはク - 9: / グ

・タワーを使用して大気1' 1 : : 熱を吸収させておる。この熱

の拾場をことでは一応' w 熱源と称することにする) とが

大きな問! 芭となってをているから，これらの事項につい

て漫談的に告いて立をふさがせてもらうことにする。

暖房の場fTには . まず室温度に比較して日i昆度熱源と

低温度熱源とに分けて考えてみよう 。高iRt 度源 として石

炭，泌｝ Ｎ ガスｾｻＺの燃料やむ熱を使用することは，いまさ

ら論ずるまでもない。そのなかで考慮の必要があると思

われるととは，わが国においては未だ例がないが蒸気供

給水業がある。これはm気，ガス，水道事業l乞似た性質

のもので，市rl' にi(li 圧: 蒸気を送る配色・網をめぐらし各建

物に暖房用. 給湯川，炊事用. 業務用，作業用等の熱源

を供給する。欧米. 殊に米国では主要都市には古くから

発達しており. 1954年度には 3∞ 以上の地区に対して蒸

気供給が行われ. そのうち大きな50数例についてみると

総投資額$250. 000. 000で年間の蒸気供私監は約33 .000 .0

00 トンー年間の収入が約 $72 . 000 . 000に達しており . ニ

ューヨーク市の設備はその約30% になっておる。地中配

利からの熱t日失やー一時に莫大なる廷設資金を要する欠

点はあるが Ｎ 各ｾ物 ｦ 写に燃焼効率の思い，取扱いに労力

をｾＺし ボイラ一室. 燃料百場，厄介な灰IHし設備，各

階を1' 1 通する煙突等にとられる質量なる床面積，しかも

煤煙や灰l墜を散布して大気汚染のおt大原因を醸生するボ

イラーの設R は大局的に経済上はもちろん，環技術生，

都市美絞等の凡地からしても不合J 1 J l であり，今後l俊民の

衿及につれて- } ( i i との点について巧油、を払う必要が痛感、

される。

しかし各肉の蒸気供給r n : 文ーは，従来はいずれも主とし

て冬期の暖房 JTJ に限られていたので. 暖房期間の長い低

i昆地方の郷市において漸く企業として成立っておるよう
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な状態で，経符的には余り歓迎されるものではなかった

が，近年米国の都市においては冷房の発迷普ニ及につれて

冷凍数置運転の動力源たる電力の供給がとれに伴随出来

ｾｉｦ， い傾向を呈し，か つまた同時に吸熱源たる 井水市Ｗ｝Ｈの

供給も到底不可能の状態となるに至ったが，動力源につ

いては氾カの代りに蒸気をもって冷凍機を運転するとと

ができる方法( 冷凍機を蒸気ターピ Y で巡転する方法と

現今家庭用の ft 1 気冷蔵庫に代って掻頭してきたガス冷蔵

庫のように直接蒸気の熱を利用する吸収式冷凍方法とが

ある) が採用されてきた。この方法によると各建物には

すでに暖房用として蒸気供給設倣があるから ，こ れを利

用すれば，現今わが国で冷房採用に当って問題となる i l1

力引込工事貨の如きは不安で直ちに冷房動力源が得られ

る利点があり，かつ今までは冬期間のみ販売のできなか

った蒸気が夏期も販光ができるので，営業成績は依然上

昇の傾向となってきた。

気候上から見て，わが国の主要諸都市は米国内の主要

都市に比較すれば. ) あかに冷房の必要性が多く ，発展が

Wl 待されている。わが国の主要諸者11市では将来のl援冷房

の普及とにらみ合わせ，一日も早くこの公共的にも伶.3定

的にも有利な蒸気供給事業の興とらんことを望んでやま

ないととろである。

lJ 房動力源のm力供給能力の不足のと とに触れたが，

従来の冷房袋 l腎のやりかたでは，冷凍機の設備容E は大

体，一期間中のピークロードに対して十分なように決定

されているのが常通で，負荷率は頗る不良なものである

が. ｾｉ 者が近年捉 ｮ 日するところの諮熱運転方式を採用す

るととになれば，おそらく現夜の供給能力をもってして

少くとも 2 倍以上の供給能力を有せしめることは容易で

あって，この点は冷房用m力に対してのみでなく，蒸気

供給の場合にもあてはまることで，暖房も諮熱方式によ

れば汽踏をはじめ配色= その他熱源に呈する祁設備の容品

を半減以下にすることがでさるから，今後計i i ! i i 新設され

る主主物の i唆冷房役同は，出来得る限りお熱方式の採J日に

よ η 蒸気供給設似 ｩ あるいは発氾所設制 ＧＱ の負荷ＦＧｾの向上を

計ることが望ましい。

ζ の蒸気供給与業は何れにしても繁併な都市の中心地

、
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にA I f 守網を新たに布設しなければならないので，仲々困

難な事業である。終戦後間もなく，衛生工業協会に地域

暖房委貝会ができて筆者も兼ねての主[ 1 日から委日の末席

を汚して調査に当った。 ii 災後の都市再建はとの事業の実

行に絶好のチャンスであったが如何んせん，あの当時は

目iiil の述設に追われて蒸気会社設立の如き大資金を要す

る長期計四の如きは問題にされなかったのは甚だ残念で

あった。そこに行くと英国は，さすがに老大国といわれ

ながらに大きな! 底力がある。終戦前後，ロ Y ドンの都市

復興計四の中に地域l暖房をとり入れた。これは国全体の

燃料経済ばかりでなく，世界的に有名なロンド Y のおお

よび，その紡県生ずる国民総r ，] i の低下の原因である煤壊

防止という而から地域l暖房をI l i : 視したので，この点はわ

が同情と比較して感に耐えない。一つの日，. 阿はロ Y ドγ

市の復興地械のうち約440，000r 7の地域に30年計画とし

て，発電と関述させた地域暖房が 1948年から実行に移さ

れている。この地域だけで，従来のl暖房方式に比べ 1年

間に約 100 ，000 トγ の石炭の節約が予定されているとい

う。との計阿が完成すれば暖房用だけで旬時約 333 X  

10.  Kcol の然低を供給する予定になっている。 他の一つ

は同じくロ Y ドγ のクエストミンスター地区の Pi ml i co地

区の地域暖切で，これは袋町住宅街を対象としたもので

すでに殆んど究成されている。約40，000で 3，200 家族約

10，000人のアパート 街である。 1，3 5 0 K Wの発i l1機 3 台の

排気を熱源と して利用している。一家族当 η ( 風呂，台

所附4室アパート) 一週間に約500円の貸用で暖房と給湯

がまかなわれている。従来の例別l暖房に比べて，この

Pi ml i c。地区だけで 1年に約 10，000 トY の石炭の節約とな

り，とれは 1人当り 1 トンの節約となるといわれている。

今となっては東京は特別な地区以外は実行がほとんど

不可能に近いと思われるが，大阪はまだまだ有望と考え

られる。いろいろな点から考察して将来最も有望なのは

おそらく名古屋市であろう。札幌市の如きも実行しやす

く大いにこの事業実施の価値がある( 冷房用としての蒸

気消費fEは少いが，冬期間の日j要大でカパーできる) 。

布11戸市の如きーは暖房 ・冷百周のみでなく，市内にある工

場滑に対しての蒸気供給も 併せ行えば， - N' I 面白い事業

となることであろう。

欧米諸国では考えられない ζ とであるがy わが国の誇

都市での蒸気供給会社ができれば頗る有利な附俳ポ業が

ある。それは公衆浴場の経営であって. 間竹の然m，たに

より必然的に生ずる凝縮水の完全利用によって生ずる利

益は意外に多い筈である。

地域暖房の送熱方法には高圧蒸気を輸送する以外lζ 温

水を以てする方法もあるが，冷房需要まで併せ5与えると

5 - 7 k g/ cm
2
の中圧蒸気というととになる。最近の日能率

の優秀ボイラーをもってすればＮ高圧 ｾｪｩｴ￼ｬ のぷ気を作り

一度発氾をなし，その排蒸気に必要なる圧力を持たせて

これを暖冷房用に利用すれば 1I on のi援冷房用蒸気で約

12 0 K WH 内外の i l 1 カが副産的に得られるから一石二ぬで

ある。

殴冷房用の熱源を地域的に送るなら，必ずしも蒸気に

限らず既設のガス供給を増設しても事足りるかも知れな

い。包力供給を拡大しても ，できないことはないが，現

ギloのガス料金の程度では問題になりそうにもなしまた

氾気では冷房動力源にはよいが暖房の熱源としては到底

問題にならない。

蒸気供給事業の話に身が入り過ぎたが，次には日iEL熱

源のーっとして太陽熱をとり上げよう。太陽熱はどこで

も入手のでさる熱源で，土地により季節により差はある

が大体 1平方米の水平面上に平均 1 目前iに約4 ，000Kcol ，

fB熱に換算して 4 . 5 K WH に相当するもので! u ! 物の屋根市

に受ける口身、th1だけで，これを十分に活用したら 3 - 4階

建の建物のl暖房熱源としても，冷房用動力源としてもイー

分役立つほどの天与の賜であるが，惜しいかな現代の技

術では，まだこれを実用のできる段階に至っていない。

地表に到達する口射立は前述の如きものであるが，組度

は集熱方式によって異る。集光式の集熱烈を使用すれば

瞬時に鉄をも熔かす数千度の超高i昆も得られるくらいだ

から高圧蒸気の発生もできるし， r援冷房用，炊事用とし

て使用ができる。住宅等のl暖房用熱源としてならさほど

の高温度は必要ないから，比較的安価!な平板式集熱器で

も集熱ができる。集熱苦告を経済的に製造することと，夜

間雨天勾f，日射受熱五: ; のない1I寺に対するお熱方法が経済

的に解決ができない限り実現は不可能であるが. これら

も徐々にわれわれ技術の集結によって道が拓かれること

41  



であろう。

あとは応地的の問題となるが， iLi 泉熱，地熱の利用が

ある o ｾｩｬ 当，Ｇ， Ｑ￯ｩｦｦｩｬ Ｘｴで多量の初出日 ー がある温泉地でも ， こ

れを'U妥冷日 JTJ に利用しているところを寡聞にして知らな

い。湯5.が少くても高瓶地熱雫あるいは高淑ガスの"ft 山

があれば，とれも鼠によっては，' :分岐冷房用に利用も n[

ｾであろう。 ＲＰ 数年前の Ｑ ， Ｇ い請であるがＮ熱海にあった

藤原、銀次郎氏別 ｌｾ ， ｉ の庭内にあった ｪｩｬｴ 泉の古 井 戸Ｈ汲み紛

げるほどには湯が山なくなってしまった深井戸) 2 本を

応用し ， 井氏に特別設計の コイ ノレ式熱交検器を設けて l

木はiffi'，7)<ll 妥応用に， 1 ;本は給湯川に利用して， うまく使

ったことがある o ［ｊ［ｾ冷地方の温泉地では ｬ 暖房用に，南岡

地方の i侃泉地，例えば別府の如g . 土地では冷房用に利用

することも ー|分考a えられるところである。

高i毘度熱111については，このくらいに止め，次は低温

熱源に移ろう。

井水. 河川7]<，湖水，海7]<，大矢¥. t也熱その他種々の

排水，際水，排気2 成ガスtri ーは. いずれも熱を保布して

いるが泊& が低 いために，そのまま H妥尻; J 刊に供すること

はでさない。J i i i 述の太陽熱もP oiFI'¥な平ji) 式集熱烈をN! nJ

して集熱するときは 低i目度熱源として利用することが

できる。

低温度熱源不11mの途は ヒート ポンプによるの他はな

い。 ヒート ポンプは冷房用の冷凍機と全く同ーのもので

動力によって低j毘皮の熱源から . 然を吸収して高温度へ

移動させるこ とができ，従ってこの熱はJ i ij述の同iiii 度熱

源 として! 段目に始めて利用可能となるのであってちfl1力

の3- 5併のmブJ に相当する熱のキIJ n J ができるので，この

ヒー トポンフ. 応用の場合にはHt ブJ を使って暖房をやって

も問題はない. むしろ各組物仰のボイラ ー設備をJl めて

大発氾所で ' j}i 燃料を有効にイ，g斤j して出来たnl ブJ によっ

た方が合政的となるが， との論拠はどこまでも低iMl支熱

源の利用の山* ることを前提とするものである。

井7) <は l込町のものなら冬は熱源となり立は1汲熱源とな

り誠にi政好道jのものである。 j ド7]<rJJ I品{ I ( の減少が懸念さ

れておるが，冷l咳房役置をt( r熱方式とし運転l時間を延長
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するように青| 阿; 引もすれば1口の井水の総使用立には変

りがないが， ピークロードがないし以揚げ訟がよゴ- J.1に

減少するので先ず安心が山来る場合が多いと考えられ

る。

河川7. 1<，湖水. 泌水，大気ミマは大体に於て熱を肢も必

要とする ｩ 激突 Ｇｾｊｾｉ に ｩ 此低 ｩＱＴ 皮となって利用し Ｓ ＡＡｦｾいものであ

るがヰ11mの出来る場合もあろう。低hR度太陽熱もヒー ト

ポンプの利用により l殴)j j が可能となるので，これに好適

の冷暖房方式と部熱h 式との組合せにより，失' 汗! の岐に

述することも速くはあるまい。

高ii 品熱源のときに温泉熱をl暖房に利用することを述べ

たが，温泉の排湯からヒ ー トポンプによりて熱を同収し

とれでi暖房用に利用すると とは容易にできるし，給湯用

にも 0)諭利用の 出米るこ とを兄逃 してはならな し、。 地熱

も冬の熱源として又立の吸熱源として利用の 出来ないと

とはないが. 土壌の熱伝導が良くないととや，熱容量の

案外少い等の点、で未だ多く実用の岐に述していないが，

これに平板式太陽集然保1円を併用してこと援を主として帯

熱mに供する方法にすると実用的効* がねられることと

考ーえられる。

上述のようなiiil 泉旅館の| 殴冷房化. 太陽熱，訓水熱.

ヒー トポシプ，存j然方式':!i: の綜合( r . J利用による合J ' H的Hl

化公衆浴場. 或は小住宅 li'J としてガス M，呂利汀!の削射熱

式簡易iffi '，7.l<暖房袋ji ' 1:.VQは小型ヒートポシプによる風呂利

用の机j fH式温水限切及び簡易冷蔵wの組合せ1;; の実現を

虫んで止まない。

～ｲｴ 才 ＿ の考案，発 ｉ ｾｊ になる熱源に太陽熱を ｲ 以熱源に大気

と夜間伍i射冷去Il とを利J I 1 したヒ ー トポンプ式l唆冷房 lk;?I:

を設備して実験中だった n宅をこの正刀にi1dVミしたので

今度新築住宅に対しては. 全室に対し本 ) J 式を深川する

こととし給湯袋院も同じくヒートポンプにより熱源は

太陽熱 と浄化柑よりのNI 水と一般掛水とを利JTJ すること

にして， ｵ 妥冷日，給湯を全ｦｦｉ￭完全に沼化する ｩ ｈ ｪｪＱ￯ｪで ￦ｺｾＱ ー

を進めている。 云;毛い制を '1尽じて穏となすことが出来れば

、 ｲ 誌であると ｊｾ ｊｩ寺をしている次第である。

( 常 者 コ ン サ ル タ ン ト 柳 町 政 之 助〕

‘  

.  



同〕

。1 わが国の空気調和の現状と傾向

戦後の産業の急速な復興や， ピノレ ・ラッ ν ュに伴って

空気調和も非常な発展を遂げたが，十数年を経た今日に

おいても，わが国の計f企業のたくましい進展とともに，

ますますその進歩を早めている。 1)[1 うるに，近年はいわ

ゆるエアー ・コソディ ν ョナーの? ? 及によ って，大イト業

のみに限らず中小企業へも穆透してゆｾＮやがては一般

家庭へも及んでゆくものと期待される。また，工業の高

精度化 ・高能率化，あるいはオートメージョ γ 化によっ

て，笠気調和に対する要求度はますます高められつつあ

る。

とのように考えて見る時，わが国における空気調和は

とこ数年前より種々な観点で一つの大さな転換期に入っ

ていると思われる。すなわち，

1. 綜合的に見た質的向上への努力

2. 空気調和ユニッ トによる中 ・小装置の普及

の二つが現在の傾向の大きな特・徴といえよ弓。

市l者について説明すると，以前のように単に冷房と暖

房とを組合せただけの滋置では到底近代工業としての要

求に応じ得るものでなく，各技術者はいづれも血の出る

ような背心と経験を重ねて，その質的向上に努めてい

る。その主な問題点としては，次のようなものが挙げら

れよう。

新しい建築総式に応じた袋内である こと。

f頃

Ji J ( 近の高層建築の多くは，天井が比 ;1佼的低く ，: 蜜ガラ

ス田町iが従米より多く，また床面引の余硲も少い。従

って空気調和4主置としては， ダクト占ヰ了草寺町Iが少< ， 

激しいね術変動にも応じ得られ，必要山市fl'l の段小と

なるように最も合理的な設計でなければならない。

b  近代的高 ｦｬｊＡｪ 竹官ｾＮによじじ得るものであるとと。

人1' 1二1'1 . 動ブJ1'i Jt の他消耗品などの聞から考l位して，

傑作のオ ート メー ν ョY 化， iR湿度や抜内容抵の自動

訓節化，動力節減上合理的な方式についての研究など

がなされねばならない。

c  居住者ーに環境 (1<] な思影響も与えないこと。

単にHdt 度と湿度だけでなく= 居住する人 jillt乞対しては

感党上，衛生上防止される J思影科を与えるよう細心の

注意が払たれねばならない。すなわち純度変化からく

るν ョック， } m. 気流によるドラフト，換気の不充分か

らくる悪感，空気の汚染による人体附害，音響 ・援助

からくる不快感、等はいづれも援まざる工夫 ・研究によ

って少しづつでも除いてゆくように努力しなければな

らない。

d  高度の温湿度調整の要求に応じ得るこ と。

諸工業の進歩によって，空気調和が ｪ 鼠 ￬ｾ 度調整装置と

して要求される程度が急速に高まりつつある。例えば

m低詰li 袋町 ・特殊な熱交換袋置，あるいは河村皮のtn:

i則前湿4占置としての要求に応ずるために，技術者とし

し、
l.， 芽斤の手口言周

-
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m 3  図 新 し い 2 . """ ザ マ ス タ ー ・ ユ ニ ッ ト の 外 観

ー 川 ・

ては& 艇学班についての知識や索廷が必要であり，ま

た絶えざる研究も必要となる。

以上本げたような点がわが肉の ｾ ［ｉ 空気調布 ｬ の進んでゆく

つの傾向であり，また同時に問題点ともなるであろ

う。

先に挙げた仙の一つの傾向として空気調和ユニットの

ff 及があるが，これは米国におけるとの方面の非常な発

展に刺紋されたととと ，わが国の経済状態から生じた要

求とによるものと思われる。

第 1図は米同におけるパ y ケージ型空気調和器の出荷

台数を示すグラフであるが， ij 災後 ( 1946年以後) 急激に

生産が増し，なお同じ調子で増加しつつあるととがわか

る。 第 2図は同織にノレーム ・ゴングィジョナー( 窓に取

付ける小型の空気調和器) の出荷台数を示すが，過去他

か4年間だけでそれまでの出荷台数の総計の5倍以上を示

していることにi 1 目される。

わが国の社会状態は米国とは契るとはいえ，技術面村ー

に空気調和においては米国の影響が大きし米関におけ

るこの著しい傾向は，当然わが国にも早晩波及し，また

同時にわが国の経済の好転による商業活動の活発化によ

って，パッケージ型や窓前」自の空気調和器の生産が数年

前から各製作会社によって始められ，年々その生産台数

は倍加しつつある。因みに昭和31 年度のパッケージ型空

気調和郡のわが国での生産量 3，063 i今であったが，昭和

32年度は約2併となっている。

これらの空気調和器の普及によって，空気調和は大衆

の身近かなものとなりつつあり，さらには民度の向上に

よって 現在の米国における如く ，家庭へも段々惨透し

てゆくようになるものと思っても行過ぎではない。

ｾ Ｒ Ｎ＠ 空気調和の新 しい傾向

iiii 項でわが同での空気調和の一般的な傾向について述

べたが，っき:1亡例々 d分野においての新しい傾向につい

44 

て取上げて克ょう。前にも述べた如く，海外( 主として

米同であるが) での傾向は，日ならずしてわが同にも f医

科を及ぼし ているのであって，両者を分離しては考えら

れない。し たがって海外と肉内とを問わず，広く空気 l例

和の新しい傾向について，現況と将来も合め，主なもの

をあげて見る。

(  1  ) ダ ク ト 方 式

ダク トの占有容加を減らすための高速ダクト方式や，

加 うるに温湿度の合理的なコジトローノレを行うためのコ

ンデッ ト・クェヂマスタ一方式はすでに相当に採用され

てまた。とれらは今なお改良や進歩が加えられつつあり

方式としては依然として新しいものである。その後日idi

一重ダク ト方式が注目されてぎているが，まだ研究の過

程にあるのでつぎの機会にゆづりたい。

キャリア ・コンヂッ ト・クェずマスターは，一次空気

として在2室主者に必3妥Eとする容E 以上の新自創T

ｹ ト ｦ色ｾＺをイ使史用 し て高速で込送ＭりＧイ間々の室内に設けたクェ

グマスタ ー ・ユニット内へ吹き出し，その時に室内宅気

を二次空気として誘引して，混合した空気が室内へ山

る。一次空気は中央機械室にて，主として湿度の負荷と

外交1から建物を通しての伝熱による負荷とに応じ得る主11

〈調獲され，二次空気はユニット内の冷温水コイノレによ

って，室内発熱および口射による負荷の変動に応じて例

々に制強される。このようにクェずマスターはタ・クト ・

スペースが小さく ，例々のユニッ トで調整できるという

特徴をもっているので，今後もますます採用されるもの

と息われる。クェデマスターユユットそのものも fti 近は

改良されつつあって，誘引力は強くなり ，外観や形態も

室内の建築様式により良く調和するようになってきてい

る。 第 3図にその一二の例を示す。

( 2) 防 音

空気調和装置の防11の問胞は以前よりあったが. とく

に ｦｴｩ 近のように高速ダクトが普及し，またｾ築物ｲＧｉ身の

音智学的考慮; が進んでくるとともに，ますます雨皮の扶

、

、
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ro 4図 m子 管 式 制 御 J j 式 の 一 例

術が必要となってきた。

従来，消m安置としてダク ト内に取イ、l けられてきたも

のが数種あるが，これ らの減背特性を周波数分析して見

ると， 100- 500ナイクノレ毎秒のような低周波では非常に

減音率が少いととが判るのであるが，逆にとの範聞の周

波数が送風機からは一番強〈発生する苛である。したが

って非効果的な消音4主置を使用してきたととになるが，

とのためfli 近は低周波用の消音弘・j i ' ( が研究されている。

これは従来のように吸昔物質に刷っているのでは難しい

ので， ff の共鳴現象を利用することを考えている。やが

て新しい消音被置が使われ，また滅' 1 ' 1 " に対して効果的な

ダク トのエノレボーやl汲音符などが保j刊されるようになろ

っ。

(  3  ) 自 動 装 置

近年の空気調和に対して，自動装円の占める比重が高

くなってきたことにはいろいろ理由があるが. 主なもの

として次のような点が挙げられるであろう。

( 0)  経済運転のため

( b)  ｾ気制和効果の 向上と維持 のため

(c) TC l ・理のための人件費節約のため

( 0) の経済運転のためには，例えばボイラーには自動

燃焼11制御装置が設けられ，また殆どの冷凍機には容量制

御袋内が内蔵されるようになった。これによって燃料 -

ｭ ブ ｊ の消ｾＧｩ節減が行われるのはもちろんであるが，また

同時にfj 荷に応じた容量を出すことによってこれら機擦

の運転上の点からも有効なものである。またi奄接自動袋

内に関係するのではないが， fli 近の空気調和4率直では外

気の; f' Ij J刊をmんずるようになり，とくに中間李には，多

量の外気の主将入によって経済運転を行なおうとし てい

る。

Ｈ ｢ Ｉ の空気 ｾｬｭ 和の効果についての門ＡｦｪＡｊｻｩ ｩｕ 御仮置の効用

を一つ一つやげることは今さら必要ないと思うが，五i ( jfiー

のよう ｴｲ ，空気調和の方式がｊｬｬ ｬ ＺｬＺＱ ｴ Ｈ ｬＧｾな効果を挙げるため

に， ゾーニ Y グが考応、され. その結果二百I ダクト }j 式な

百ｾ 5 図 グ ラ フ イ ツ ヲ ・パ ネ ル の 例

どが沌目されるようになってくると，ますます必要なj毘

湿度の維持あるいは状況に応じた コ γ トローノレが必ｾと

なり，必然的に高度の白 ilib制御数百が要求される。また

化繊工業 ・キ1)<1-: 工業などの発展に伴って， ｦ ｩＱ ｪ 鼠 ｴ￭ｬｩ 盟ｾ￼Ｇｴ

も従来の実験室 ・試験室程度のものから， 一つの工場全

体に及ぼすような大規校なものとなり，その粕度も高め

られつつある。

fli 近，従来の屯気式あるいは空気圧式の制御袋内に対

してm子竹式llilJ 御袋;;'tiJ' 登場してきた。とれは温度変化

や混度変化を電気低抗変化として検出し，これをm子管

で明 111 してリレーを作動させ，ダジパー ・モーターや自

Yib11 ' を動かすもので，検出鴇の容量遅れや伝達返れがな

いので鋭敏な制御が得られる。また，抵抗プリッヂの各

瓜抗をそれぞれ別個の検出部抵抗に置き換えると，プ P

ッデの原理を応用して，複雑な コソ トローノレも極めて簡

単に行えるという特徴がある。一年を通じて l暖房一換気

ー冷回一換気ーI暖房という連続制御もコ γ トロー ノレ ・ノ号

ネノレによって簡単にでき，外気温度の変化に応じて，室

内の制御温度を変えてやるという補償制御もi J l lえること

ができる。

第 Ｔ 図 は ｭ 子ｾｾＧ・制御方式の一例を示すが， コ ジ トロー

ノレ ・パヰ、ノレの使用により，冬季は室内温度 ・給気i侃皮 ・

外気温度の三者の変化を綜合して，その結果によって蒸

汽調整弁および冷媒用氾磁弁を調整する。立与季は室内温

度と外気温度とに応じて調整をする。そして夏季の切換

え，および冬季 ・夏季の外気温度による室iiii の補償制御

も同時に行うようになっている。

( c) の? 守政上の問題は，いわゆるオ ー トメージョ Y 化

の線に沿うものであって，近代的設備にとって必須の条

件であろう。

このため，ｾ気調和においてはグラフイック ・ パネル

が段々と村及しつつある。これは管lill 室内に空気調和の

各系統が限で分るように図示した維を設け，とれにその

時の運転状態が，ランプ ・流量計 ・泣li ft.Br i? I' ・氾流計な

45 
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どで一目瞭然に判るようにしてあり，しかもその起動停

止から，各調2をや切借えもこの盤を見ながらできるよう

にしてあるもので，竹日! はきわめて経済的にでをる。

第 5図はあるグラフィック ・パネノレの写真である。

なお，以上のこととは別に，自動制御装置の設計に際

して，単にナーモスタットや自動弁を配列するだけでな

く，さらにそれらの間の定量的な関係を知って，最も適

当な調整値を与えようとする意図がある。これは最近の

ヨ助制御理論の目覚しい進歩に刺紋されたものであるが

被調和室も含めた空気調和系全体の回有の勤特性を知っ

て，それに基いて依良の il 制御結果を得るような動作すき

ま ・比例帯 ・弁特性などを定めようとするものである。

第 6図 恒 温 装 阪 の 応 答1111線( 約10坪のtil i l J 室の例}

しかし実際にあらゆる規模や組合せの装問について勤

特1"1: を知ろうとするのは困難なことであって，その点に

この ｲ ｬａ｝ｊｭは刻 ｉｾ しさがあるが，例えば 第 Ｖ 図 および 第 Ｗ 図 に

示したように ， 数 ｾｴ や機器の ￭ｦ ￛｬ特性を知るため， ＲＲＱ に負

荷を変えた後の状態を記録した過渡応答曲線を多数のも

のにE って調査し解析せねばならない。

'c 

4B.21 - - ーーーーーーーー-

45. 0  

L  ( 時間おくれ)

40，0  

ｾ Ｐ Ｎ Ｓｭｩ ｮ＠

T  ( 時定数)

=  1. 7mi n 

35.0  

o  0.3  '.0 2.0  3 . 0 . ‘・ 4、

|ー L ー |一一T 一一一一 l

( 4 ) 住宅用空気調和器

これは最近の米閃における一つの傾向であって，わが

同に及んでくるのはなお町らくの期!日! があると思うが，

住宅用にとくに設計された空気調和協として急激に生産

が附加している。

m7図 様気加熱偲の応答ull 線 (2列 エロ 7 イノ型の例)

住宅としては矢gKり冷房より暖房が優先するので，住

宅用空気調和器としては，パッケージ型空気調和鰐と ifL

ｊ Ａｦｾファーネスとを組合せて一 年 中使うようにしたものと

既設のファ ーネスに冷房ユニァトを附加してH妥冷房共用

にできるようにしたものとの二つのタイプがあって，そ

れぞれに数種類のものが製作されている。( 第 8図参
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( a) 殴冷房渡mの色のの内部{ 中央

部11: ガスまたは油J l j バーナー ，下部

左方に圧縮績がある)

( b ) 冷房mユニット( 既設のフ

アーヰスの上部に取付けられる)

2事8図 住' t i m ?i! ｾ司翻和署員

‘  

、

‘  
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日現Ｉ。その他，自 ｾｉ 市ガスを冬はガス ・ パ ー ナーに，以は

l段収式冷凍機に使用するものや， ヒート ・ポンプ式のも

のなどもある。

(  5  ) 原子力施設用空気調和

周知ｼの如 ｬ くわが ＱＱＴ 政府および民川企ｾの強力な推進に

よって原子力関係の liJfヅbはその軌道に呆り始め，すでに

アイソトープなどの放射性物質の一部は災地に利用され

ている。ととにおいて問題となるのが身体防吉防止の問

J mであるか，それが空気と少しでも関係あるかぎり，換

気を主体とする空気調和が重要ーな意味を持ってくる。

ｩ 皮射性を Ｎｾｷ ぴた物質は空気中ｉＧｃ ｊｉ 創設した場合，普通の

ｽＮＡＩｬ 換に附浴するとともあるが ， また空気中にＡｾ溺状態と

'  なった微佐子として存在する。また空気そのものの中の

ｊｬ［［ｦｾが中性子を受けてｊｩｘＮ射性を・ ＺｬＱｖ びるとともある。との

ような球続の中では人聞はいることができぬゆえ， 11文射

性物資を取扱う研究所 ・研究室 ・実験室などは充分な換

気によって絶えず汚染した空気を除かねばならず，また

汚染空気を含んだ拶| 気は高能率の空気総過苦告によって汚

染物質を殆んど完全に除去してから大気中にJiX出せねば

ならない。

従って原子力施設における空気調和は，一つには高能

率の空気泌過誤の|問題であるともいえる。一般の空気調

和においては，わが国では現在まで空気泌過鴇の研究は

その必要性を痛感されながらも比較的手f問視されてきた

J惑があったが，原子力関係からの要求に よって，一挙に

高能率総過器の必要に迫られ，いささか戸惑いながら研

究を進めている格好であるが，やがて原子力関係に限ら

ず一般用に優秀な給過器が国j1'(t されることと思う。

第 9図の写真は，放射性汚染空気用給過滞とし て米国

において使用されている乾式ユニット型のものの一つの

例で，テストによれば， 0 .3μ の微栓子に対して 99 .7 %  

の集l坐幼率を有しているといわれている。 vA材にはアス

ベスト ・セノレロ ーズを下地にしたグラスファイパーの繊

*ffr を使用してある。

(  6  ) 人 体 冷 房 器

駄後に一つ，本文のテーマとは少しかけ離れるが，余

談として，われわれ空気調和技術者の一つの砂ーを述べて

見ょう。

最近“ nl 子冷凍" という耳新しい術語ができたが， とれ

は3毛秘金属をつなぎ合せてそれに屯流を) f f i すと，その接

点で熱の発生または l以収が起るというペノレチエー効果を

利用し，冷媒などを用いずにi I T 銭に冷却を行う方法をい

うのであ，る。 これに用いる導体には，最近研究の進んだ

半導体が一番適当であって，すでに高温接点 と低混接点

との温度差が30

0

C以上のものが得られている。わが国で

も，すでに製作されており，やがては家庭用冷蔵庫や小

節 Ｙ 図Ｎｾ ti出 率 フ ィ ル タ ー の 例

規校の空気調布: 1 ユニッ トに用いられるようにな るものと

予想される。なお，現在の ととろこ の効率としては，通

じたill ブJ に対して，それによって冷却効果を挙げうる吸

収熱量は約30% の剖合であるといわれる。

一方太陽熱利用のーっ として， 米国で研究され製作さ

れているものに太陽f1f 屯池 ( 5010r Baltery) があ る。こ

れは太陽光線を ν リコンなどの特殊な物質に受けるとi I T

ちにill 流が得られるもので，すでに二三の応用実施例が

あるが，簡単な袋涯で携帯にも便利な特徴がある 。

そこで先の半導体を仕込んだ衣服を活込み， この太陽

蓄f白血をポケッ トなどに入れて歩いたら どうであろう 。

太陽のJ ! i日りつける暑い日中でも，スイッチをちょっ とひ

ねれば太陽蓄氾池から流れる屯流によって，衣服内の氾

子冷凍袋置は人体を適度に冷やしてくれ，暑さ知らす' の

人体冷房擦ができるのではなかろうか。

これは拶であるとはいえ， ｾ ＱＱ 子冷凍も太陽 諮 ｩ ｬＱ 池もす

でに一歩実用の j誠に踏みこみ掛っているのであって，数

年か数 1- 年の内には現実のものとなる日もくる ことと思

う。

ｾ Ｓ Ｎ むすび

以上，始めに空気調和の最近の傾向について概略的に

述べ，つまにいくつかの間越について取り上げて説明 し

たが， f!? き残したことも多くあり，またきわめて紙念的

なものとなり，大方の怠に副わぬ点は筆者の非才・のゆえ

とお許 し願いたく ，いくらかでも最近の傾向について御

参考になれば幸いと存じます。

(冨E者 m作キャリア工業 K K代表取締役副社長 平 野 彦 兵 衛)
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1. あ ら ま し

気 調 整

空気調整装置は戦後において急速に発展 して きたもの

で，理論的な解釈が充分に行われていないため，あらゆ

るデーターは外国，と くに，アメ P カからの不充分なカ

タログより導かれたものが多い。アメリカの空気制盤を

そのまま日本に持込んで現用に供していたために，自動

制御の研究にまで手が仲びなかったものが，これまでの

現状であった。わが国のように高温多湿に して 四季の激

しい気象変化の所においては， ' 模倣でなくてそれに迎合

した袋世が必要であり，また誇工業の進歩に伴い，恒i鼠

恒 ｩ ＮＺｬｬｩの必ｾ性がさらに要望される現在においては，空気

調整の自動化の問題は益々重要な課題となってきた。

自動化とは人間の労力を倹約することがその目的と考

えられがちであるけれど，実際には人手により陥りやす

い操作上の過ちゃ，不正確さを| 幼ぐこと，および，装置

全体としての経済運転が最も大さい目探である。最近工

業用に恒i昆恒湿装置が， ｾ ｾ 比されているようであるが，

とれなどは装置の自動化を除いては不可能のととであろ

う。

2  中規模の装置における自動制御の実例

i ) 装置のあらまし

法置に対して自動制御を行う場合，その規;棋の大小に

よって，やや趣きをY{ にする。小さい袋trt では，装置に

使用される機器の制御にIljl :限を受けるために，プJ 渋が

義的に決定される場合が多い。つぎに，剖合に大きい場

合と 小さい場合とを，例として挙げてみる。

第 1図のものは反季における空気の冷却減湿を， 75H'  

の冷凍機により行い，中 ｉｍ ｊｪ明く春，秋Ｉにおける減 ｩｾ ，

加熱もともに冷凍機で行う。冬期は，ボイラーより得た
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自 重力 イヒ の 王見 4犬

蒸汽により，加熱，および給湿を行い，一部においては

l償滋7. 1 < によって給湿を行っている。

第一系統 と第二系統は興った室内条件である ために，

それぞれ送Jffi¥系統を別個に与えてある。 この時もで きる

ことならば，空気調和苦告をそれぞれ独立して設ければ，

今少しすっきりした自動制御が行えたこと と恩われ るが

機械室の大きさ ，および設備投の面で結局，図面のよう

な方法に務着いたようである。第一系統は，逆の性質で

顕熱に対して潜熱の割合が大きかった。したがって，1 [

李において吹出空気温度は，第一系統より，第二系統の

方がずっと低いことである。また，冬空Eにおいては，第

二系統の方が給湿晶は少くて良いわけであるけれど， iEL

l支によるダシパー制御で，風訟を絞ることがあるので，

その場合を考lill: して 2 位置作動式の蒸汽による給湿器を

設けた。第一，第二系統とも室内条件は問ーであるため

第一系統の制御は，費用の関係上，巡気ダ クト に設置さ

れた溢湿度制御機器により行われる。

これらの機認は室内にもって行った方が，現在の機器

では， ｉｾＦ も良 く ，誤差も少ないと思われるが ， できな

かった。しかし，第二系統のものは当然同ーの場所にお

くわけにゆかぬために，室内型にして，別個に制御を行

った。

ii ) 夏季における自 動制御

第一系統の制御は， T 1 とH1 との平均比例制御方式で

図中の S. C ( ステップ ・コントローラー) を比例制御す

る。したがって，温度および温度の平均値が設定点から

外れたi止に比例して， S. Cが動作し， 主冷却 コイ ノレの前

にある 3ケの) -b 1 磁弁をそれぞれ| 羽ぢて行く。 そのために

空気は一部パイパスし，一部，冷却減湿される形となっ

て室内に導かれる。

.夙.  

、
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節 1 図 図 湿 度 鈎 m 装 訟 の 自 動 制 御

第二系統は，主冷却 コイノレで得られたMW点に近い空気

をさらに丙冷却コイノレで冷却減視する。第二系統は，第

系統よりも湿度より温度の方に亙点がおかれるために

温度調節摺T4 により再冷却コイル前のr. u 磁弁を閥閉す

る。との| 侍，T4 は2位置動作式のものである。 i霊llt の調

節は， Ha なる湿度調節苦告により ， 送凪空気fit を1111滅す

る電動ダ γ パーを制御して行った。第一系統も同様であ

るが，温度および湿度がそれぞれ両継端に設定点から外

れた時には具合が惑い。すなわち，湿度がとくに低< ， 

温度の高い時には，電動ダンパーのために風が出なくな

る。したがって，との時には温度条件は，設定点からま

すます外れることとなる。

iii ) 中間期における自動制御

梅雨時とか，春秋の頃，割合に出度が低くて温度の高

い時には ｔ Ｒ により再熱装慨を ｩｬｩｬｬ 術 ｬ する。減 ￬ｬｾ ｉＧ￬ ｈ Ｑ (  

比例制御) で， S .  C を通して主冷去jJコ イノレ， 入口のHl

磁弁をflil 胸させる。 この時温度が低くなりすぎるために

冷凍機の凝縮tiri から出た温水を再熱 コイノレに通して，加

熱を行う。すなわちT2により，冷却場; に行く温水と再熱

コイ ノレiと行く温水を，出口? とあるm勘弁を比例動作せし

めて，室内温度の制御を行う。第二系統の制御は夏季と

問機である。したがって，第二系統の コイルの入口にお

ける空気状態は，第一系統の室内の条件によって定めら

れるゆえ，完全な自動制御はやや困難であろう。

iv) 冬期における自動市IJ 御

第一系統では， T 3により加熱 コイノレ入口のm動弁を比

例制御することに より，室内の温度を一定に保つ。温度

は， H2 にて給i星ポンプを運転停止するこ とにより ，2 位

置動作!I 制御を行う。

第二系統ではT5により，電動ダンパーによる風位の比

例制御で， 室内温度を制御し H4 により ， ｾｴＭ ｴｴ ｊｦｊ 熱路

入口につけられた電磁弁の開聞により給混の 2位置動作

制御を行う。

前と同様この時も，第一系統と第二系統の温度調節は

ともに 2 ｻ Ｉ｛世動作式であるために ， 第二系統の ｦｬｾ ｊ 街 ｬ が梢

々脳難である。普通 2 位陸! flb作式のものは，室内の条件

に対して ハンティ Y グを起しやすいため，第一， ｾ ｊ 二系

統のハンティ γ グが，丁度重なった時においては第二系

統のハ γ ティングは，丁度共振 と同じく非常に大きくな

る。ただ冬J切におけるとの現象は瓦季におけるものより

逃かに小 さいため，上認の ような不利は，ある程度実用

上，差支えない と恩われる。

これらの袋l宣に用いられた制御器をまとめてみると，

T1， T2， T3， T5，およびH1，Ha は， 比例動作式制御機

器であり， T4 ， H2， H4 1'i， 2 位置助作式制御機器であ

る。被制御機掛も S . C. ，再熱用の2ケのm勘弁， .および第

系統加熱用のra動弁は，それぞれ比例式被制御機関で

あり，屯磁弁，および給滋ポンプは 2 位置! J i b作式被制御

機器である。ここで， S. C . そのものは， 比例制御され

るけれど，災際には階段式t r . 2 位置動作を行うものであ

って，完全な比例制御ではない。もし ， とこで完全な比

例制御を行うのであれば， 膨j仮弁に入る前のi l 1 磁弁の代

りにH1観l弁を設けて，T 1， H
1 により， 比例制御を行え

ばよい。しかし実際には，冷却滅湿を主冷却告書 1 ケで行

うため，冷媒流孟i; を比例制御すると とにより温度の方は

ある程度制御できるけれ ど ，湿度の制御が闘ｩ｜ ｈｾ である。

湿度の ｩ ｬ ｩￛ 御はｾ気をその滋点温度以下に下げなければな

らないために，室内の負荷が下がったと きにも， l<<l熱負

荷が減ずるので，潜熱負荷は殆んど変化のないのが普通

であるため，冷媒流量を制御しても冷却 コイノレの温度が
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q o  11皮 t綬) 0  

) 1 ; 刑 符 勾 放量生

m 2 図 ダ ン パ ー の Url 1. ! l : と凪 11 の 関 係

上ると，減出できないので，むしろ上記の )J'rl の方が有

利である。

ダシパーによる 11脱却は実際には，なかなか凶jilf であ

る。風i止とダソパーの開閉度が比例 しな い。つまり開閉

Bt に対 して，前線的に風f立が変化して くれない。

ダンパーの1)1] 皮 と風量の関係は第 2 図に示される通り

である。比例式制御機協は，設定点、から外れたi止に比例

して，被制御機総を作動せしめるためである。

3.  小規模の装置の自動制御装置

i )  装置のあらまし

ある尖験室で恒i鼠，恒湿の要求があり，できるだけ簡

単な袋町にして，しかも設備校のかからない目的で鈍行

された袋世が第 3図に示されるようなものである。冷凍

機は 77f IPにして，負荷軽減裟白のない ?fi 湿のものを使

用した。これも後に至り，高低圧圧力管をnn滋弁でi主総

して， ｦｾ 仰の 小 さいときは，高圧倒 ｬ と低圧ＦＱ Ｑ Ｑ を ￭ｬｬ 磁弁を

通してバイパスする，負荷程滅袋 iu:の i誌も附単な方法を

とらざるを1! : J なかった。恒温恒湿の臼 {ibilill 御で，最も困

日11 とする| 時期] は，いわゆる中間季であろう。それも梅雨

11寺などではなくて ，暖房 と冷房がほとんど間 11寺に，紙一

重の差で切換えを挺する |時候であろう。 1:91および夜間は

ｩ ｗｬｩ＿ に外気 ｩ 慌が低いために暖房が必ｾであり ， 昼 間は 多

ｾｾの ため に冷却減湿 が必 要である。 こ の ような端境 ｊ 引に

相当する気候においても，充分恒i昆恒湿の条件を満足す

る自動11制御，および装置そのものは，なかなか大変なと

とである。 ζ の装置は最初に述べたとおり，できるだけ

簡単な数世であるべく設計されたもので，以上の条件を

充分に満足していない。恒i耐亘湿の部屋 と機械室( 装置

のＩの ｾ ｉ ｩ 月 ｉ ｴ は磁気を ｾ ｉ 計＿ に紙うため に 約 60mほど離

れた場所に設i;E された。したがって室内に11il 刷機黙を置

くととは， ｾｲ 磁性の条 件が つ いて いるために，普通の温

度 ￬ｾ Ｎ 度制節掃をおく ことができなか っ た ので， 2 位置動

作式の ill 子代式， iRLj 混度記録調節苦告を特別に注文して裟

汚した。

ii ) 夏季における自動制御
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室内における ji ll i皮および湿度制節部 T 1，HJ により冷

凍機をlIi U御した。最初はHJ により EHJ を ON- OFFにして

室内の混l変調簡を行い，T  J により冷凍機の五li 松f'}止を制

御した。室は充分に保温 して あるために，温度は設定温

度20
0

C + O.6

0

C のII JI に恒ilill.vc.保てたけれど，温度の方が

冷凍機の{i } l lニのたびに大きく変動して， 55'}6土 5'}6の範

囲外に出た。したがって，冷凍機のれらJ I: 回数をできる だ

け少くする目的でT J とHJ とを並列にして， ともに冷凍

機の運転停止を制御した。このために浪度の変動の滋は

j : 5' } 6 に収まったが，温度の方が次第に波長の大きい変

動を* たしたので， T  JI乙リレーを組合わせて EHJ を作

動せしめて，とれを免れた。

iii ) 中間期における自動制御

夏季における方法と同ーの制御方式であるが，冷凍機

をＧタ気の減 ￬ ＮＡｵｾに用いて，再熱容量を玉 ｌ 李の場合 より地加

させた。すなわち外気の繊度に感ずる iML度調節器T2と

EH2がこれを行う。すなわち 朝 1ぬまたは， とくに来い

11 には， つねに冷房あるいはl暖房運転の如何にかかわら

ず ｅｈ ｾ は作動している。 ｔ Ｒ は実際には ＱＷ
Ｐ

ｃ に設定して

それ以上の外気治度のときには EH2は作動せず，それ

以下のときには 11寺季の如何にかかわらず EH2は動いてい

る。ま た ，町 ｩ ｩ 境 ｊｾｬ における Ｑｭ 熱 容誌の不足を ｩｴ ｬ￬ う ｾｾｉ 床 で

EH3を設け， ｔ ｊ により ｅｈ ｊ と ｅｈ Ｓ を同 ｉ ｾｪ に作動させる よ う

できる。 EH3の作動は手動で任意に行える。

iv) 冬期における自動制御

冬期jにおける空気のかl熱は， 日iLi&のHl 熱栂EHJ ，EH2  

EH3の3台で行った。外気温度の変化でEH2が， 2 イ立世動

作でON- OFFを行い， 室内温度調節掲T1の作動に よっ

てEHJ とEH: J が問|時にイ力〈 ζ とになる。 湿度fl;i j御は調利

器下部の水槽内に， ｅｈ Ｔ なる ｾｌｴ熱部を投入してあり， と

の回路の 1)lj聞によるパン型給泊I!. 部にて行い HJ がこ れ

の制御を行う。

v) む す び

以上がこの袋置の自動制御の大田島である。結果とし て

冬期における恒温 ・恒温は，2 位置{i} j 作であ るにかかわ

らず， iiliUit および温度も目的の20

0

C j : O.6

0

C ，55'}6土5

、

、
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のを利用して，完全な制御は望むべくもない。

Ii(fi ;だに作動して，キi ' 1l ' l :ti J ;高< . 耐久ブJ のあるものが欲

しい。例えば温度制節黙においても ，設定点における感

肢の Ｓ ド常に高いもの，つまり作動範囲の ｾ ｉ 了 前に狭いもの

を得ることが現実になかなか困難である。もし ，こ の範

囲が :t O.5

0

C 以下で得られるならば. 2 位置作動式の袋

白でも実用的に満足すべき結果が得られよう。 2 位置動

作式につきーものの，室内 i比i湿度の設定点に対するハンテ

イング( 偏差益) が小さくできるはづである。

このような作動範聞を狭くするには. 11刻御機器の機械

的差蹴出i [1分をできるだけ少くしなければ，向感度，高村

度のものがでさF難く，それにはある限度が生ずる。

l t X : 近の自動制御機部の <1' でとくに高l密度，高精度を要

求するものは，すべて ill 子管式に移行しているのも，こ

のためであろう。

Hl 子管式制御機器では，機械作動部分がなくなり，熱

容f止も小さくできるために，高感度，高中古皮のものが簡

単に制られ，また，いかに大きい機械的なパワーにでも

変えることができる特徴をもっている。

各種の ililJ 御機器を組合わせる こと ，すなわち平均制御

リミット ・ゴソトロ ーノレのように異なった性質の機認を

利用して，複雑な変化に対応する装置とするとともさIJ 合

に附単であるととも，その特徴の一つであろう。しかし

'，[1子1j; 式llil ;御機おは，このような也質よりも，むしろ高

感度， fJi 村l ' l : t の制御機部としての特徴の ) j が大まい。

現在のところ，やや高仰fi であるために，大きい装置で

はともかく，小さい袋町では ， なかなか利用し ＷＱ｛ｾ いよう

うである。

% の範囲に保てた。夏季の場合，泌度の変動が激しく，

これはffi I l R 機の運転停止という大きい変化が，室内の湿

度の変動に拶響するのであって. liiJ に述べたよ うに冷I l R

機の負荷粧品員袋置を応急的に設けざるを得なかった。

、
4. む す び

上述の 2 つの例は，空気調和彼自の自動制御/ j 式とし

て，大きい44・It，: の場合と，小さい袋内の場合の一例にi品

管ない。そしてまた，上記のものが制御方式として i氏泣

のものでないととは当然である。

空気調和 Ａｒ ｾＱ 内各部の笑際的なデータ ー がないために

自動制御方式として，最善のものであるという ) j 法が

なかなか生まれない。建物の ｾｉｙｊ ｊＡ与による外気条 ＱＧＱ 二の変化

に対する室内条件の変化，また送}rrJ ，空気条件に対する室

内条件の変化，また装置内各種機関の熱的勤特性の解析

が，未だに定 iJ:(tJ I乙求められていないために，いかなる

白! I i . l J 制御船で，いかなる方法で制御するのが謹! 怨的であ

るか，目安程度のものしか何られないのが現状といえょ

っ。

もちろん 2 仙 i泣動作式のものよりか比例制御式のもの

を用いた方が，欠点はあるにしても. 2 {立回 iM作式のも

のより ，かなりよい結果が得られよう。

自動Wu術lはJ山門そのものに対して，いかに迎合した制

御機擦を選定するかということと，いかなる機却を組合

わせて装置とすべきであるかの 2 つの段階に分けられ

生)博岡

昭金持

司て( 活者 !1m熱工業株式会社

る。

前者は，機ｾメーカーの分野にお ｩ し，後者ーは袋内の設

［ Ｂ ､ 者の分野に ｍ する。現Ｎｻｅの凶 ｩＡＱｾ の自動 ｻｪ ｩￚ ｾ 卸機関は ， 未

だしの戸が向いようである。じIlfwlliU御機器の不先全なも
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換 気 技 術 の

はじめに，換気技術の現状を理解し，将来を展望する

ためには，まず，との技術の発展してきた過程を知り，

われわれの現在立っている位置を砂] かにする要があると

考えてｾをとった。筆者の好みと視野のせまさから歴史

のクエイ トが大きく ，自然換気 とそ の研究に偏った結果

となった。おそらく他の分野の内容と歩調が合わないと

恩われるが. お許しを願いたい。

1  三唄立方の箱

「イギリスの兵舎における 1人当りの規定の気加は5 0 0 -

600ft 3
( 14- 17m3) 術民病院におけるそれは 1200113( 34mり

であるが上記の労伯室〈 ν ース製造の小企業〉におけるそ

れは66 - 1 OOIl 3( 2 - 3m3)  ! と過ぎぬ。同時に空中の酸索は

ガス灯のために消貸される。 「おそらく 1211平方をも越え

ぬほどの小室に 14- 20人の児霊をつめ込んで 151時間も 無

味単調にして疲労をおぼえしめるご とき 労仇に従事せし

めているのをみるは， ノッチ γ ガム市におい ては決して

異常のことではない J " .  i ー般には1 J 通の住宅をもって

作業場となし，風の佼入をIめぐために煙道を密閉し冬李

でも就業者の体i鼠だけで保l援させていることは， しばし

ばみるところである …こ の穴のような小室の内に，溢れ

るほど人を詰め込んだ紡果，空気の汚 tSが驚くべき程度

に達するととは，また，しばしばみるととろである。 加

うるに下水や便所や腐敗物やその他 ζ れらの小屋の路地

に通有な汚物などからも諸種の有害な影響が与えられ

る。ドクタ ー ・パラードがロジドジにおける各医吏の総

合的見解として述べたところによると，阪室または作業

室における 1人当りの気秘は最低限度 300113 ( 8.  5 mり を

ｾするとのと とで あるが， レース作業室においては24

1t 3 / 人あるいは3511
3

/ 人という例がみられ， また麦わら

作業室では 12- 21113/ 人という数値が出ている。 1 人の

子供が3ft 立方の箱の中に押込まれた場合の気肢の半分

より. なおせまいという事実は，まととに驚くべきもの

である」町

この文i; 1 はマルクスが資本論の中に51用した 1860年代

の資本主義の発展J切においてもたらされた イギリス 労{力

者の環境の恋化を示すものであり，とくに換気にI刻する

点を引用したものである。換気は衛生の問題のーっ とし

て古くから採り上げられてきたが，このような極端な状

態 lζ 出合って，多くの医者の関心の的となり， 政治的な

王見 オ犬 と 展
τご月

三三三

問題と紡びあって，あるいは人道主持の観点から ，現状

を調査した多くの報告が出された。換気の研究と技術の

発展も当然との事実から刺 ｾｘ を受けた。

すでに 1844 i 換気の理論と実際」という本を著した，

D.  B .  Reid は「人間の一生において放も大なる敵 と考

えられるのは，おそらくキ! 怜11的苦悩であり，それにつぐ

ものはiii; および質における栄養不足であろう。 しかし，

とれらにつぐものは少くとも現代国家においては換気不

足であり，とれほど人類にとって多〈の災害を課したも

のはないようにみえる」時といっている。換気の問題は

環境:lt 化の重要な婆索としてまづ医者一術生学者一化学

者によって採り上げられ，研究の対象となった。

2. 人 間 毒句

多人数の3 [ が過熱され，不快な状態になるのはl援かす

ぎるためであるというこ とは18
世紀には明かに考えられ

ていた。化学者 l ovoisier は， この世紀の末「多人数の

室でよく経験される不快感、は炭酸ガスに関係しない とは

いわないが，しかし一般に不快感はl震かさのみによるも

のである」といった。ところが 1862年 Pett enkofer

( Liebig に師事，医学部の化学担当教授，衛生学者) は

不快感の現象は単に温温度や炭酸ガスの地: l J r1，酸素の欠

乏によるものではなし皮府や肺から発生する微細な有

機物の存在によるものだとした。彼の比 flJ7(Oによれば炭酸

ガス自体はそれほど重要ではないが，他の有害物質のE

を示す指 ｴｾｻ とみなした。 ｐ ･ ｬｴ ･ ｮ ｫ ｯｦ ･ ｲ は微細な有害物の存

在を証明したわけではなかったが，彼の見解は重視され

その後20年の問多くの研究者は呼気中にある存物( 人fl i]

毒
Anthropolox川) の存在を示そうとして努力した。いく

つかの実験は人間毒の存在を証明したようにみえたが他

の研究者の追試の結果は反対であった。実験の方法にお

ける欠陥も証明された。 20年間人間1幻覚の支持者と反対

者が論戦をつづけている聞に炭酸ガスが比較的多誌に存

在しても何ら不快感を生じないこと，過度の l援かさが不

快の主な原因であるととが明かにされてまた。最終の笑

験は 1913 し Hill によって行われ，人Il lJ
I与税は否定され

た。Hill の実験は次のような生体実験であった。冷暖房

設備と￞￬ ｾｊＡ 到 。 機をもった約 ＳｭＳ の気管室に ＷＭＸ 人の学生を

入れて ｃＰ Ｒ が ＳＭＴ Ｅ ， 酸素が ＱＶＭＱＷ ｾＶ に減少するま

で，室温は 28- 2 9
0

C ，湿球温度はこれより
0 .5_ 1

0

C低
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い状態までテス トした。 r学生はしゃべったり，笑った

りしていたが，やがて温度が高くなると話をやめた。彼

らの阪は真赤になり，汗ばんできた。ある者はタバ コを

吸った り， マッ チによるパヅノレを始めた。彼らは酸3艇が

17% に低下しても，それに気がつかなかった。彼らのH予

l吸はC 02が増した場合，僅かに深くなったが， 3 - 4% の

程度では頭痛を訴える者はなかった。 Fon をつけると彼

らの不快は驚くばかり阜〈去った。その室の空気を外に

いる学生が呼吸したが，何ら不快を生じなかった。また

室内の学生が室外の空気を吸っても不1 ) とは去らなかっ

た」 とHill は記録している。 とれらの笑験は空気の速度

が温度や湿度 とと もに快感に大きな効果をもつことを示

し，換気の研究に新しい車Ij 峨を与えた。また換気の重要

性はl援冷房と密接な関係があることが明かとなった。さ

らに換気はl盛挨，細菌，有害ガス等にも関連しているが

ここでは，とれらの各項目については省時し，主として

臼然換気の迎論 と技術の発展を現在までたどってみよ

つ。

3  定理から応用へ200年

ｾの換気の理論 と 応用は ｌ ･ｩ ､ によって，おそらく ＱＹ 世

紀の 中頃にはできていたといえよう。しかし，それは具

体的な計算を可能にするものではなし概念としてであ

る。流体の流れに関するベノレヌイの定理! はこれより 100

年以前 ( 1738) に見出されていて，水路や坑道換気につ

いては早くから応用されていた。したがって，との定理

を十分恕解している学者が2 もし建物の換気の問題にぶ

つかったならば，それを理論づけることは比較的容易な

ことであったと思われる。ととろが，前[ に述べたように

換気の| 問題を探り上げたのは術生学者一化学者であった

から，換気の研究は物迎的な而よりも化学的な而でとら

えられ，また実状調査の目的から換気昆のilW; 却 ム 人 lill

75の検証等に努力が向けられた。つまり研究の初期lには

化学者一衛生学者の関心と能力の範凶に問題が限定さ れ

たといえる。( このことは日本の研究の場合についても

当てはまる) 19世紀の後半になると換気技術削湖心をも

った工学者，室内気候削恨を向けた気象学者等によって

換気}Illii H 1 i が取扱われるようになった。重ブJ 換気における

'1' 性./wの考え方は Recknogel によって明かにされたし，

ＩＡｦｾブ ｊ 換気は ｗｯ ｬｰ ･ ｲｴ ( A.  W olpeけはドイツの建築工学者，

H . Wol pert は術生学者) ， Show ( イギ Dスの気象学者) に

より ，はっきりした概念を与えられた。 W olpeけは 1901

年 n暖房，換気の理論と実際」 という 411Uにわたる大活ー

をIl J してし、るが，そこに含まれている知識は自然換気か

らダクトの計算に至るもので，現伝われわれがもってい

54 

る知識の大部分である。 Wel per t 以後の発展は無論あっ

たけれども他の分野，例えば建築音響，総築伝熱な どに

比較すると，まことに貧弱であり ，停滞していた といっ

ても過言ではない。しか し， 戦後 ようやく計算が教科書

にのせられる段階に達したのであるから，ベノレヌイの定

理は建築に応用されるまでに 200 年以上かかった とい う

ことになる。

4.  自然換気よ り機械換気へ

今世紀における臼然換気の研究と技術が貧弱であった

原因はいろいろあるが， 機械換気，空気調整技術の進歩

普久によって自然換気は低レベノレの技術として重視さ れ

なくなったこと，また単純な仮定に基づく換気理論によ

って複雑なｾ訴の入ってくる実際の自然換気を予測する

ことが困難であるとと ，などが主な原因であろう。自然

換気は取り残された，あまり重要ではない，研究者，技

術者の関心をひかない分野 として逃せられたことは，と

くに建築設備の進んだア メリカで明らかにみられた。空

気調整に関する技術は花形であった。しかし，それは機

械技術の発達が主であって， 建築と I則述する問題は

infi ltroti on以外ほとんどなかった。ただ人体と環境の熱交

換に関する研究は，現! 成の物理的世J : 状によって快感が規

定さ れることが! 日]かとなった し，また計測の手段が進歩

したために物理学者一医学者によって研究が進めら れ

た。 1920- 1 930年代における この方面の進歩は著しかっ

た。つまり，機械一社喋一人間の結びつきによって初め

て質の高い室内環脱が得られるわけであるが， ｾ主 Ｒ 誌の部

分がとくにweekであるか，抜けていて紡びっさがなかっ

たといえよう。アメリカにおいて ij 災後，室内空気分布の

研究が非常に雌んになり ij 災後40近い報告が出ているのは

" A. S. H. A. E. " に空気分イ11研究委員会が作られたためで

もあるが，このi Nt をうずめるア メy ヵらしい行ぎ方であ

る。( 自然換気にI刻する論文;は“ A . S. H .A. E. " についてみ

ると，ここ 20年間全くない といってよい程度である) ア

メDカの傾 向は設備に影響を与える自然的要ポ( 例えば

冷房負荷と日射位外気温，換気量など) に限られ，自然

状態そのものは取り上げられない。僅かに社会主義的な

政策に基づいたニュ ーデーノレの時代を除けば，アメ Dカ

の研究の主流は大企業に結びつく形をとり，したがって

トップ ・レベノレの泌物に対する設備技術の問題に関心が

集中し，設備技術のマーケ ットになり刻Hい低レペノレの建

物は，ほ とんど問題にされなかった傾向がある。とと ろ

がイギリスでは事wがかなり違っていた。凶立の Bui l di ng

Reseor ch  Stot i on を中心と する研究は，庶民住宅におけ

る実際の換気低を暖房，住み方 と関連させて広く測定 し

.  

、



， 

， 

.  

その結果を統計的に捻: t lll している。災験の Jj 法も段階的

であり，影響する要素のクエイトを知り， j順次複i {Eな実

状へ進めている。 Bedf ord. Wor ner.  C hrenko にはじま る

研究はイ ギリスの戦後住宅の規 準 の 基 礎 となったJS 所

要最低換気E は戦後 600f t
3

! h. p ( 17m
3

! h. p) が探用され

たが，との規現在は国家の政策と広範囲に亙る笑測に基づ

いて，現実の住宅の過半数の改善に役立つレペノレである

ことを知った上で採用された。また，とれだけの換気訟

を与える換気口面松についても多〈の資料と規準があ

る。イギ日スは着実に「建築の物理的1 " ' 1状」を研究し，

} ] 宮誌の消を埋めてきた。とれができたのは社会主義政策

に基づいた住宅政策と，それに恭佐した主ii築研究所の組

織とにあった。アメ 3 カをくさし，イギリスをほめたよ

うな結果 とな ったが，アメリカに もi弘近新しい傾向が表

われてきている 。それは ij 災後 lにおけるイギリスの研究に

刺俄された点もあろうが，住宅，学校などでは空気調笠

設備により快適化すると とが人間の生活全体か らみて必

ずしも 望ま しい方向でないという批判と ，現実の生活の

レベルにもとつ' いて環邸調整 ( Envi ronmentol C ontrol ) と

いわれる，ちょうど，わが国の言" T I ! ! i 原論に相当する分野

がとりあげられてきたことである。 Texos Engi neeri ng 

Reseorch Stot ionによる教室の自然換気 Col umbi o大学? と

おける 住宅の自然換気の研究はその例であろうが，これ

らの研究が将米イ ギDスの ように発展するかどうかは娃

だ疑わしい。

5  和室の自然換気一 日本における研究のはじまりー

わが国における最初の換気の研究は 1888年( 明治21 年〕

東大，衛生学教室の緒方正規氏が大学の寄宿合自修室，

) ! ) 室の換気誌を測定したととに始まるよ うである。 *6

Pett enkof er が 「住居の換気回数について」という論文を

発表したのは 1858年であったから ，それよ り30年を経て

いる。緒方氏は 1902 年( 明治35年) 3 月の東京医学会誌

に，日本家屋の換気について」という論文を発表し，緒

方氏の座敷，書生部屋および衛生学教室準備室について

「ず イデノレ氏法」にょ っ・て自然換気i立を iJl lj 定し た結果を

挙げている。とれによると「・ ・ー一故に日本家屋の部屋の

換気は戸を閉ちぎるとき( 附子は問ぢる〉は 7 - 2 0倍，戸

を閉ちたるとき，ほぼ 6 f音ないし 7 併欧米家屋に比 して

換気が強いことになる。 ・・・・換気は甚だしく災なるも冬

季室内空気を滅むるこ と悶9![Eにして，火鉢を応用せば

有害なる酸 化 炭紫を発生し ・…ー 」と ｾｦ び，さらに「家屋

床下の空気は広く外気と接するをもって地気室内に入る

こと 少く ，換気比較的良好である」 と述べている。 緒 }i

先生は換気研究の先駆者であったようである。一連の研

YEがぶわれたのは 1920年代( 大正後Jmに入ってか らで

あり，その多くは 「国民衛生」に発表された。こ れらの

研究の特徴は第ーに医学者，衛生学者によって，わが国

の換気研究が始められたとと，第二に医学醤の研究方法

は工学者の解析的}i 法に比較して，おおむね比較試験の

域をこえないという点にあるととであろう。 しかし多〈

の努力が獄み重ねられて，実証正家屋のil 判定に始まり，つ

いで換気の原動力を区別して風力換気， mブJ 換気の実験

を行い( 野村仁，大井好成) 各種構造の模型家屋の比較

試験( 大谷佐置郎〉に進んだ。建築材料の透気品， 間隙

による換気拡はとくに多くの研究者の関心事になってい

るのも 一つの特徴であろう。庶民の住宅を対象 とした点

からも，これらの成採は11重なものではあったが，次第

こ解析的な研究の段階に達するにおよんでベノレヌ イの定

更J 1 の応用程度の流体制均する知識の不足から発展が止っ

たようである。明治35年に発行されていた W olpert の本

が理解されていたならば，研究はもっと 前進したよう

にj忍われる。例えば，この頃の論文によく山てくる窓前

lぬ: i 1 A のという術語は脱力後気訟を問i必にする際，外部風

速の基準として考えられたものであろうが，定義のつけ

ようのない，あいまいなものであった。門然換気は工学

将にとっては全く関心がもたれなかったし，必築家はま

だ織式必然の模倣に忙しく，芸術を解すればよいl時代で

あった。その頃. 外国の衛生学者，生理学者は室内環境

と人体との関係を研究して，大ぎな成果を挙げていた

( Yogrou.  Hilt， Vernon) 。わが国における研究は暖房設備

のない和室を対象にして，医学者の能力の限界で足踏み

していたよ うである。医学者 として ，むし ろ本絡的な人

体と Mf びっく分野の研究はずっとおくれた。機械ー建築

一人間のお! ;びっさの 中で医学者がまづ建築にタ 1ノチした

ことは，後進国家の一つの表われではなかろうか。

6.  i 和室の換気は自然に良好である」

1920年代の術生学者の住宅に関する研究を平易にまと

めたものに戸川正三氏の著書がある 0*7 i 住宅の設計 方針

は第 ｉ に防 ＮＮｰ， Ｎ ， 第 Ｒ にｼ先ｾｾである。事笑 ＹＰ Ｐ ｆ までは 無事 的

けるが90

0

F以上に達する と忽ち疲労する。 ζ の問の数度

の相逃は住宅設31・上最も重要な ところ である」 として壁

体の防署能力を上げ，換気を盛んにするととを主張して

いる 。ま た 「和室の換気は自 然に良好である。したがっ

て邦人は由来，換気の何物たるかを念願におかない。と

ころが今日の作業場や都市住宅は，いずれも狭織であり

また構造上換気不良であり …」 とくに 「近時，わが都市

に増設せられつつある洋館に邦人を収容することは一種

の危険行為である」と述べ，ょうや く普及 してきた鉄筋
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コシクリート i告に対しては甚だ批判的であった。建築家

でさえ換気のことは，ほとんど念頭にない( 現在ーでも，

あてはまるようであるが) とき，そして機械設備が完備

していない場合，それは当然といわねばなるまい。同氏

の発表した各種構造における換気回収は現在でも用いら

れている数値であり，次表の如くであった。

l 構巡 | 和 室 l 和洋折衷

h.  p と定め， 11附当り 4m
3

として帖/ 人を鉱山している。

( ちなみに明治44年発行の「衛生試験法」においては住

宅の所要換気最は50m
3j h.pであった)

当時の調査によると ( 1924 .大阪市保健調査) 1人当り

の絞室の1附数は

大阪市中央部商業地 1  .  Ｕ Ｑ�ｾｪ 以下 ＳＸ Ｅ ， 21附以上40% ，

大阪市周閣部制民地 1.5中! 日以下58% ，2中l円以上 18%

であり，商業地の死亡率 9. 3 %0に対し細民地は25児。であ

った。貧乏人ほど粗造で換気回数の多い住宅に住むとい

う利点? を考慮しても 1.51陥/ 人以下が過半数を占めると

いう事実は，上表から ｾｪ るように所要換気立をずっ と 下

向る。J ik近の規準では 17m
3j hを採用しているが，とれ

に相当する広さは3回換気で 1. 51附/ 人であるから ，和室

の換気は門然に良好であるけれども，それは洋室との比

較だけのことであり，実状は不良であった。

衛生学者は「借家投機熱の' f - ! t は忽ち和n民生活の新地獄

を作り J i いかに不健康な家を建て，永い間不当な利f与

をむさぼっても苦I j せられない」と述べ，公衆f，i I生の立場

から fJ : 会を批判したことは一つの功紡て' あった。

7. 建 築 家 の 研 究

これまでの研究には換気ロ ー換気ft ，それによる検気

の研究はほとんど行われなかった。術生学者や気象学者

( 昭和初期から室内環境に関心を示した2，3の人々がい

た) は述築物を臼然物のーっとして取倣うという傾向が

強い。これに対して，おくればせながら，この方面に関

心を持った工学者，建築家は，まずいかに設計するか と

いう立場であるから，新しい考案に結びつく傾向があっ

た。との点において日本住宅の機能的な再編成を試みた

京大の阪井原二氏は デヂインとともに室内F完成におけ

るIJI JJ:l ifi であった。例えば板のnnとタタミの問の高さを

変え，その差を利用した換気口はプライパν ーやデずイ

γ の面と巧みに結びつき，また杵の外側に粋を回したガ
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ラス 戸と附子の二重窓( 最近の流行〉は賊風防止だけで

なく， f:坊，g，防暑，照明の点でも，すぐれたものであっ

た。藤井教 ｦ 受は単にこのような考案に終らず ｾｪ 匝 ｩ 原論へ

発展する広い構法! を持っておられたが， Ｑｊ りさＧｾりで死去

されたことは，まことに残念なことであった。

1936 ( 昭和 11年) に発行された住宅衛生文献築に栓築

家の研究は殆んどない。とれまでは医学者の時代だとい

えよう。しかし，この頃から今日の計阿原論の分野の研

究は建築家によって次第に荊溌になった。 Ｑ ＹＳＶｾ 7 年に

は次のような研究が発表された。

通j識に関する; 模型実験 ーがlfi 党三郎氏

ベY チレーターの換気性能 十代間三郎氏

l暖房気洗および風圧係数 谷 口 吉 郎 氏

換気輪道およびモニター 佐藤 鑑氏

教室内気流，ホッパー窓 伊 藤 正 文 氏

内容は多彩であり，これらの研究が片付けば換気理論

と技術は確実な基礎的知識を与え られるように恩われ

る。 しかし， これらの研究の方法はいくらか解析自りにな

り，また新しい考案の下地をもってはいたが，ベノレヌイ

の応用， Wol per t の大きな蓄私 Show のアイデアは利

用されず，すべては O から始まった感があった。①①①

と順位をつけるような比較試験，現象をラレツする方法

は普遍的法則を見出すととの図獄な換気の場合，とくに

その後ずっと現在に至るまで続いている。閉じような研

究が同じような方法でくりかえし行われた。そして石は

ととろどころにおかれたが，あとから研究する7 ' ，ーが利用

でさる基礎となるように配向されてはいなかった。防空巨

壌の換気 j依光モニターの研究はii 支"寺 'j "の主な研究であ

ったが，いずれも技術の末端での改苦研' 允に終った。

8. 気 密 な 空 間

ii 災後の莫大な住宅不足の対策は木造パラック造に始ま

ったが 1947年，東京高輪に初めて鉄筋 コγ クY ート造ア

ノ号ートが述設され，その後の大五i建設のささがけとなっ

た。 気密なｾ聞が庶民 住 宅として登場してきたことは，

水洗便所，ダストジュ - ) - ，コプーフ・ラン( 後にガス風

呂) などの%r しい設備 と配t f ( . 上下左お隣り合った制限

のなかでの新しい住い方の問題をばらまいた。

台所レンジの封| 気に共通換気iなの設備をもった高輪の

アパートは逆流現象を生じて居住者の不満をかい，約:l燦

鑑氏はこれを調査して「霊i宵排気筒の脊現象」と題する

釈告を行った。共通拶| 気i吋が逆流のおそれのあることは

諸外国では，"，' i J 、らよく知られた事笑で例えばパリー rii

衛生規則 ( 1904) には，その禁止を挙げている。ダスト

ν ュートは臭気と聞の発生に悩まされ，次第にパノレコニ

、

、



， 

ーや幣段へ敬泌され，台所に投入口をもっタイプは姿を

消した。ダスト ν ュー トの換気も取上げられたが，まだ

はっきりした結論はえられない。アパート j辺住者の多く

は入居した初めての冬，炭火その他から発生する一酸化

炭素の '1
1mを経験した。その後の設計ーには換気用小自主、あ

るいは専用壁換気口が設けられるようになった。ガス周4

呂の排気は最近2，3年の問題である。室内や浴室内に焚

口のあるタ イプは便利であり，効率がよいが，逆流や施

工不良による中毒事故の発生に篤いて . 現花では一般に

外焚が採用されている。これらの技術の方向はドロナワ

式であるだけでなく ，対策が実は技術的進歩であるとは

いえないこ とを特徴 としている。

これらは，いずれも基礎的研究の不足に版図してい

る。改善式研究はいくらでも続き， しかも不イ・分な結果

に終ることは l珂らかである。基礎から応用へ段階的に.

そして研究者の組織を通じて研究を行うことがJil も実用

的な研究であるというと とを，これまでの経験が示して

いる。

ii 災後の研究はアパート を対象にした校型の風洞実験に

多くの努力が貸された( 勝田氏〉。臼然換気の現象は複雑

であり，ととに外部条件の25粋は大きいから普遍的法則

を 求 めるととは困郊 ｉｾ であり，したがって桜型災験によっ

て大目指の性質を知り ，またアパートの形，限内等は比'1佼

的規則的である点を利用して，外部風速，風JT係数など

の要素が研究された。換気低，) 画風51の計算が確立した

のが換気における唯一の進歩であろうか。しかし，これ

はペノレヌイの定理が応用できた段階であり， Wol per t 以

来半世紀を絞て，やっと彼の研究の続きができたという

段階である。風圧係数，抵抗係数の数値とその取扱い方

が研究され，災際の計算に適用すべき範囲が拡大された

が外部風速，風向などを，ZL之助を考慮に入れて設計用の

数値とするととは，他の分野に比較して最もおくれてい

る。室内の風速，風向の問題は機械換気の場合の i噴流の

研究と関連するが，はるかに複雑で，統計的な表わし方

によらねばなるまい。まだ基礎的な段階である。

重力換気の計算は昔からあるが，未だに合丑II 的に解か

れたものはないようである。共通換気i: J i への応用は新津

氏，前 II I氏により解かれたが，ここまでくると従来，機

械， 7. 1 < 理学が与えていた低抗係数の資料だけでは間に合

わないことが判った。室内の熱対流の研究は室温分布，

熱損失，あるいはフ ー ド設計の基礎と関連している重要

な分野であるが，多くの実験と熱海fからの上好気流を取

扱った迎論とのひらきを，どう処理するかは今後の問題

である。

ベンテレーターの性能も半世紀以上にわたる研究がある

が，未だに換気 ｊ ｉＮｾ＿Ｚ に役立つＧｦｉ ＱＺ 能のぷ示Ｎ性能曲線とい

うべきものはできていない。

9  自然と機械を結びつけるもの

あるヒソレの設備のWI 気口が主}!fd，1仰とI萌した壁面にあっ

たため，制| 気能力が低下したことがあった。また風向を

check しなかったために， 新鮮空気の取入口に煙突から

の樫がl汲込まれたりしたことがあった。このような欠陥

はちょっとした注芯: で避けられることではあるが，機械

とo嘆との結びつぎが，いかに貧弱であるかという こと

を示すものである。主主物と自然とを結びつける計画原論

という分野は砕立されているが，機械と建築はまさに機

械的にしか結びついていない。室内開域は機械化された

場合でも自然ブJ の影響を受けて，われわれの予怨以上に

変質している。

室内空気分布の問題は1111流の研究の次の段階として，

おそらく自然換気や物体人体からの熱対流の研究と結び

っく必要に迫られるであろう。衛生上の研究( 腹挨，調H

i筑の分布) は室内の位置によって大きな差のあるととを

示している。ソビエ トでは多くの術生 (1句研究の紡来アノレ

コープに絞台を設けることを禁止するに至った。句しか

し，これらに比して ，ずっと重要な問題は放射線汚染空

気の封n徐に| 苅i ' . l i して! i じてきている。機械による sever e

な封| 気品を維持するためには，窓開口の開聞による自然

侠気の影響は無視しえないどころか，悔めて危険な開問

状態が生ずる可能性などをチェックしなければならな

い。排除された汚旅空気が安全な程度にうすめられて，

近隣に危険を与えないこともチェックせねばならない。

これらの課題は向然と機械を結びつける室内環境の分野

の虫 ｾｴｬＺ を ｩ 認めるであろう。室内の熱対流 ， 室 内 の空気

分布の研究と技術は新しい車IJ 般によって発展するであ ろ

う。しかし，われわれの仕事はこれらの課題 と同時に庶

民住宅や中小工場などの環境の質を高めるための組織的

な研究に，むしろ多くの努力を払わねばならない。

( 権者京都工芸繊維大学助教佼 石 原 正 雄)

市 1 マルヲス資本書留 mm 商白訳 ｰＮＴＵ Ｒｾ Ｔ＠

*  2  T . Bedf or d “ Basic  Pr i nci pl es  of  V enti lat i on a n d  

H eati ng "  p. 3.  1948 

市 3 向上K よる

*  4  A. Wol pert ， H. Wol per t  “ T he ori e  u n d  P r a x is  der  

V ent i l at i on  u n d  Hei z ung"  1901 

市 5 “ H eat i ng a n d  V enti l at i on  of  D wel l i ng s "  

Post- W a r  Bui l di ng  St adi es No.  19. 1945  

*  6  II {J: 官衛生文献! I ! 同潤会 1936p.129 

*  7  ＱＱ 他邸増進 ｦ 世ｾｽ生活ｲＮｬ ｰＮＱ ｾ Ｑ ＳＴ＠ 1929 

• 8  ナジエ- : ; : ; ン，ヴイノグラドフ“ 公共衛生'・ 滋賀沢 1955  p .243  
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事蚤

1. は し が き

ニa: .

E ヨ R方 .1.1:. 

鱗音の問題が|刻A する分野は，さーわめて Jムい範囲にわ

たっている。その防止技術についても，限られた紙数で

は詳細に述べることはできない。したがって，ここでは

主主策関係の問題に限って，その概瞬? を述べるだけであ

る。

騒音を防 止， または軽減する方法としては

( 1) 発音体 自体につい て発生する音を減少するこ と。

( 2) 発音体か ら人間の耳に至る音の伝j諸経路中で，防止

または軽減すること。

が考えられる。この中で第 1 の方法は，居手TT防止につい

ては最も根本的なととである。しかし，発音体の種類は

きわめて多額多様であって， その一つ一つについて論ず

ること は，ほとん ど不可能である。ただ原丑l ! としては，

1 )発音休の '1' のff 源の音の エネルギーを小 さくし ( 2) 音

源から稲射而に至る伝橘経路中で減反させ， ( 3) 編射商の

音響効率を小さくするこ とによって目的が逮せられる。

例えば，ある機械でその駆動装置の歯車は音源の一つで

あって，そこで発生した音のエネノレギーは，装置の構造

体や空気を経て4主置の表面，すなわち II i/，i射面に達し，そ

こから空気9'へ苛 として幅射される。この場合，歯車の

材料を適当に して，また仕上をあlj性fにして発生する音の

エネノレギーを減少すると ともに，幅射前と tお;11との聞に

適当な遮断材を賄入し，そのうえ袋内の友商を改良する

と，歯車から出る騒音を軽減できる。もちろん，発音体

としては，その中の音源自体から直接に' ! i ! . 気中へ音ーを紹

射するものもある。

上 に 述べた ｴｲｾ 2 の段階で用いる技術は， 1政初に上げた

第 2 の方法の応用 である。実際問題 とし ては，発音{本自

体から iJq";¥射 される音を小 さくするこ とは，極々の条件か

ら限度があるので，さらに第二項に述べた }j 法を考える

ことが必要である。実際の技術上の問問としては，ほと

んどとの方法が用いられている。

日常生活ーでは， 75を伝える媒'l'1' は 空 気 と li;j 休とであ
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る。安気 "1"を伝わる音を空中ff ，間休中 を伝わる71を問

14-: i百と区別し ている。問体古ーは，発7T休からそれが践し

ている地而や建築構造体を伝わって伝嬬し，ある而に迷

して，そこから空中音として幅射される。この国体音の

防止は，むしろ振動防止に関する問題であるから，ここ

では触れずに主として空中音だけを考えることにする。

空 '1
'

音だけにかぎると，問題は発音体が室の外部にある

場合 と，内部にある場合とに別けられる。発音体が室内

にある ときには騒音il を減には吸音材が主要な役目をし，

室外にある ときには遮音材が主要な役目をする。

2 吸 音

コンクリ ート， ガラス，プ ラスタ ーなどのように滑ら

かで固い面は，入射した音のエネルギ ーをほとん ど全部

反射する。一般に，ある面に音が入射すると ，その一部

は反射 され，一部は而の材料中で吸収され，残部は透過

する。それぞれのエネルギーを E t，E r， E α， E tとする

と

E t =E r + E α + E t  

すなわち，

1  = E r/ E t+ E α/E t+ E t! E t =r+ α + τ (1 )  

の関係がある。 ここで，r は反射率， 町は吸収率. T は透

過率と呼ばれる f訟である。この とき，

a = 1- r  (2) 

で定義される E が商の l汲背率である。したがって，政行

材として優れているのは， ミネラノレクーノレョ ガラスファ

イパー，木材パルプなどの繊維で作った多孔材である。

現在，種々の l汲音材が市販されているが，それらの詳細

1) . 2)  

な資料は文献にゆずって，ここでは省略する。その他は

入射する苛の周波数によって興るのが迎例である。それ

を平均化し て一つの値として用いられるのが，駁7T軽減

率 (NRC) である。 NRC は 吸音材の 250，500， 1000， 

20009告の音に対する吸音率の平均値である。 NRC 回以7T

材の大体のf ' H'1" を知り，種々の吸ff 材を比較する場合の

大体の目安としては便利な虫であるが，実際にイ，ｾ用する

‘  



， 
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場合には注意をする必要がある。例えば， 第 1表に示す

ようなI ， ｝ ｛ の二つの ｉ 以音材は ｎｒｃ の ｻ酎 ￬ ｾ ｬ［ｾしいが， 1収

音寺Z の周波数についての性質は全く臭っている。

第 1 表

周波数 Cj S I 断 材 l 吸音材 E

125 0. 13  0. 33 

250 0.35 0. 55 

ω。
0.98 0. 62 

1仮陥 0. 85 0 幻

0.62 0. 79 

0.55 0. 68 

. . . . . . . .  ・・ ・・・ー. . .

0. 70  0. 70 

吸音材を室内に配置し たときに 1汲音率や NRCは騒音

が減少する日そのものを表わすものではない。いいかえ

ると， ｾ足音率が Ｐ ＮＸ Ｐ であるような吸音材を室の天井や壁

に民ｾっても，室内の音の強さは ＸＰ Ｅ 減少するものではな

い。長方体の室内に発音休があ って音をi筒射している と

き，室内の音の強さのレペノレP は

p = 九十10 Ｑ ＰＹＨＨ 去 Ｉ ＲＫＷ 己主 ｾＨ Ｔ ｮ ＲＫ Ｒ Ｉ i  DB  131 

ｾ ｜ｕＯ＠ .  n-:" ( n l ) 2'  .  - ' )  

1= 4V j S  

で表わされる 。3) ととに，poは自由空間に発音休がある

とき，それから単位距隊だけ離れた位置での発音体の音

の強さのレベノレ，D は発音体と観測位置との距離，。は

室の内面の平均 l吸音率で，また V とS とは，それぞれ室

の容積と表面iとである。 この式の ( ) 内 の第1攻は発音

体から直接にくる音の影響を，また第 2 項は室の内面で

反射される音の影響を表わしている。室の内面のl汲音率

が大きくなるほど，また発音体から速く離れるほど音の

強さは小さくなることがわかる。 第1図は10 X 15X  4  M3  

の室の内で， 九 = 90 DB の発音体が音を幅射 してい る場

合について計算した結果を示したものである。山総 I は

井，床，援がともにコンク Pートの場合で，反響が多

いために室内のどの佼置でも 90 DB以上になっている。

1111線 Tf は天井だけに吸音率0 . 80のl汲音材を用いた場合で

出l線ll[ は天井とi l l : とに同じ l反骨材を用 いた場合である。
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Ｎ 管 ｊｅ 体 ｦ 何 ｾ￩ 総

また， ｊＡＱ 線は門由 ｾｲ ｬ｜ｊ の場合，または主主の内而全体に ｬ 以

行事 1.0のl似ff 材を用いた場合で ある。発行体の近くで

は，あまり著しく? ! ? の蛤さは減っていないが，発行体か

ら述くなるほど吸ff 材の効架が著しくなっている。発行

体が一例ではなくて多数ある場合には

(  - 16" 一 、 円 ¥

p = 九+ 10  10 9同 点 す4 山 g庁Ig ( l - a)] DB 141 

で表わされる。3) ととに， 九 ，S ， 1はnu' と同じ吐で ，mは

室内にある発音休の例数，D は観il llJ1ir. lnとそれにらtも近

い発音体との距離である。

以上のととから わかるように，'.政TT材は発音休からI直

後にくる音を減少すると とはできないが，反響音を減少

させるものである。 l政者材としては前に述べた多孔材の

ほかに， Ｕｬ ｬ￭ 性板，共ＧＡＡｾ拐を応用したものがある。これら

を適当に組合わせることによって，対象にしている騒音

に最も過する' 1 & 音性自‘ の材料を用いると と が 必 要であ

る。

室内，ことに工場や事務室内の騒音を軽減する目的に

用いるために，多孔材を錐形，球形，多面体な どに成形

し( 中空のものもある ) ζ れを配置するこ とが行われて

叡1mを上げている。この方法は，吸音面積を大きくする

ほかに，もっと特殊な作用もあると思われるが，まだ理

論的な解析は十分に行われていない。

ここに述べた吸音材の効果は，室内に発音休がなくて

も外部から騒音が侵入してくる場合にも問機な効果を挙

げるものである。

3. 遮 音

発音体が室外にあるとき ，または二つの室の問での音

の伝i替を防ぐには，遮音材で作った墜を利用する。 111討

に示したように，音がある面を透過する iJ は透過率で表

わされる。実際上では，透過率の逆数の' ifi用対数値の 10

併を用いて DBを単位とする。とれは，材料面に入射する

音と透過する音とをDB単位で表わして，その差を求めた

立に相当する。この立をその而または材料の伝摘出 とい

っている。遮音材としては，主｜ｾ 孔 材でその材料内に音が
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佼入しないことが必安である。前に: i Z s ベた i吸711材では，

その内部に-f f が佼入することが必要である。したがって

峻-TT材をそのままで遮行の同的に用いるととは. きわめ

て不利である。例えば 1以i1率が0. 80の似すi材では， 111 

式と 121式とによって，内部で吸収される l吸収不が0 .05で

あると透過率は0. 15である。 その伝j番tnは大体8DBfこ過

ぎない。実用上，遮背材として用いられるのは. 20DB以

上の伝播慣が必要で， 俊れたi盤tT材では50DBとか60DB

の伝情 ｭ のものがある。 ｩｧａ 材としては前にｾべたよう

に無孔材がよく，コンクリＭ ｾ ，ｻｉＲ属板 ， ガラス ＣＡｩ など

が利用されている。種々の材料の伝j高羽の他については

文献を参照されたい。 ' ). ' ) . 5)

i設も簡単な逃汗壁は一重壁である。との場合には，そ

の伝掲t r . l は，壁の重髭が噌すにつれて，また入11J する7T

のJi'[i 波数が高くなるにつれて大きくなる。: l ! J l 論;Ht1によ

ると，モfが宣言にOの入射角で入射するときの伝li fHtl T oは

T o  =  10  10g( 1  + ( a  COSO) 2)  DB 151 

a = ωmj 2pc 

で，友わされる。ここに ωは角周波数〈周波数の2π{i り，112

は壁の面密度， p は空気の術度，c は空気中の {1速であ

る。 とくに音が壁に垂直に入射するとぎの伝j添加T 。は

T
o

= 10 l og( 1+ a
2

) 戸 20 l oga DB 161 

である。笑際の場合には，音は壁に一定の 7i l向からだけ

入射することはまれであって，無秩序に入射することが

多い。その場合にはイ云j諮mTは

T = 20 l oga ー 10 log(l g (  1十 a 2
) ) 戸

T
o  

ー 10 log( 0. 23T
o
)  DB 171 

となる。 161式と 171式とを絞べると，霊前入射の場合より

無秩序入射の場合の方が伝J番損は小さく，また伝J lIH品が

大きいほ ど， すなわち優れた遮音材の方が，その拶特が

大きいこ とがわかる。 このこつの式の近似式は a > l の

場合である。また，伝情 ＱＱＱ は壁の重也の Ｇｬｬｾ［ｊ 1 ] 対数似に大

体比例してし、る。との関係を11: 11則という。 161式と 171式

との結果を示したのが第 2図で. 1曲線 I は161式， ]J は171

式によったものである。 第3図，第4図は実際に;1判定した
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結果の伊 ＱＱ である。女 ￭ Ｓ ｾＱ の点線は灰 ＱＢＱＧ ，;( i下に示した形の

もので大休霊長則に一致しているが，しかし行の周波数

が約 2 . 5kcf s のところで著しく低下している。 とれは.

との壁の横振動の影響である。壁の検振動の1，lij 有周波数

と入射TTの周波数とが一致すると，材料内部での減哀を

無悦すると ｉｔ は完全に透過する。 ｾ￭ 3  r，<1の実線は，この

E主に以19' 左上に示したように切込みを作って，検振動の

同ヰT周波数を変えた場合である。遮71f 壁を丹II 、るときに

は，その検振動の 1，1，1右振動数と対象とする駁71? の周波数

とに注意することが必要である。

Ｍ ＧＮｩｬｬＺ ｾ立の 伝 ｊ 耐 ＱＱ を地すのには，そのＡｔ￯Ｎ ｾｬｴ を大にすると

とが岐本的に: l r ! ;J とされるが，実際上では，そのようにす

るととには制限を受けることが多い。また，ある程度! と

伝情wが大きい壁では，その亙函をmしても，あまり効

果はない。したがって，壁のi l l : 1 _ l: だけで遮 i' J ，- の日的を来

すことは凶何十になる。そのために '.ilE笠の代りにー二市

伎をJ l J いることが多い。とれは二つの壁を 1:'( 符的にも振

動的にも絶紋して， rUII 1 : . 空気貯を設けるものがl:J!:¥l WJ で

ある。この場合，入射角Oの73に対する伝Ji lHUT o('1 

T o  =  10 10g( 1  +  ( 2acosO)" {coss - ac osOsins} つDB 181  

F=: d∞ 

で表わせる o a は151 式の場合と同じ長で，d は二つ壁の

問の空気附のJY さである。この式で d = 0 とおくと，一

重壁で重i I t が 2 倍になった結果と一致する。したがって

181式の{ } 内は空気附の i影響を示すもので，対象とする

駁立の周波数に対して{ } 内が大きくなるようにするこ

とが大切である。とくに181式において{ } 内が宗となる

場合は T o =  0 となる。 こ れ は， この式を導くときに

材料 rl' の内部隊僚を無視したためで， 実際には T o =  0  

にはならない。

実際上では，二つの壁を完全に絶付することはl調J¥!fで

あるが，適当な絶絞材料を用いると口的に近ずくことが

できる。そのような材料はすでに市販されている。二つ

の壁の問に Ｗｴｴｪｾ 物を入れることもよく行われるが，これ



， 

は用い方によっては二つの壁の絶縁を悪く するので，か

えって逆効果になる。充填物についての研究はまだ完全

な結論はないが，壁の横振動を妨げ，また材料中での滅

哀を大きくする怠l床で，柔かい! ) l ii 力性のある多孔材が有

効であると思われる。

以上述べたことは， 壁には孔や| 掠問がない場合であっ

て，もし孔や隙Ilij があるとイ云陥引はきわめて小さくな

る。また実際上では，壁の全国が同一材料で作られるこ

とは，まれである。 この場合には壁全体としての透過釈

は近似として

，= A  

1: "  S， 
191 

で表わせる。ととに，乃は面積S，の部分の透過率で，A

は室の全吸音憶である。

4. 送 風 管

吸音材や遮音材によって騒音を収減する こと は， 一方

では空気の涜過を困難にする。そこで，実際上では空気

が自由に通過する場合の騒音軽減が問題になる。この i訟

もよい例は送風管である。換気装置では空気を送る機械

部分と，その空気を伝える送風管がある。機械部分から

管鐙を通ずる伝括経路があるが， これは振動防止の問 j越

である。ことでは，管内の空気中を伝婚する音だけを考

える。

管の内部に吸音材を用いることによって，空気の流れ

にはあまり 影響を与えずに，騒音を軽減できるととは，

よく知られている。管の内商に lJ!k音材をftlSった場合の減

哀畳戸( Ds (単位長〉は

s = Ii. 
(10)  

の形で表わされる。ことに L とS とは管の周長 と断面積

とである 。K は比例常数で， Rog ersによると的

K
1  

= 4 .34と J l - ao

1+  J l - a
o  

l - J l - a  
K  2  =  8. 7'  - V'  - " 0  

1  + " I - ao  

Ｈ低周波数 ＮｨｾＩ I  

ｾ＠ (11)  

( 高周波数域) I  

である。 aoV;!:: 1以音材の垂直l以音率である。この高低両周

波数域をどのように区別するかは， sruel が求めた結果に

よって検討が加えられている。 (101 式からわかるように

この方法ではL (S を大にする ζ とが有効である。断面積

が大きい管では，行の長さ方向に l以音材を帰入する方法

がある。との方法は，L ( S を大にする効果のほかに，種

々有利な点がある。その詳細な理論結県は複雑であるか

ら，ここでは省時する。さらに抑入する i汲音材を傾斜

させると効梨は大きい。しかし，このために空気の流れ

に悪影響をおよぼすととがある。とれを避けるために，

吸音材を流線形に成形する場合もある。実際上の送風行

では屈折) ' ! ，fl がある。この屈折部によっても音の伝燃は妨

げられ，またこの部分に吸音材を用いると効果が大ま

い。以上の各種の方法を示したのが第 5 図である。この

図の下に示したのは，それらの方法による減5差益の大体

の性質を表わしたものである。もちろん，用いる吸音材

の性質によって，減哀誌の{ 直は異る。

買l 5 図
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このほかに，管の途中に膨脹部を設け，さらにその内

部に1汲音材を用いることも宥効である。この場合の滅哀

i止は， ｪ 彫 ｬ 仮古 ｾｬ のＺｴｩ ｨＧｪ や用いる ｬ 以苛材によって定まる。一

般には， j膨版部の寸法， J彰に よって定まる特別の阿波数

のff に対して，とくに有効に作用する。

以上の種々の方法においては，用いる l汲ff 材の性質も

重要な因子である。臣民音材としてはl以苛の項に述べたこ

とが，そのまま適用できる。とくに，共I!I : J 告書を応用した

吸音総 造を用いると，多孔材では滅哀し iYl oい低周波数の

音に対して有効な構造にするとともできる。

5. む す び

これまで述べたように駁音軽減には， 1政音材や遮tz- 材

の使用が根本である。したがって 1.以音材や遮音材の性

質を十分に明らかfとすることが大切であって，これにつ

いては，それぞれ専門の研究がある。ここでは，それを

述べるのは目的からはずれるので省間作する。

りくには対象 となる騒音の性質を知ることである。これ

は例々の場合について，騒音を測定する必要がある。そ

のための測定方法や4立問も種々研究され，また市販され

ている装置もある 。対象と ーする駁行の性質がわかると

それに適合する吸音材や遮音材を利用するのが経済的で

ある。それらを，どのように利用するかは，周囲の条件

に支配される点が多く . 側々 の場合について処j ! J l するこ

とが要求される。

工場内や事務室内で発生している騒行を完全に防止す

ることは，きわめて困難である。これについては，発生

している騒音のほかに， さらに適当な周波数成分のT去を

発生させて，内部の音を人間に快感を与えるような性質

に変えようという試みがある。 ｭ 子 ｦｴＮｾ ｩｊｾｾ 好者を得て

いることからみて，このことは有効な) J 法であるかも知

れない。しかし，騒音が強烈である場合には，そのまま

では用いずに，一応軽減方法を行って，ある程度騒音ーの

強さを減じてから用いることが必要であろう。
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浜市，新潟市，金沢市， ｾ［｟｝ｴ 岡市，名古屋市，大

阪市，神戸市，松江市，広島市，山 u 市，高絵

司J ，稲| 吋市，熊本市，大分市. 鹿児山市

2.  試験J!i J Uおよび11寺lilJ;!)1)

ヲ月初 日( 土11躍日)

午前P時 ~午前 11 時

午前 11 11寺45分~午後 l 時45分

午後211寺 ~午後41時

ヲ月29 日( 日曜日)

午前911寺 ~午前 11 時

午前 11 時45分~午後51時15分

3  受験申込手続

( イ) 叉・験申込古提出期間

建築計 ifljj

述築施工

建築法規

建築構造

建築設計測史l

8月 1LI ( 木曜日) - 8月 15 日( 木H出11)

( ロ) 受験申込25錠出場所

住所地の都道府県建築主務課

( ノウ受験巾込書等の交付

受験 ｉＧｉｾ 込書，叉Ｇ験案内 ｴＡ＿ などは， 7)  J  22 11 (月

限 11 ) から各都定府県建築主務課で交付する 0

・郵便で交付を求める場合は，郵便切手 ( 8

円) をはった宛先明記の封筒を必ず同封する

こと ・

4. 合格発表

合栴者の発表は 12月下匂に行う。

5.  その他

ｬｬｩ 築設計ｾ関の設計課題は， 8月 1EIH i T 報で公

告する。
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昌三

は じ め に

内 音 響

室内音響といってもいろんな怠味にとれるが，ここで

は室内 7T轡設計の怠; ，床にi 長J尽を合せて考えてみよう。室

内音響設計の技術はけっして古いものではなしお々 5

60年くらいの歴史しか持っていない。もっとも，中佐紀

ヨーロ ッパの教会堂でへノレムホノレツの共'1! 与号告がよ日いられ

ていたり，わが闘の能鉾台の床下にカメが置いてあって

悶織の効梨を上げているということがわかつてはいるが

それらは技術といえるかどうか疑問である。科学的な基

礎の上に組み立てられた近代的技術としての室内音響設

計は，やはり Wol l oce C .  Sobi ne が 1895 年残響時間の概

念を明般に規定したl侍から始まると考えてよいだろう。

そして，半世紀後の今日，われわれは音響設計の技術と

してどれほどのものを待ち合せているだろうか。

ij 災後，民間放送局の建築に始まり，引続いて各地に本

格的な劇場，公会堂， I決 函 館 な ど オ ーディ トリクムの

建築が盛んになって，急速に諸外国の知識が導入され，

研究所勤も大いに活発になり，建築の音響設計は主主築家

にとって日常の業務になってぎた。 ζ とに騒音防止の問

題も含めるとますますその感を深くするのである。問時

に技術専門ill の出版も践んで，主主・築学大系第 8 巻および

第22巻，述築学便覧の相等頁数を占め，さらに建築学会

から設計者向きのパ Y フレッド建築の音響設計 I/tJ i発刊

されるととになっており，必ｾな知識もデーターも手近

に得られるようになった。だが，はたしてそれらが充分

な資料を従供し，閉館をどれほど解決してくれているだ

ろうか。あるいはどの点で資料が不足し，どんな問題が

残されているだろうか。というようなことをしばらく考ー

えてみたい。まづ，われわれが音響設計を行う /1問主に従

って問題をひろってみよう。

1  .  騒音防止設計

本特集号では，騒音防止の問題は別に取りあげられて

いるので，深く立ち入るつもりはないが，いかに室内音

響設計がよくでぎても，ひとたび騒音が侵入すれば全く

の 王見 オ犬

ぶちとわしになること

をまづ伯調しておきた

い。新しい劇場が美し

く仕上げられていても

l援冷房の換気ダクトか

らおかまいなしに騒音

がはいってきたり，放

送用のスタジオでエレ

ベーターや機械室の騒

音がきこえたりするよ

うな ζ とをしばしば経

験する。との原因の多

くは経済的に予算の問

題もあるだろうが，設

計と施工の不注意に

大部分mlがあるのでは

なかろうか。例えばカ

メラを組立てるのに

予 ｴｾ 凶が足りないからと

いって， レY ズだけよ

いのを{ 史っておきなが

ら，蛇阪やボデーに少

と i隼 歩
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図1 ォーデイトリウム断商形の変遷

子々Lがあってもガマンしようというようなことがありは

しないだろうか。音の遮断には重昆ある気街な壁がよい

というととが治識であるのに縫い ｬ 以音材を無 ｮｦｾ に用いた

りしていないだろうか。また換気ダク トの消音は念入り

にやりながら，吹出し口やリタ- ; / 入口のグリルに，薄

いパンチ Y グメタノレを使ったために振動して音が出たり

はなはだしくはサプライダク トは消音したが， リターン

はしなかったというような笑えぬ事笑がある。写よ誌は不

安な光線が入らぬよう処理されることが条件になるよう

に，室内音響は騒音の妨筈を受けないことが前援になる

ことを銘記していただきたい。
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2. 室の形態の設計

2ー1 幾何音響' 予による方法

古くからド ームや円形プラシが音響的に救い鈍fい欠陥

を持つといわれてきて，大きなオーディトリクムにおい

ては音が前線的に進むと考え，その反射を光学的に取り

扱い( この方法を幾何音響学という) i直接音の不足する

部分へ反射音を以て補強するというととが強調された。

その結果，! ' h ! ! 物総面あるいは大きな凹Il i J 面を反射面とし

反射音を極度に利用することが行われた。( 図 1 Aその

他 Hill Memor i ol  Hal l ， コノレピュジェの国際i ! l ! ; 脱会館系

など) 。このことは古典音響学上あまりにも 有名で，当

時できたわが国の才ーディ トリクムもこの例にならった

ものが多い。しかしその後大きな反射面よりも，小さく

分割された反射面によってしかも音を Facus することな

く， di f f use するよう 凸曲面を用いる方が，音の自然さを

増し，よい音響効果を得るととが報告1) され，それまで

の凹ull 簡を用いる考え方を改めるようになった。( 図1

B.  C.  0) また壁面を扉風折にしたり 凹凸をつけることは

放送スタジオなどではかなり以前から用いられていたが

最近では一般のオ ーディ トリク ムでもよく見られる形に

なり ，天井田も，大小凹凸の波裂が探用され，反射t去を

拡散する傾向が強い。これはl時竜やFlut ter echoを防ぐ意

味もあるが，私l本的には室内の音響エネノレギ ーをできる

だけ拡散 させ，あらゆる周波数の音をー織に分イ1I させよ

うという怠凶である。 ζ れはまた残響| 時| 出を導くには室

内で音響エネ J レギ ーが完全に拡散し，あらゆる方向に等

しく音が進むことを仮定しているので，その仮定をでき

るだけ災現しようとする努力ともとれる。ここでどの程

度の 凹凸が 必ｾなのか，また，反射 ｦｩ ーはどの程度に利用

するのがよいかという| 副題になると幾{ 吋白轡学ではとて

も処理で，後述する種々の物理的研究のjぷJ誌にまたねば

ならず，設計の段階で明確な答を与えてくれる資料は非

常に乏しいことを感じさせられる。

2- 2  波動音響学による方法

室の寸法比( 高さ H : l j J W: J正さ L ) を 1 :  2  :  4 のよ

うな倍数比にせず， 2 :  3  :  5 に近い比をとるのがよいと

いわれてい る。 これはこと に小さな室において ｩｬｬｾ で ，

室の国有振動 ( normal mo de) を 特定の周波数に集中さ

せず，一織に分散させるためである。同じ目的で平行耐

を避けて角度をつけたり，壁を傾斜させたりもしている

(8. 伝送周波数特性の項参J l fO 。室の固有振動数は普通

f =  ｾ＠ ) (ρ 2 ( q V I 7 12  

=  T v li r+liVr +lNf Ccj s
)  ( 1) 

但し ｣ はも泊ｾ， t ， q， r は O および任怠の正の盤数

で表わされているが，これは平行六回体で壁の吸tまがな

い場合の式であって，実際の室のように1友金fEな形と壁而

の特性を持ったも のでは とても解きょうがない。しかし

これも単純な形から除々に研究が進められている 2) 状態
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図2 教会古来と映画館 ｋ 対する段通ｾ響 ＱＱｭ 瑚

であり ，その成* を期待せねばならない。

2- 3  模型実験による方法

模型実験により室の形を決定する方法は，背くから二

次元模型で水面波を用いたり，光線を利用したりする方

法があったが. J i i ( 近は三次元( 立体) 校裂でJ l f ! 度分仰を

測定する方法( 図1. Cはとの方法を用いられた) に発展

し，さらに必音波を用いて，その波動的な特性をも抗ｾも

うと 試みられている。めこ れは必音波機器の今後の発展

により非' 犯に ;(-f j J な方法となるだろう。

3. 残 響 時 間

3- 1  残響l時n. ¥j の公式

残響/1寺nJj とは室内にー厳に拡散 された白・が断たれた後，

そのエネノレギーが 1/ 1，000 ，000まで減少( すなわち60db

減荻) する l時間として現定されている。 W . C . Sabi ne は

実験的に公式を山し，以後多くの研究者が幾 何 白ｾ学的

方法によって誘導し，少しでもヨ笑; 際によ〈合うよう各i極極

の提 ｧ案長がある。現ＱＭ冶必ｾ主 ｩ正ミ ｩ以ばも信 ｩ移籾 ｅ玖ｻで言さ ｲ るも のとしては ｅ匂 ｹｲ 川 ｬげ吋 ｲ

式にKn川川u吋J川ds悶en、の二実だ験による 2釜空k主.気の l吸荻音の及羽1を1方羽加n川11えた lロ印2引l 式

が用いられる。

T O1 6 1 V  

6 0 =  - S. I09aCl 一 位) + 4 mV

( 2)  

但し V は室fi : : f! ' i (m
3

) ， Sは室内全表面む1( m
2

) ，。は平均

吸音率， 間 は空気の l汲音による j成哀係数( 周波数と湿度

で変化する。区| 表として 10 ，000c / s まで与えられている〕

しかしmは 2，000c / s 以下ではほとんど0 とみなせるから

Ey rirゅの式そのままでよく， それ以上ではかなりきいて

くるけれども壁面の吸音率 α が普通 4 ，000c/ s までしか

求められていないので， 4 ， OOOc / s 以上の周波数では計算

のしょうがないが，一般にはそれで用が足りるようであ

る。

3- 2  { 弘通残轡|時間について

残響時! 日lがどれほどの長さであればよいか，ということ

は各何人の主観的判断を数多く集積せねばならない点に

多くの問題が含まれている。室の大きさにより，また室

の用途により契ることは知られているが，例えばl i X : 近権



， 

威ある著書として広く読まれている Knudsen， Bruel， 

Beronekの三人の著者の推: td践の一例は図 2のようにくい

巡っている。このととは現必われーわれが室の音響特性を

客: 鋭的に判定する鼠ーも確かな手段とし，また設計に用い

mる数値として残響時聞をlt X : も頼りにしているとき，ま

ずＱｲｾ 1 に困惑をIrs じさせるものであろう。 n分が設計し

ようとする室がどんな目限を持てばよいのかさえも客観

的に確定でぎないのである。実際には中心はポクていて

もマ トは大きくて許容範闘がjぷいわけであるから，大体

アタっていればかなり無難な tf 符特性を得ているようで

ある。なにしろ大低のオ ーディトリクムはt苦楽から l決阿

ゃ ｩｬ ，ＧｬｦｩＧｾまで， f可にでも用いられるのだからどとかで妥協

せざるを得ないわけである。

また最適残

科11寺1I↑lの! 河i波

数特性は工rで

きいたときの

感じに非常に

拶轡があると

図3 バルコニーのある 劇場断面 いわれる。古

くは500cfs の価に対して高 ITも低 白もともに大きくなる

ようなカーブが推貸されたが( 組築設計資料集成 I

29) このごろはむしろどの周波数に対しても同じ他を持

つのがよい とされ，大をな室で行楽がちi ( 炎される場合の

み低 iJr でやや大きくなることが詐されるといわれてい

る。とれも人の好みが入るとすれば厳密なことはいえな

いような気がする。もともとよい音響状態とは何か，と

いうことがなかなか抱み雌いものである以上，やむを得

ないであろう。

3- 3  従属室 ( C oupl ed Ro om) について

残轡公式 ( 2) や区12の室谷町( vの計t7:tにおいて，舞台

の天井が非常に尚く，また大きな有11がついているような

ときは，その舞台部分を除き ，またパノレ コニーのある場

合 図3 でa ( またはa ') が b ( またはb' ) の 2 倍以上あ

るときは，パノレ コ ニーの上下の袋Ａ日｝はやはり除いて計 ｚｾ｛

せねばならない。そのときは舞台 B はプロセニアムで，

バルコニー上下の空間 C C' はパノレ コニー F 先端の関口で

別々の空間がおfi 合され， '-1，心になる空r : ll A に従属して

いると考える。そして残響時間の計算はその結合商の仮

怨｛，反行率を仮定して，両側の空間を別々に計算し Ｎ ｾーし

くなるように調節すればよいといわれている。そして仮

想l以 iアドは経験的にきめられているが，仮: 也市のどちら

側にも同じ値をmいてよいだろうか，という疑問が生じ

る。また，最適銭宅 ｾｉ 時間を ａ の特約だけできめるとす

るとパノレコニーのない形で同じ人数を収容する宝とくら

べて大分小さい伯になるがそれでよいか。また音楽iW奏

のため舞台天井を反射板で区切ると，そのステージは当

然; ; t ーディト P クムの一部と考えた )J がよい。とすると

反射板のない場合もその位置で区切って仮想、吸音面を考

えた) 5 がよくはないか，などいろんな疑問が生じてく

る。もともと伐轡時間というものが室内で音が完全拡散

をしているという仮定の上に成立しているために，抜維

な] 膨ではその仮定が成立しなくなり，一つの空間とは考

えられなくなるから 複維な部分を切り離すのだと了解は

されるが iラ淡'i; そのように舞台もパノレコニーもない形に

しなければ救われないのだろうか。疑問に対して充分満

足できる答はほとんどきくこ とができな い状態である。

3- 4  吸音率につい て

残響公式 (2) の 置は室内全表面の平均l荻者率でその

中には人間や家具の吸音力も入って，壁，天井にまで全

表面にならされている。その妥当性はしばらくおいて，

側々の壁面の吸音率のことを考えてみよう。 l政tT率の測

定には普通径 1 尺以下の音響管の端を試料でlli Wi : にふさ

き: ' l ' l:内の5EiE波あるいは共鳴を測定して，その材料の

音科イソピーダ Y スと同時に，吸音主将を求める。とれを

垂直( 入射) 吸音率という。この方法では小さい試料で

正確な仰が得られる利点があるが! 政官率は音の入射角

度により変化するものであり，室内の壁面に用いられる

とあらゆる) 5 向から入射するのであるから，当然1吸?守主将

はＧｬｾるｻ｛直になるはずである。そ こ で Ｒ Ｎ Ｍ Ｓ 伴くらいの面

相の試料を残轡室に入れ，その試料のあるときとないと

きの然轡| 侍H自を測定して，残響公式から試料の l荻tf 率を

計算したものを伐響吸音率と い い ， 残 ｾｴＮｾ 計算をするとき

のl反省率はとれを用いるのである。われわれが音響設計

をする場合には，普通発表されている材料の吸音率表か

ら選び出すのだが，自分が設計に用いようとする材料が

吸音率ぷにある とは限らない。実際雑多なものについて

はわからぬものの方が多い。また，材料の製品ムラのた

め，実際自分が用いるものの吸音率がぶの他と災る心配

もある。また，同じ材料でも壁に直接糊 ｮ ，ｾ りするか，下

地を打って空間をあけるかによって 図 4のように変化 し

さらにその空間の寸法

P及。| /ト......_ J- ，.._;;.斗ーー斗

者 J / レ， r  I  |  によっても巡って く

牟 i 正ノ I I  I  |  る。そうなれば，現場

Gt .o t I  I  I  I  

116 216 引Z I OZ4 2048 

周 波 紋 C/ s

図4 吸音テツヲスをコンヲリート K 直

接WI l 泊りしたとき( 0 ' ; 線) と笠l却を2. 5

c m あげたときの殴苛唱の迎い。

における施工のムラや

コY ク5 ー トと材料仕

上げ面とが平行でない

場合はどうなるだろう

7J' 。

もし自分が使用する材料をすべて路工されると同じ状

態で残轡室に持ち込み，政省率の測定をすることができ

ればこれらの問題がすべて解決するだろうか。ところが

そうはいかないのである。 図 5はl i X : 近新しくできた小林

迎研の銭轡室. )における同じ材料の測定例である 0
5

) 南

じ材料を同じ人nnが同じ測定機械を使ってこれほど差が

でてくるということは何をむ味するだろうか。材料のr c !
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置の違いによって室内での音の拡散状態が. w り，従って

材料へ音が入射する仕方が変ってくるから，吸収される

状態も巡ってくるのであろう。従って材料の大きさや配

置の仕方で吸音率も変わるはずである。

¥0 

図5 同じ ｉｩ 紛の伐響 Ｑ 投音ｾの

担rJ j E 法による巡い。

a.) frilf. J ! 鰭室. M料10m"

b. ) 第2伐響室. M料3m" 1!註閑

マィ Il {立位中央

c.)  [ 12洩籍軍，総料3m" 床中

央，マイ 9 位位進附

8

6

4

 

吸

着

年

α  

.2  

=- .--

ＰＱＧＺＺＺｏｏｾＢ｟｟ ，ｾＢＢ，ＮｵＮ Ｗ 脚，抑

周 遺 書 記 </ 5

それなら，発表されている吸音率表の数値は，ただ ￬ｬｬｾ

定された残響室のその時の状態だけの促l で再現世J: がない

といわねばならない。また，残響室によってとれほど差

があるのなら，オ ーディ トD クムに用いた場合，もっと

材料に入射する音の状態が逃うはずだから，さらに遜っ

た備になるのではなかろうか。一体何が本当の吸 ｦｲ ＲＮｦｾな

のだろうか。

ことで垂直l波音率の ことについて考えてみる と，これ

は材料の最も法礎的な波動音響的世質である音響インピ

ーダシスと直接関係しており，測定装ー置が変っても，だ

れがやってもそう変った値はでてこない。非常に再現性

がよいことがわかっている。そして，それから迎論的に

残響l汲音惑を誘導するとともできる。いまのところ，研

究者によってこの誘導方法に種々差があり，音響イ γ ピ

ーダンス( あるいは垂直吸音率) から計算さ れた残響吸

ｌｔｾ 容に幾分巡いがあるが，凶 Ｕ の測定値に凡られるよう

な範聞には充分はいる。とすれば何も大きな試料を使い

特別な成響室を作って， I殴11. 1、な残響l以13王将を測定するの

は無駄ではないか，という忠弘が当然でてくる。しかし

現花ではまだあらゆる材料について完全に理論的結果を

得ているとはいい，UEいし，ことに板振動による l以音はパ

ネノレ寸法が物をいうので，小さな試料では測定できない

などの更1 I 山から，計算による方法が探j 目されていないと

いえるだろう。

3- 5  テーラーメーキングジステムについて

きに述ベたとおり実物を残響室室ｾｾに ζ 持ちこんで ￬Ｑ測 ｵ山則 ｬｬｊ 定し

ても現場とは逃つたi吸荻t音まE率終しかでてこないというこ とに

なると一体どうすればよいか。それには災際の現場で，

工事の各段階において銭響11寺IllJ をチェックして，音| 聞を

修正していく以外に方法はない。これがいわゆるテー ラ

ーメーキングであって， 1949年アメ Dカの Mut ual - Don

-. Iee 放送スタジオ建築の報告6) にこの言必が用いられ

その後 Royal Fest i val  Hall ( 図1. 0). わが国の神奈川
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県立音楽堂7) その他の多くの例に見られるように，音響

設計を計閥的に進め て行き ，最後の目標に到達せしめる

ためにはぜひともとらねばならぬ方法といえそうであ

る。またこの方法は材料の吸音率のみならず，反響( エ

コー) .  tr圧分布，逃ff などあらゆる 点からの検討も間

11寺に行える可能性がある 8) ので，非常に有効な手段とい

えるだろう。

4. 言語の明瞭度試験

残響時1m以外にその室の音響特性を表わす有力な指標

として， 言語明日tt 度 ( Parcentage Arti cul ati on) がかなり

古くから用いられている。最近音響学会から《明日京度試

験法の規採Ａ ｾ パジプレットが出された。そのなかに記さ

れているように計算や物理的測定によらず，比較的単

純な方法で室の形態，反射板やl以音材の配自のiJE轡など

を比較検討できるなれば確かに有効であろう。明限度は

室内音響のあらゆる要素が総合されて耳のきこえ方にど

んな影響をおよぼしているかを直接数値で得られるとこ

ろに特: 長ーがあり，それだけに個々の物理的要紫との関係

を過去においてわかっているもの以外に，新しく分析的

に求めようとすることは非常に困難ではあろうが，今後

残されている課題 といえる。

‘  

5. 音 場 分 布

室内で音が一様に分{Ii されているかどうかを，実際に

スピーカ ーから音をだして音圧を測定してみると，純音

では干渉や定イE波による非常に複雑な凹凸を生じている

が，白色ノイズを用いるとそれが消えて非常に滑らかな

山線になり，相当大ぎな室で実際に総感が思くても，と

くに音圧の低い，いわゆる dead poi nt という部分は見当

らないのが普通である。この分ギli を計t ; l . する方法が種々

滋何学的な方法で岩手かれているが9) 音場分仰を一様にす

るためだけの目的では，壁面の吸音を少くすればよく従

って残ff 時fl lI が長いほどよい。ということになる。これ

は明かに明限度を害するから，分イ布がー縦であればよい

と一概にいうこともできない。この方法が室の設苦I'tに役

立つのは反射而のとり方等，形態設計の数値的基盤を与

えることであろうが， 2- 1で述べた幾何Ef 響学の悩みは

どうするとともできない。

i武近，短d' ( A Cパルス，波数を数ケまたは数 1- グ含む

ような短かく切った純白) を用いて，各周波数の音圧分

布の変化を測定することが試みられ，との過度状態を幾

何学的のみならず波ifJ i J を考l位して計算する万法もJ722長

れている 。
1

0) しかし，非常に桜維なので設計にmい得る

段階ではない。



6. 主 観 的 評 価

言語に対しては明l僚度ーが何%と数字できまるが，音楽

に対してはそのような客観的判定の方法がない。例えば

i) 余韻があって些かな音 ( "Ful l ness" 或は“ Si ngi ng 10ne" l  

iil 音の歯切れ，または分離性がよい 1・・ Di f i ni l i on" 1  

川川l 音の

れているものは，一体どの ように設計すれば実現できる

だろうか。残響l時間や音場分布との関係が淡然 とは想像

されても，数値的に決定する手段がない。事実，閉じ残

響時聞を持つ同じ大きさのこつの室で音楽を聴いた場合

の感じが，非常に異ると とがある といわれている。最適

残響時間だけで処理のつかない問題があるからこそ，別

に内容のはっきりしない言葉を用いなければならなかっ

たのであろう。それを， どういうふうに処理し て い け

ばよいか。

7. 疑 問 を 解 く 鍵 ?

以上いろいろと室内音響設計を行う上に駿l味な点，疑

問となる点を縫列してきた。現場では，これらの点をど

う解決しているだろうか。とくに実験的に決定しうる範

囲のものはよいが，多くは経験的に，あるいはカソで判

断をし，悪くいえば，いいかげんになるようになった。

というのが多いと思う。新しく竣工し たオーディ トリワ

ムをよむ学に行くと，設計した建築家が とくとくとして音

響設計のととを諮るのが常だが，果してとれらの問題を

知ってか知らずしてか， と疑わしくなるととが少くな

い。このような問題の椴本的な原因は何にあるのだろう

台、' 0

たびたび述べてきたように，現在頼りにしている幾何

音響学の第 1 の仮定に，すなわち室内で音が完全に拡散

しているという仮定に問題がありそうである。実際に残

響を測定しても，その滅哀曲線は決して対数的にスム ー

スな ｉｬｬＨｾ 患にはならない。必ず大 小 の 凸凹 があり，それを

ならしてみても対数的にならぬことも多い。純音を用い

ては，とても残響l侍!日j を決められないほど被雑である。

これは波動として考える と，残響のような過渡現象では

室の凶有振動を考えねばならず，それは川式が示すよう

に無数の mode があって互に抜維な影響をしあっている

ために，種々雑多な現象を生じているのである 。残響l時

間という概念は，とれらの複雑な現象を何一つ説明せず

むしろ桜いかくすような立場で，大ずッパに室の音響特

性を表わそうとしているわけである。どれほどの成響時

IUJ がよいかという答が一つだけでない という ζ とや，悶

じ残轡時 fU] でも聞いた感じが迩うことは， Ｗｾ 響 ＱＱ 寺聞 と い

うものだけで室内音響特性を表わすこと自体に無理があ

ることを示しているのであろう。そこで室内tま轡理論の

研究は，残響時間以外に何かつけ加えるべきが ｦ しいｾ［ｦｾ

または減響| 時聞に代って，よりよく室内音響の状態を説

明して〈れる何かを，探し求めている段階であるといえ

よう。川そのこ，三について紹介 してみよう。

8.  伝送周波数特性

室内のー| 料にスピーカーを置き，それから出る周波数

を変化してゆくと，他のー| 料においたマイクが叉・ける音

圧は図 6
12

) のように変化し，そのピークは室の固有振動

数に一致する。 とれを伝送周波数特性といい，平担な特

15  

l。

'5  

. 10  

db 

o  1  2 3 4  

一+ μ ・今ι f

図 6 立方体2包 (L X L X L ) の伝送周

波数特性{ 計算悩) . μ は胤波数 / のパ

ラメーター . k Nは日直前のM!t 常数

性 が も ち ろ ん 好 ま し

い。壁面が十分吸音し

てdeadになると点線の

ように平坦にはなるが

残響時間が不足して野

外のような状態に近ず

く。室の間有振動数が

特定の周波数に集中す

ることを防ぐのが肢も よいが，そのために平行商をなが

くしたり，! i ! を傾斜さ せたり波型天井やポリジリ Y ダ一

等を用いた りしているわけである。また，それでも低周

波数では吸音も拡散 もしにくくなり，問有振動数の数も

少いので個々のmodeが強く表われ，これが " boomi ng" と

いわれる総感を与える。それを防ぐため，それらの国有

振動数に岡部1したへノレムホノレツ共I! 忠告告を用いて， その振

動を伺 ｉ えるととも必ｾになる。 こ れは 図 ｬ Ｍ ｃ ・ Ｐ で用

いられている。とれは過去に見られない新しい傾向とい

える。室の ｉｮｾ 有振動の周波数に対する分イ ｈ 状態を示すの

に f r equency spaci ng  i ndex や， また伝送特性の滑らか

さを表わすために f r equency ｩｲｲ･ｧｵｬ｡ｲｩｴｹ という言ｾで理論

的な取扱いもされているが，まだ積極的に設計に用いう

る段階でない。

またスピーカ ーから短音を出して伝送特性を測定した

方が，実際の状態に近い結果が得られると考ええれ，

つ一つの短音の減哀 ( 残響) 山線のオッ ν ログラフを，

周波数を変えるにしたがって少しづっズラし霊ねたもの

を pul sed gl i de di spl ey といい，この方法をglidi ng lone 

mel hod ともいっている。とれらを室内各点で行えば音場

分布を完全な姿で表わすとともでき，室の特性を知る最

も有力な手がかりになりそうである。

9. 鉱散の表わし方

いままで，たびたびふれてきたように，室内での営の

拡散 ということが非常に大事なと とであるのに，その程

度を表わす方法が何 もなかった。これを数値で表わすた

めに Mey er
13

) が指向拡散度 ( di recl i onal di ffusi vi l y )  d. を

発表している。とれは，ある点であらゆる方向から等し

く音が入射する完全拡散の状態でd = l ，野外の状態でd

= 0 となるような数値で表わせる。 2 X 1X l m
3

の校型実

験で平な量まの とき69% ，拡散格子を壁全面につけたと
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75% ，平なぽでwだけ完全吸収にすると 46% ，そのとき

他の壁に拡散格子をつけて 64% になり，拡散格 f による

残響時間の変化はなかったと報告され，実在の建物につ

いても研究が進められている。

わが国では残響曲線が対数的であればよい という観点

から模型室内の拡散器の効果が調べられ3) 同時に鉱散の

程度を示すものとして首圧分イ11の様準偏差を測定すると

とも試みられている。

10.  明瞭 さの表わし方

室内でパルスを発生した

とき， ある点に到達する音

の強さは図 7 のように変化

ト1IJll ll lltltL1i l rnn___

図 7

する。とれが妓響曲線になるわけだが Meyer は始め

から 50msec =  1/ 20秒以内に到達 したエ ヰ、ノレギーの，到達

した全音響エネノレギーに対する 比として明日lit さCdifi nition

またはcl earnessある いはDeutl ichkeit ) D，を定義した。 こ

れは 1/ 20秒以内に到達す る反射音は直接音を補強し効果

的である が，それよ り遅れ る反射音はエコ ー となって耳

に混乱 を与えるからである。実験による と残響の長い教

会では場所により 10- 40% ，1凋限度のよい劇場では75-

90% の分布を している。わが国でも， これを指標にして

室内のどの壁面にl以音材を用いれば鋭j来 的 か が 検 討 さ

れている。 14)

こ の ｄ は銭響曲線の形は問題にされていないが ， 明ｾ

なエコー が直談音にil佼ベて，どの位の大きさで， どの位

遅れて到達すれば，聴く人の何% が混乱を感 じるか，と

いう こと を % di sturbonce と定義され， Haos の実験によ

り， Bolt と Doak が図表を与えている。 これは残響曲線

の形 と 工ｾで Ｑ ｭ い た 感 じ を対 応 させよう と する一つの試み

で，実際によくあ うと 報告されて いる。

お わ り に

以上のべたもの以外にも室の音響特性を求わすものと

して研究されつつある事項はいろいろ数多いが，どれが

残響時間に代るものか，指摘するこ とはとてもできない

し，建築設計の データ ーになる口もまだ先のととであろ

う。 それら i波l皮主必鋭助b王音f智響‘ 学のE理ll ，tt治白は2室包内の l立E響状f態滋をJ非|ド二'i常j

よ〈説l明珂はして〈れるが，数値的に求めるのが非常に困
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難なことが多い。現症においては，その知識を 1-分考fむ

に入れつつ，定以的な問題には幾H 立響学を用いて計算

を進める以外に方法はなかろ う。ま た，それで笑用上，

十分満足できるのである。 しかし l，g 際的に智l泌を集め，

最高の技術をもって作られた Royal Festi val  Hall でさえ

も すべての人に満足を与えているわけではないといわ

れるのが現状であって，学会のが姥築の音轡設言γ パ γ フ

レッ ト も 構 造言 Ｑ ・ ｴ Ｇ［ｉ腕 ｩｲｾ と は Ａｊｾ る性質の も のである とと を

よく理解 していただかねばならない。将米への進歩のた

めには物理学的な研究にのみまかせるのでなく， 心理学

生理学，音楽ちｾ炎家， それを 聴く人 々 のすべての協 力 が

必 ｾＺであ り，建 築家は 旧 来の 慣習的 技術 に のみ よらず ，

進んで新 しい知識を吸収し，専門研究者の協力を得て研

究的な態度で設計に臨み，恨重な施工を繰返し て， 初め

て新し い道が聞けるととであろ う。 ( 1957 . 6. 30)
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号事警‘
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1 は し が き

灯 照 明 技 術

JJJt近 10年間における! 照明技術の発達は口 :¥'J: ましく，光

源，! l 夜明告書具は申すにおよばず，その照明手法も長足の

進歩を遂げたことは周知のとおりである。これには，後

光灯その他の新しい光源の発達普及とともに， 1照明の実

施にあたって，その基礎となる! 照明理論の発展が，あず

かつて大いにブJ があったといわねばならないが，本編で

は， II日明理論の進歩には触れないこととし， M近の電灯

l照明技術のうち，主として，新しく発達してきた各種光

源について述べる。

2 白 熱 電 球

このごろの後光灯のすばらしい tf 及ぶりをよLていると

白熱iu球は速からず，姿を消すのではないかと思う人が

あるかも知れない。しかし，タングステンf J l 球が炭素Ht

球に，とって変った場合と異なり，鐙光灯と白熱氾球と

は，それぞれ違った特長をもっているから，お互にその

正しい用途を佼し合う ととな く，共存してゆくであろう

と専門家は見ている。主豊光灯と白熱t : [ i 球との一番大きな

迷いは，一方が線光源であり，他方が点、光源である とい

うととで，そのため，最近の繭庖照明その他におけるス

ポットライトやグクンライトに凡られるように，方向性

をもった光を得るためには，どうしても白熱fl 1球に よら

ねばならない。

一般照明用として利用されてぎた 白熱f11球は，いまさ

ら説明するまでもないので， M近発達してきた2，3の新

しい裂の白熱氾球のみを尚一単に解説する。

2.1  反射型投光電球

1 t X - 近，集照型または強! 照型の反射総兵をJ日いるかわり

に， ' d : l 球自体に反射面を内j故している反射型投光氾球を

月 ｪ いることがある。とのｾ｛Ｑ球は倣物面あるいは回転楕円

休の形をしたi 口球内面に，アルミニクムを」コ; 笠蒸着させ

て反射面としている。光を取出すl I ii 函ガラスは透明のも

のと，つや消しのものとがある。また，その配光は集光

型のものと散光型のものとがあり，使用ロ的に より適当

な}J を選ぶ必要がある。

反射型投光m球の特長は反射面を内蔵しているので，

の 王見 ヰ犬 と 将 i 来

摺兵恋! 市が 100 % で，また反射商がi n : 銭外気l乙接しない

ので，反射l国の汚れや酸化による減光がなく，きわめて

優秀な性質をもっている。さらに，器兵としての飽設1'i

も安いので，将米その利用が期待される新光源の} つで

現イ正すでに，脱届照明用のアクセント ・ライト，あるい

はいろいろの照明に応用されているダク γ ライ トなどに

盛んに使われている。

2.2  シリカ塗布電球

ガラス球内にジリカ( 酸化珪: 引を塗イli した全光' ，[ ( 球

で，従米の 白色塗料を塗った全光也球と迎い，光の損失

が少く，つや消しｾｻＨ球とほとんど変らない程度の効率を

有している。また，そ の輝きは2cdj cm
2

程度で，内面つ

や消し iU球の伝大声l' きが20- 30cdj c mコであるのにくらべ

る と ，はるかに 小 さく，世 ｬ Ｇ きを低くする必ｾのある場所

に使用するのに好都合である。

とのほか， ソフト氾球といって， 普通の氾球より，も

う少し柔かい雰囲気を出す全光ｾ｛Ｑ球も ｬ 設近作り出されて

いる 。

3. 豊 富 光 灯

蛍光灯が発明されてから，すでに20年近くなり，わが

国においても著しく普及してきたので，いまさら説明す

るまでもないかも知れないが，現在市販されている後光

灯について，そ の管球ならびに点灯同絡を簡単に述べ

る。

3.1 球 管

現在，わが国で市販されている蛍光灯の主なものは，

1 0 W， 15 W， 2 0 W， 3 0 W， 40W で，1i J t 近6 5 Wのもの に 2

のメ ーカーから発光された。

蛍光灯は政 ＧｾＱＱ 灯の Ｑ ;極であるから，いままでの白熱iU

球と迩い， i也銭t : 11源につなぐことがでさず，必ず安定部

( 点灯i J t l町) を過して i l1源につながねばならない。しか

も，た とえば2 0 W用安定器を他のワットの後光灯に流用

するというような こと は絶対にできないから，との点，

一般の人は十分注意しなければならぬ。

後光灯は ｴｾＮ Ｎ￬ｩｬｬは直線状の光源であるが ， 数年 前よ り ，

これを円形に l山げたすークラインと称するものが作られ
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るようになり，小面肢の室の照明などに重宝がられてい

る。サークライ Y は現在30W ，32 Wなどの大きさのもの

が作られている。

後光灯の特j長はいろいろあるが，そのうちでも，とく

にほ Ｑ 帯なものは，効率が高いことと，任芯の光色がｾｾＺｽら

れることである。空母光幻.は日を追って発迷しつつあるの

で，その効率もどんどん向上しているが，現段階では，

4 0 W白色蛍光灯でるo Im/ W を越すものが作られている。

後光灯は鐙光物質を変えるととにより ，任I主: の光色が

得られ，いままでの 白熱氾球の よ う に 満度放射を利用

した光源でないため，任意の色温度のものを作ることが

でさる。すなわち，現在市販されているものでは，各メ

ーカーにより多少の違いはあるが，標準的には，全天祥

oりの口の昼光に近い色温度6 ，500

0

K の昼光色， 太陽直

射光に比，1配的近い色i日l& 4，500

o

K の白色， 白熱Hl 灯光に

近い色i品l支3，500

o

Kのj民自色の3極である。ただし， ｾ白光

Hでは後光物質 を使って発光させる| 児係上，その分光エ

ネノレギ一分イ|了は第 1図に示すように，色温度は同じであ

¥00  

rt  

工 BO

亭

lし 60

F  

¥ 40  

一一ー轟究 館 白 色 智 光 灯

ＭＭｾ ｲｴＺ 白 白 世 光灯

一 一ー 白 自 営 定 tl

一.- 4 5 0 0・K 窯 執 材 射

:唐

っても 1 ｾｩｪ 体 ｊｴ＼ 射のそれとは一致しない。したがって，

位光灯で色を比ると，ものによっては大変巡った色に見

えることがある。 第 1 図でもわかるように， nu. 本放射の

。

エホノレ ギ一分布にくらべると， ??i 湿の後光灯は 6 ，000 A  

以上の j正い波長の部分で，エネノレギーがJI ポ? に少なくな

っている。このため鐙光灯でみが色のものを見ると ， くす

んで見えるのである。このような性質を「決色性が思い

」といい， 4， 5年前までは，J i 料品庖のように，色物を

取扱うところでは後光灯は使えないとさえ，考えられて

いたが，その後， ￬ 以色 Ｇｖｪ Ｚ の改善 ｴ こｼ刻する研究がｊ，ｪｾんに行
。 。

われ， 現. { eでは 6 ，000A から 7 ，000 A にごE る赤色の鐙

光を山す位光物質を付加することにより . 夜、色も臼然な

色に兄えるような鐙光灯が作り出されてきた。このよう

にiYi 色十1: を改善した鐙光灯を天然色型，デラックス型，

あるいはこれをさらによくしたものを点天然色型，純天

然色型などと呼んでい る。たとえば第 l 凶に示した 白色

蛍光灯の場合でいうと，同| 災| にもあげてある ように，天

然 白色位)' (;Hあるいは. ! . ' . [ 天然白色;泣光灯があり，それぞ

れ凶示のように赤色部のエヰ、ノレギーが泊している。ただ
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し，このように赤色部を泊して淡色性をよくすると，効

率は天然色型で約20% ，県天然色型で約30% 近く低下す

る。

3.2 点 灯 回 路

後光灯はl皮i l 1灯の 1 ;磁であるから，点灯装置が必要で

ある。閉 じ鐙光灯であっても，点灯装置の 良否によ って

総合的な特性は著しく変ってくる。最近，主査光灯のｾｾ［球

自体の進歩も自党ましいが，点灯回路の研究も活発に行

われ， fai 秀な回路が作り出されている。

( a) グロースタータ一回路 現在，最も多く用いられ

ている 回路はグ ロースタータ ーを使用する回路である。

グロ ースタータ ーとは，ネ コt : / またはア ノレ ゴY ガスを封

入したガラス }'¥U"内 に，u乎: 型をしたパ イメタ ノレの tl 1極と

線状氾械とを相対的さ

せたもので， 第2図のよ

うな接続で佼mする。

動作以理を説明する

と， まず" 11源スイァチ

を閉じると，グロ ース

タータ ーの両 '，[1板間に 首12図

グローJt<'，11が発生し， ζ のグ ローのため，パイメタ ノレ '， 11

極の温度が上11- し，パイメタノレは伸びて，相対する総状

氾極と接触する。その結果， ｭ 光灯の両 ｾＱＱ 極のフィラメ

ン トがi 1 L 列に結ぼれ，ここに加熱屯流が流れる。 - 15，

この|削にグロース ター ターのパイメタノレは冷却し，収納

して，ついに接点がIJIJ かれる。とのl瞬間に蛍光灯は点灯

する。

( b) 手動式起動回路 グロースター ター のかわりに，

判l しボタジ式のスイッチを用いる 第 3図のような回路で

起動のときだけ，起動

用の押しボタ Y を押し

て，フィラメン トを1JIl

熱し，数秒、たってHl 極

部に局部的なj次f日がjLi

るころに，とれを出jf.す

ro 3 図 と， 蛍光灯 が 点 灯 す

る。 J 1 I I しボタンのかわりに， プルスイッ チを用い ること

m4図
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もある。 nl 気スタンドや家庭m照只にはこの式のものが

多い。

( c) フリッカレス 回路 ITi ) t Hはちらつきが多く. ま

たブJ 本が} ! 1 } いという欠点をもっている。との 2 つの欠点、

を問| 時に改 i与する方法として，ブリ Iノカレス同路という

第4図に示すような回路がある。この回路はf仰はp 灯を

1組にして点灯するもので， 一方には遅れ氾流を，他方

には進み氾流を流し. その差が 90。近くなるようにする

と，ちらつきは互に打消し合って，ほとんどなくなる。

力率もまた問機にして l f C. 近くなる。

( d) ラピッドスタート 回路 従来の後光灯点灯同路の

次点は，スイッチを入れてから点灯するまでに，しばら

く時間がかかることと， Hi 源m圧が低下したり，周囲温

度が低くなると，つかなくなるということであった。こ

れらの欠点のない点灯荻門の出現が久しく要望されてい

たがきラビットスター ト回路はその要求をある程度満足

したものである。

ラピッドスター トの原理は，後光灯のフィラメントに

点灯用とは別のftl ?lJ;t で! 日流を流し，加熱してやると起動

fl 1 圧が低くなるという現象を利用したもので，その基本

的な回路は第 5図のようである。

ラピ Iノドスター

トの実用的な同路

は，各メーカ ーに

より，多ぬ多様の

ものが発表されて

いるが， 1京王E的l亡

節 5 図 は第 5 1苅と同じで

ある。またラピッドスタート阿路では，起政1m圧を低下

させ，起動隊を実にするため，通常ｾ豊光灯に近政均イ本

を設け， ζ れを接地する。

ラピッドスタ ート 回路に使用する鐙光灯は，従来のも

のと同じものを用いても差支えないが， ラピッドスタ ー

トに用いる と涛命が短くなるし，ま たラピ ッドスタート

や瞬時起! fibでは，主査当t灯の起動氾圧がミヰしく湿度の影響ー

を受けるので，とれらの欠点をできーるだけ少くするため

にラピァドスタ ート に適するがf しい鐙光灯が作られてい

る。これに2通りのものがあり，その 1つは蛍光灯のフィ

ラメントを従来の二重 コイ ノレから三! f [ コイノレに変え，寿

命の短縮を防ぐ ととも に，後光灯ｾ壁に￬Ｏ ! ) コ- ; / (  

珪素樹脂〕を塗り，湿度の彩料を防いでいる型で，他は

後光灯のm極は従来のままを用いるが，後光灯の行壁に

薄い金属;lWを燐イ、J'け，高J 1 l 抗を介して一方の氾憾に接続

し， 湿度のＩ［ｾｾｾを除く とと もに ， 起 ｪ｛ｪＩ ｊ 屯圧を低 下 させて

いる型である。

将来の鐙光灯点灯回路として，最も期待されるものは

このラピッドスタート回路で，この回路を利用すれば，

従来の不可能であった畿北灯の調光も可能になる。

この外， ｾを光灯点灯回路としては，瞬時起動回路な ど

いろいろあるが. 与えられた頁数の関係上省略する。

4， 特 殊 蛍 光 灯

4.1  ブラ ックライ ト

3600 A 付近の近紫外線は強烈な光化学作用と後光作

用とを有している。 したがって 3600 A 付近の紫外線を

放射するような特殊な後光物質を塗布した鐙光灯を作る

と，これらの作用を利用する目的に使用す ζ とができ

る。従来，この稀の光源としては高圧水銀灯が川いられ

ていたが，新しく作られた鐙光灯は高圧水銀灯にくらべ

その必j率は数併ないし十数併に迷する。

? ? 通この租の後光灯には 2 利主i ' i あり，その一つは光化

学反応を主口 Ｈｉｾ としたもので，紫外線の外に可観光線が

山ても差支えないもので，この必y i : . 灯. のガラスには普通

100  

11¥ 
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、口

「 ，-， 

3000 4000  

￵ ｾ＠

sooo 

畏 ( A  )  

6∞o  

m6 図

の透明ガラスを用い， 第 B図のような分光エネノレギ一分

。

布をもっている蛍光体による。 3600A 付近の昔話外総の外

に，水銀の炉l' 線可視スペクトノレが山ているため 肉眼で

みると' 1 ' ] 白色を示している。ーこれを通常ケミカノレラ Y プ

とも呼んでいる。

それに対し，可視光線を完全に吸収し ，紫外線のみを

透過する特殊なガラスを用いると. 第 7図のように然外
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工

: 60 

ギ
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ｾ 長Ｈ A  )  

第 7 図

線のみを出す径J ' UTを作ることができるこれを通常ブラ

ックライトと称し. 後光作用の利用に適す。

71 



4. 2  健康線用後光灯

2800- 3000 A の然外線を純日[ 線，またはドルノ 一線

と称し，人体がとの紫外線を受けるとビタミン D が作ら

れる。したがってこの付近の紫外線を山す後) i : . 休を用い

ガラス fi: を特妹な紫外線透過ガラスにすると，人で f内に

ｾ泌総をＱＧＱＧるこ とができる。このようにして作 られ た 後
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事
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第 8 図

光灯を担ｾ日 ｴ 線用後光灯と称し その分光エネノレギ一分布

は第 8図のようである。との主} J ' r : 幻は日光斤? をする機会

に ｅ ぶまれない屋内ＱＧ ＱＧｾ ＮｦＧｩに対す句るピタミ ＺＯ ｄ の布 ｬ￬ ｦＺ作用と

して有f日であろう。

4.3 殺 菌 灯

。

2600 A 付近の紫外線( - ; l : . 殺附紋果が最も強いので， 7.k 

。

銀の ＲＵＳＷａ の共 ｉｾｃ 線を利用すると税率のよい殺 ｬ Ｚｴ ｩ 灯を
o  

1' 1' ることができる。すなわち 2537 A の奴外線を透過

する特殊ガラスを用いた低l王水銀灯がそれで，構造的に

は蛍光物質の塗つてない蛍光灯と全く同じで. .'.'Hl 誕百ー

も蛍光灯のものをそのまま用いてよい。

殺菌灯を使用する場合，とくに注意しなければならぬ

。

ことは 2537 A の紫外線は限に有害であると い うこと

で，殺菌灯よりの前身げとはもちろんのこと，反射してき-

た光も| 恨に入らないようにしなければならぬ。とくに各

種材料の然外線に対する反射特性は肉限によって判断で

きないから，殺菌灯を点灯するにあたっては，百ili 曳紫外

線について充分開むする必要がある。

5 高 圧 水 銀 灯

最・近，街路照明や雨天井の工場照明に高圧水銀灯が，

さかんに用いられるようになってきた。一般にこのよう

な取っけ高さがおくて，光源の取換えや招兵のJii: 除のや

り位!f いところでは，高圧水銀灯による! 照明がl J も経済的

であるとされている。わが同でも各メ ー カーがだんだん

高圧水銀灯を製作するようになり . 現主i では，100， 125 

250.  300， 400， 700， 1000， 3000VVなどの定格のものが

市販されているが Ｎ その ｊ 彩，特 Ｇｾｉ ーなどはれメーカーによ

り多少穴なり まだ統一されるまでに去っていない。効

苧は大体40- 50 Imj W ).1' 命は 3000時間程度のものが多

し、ω
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高圧水銀灯の欠点は起動に時間を要すること と， 光色

が77味がかっていて，淡色性が悪いととである。演色性

はiti 近後先高圧水銀灯が出現するにおよんでーかなり改

汗された。

蛍光高圧水銀灯は構造的には衿通の日圧水銀灯と同一

。

で ， 民なる点は高圧水銀灯の外 ｦｔ の内ｾに ＳＶＵＰ A の紫

外線に政起されてA、色の蛍光を発する後光物質が塗布さ

れているという点である。その分光エネノレギ 一分布はm

9図のようである。
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市]l: 水銀灯を利川する場合は，その特.t'l: が他の光源と

J( なる点を充分ヨyl むして効率が最大になるような然只を

川い. その特長を生かさねばならぬ。たとえば高圧水銀

灯は一般に寸法が大きく . 配光も白熱m球とは異なるの

で，反射笠も白熱mJ求刑をそのまま J日いると摺兵効ポが

低下する。また抗日; 水銀灯のJ i i l' さーはきわめて大きいので

まぶしさに対する遮11，長についても Jr: 分考応、する必要があ

り. あまり低い牧mにつける ことは好ましくない。

6 特 殊 光 源

6.1  クセ ノン放電灯

クセノンを用いた Jt<. 氾灯としては. 最近わが国におい

てもだんだん普及してきーた閃光放電灯がある。これは主

として写真擁影用に応用され， Ｑ 伊Ａの欣￭Ｈ ｴ ＱｴｾＺで Ｑ 万同以止

の使用が可能であるという特長をもっており，また閃光

時r: :1が 200μs 程度のきわめて短時間であるので，高速起

動体の瞬間lJIk彩も可能である。

高圧クセノン放電灯は同じくクセノ γ の放電を利用し

たものであるが，閃光) t < . ffi 灯がコンデンサーに蓄えられ

た氾? むを瞬間以0vcL&ffi して発光させるのに対し，高圧ク

セノン放i ! 1 灯は述統的に点灯しておく通常の放ffi 灯と同

形式で，その構造も丸却の高圧水銀灯とほとん ど同じ で

ある。 この放屯灯の特・長ーは怖さーがきわめて高く ，数万

cdj cm
2 に達するととと，その分光エヰ、ノレギ 一分布が fi:Jl:

のそれ とよく ー致している ことで，後Ｎｰ，ー の特長は閃 ＩＧｕｩｾ

ｭｾｊ ー として， カラー ｾｊｾｊｪｾｭ に好泊である。

6.2  ジルコニウム放電灯

現.(Jo実在する光源のうちで，iil も.'.';i，; J i : . 源に近いのはジ

/ レコニクム放m灯である。その構造は， ｾＲ 駆にタングＯレ

J  



るほどです。それに比べて桁の写只のイスラエノレのある

オフィスの伊lでは，有u! i t の間隔がせまくなっている上に

竪のスラットがはめこまれていて能不はよいでしょうが

ちょっとこうるさい感じですね。これらの 6 例は i名而

にmn究なエレメ Y トを利用した口l ! a; 調節といえます。」

「では窓而に玉J f . 行なエレメントだとどうなりますか。」

「そういう例がこの写真( 図17 ・18) です。 11隠しのよ

うな格好の口除けですね。窓面からすっかり肉IEれている

ので，庇に比べるととの方が採光の邪魔をしていませ

ん。左の方は吸熱ガラス板で， ; ( ，のはコンク Pー トの板

でできていて感じも能率もちがいます。どちらもうどき

ませんから，適応条件の範囲がせまくて設計がむつかし

いでしょう。つぎの二例( 図19 ・20) は，この遮光板が

庇の突端iにつけられたものです。左のはこのスク Dー γ

が，半透明のプラスチック阪で同定ですが，ホのは上方

に主y ，分だけおしょげられる鎧戸になっています。またそ

のつぎの二例( 図21・22) はバルコニーの突端にとりつ

けられて，手I習をかねたスク V- >' です。左のイ夕日 ー

のアパート の例は，お11かい格子を並べた横長の遮光面が

府をなして美しい階調でまとまめられ. 指ぬけした立而

構成をみせています。右のモロッコのアパートの方は，

コンク Y ート の正方形の遮光板が全く建築にとけ ζ んで

特徴のあるフアナー ドの大仰な構成に? 占拠させられま

す。どちらも純度は大阪と大差なく南向ぎならば効果は

充分と見られます。以上の 10例 ( 図13- 22) は，窓の見

通しが完全に1 ' . かされているところをrl ってよいでしょ

う。」

「窓商の見通しをギセイにするんなら口l ! ti 調節はやりや

すいでしょうね。窓のf I ii 面に墜や横の絡子をとりつける

だけだもの。」

「その通りです。格子の形で水平ノレ ー パ ー ，ｾノレ ー パ ー

などにわけられますが，建物の外面を覆うようになりま

すから ，機能よりも表現の方に傾きやすいのでとまりま

す。やや地味な例をあげてみましょう。とのこっ( 図23

・24) は水平ノレーパーです。左のはイ Y ドの僧院ですが

とのコンクリ ート 製のノレーパーはかなり大きいので，回

転すれば係光も通 ｽｬｦｾ もなかなかよく窓際に立てば外もな

がめられます。右のはアメ P カの小学校で窓面から大分

離れたがf置にある金属製の可調ノレーパーで，採光量の調

盤ができ，まぶしさもほとんど感じられないでしょう。

つぎの二つ( 図25 ・26) は巌ノレーパーです。左の イタ D

ーのある会社のオ フィスの例では，竪の可制ノレーパーが

庇の線の問に細かく並んで， リズミカノレな感じです。布

のアメ Y カのある会社のオフィスでは， rtJ と西の両側而

に， このアノレミ製のノレーパーが! . i i 而から出11' れた枠に北に

向けて斜にとりつけられて1，獲の線の構成はまた別な感

じを呈しています。そのまたつぎの二つ( 図27 ・28) は

矩形の枠の中に，竪または械のノレーパーがとりつけられ

15  サンデイエの工場

17  カナダの工場

16. 神戸の領事館

21. タラントのア パート

16. イス ラエルのオフィス

18.  カサ 7 ランカの学校

20 パーレン島の研究所

22 メキヰスのア パート

圃置圃園

24 .  アメリカの学校

7'l 



25.  ，ラノのオフィス 26.  ロサンロエルスのオフィス

31. ヴエヰズエラの工場 32.  アメリヵのオフィス

た例です。 しかしこれ らの悠而をおおう形のノレーパーは

回転はできても冬の受熱に不利なので，理想的には互の

必要期間以外は とりはずし，またはたたみ込みなどして

務納できるような機構のものがのぞまれます。」

「室内につけるプ ライγ ドやカーテ γ も，日照調節に入

るんでしょう。」

「も h ろんです。この写p ; ( 図29) は室内につけた竪ノレ

ーパーです。雨に当らないので材料の自由さがあり，ス

78 

ケーノレが小さいと手で怜作しやすい利点がありますが.

遮然の点からは室内に入ってしまった熱は，外に日 iにく

いので不利でしょう。ベネチアンプラインドはあまりに

もポピュラ ーですが，アノレミ製で外に設けられた例もか

なりでてきています。左の写真( 図30) のような非常に

日のこまかい7 ノレミ製のものが，アメ Y カでクーノレスク

3 ー γ の名で市販されています。羽相誌は傾斜が ]70 で，

1" に17枚， カタログによれば太陽の高度 15
0

に対し遮蔽

率60% となっています。またアノレミ のエキスパ γ グッ ド

メタノレも光の透過' 1 ' 1: ，熱の反射性がよいので，スク! ) -

Y として， ζ れは窓の外似III につけられています。」

「大分いろいろな方法を見せてもらったが，もっとちが

ったアイデアのものはないですかね。」

「そうですね。何かくつつけるのでなくＮｾ而の向きを

すっかり変えるというのはどう。壁をジグググにして，

窓を日の入らない方向にむけるんです。窓は小さくなり

ますし，採光量は滅りましょうけれど，; ，' i } 光灯で主I i えば

よろしいからね。この写真( 図31 ・32) t1 . 工場と事務室

の例ですが，間ぢこめられたような感じはせず，孫ちつ

いた雰囲気で仕事の能率が上りそうですよ。」

「それなら窓を全然なくしたらどうです。東京にそんな

百貨応ができたそうじゃないですか。」

「いや，あれは窓の機能の退化ですね。しかし，建物が

地下にもぐってしまわないか宮り人間という動物は窓を

ほしがると思いますね。: 容の機能も概念もかわりますけ

れどね。すでに機能は分化しはじめ，ｾ 光のための窓，

換気のための窓， Q はらしのための窓とわかれてきまし

た い 蛍光灯や空気調整数置が，さきのこつにとって代

りつつありますが，最後のものは心更n的な要求にねぎし

ているので，人 1111の改造がすすまない1 i ¥J はのこります。

v isi on のための窓は透明な壁と形をかえてゆく可能性が

ありますが，普遍性は疑問ですね。」

「ではこの辺で，日 llR調節の将来を展望1してしめくくり

をつけておきませんか。」

「そうしま しよう 。いろ いろいい足りないところゃいい

忘れたところもありますが，おもに外| 司の伊lをあげてお

訴してきたんです。日本の新延・祭は，もちろん独創的の

ものもありますが，むとうの新しいととろをすぐ持ちこ

んでこられますので，いっそむこうの方にI l 艮をむけた ) J

が，早道かと思ったわけです。しかし， n木の技術や経

済の現状はいろいろづ.t8が臭っていますので，もっと恨

置に考えていただきたいと思います。ただ形ばかりの枚

倣におわらないで，合理主訟の村布11 と進歩的な! 温度を学

びたいと思います。口 llB調節の技術は，まだ歴史も浅く

未熟なものがありますから，まだこれからもどんどん変

ってゆくでしょう。少し疲れましたから. 尻きれト Y ポ

ですが. とれでごめん下さい。」

( 筆者神戸大学工学部教授 関 原 猛 夫)

‘  
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またはタシグステン製の小さなカップに般化ジソレコニヲ

ムを ＳＱｦ めたものを用い，陽枢にタジグステ γ などのて ￭ｴｾ

ＮｪｬＨに ｾｉ の穴程度の小さな穴をあけたものを用いる。封入

ガスはアノレゴンで，放i T I により出る| 伐械の光は，阪慌の

小孔を通して出てくるので. をわめて小さな点光源とな

る。しかもその';11きは数千ないし 1
万 cd/ cm

2

程 度 に 述

し，点、光源として利用するのに好適である。

6.3  パネ ライト ( エレクトロルミネ ッセンス灯)

現在段も新しい光源はパネライトである。鐙光灯の出

現により，光源は点から線に進歩したが，今後はさらに

而光源に進むべきで，パネライトはその第一歩である。

Tf ラス一一ーー「 一一一一一一一一-，

主量日耳 嘩体 一一・『ァーー一一一一一一一一一一一一一←ー〓」 目

蛍克 明 白 - - - ι ι μ L L . L . L斗 L LL .ι ι == ' I  

金属..f U 1( - - - I  I  

第 10 図 ー にちF 一 一 」

恵 国 王居常;員

パヰ、ライトの構造は第10図のとおりで，ガラス而に透明

な導 ￭ ｬＱ性被膜を施し，との上に後光物質の ｾｭ を塗布し

さらにとの上に金属被膜をつけたもので，ちょうど雨也

事E間に後光物質をサ Y ドイツチ状に挟んだようなもので

ある。この透明氾極と金属i T I 極の間に交流屯圧を加える

と， f世光物質に強い交番Hi 界が作用し，発光する。

パネライトは ν ノレパニア祉により作られたもので，効

率 1.5- 2 I m/ W程度から出発し，現花では最高 91 m/ W程

度のものまで得られているが，後光Hや白熱m球の効率

にくらべると，まだまだ低< ，実際に照明用として利用

されるまでには，まだ日が速い。

パネライトの主な特性を述べると，つぎのとおりであ

る。

(1)  発光の色は蛍光物質の稀類により変る。後光物質

としては，現在 ZnS 系のものが多〈用いられている

が，紫外線やHl 子線で励起されるものとは，その成

分が異なっている。

12) パネ ライ トに印加する nl 圧を日くすると，阿iきを

WI す。

13) m源周波数を高くする と，follきを取すが，あまり

周波数を高くしても，郷きは飽和する。

7 む す び

以上，光源を主体と して，照明工学の現状ならびにそ

の将来性につき簡単に述べたが，頁数の関係上，説明が

不充分で ， 理解しｾｲ，い点が多かったととを深くお詑びす

るとともに， この一文が， とれらの光源を正しく使って

!照明恋bWの世話れた照明施設を作り山す」てに，多少とも役

立てば望外の喜びとする次第です。

喰者京都大学工学部電気工学教室 ・教授 大 谷 泰 之

同 助教綬 阪 口 忠 雄
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日 !Uミ 言周 長官

1  バルセロナのアパート 2.  ガラスヲヤルジー

「こんないかめしい，まるで懸1 1 : 論文の標題のような

題目をいただい て，子供のころから作文の背手だった私

は， どうも手がつかないで弱ってるんです よ。」

「そうむつかしく考えないで，気楽に放談するぐらいの

づうづうしさがあってもいいね。私を相手の対談はど

うです。」

「そう願えればありがたいですね。いづれ名論1阿見がズ

ラリと並んでるんだから，一間位こんなものも読者の怠

ぬぎにかえっていいかも知れないしね。」

ni 刻表. 人 口調節とか色彩調節とかいって，調節ばやり

じゃないですか。」

「全くです。 sun c onlr ol の方は日J ! t ! 調整 といってます

が. 調節と調書きとで語呂はどちらがよいですかね。

ほかにも gl are cont rol とか noi se cont rol とかあります

が，この方はこれからというととろですね。」

「 口 ｾＮｴＡ調節ってどうい うものをいうんですか。 」

「夏季の 日射を遮断することが第一の 目的なんですが，

冬象の受熱も欲 しいんです。日本に在来からある深い出

の軒や庇とか，また細かい格子懲や蔀戸なども立派な日

照調節のお手木です。最近のピノレにつけられるようにな

ったノレーパーは，慾の機能ー採光，通風，眺望ーをtnわ

ないようにして，有害な日射をでまる だけ防げ るように

2号えられたものですが，中にはデグイナ 一好みのあまり

能率のよくないものもありますよ。」

「日照調節がとくに問題になりだした原因は何ですか」

「それは後光灯と安気調整の普及が動機ですね。窓i i . i i を

74 

の 王見 ヰ犬 と 将L 来

日住ーの光源と考えるととは，室内の照度分布を考えても

まぶしさの点からも面白くないととろがある。その欠点、

を後光灯が補うことにして . 昼光の不IJ 斤] をひかえてもよ

くなったんですね。そして日照調節をやると空気調整の

コストが，アメ Dカの訊・ですが I ＲＵ ｾＶ セーブできるとい

うことですからね。 fl 木では，まだそれほど空気調捻が

普及してるとは思えないのにこのごろのノレーパーの自党

しい流行を見ますと，日 J1. t ! 調節の方が先きばしりしてい

る感じですよ。」

「ところが，一方ではガラス張りの建築がはやって，現

代の不安感の表現だなんて話題を賑わしてみたりね。: 容

がむやみと大さくなってゆくのはどういうんでしょう」

「何といっても ，ガラスは現代建築の象徴ですからね。

窓というのは本来壁の中の穴で，光と空気の取り入れ口

と，のぞき穴の役 目をはた していたものです。あちらの

中世の込物はうすぐらくてじつに陰気な感じですね。そ

れで光と空気に対する喝望は非常にはげしいものだった

らしいです。 100年ほど前までの英国では，ガラス税と

いうのがあったほどに，12重品扱いされていたガ ラスが

大品生産されて，｡ｾ 仰 になるにつれて懇の大きさは次第

に拡大し，鉄筋コY ク5ー トの出現で，構造的制約から

解政されてくると，もう無制限に極端までゆき，ガラス

張りの流行となったわけです。ガラス張りを可能にした

背後には暖房設備の技術的進歩がものをいっているので

すが，アメリカの話でガラスの l 平方尺当りに対して5 ド

ノレの空気調整設備の負担の増加の党悟が必要だというの

では，ガラス税が形をかえて復活したようなものです

よ。依近のアメリカでは 窓の小さいピノレが相当ふえて

きているわけです。」

「ガ ラス商を大きくすると ，いい点、もあるんでし ょう

ね。」

「心理的な商は触れないでおきますが，採光の点から考

えますと ，窓面積が大きくなれば明るさにゆとりができ

るので， 室内 の 反 射率を いくらか儀牲にして c olo r

conl rol するととができたり， 透過率のひくいガ ラスで

郷度を下げれば gl are con↑rol もできるなどいいんです。

アメリカでは可視光線の 10% しか透過しないグレイガラ

スが使われだしているそうです。日射の方は，常識的に

...... 



冬は有利，夏は不利と 考えられますが，その程度は窓面

の方位などの条件によって大へんかわってきます。」

「冬には室内をl援ためても，ガラスの面からドンドジ熱

が逃げてしまう んではないんですか。」

「日射による受熱量 と， 暖房の熱の逃げる鼠 とどちらが

大きいかー-ロにはいえません。 日本の各地方について，

南向のガラス面の熱の収支を検討してみたのがこの表で

す。

東京 大阪 稲岡 仙台 金沢 札幌

可 照 率 ( F ) 62 .54 46 55 31 44 

受熱; ! it (5 )  93 81 69 .83 47 66 

平均気組 ( T ) 5. 7。 5.7・ 6. 4・ 1. 4・ 3.7'  - ]，，2'  

過 熱 古t ( C，)  68 68  64  91  79 106 

m 失 (G ，) + 25 + 13  + 5  - 8  - 32 - 40  

泌ｦＮｾ 111 ( C" )  38 38 35 切 43 58 

1!J 失 (G ，) + 55 + 43 + 34  +  33 + 4  + 8  

5 - F X l50 ( K ca l j m' h)  

ｃ ｾ＠ 0 8 - T )  K  ( K c al j m ' h )  ＯＨ Ｚ 熱 民 団 ｴｾ ド

G- 5 - C  

この結果では，気ift や可照時数の関係で，北海道と北

陸はガラス而引の拡大は考えものですが，二重ガラスに

すれば思くないということになりましょう。」

「互の日射は，ガ ラス張りにはこたえますね。」

「ガラス而では，単に受熱E の点だけでなく，日守射によ

る冷房fl 荷の大きなピークが問題です。イシ ν ュレーν

ョシのある壁体は， イ云熱が持続的に行われるので， ピー

クはずれて小さくなるのです。キレイな色をした吸熱ガ

ラスも，その割に遮蔽効果は少いもので，熱線の透過率

が40% としても，吸収された熱の半分位は室内に再放射

され，ｾ蔽 ￭ｬｴ は ＳＰ Ｅ にしかならないんです。珍 しい もの

では，ガラスの内面に金のコーティ Y グを して ，VO!J い吸

熱ガラ スでおさえたものがアメ P カで試作されています

が. 外部からは鏡のように見え，内部にはうす絡の光が

もれて尖しく，遮熱ｾは ＵＵ Ｅ ，光の透過率は ＳＵ Ｅ という

ことです。訴だけでとびっきそうな人がこちらにもいま

しょうね。」

「ガ ラス張りでも，ノレーパーなどの円 H?i 調節1の工夫をす

ればいけるんじゃないですか。」

「そりゃ，ノレーパーの施設資ぐらいは，空気調整の方の

節約で悦く浮いてきますが，そうし てまでガラス商を不

必要に大きくするのは，やはり浪針だと思います。表現

のためのガラス張りなど，もっこのほかといいたい とこ

ろです。機能に応じ た窓の大きさというものがあるはづ

ですよ」

「そう叱ってばかりいないで本論に戻りましょう。日照

調節の実態はどんなふうです。」

「少しつ・つ写其をお自にかけて説明したいと思いますが

その前に日照調節の目的や技法について，もう一寸つけ

加えてお§ ましょう。太陽の問射の防止，まぶしさの

緩和， ｊｋｾ 度分布の均整 化， 微風の導入などを狙っ て るわ

けですが，冬の受熱や見通しをできる だ け 妨げない こ

とも条件です。実際の計画では，土地( ロケージョジ〉

や方位( オ Y エンテーν ョ: / ) による日射E や日射の方

向の季節的変化に合せて設計するんです。 どんな裂式が

よいかは，それ らの環境的条件のほかにも経済的条件や

技術的条件などによって決定されるわけですが，デず イ

ナー の感覚に よっても左右されやすい ものです。し かし

細部の設計には，方位や日射E について，理論的な検討

を忘れないでほしいものです。」

「格好だけであまり効い ていないノレーパーもあるよう で

したが，効果の判定方法があるんでしょうか。」

「ないこと はありませんが，夏至だけ検討し てすま して

いる人があるかと思うと，また，春分から秋分までの長

い期間を， ＵＧｾ全に太陽の筒射を防げる よ うにと考える人

もあったりします。実際には， Iぬ互のころまで検討はす

るが，完全に前射を|妨ぐまでは要求しない，少しは射入

をゆるしても，遮H在来を出し てみて，ある限界内にとめ

ればよいという考え方があってもいいんです。そういう

場合の遮蔽効果を判定する方法は，一寸・説明に怜が折れ

ますか ら，別の機会にゆずりま しょ う。」

「日照調節のやり方には，いろいろあるんでしょう。 」

「技法については突にパラエティが多く . いろんな分類

ができます。込嘆化されたものでは庇，袖壁，給子など

があり，鋪設的なものでは，ブライ γ ド，カーテシなど

あげられます。窓の外側にあるか内側にあるか，また窓

面にあるか，窓のまわりにあ るかという位置 による分類

もできます。コ Y クDートか， 金属か，プ ラステ ィック

か，繊維か，など，材料による分類もあれば，回定か可

調かという機構による分類も考えられます。では写真を

見ていただきましょう。」

「なるほど，いろんなタ イプがあるんですね。」

「絞初の二つ ( 図い 2) は，昔からある鎧戸と同じ形で

すが，どち らも羽椴がそろって回転調節で まるようにな

っています。 不fのブ3は羽根板にl 15i 熱ガ ラス を使ってあり

ガラスジ ャノレジ ーといってます。グレヤーもふせげ，内

から多少の見通しも利ふ風通しもよくて調子がいいん

ですが，少 し手がこんでますのでサロ シ向きの感じで

す。そのつぎのごつ( 図3 ・4) は，動くt ' l 戸 といったと

3  ヵラカスのアパート 4  ローマのア パート

75 



5. リオのホテル

7  カラカ 2 のア パート

9. ，ラノの孤児院

II 東京のオ フィス

13. ニューヨーヲの住宅

7Q 

6  カラカスの 7 1マート

8. チユニスのアパー ト

10. 7 カプルコの2初出

12. シャンデイガールの1P. 判所

14. 7 イラデル 7 イ7 の病院

とろです。一つは上の方に回転持ち山しになり. もう

つのは水平にすべらせるようにできています。そのつぎ

の 二 つ ( 図5・6) 1- : 1 : . もう少し泌物の liil 而につき出て，

大きく派手に向転するところを見て下さい。どちらも南

米の新述築らしく，型ゃぶりの思いきった構成です。」

「全く定激的なたくましさを感じますね。」

「つぎは少し目先きをかえて，光と J誕を: i ul すプ ロック の

壁をとりあげてみ ましょう。このこつ( 図7・8) は， ど

ちらも共同住宅に使われていますが • _ . )j の格子のよう

に見えるのは部屋の窓函に近いととろにあり，もう一つ

の緋り 模様の方は廊下に面 していて， ガラスのない吹き

通しの壁になっている点がちがっています。前の窓面に

密着した方は，総度の低いベネズェラのカラカスＨ北ｦｊｾ

10度ぐらい) ですから，この程度のものでも西に向かな

いかぎり 充分でしょう。 つまのこ っ ( 図9・10) はちょ

っと変った趣向で. g任問状のすかし壁のプJ はイタ Dーの

孤児院に. もう一つの後来ffi なのはメキ ν コの空港の建物

に伎われています。後の方はよく見ると，簡単な形のホ

ロー プロックが税み上げられているんですが，とれば二

重盛になっていて間隔がすとし あるので，斜めから見る

と不思議な効県をあ げているのです。」

「こちらでも，そう いうデコラテ ィプなプ ロ ックのすか

し壁がはやってきてますね。」

「そうです。あれは神奈川県の図書館で使われてから随

分はやりだしたんです。この写真( 図11) の下の方の壁

がそれです。この建物の上部の窓枠も，コ Y クPートの

プレ キヤャスト のプ ロックでできているんです。 このち

ょっとかわったアイデアのマシテルが御存知でしょうが

あの国会図苫官官で試みられるはずですね。その となり

の写真 ( 図12) は イγ ドの ν ャγ ディガーノレの裁判所で

すが，壁面全体がプリーズソレーユという口除けになっ

ています。よく太陽を遮り風を通して，見るからに健康

そうな感じです。まあとれらは壁そのものを利用したい

わば平而構成の LI J! i日淵節法ですね。」

「庇や納壁でも，日射をかなりふせげるんでしょう。」

「そうです。一番利用しやすいところですから ，例も 多

いんですが，このこっ( 図13 ・14) をちょっと対照させ

て並べてみましよう。一方はある 住宅の庇で，木製のノレ

ーパーを1JU工した鉄筋で吊っている簡単な ものですが，

他方のはある病院の庇で，コシク Y ート のス ラプに穴を

あけて，プレキャストの桝形の粋をはめ込んだ格好のガ

ッチリしたものです。どちらも庇の下があいていて，採

光 ，通 風 と もに ｾｩ 日成が少く ， 互の日 射 を ｉ めぎつつ冬の日

照は うけ られるようになっています。庇と有li 壁をくみ合

せた例はとれ( 図15・16) ですが，左のはプランスのあ

る工場で，コンクリー トででき た竪績のプレームが，大

きなガラスの窓の前而を区画しているだけの簡単なも の

で，どれだけ効いているのか，ち ょっとたよりなく見え
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新 し い ビ ル デ イ ン グ の 受 配 電 方 式

1 ま え が き

近時わが国のヒソレ建築は年々 そのJ 5 ¥I校が大きくなり，

また世aえられる諸設備は高度なものが取入れられる傾向

にあります。従って都市の商業地区における所 ｾｭ 力は

急激にその需要が地大してさました。氾ブJ 会社の配m網

も従来の配m方式では送氾が困般になりつつある現状で

あります。そこで配目線の近代化が必要となり，目下着

々と災ｬｩＧｴｉｩされつつあります。この場合大ｾ訟の供給は Ｒ

万ボノレ ト 1万ボノレ ト級の特別高圧を使用し，中容E の

供給は 6 千ポノレト級を使用することになります。従って

ピノレの叉・変屯設備も従来のものとはいささか趣を異にす

るととになります。またヒソレの内の配'il I 々圧についても

従米わが国では電灯回路には 100/200 ボルト単相三線記

100ボノレト単相二線式，動力回路は200ボル ト三相三線式

( 小型) ， 3.  000 ;j{ )レ ト三相三線式( 大型) が多く採用

れさていたのでありますが，近11寺このm圧も上昇して配

線貨のilii 減を計ることが考えられてきました。以下新し

いピノレディ γ グの受氾方式，配iUプJ 式について述べます

2. 受 恒 方 式

ピノレディシグのrn気設備容立と受氾々圧との関係は第

1"貨の巡りであります。

l nl . & 

( 1 ) 低圧引込の場合 ( 註} 関西m力供給規定による

ffi l <<方式 |  契約の容以限度
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ＨＲＩ 苅 ｬ 王引込の場合 ＨＳｾＶ ｋｖ Ｉ

契約の容: ! J l限度

( 3) 特別高圧号 I込の場合

契約の容批限度

1.∞Q K W以上

この去の中で，今後ピノレディ Y の引込に探用される' 心

庄は， 6 .000Vまたは20. 000V であります。

さて， ヒソレの受変" 11; 没{I日iを設計ーするに当って，考慮す

ベ会主な点は次の" 古点であります。

( 1) 設備がコンパ合トである E と

(2) 機飽が安全硝災である ζ と

( 3) 搬作が簡単である ζ と

( 4) 維持保守が漢である E と

( 5) 騒音を伴わない乙と

従来の ピノレディングの受変電設備は， ilil 入遮断器， ia: 1入

変圧器，自立配氾離を主 とした型式のものが殆んどであ

りましたが，近代ヒソレディ Y グでは容量が治大し，また

配 ｾ｡ 線のパックパ Ｓ ー が増大してきたので，遮断告書，変

圧擦の使命も 一段とその重要さを増してきました。また

油の使用による事故の際の火災を防ぐ目的でi由を使用し

ない遮断器，変圧苦告が使用されはじめている。また西ef.l1

盤はm圧の上昇に伴って安全性の増大のため，全ての充

ｾＱＱ 部分を鉄製の臥の内に格納した ， いわゆるグッドブロ

ン ト型に変りつつあります。 ζ の方式は安全性の噌大の

みならず，機諮問隔を極度に切りつめることができるの

で，据付面fl 'lをセーブすることができる。従ってピノレデ

ィングの受変Ｇ， ｾ ｬｬ 設備としては段通であります。

き 医者は ｩ 設近アメ ｄ カのｾＱￆ気工事を視察してきましたが

彼地のピノレディングのとの種設備は殆んど上述の型式を

採用 し ています。次ｉＧｃ， こ れらの受配 ｾｮ 設備は従来その

右ｾ｜度設計をおこない ， 機器の種類 ， 配ｾ，結線をお ζ な

っていたのですが，将来は ピノレディシグの用途規模等に

よって規格を定め，受変電設備全体を一つのユニッ トと

して，製作，使用すると とが望ましいと恩います。との

ν ステムが1確立されれば，次の点で幸子しく有利であると

考えられます。

従 来 の 受 変 電 設 備
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アメリ カのピル受変電室の一例

( 1) 設計が迅速K できる

( 2) 鋸付商品1がセーブできる

( 3) 操作が簡単安全である

( 4) 機関のマスプロができるので，単価が安くなり納掴j が4lく 伝る

施主，設計者，工事業者，製作業者が一体になって，

こうした方向に進まれることを切に希望する次第です。

3 配 電 方 式

近代ヒソレディングにおける設備の重要性は， 日々増大

しつつあることは周知の通りでありますが，これら設備

の機能を総合的に発揮する ための，配線工事の重要性に

ついては，まだ認識も不充分である ように思われます。

設備が高度になるに従って， iAi 的に，質的に複雑さを増

してくる配線工事について，設計上，h' tJi 工上に大きな関

心を払う必要がある と思われます。

さて ピノレデ ィング内の配線方式を決定するに除して考

l也すべき点は，

Ｈ ＱＩ 一定の ｾｦｩｬ ＱＰＱ して最低 の銅 ｦｩｬ ですむ己と

( 2) 締役備が合理的 K 使J I j できる配線方式で ある乙 と

( 3) 配線の安全性が大である ι と

( 4) 維持保守の経授が少なくてすむ ζ と

ＨＵＩ 脳行が能率的 ｉｾ おこなえる乙と

といったことであります。とくに配線の経済性は，規校

のi首大に{ 下って豆3さになってきます。

各種配線方式の比較は第 2 衣に示します。

第 2 表

単相二線式

100V 

100%  

三相聞線式

254V  /440V 

5.1%  

動 力 回 路 ，ートー・ 4 8 0んヴワヨ A8 4- 級

3 l百4 ! ¥I

¥2ヮヮν 電 幻 回 鈴

， 十"一玄一一- z，- - - - z: ，

. . . .  げ i ¥ 浪 花 灯

コンP 同 玲 I  ¥十寸一一一τ 一一一気

2'7't，7，+v ¥ '"主 u ー

コントa -J t/ ，' v - Jf1

唱E靖

第 1 図
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アメリヵのビルデイングK おけるプスダクト使J l Iの一例

との表の通り配線方式としては，三相四線式が最も有

利であります。またfbt 圧の点から考えると，供給' 心圧を

できる限り上昇するこ とが配線経済上盟ましい ことであ

ります。近代ヒ・ノレディ Y グでは! 照明は，殆んど後光灯が

探則されているので，一次電圧を上昇することは技術的

には可能であります。また効力回路では， 従来200V 級

のむ動機を使用していたのでありますが， 400V級の電動

機を深川することは，今日の現状では経済的技術的に考

えて，なんら支障はありません。アメ Dカの近代 ピノレデ

ィング配線方式は，概ね上述の傾向であり，近年都市尚ー

業地区の ピノレディングの標準方式として，第 1 凶に図示

のJj 式がJ採用されております。わが国でも ，近米配線材

料，照明器具等の製作技術 も大分向上してきております

ので，アメリカの標準方式に準 じた方式を係用すること

も不可能ではありません。

すなわち， 三相四線式で屯圧は， J照明には265ボノレ ト

動力には460ボノレ トを供給する配線方式です。 この方式

によれば， ピノレ内一般配線が経済的におこなえるととも

に，ifj )j j J 回路が小型から大型までー織に 400 ボノレ ト級が

使用できるので，機器の1直も 安くなる。ま た' d. i iJjj( 設備は

特高または 6，000 ボノレトから直接 上記のHi 圧に変圧する

ので，受" 11設備も安く てすむことになります。

次にプスダク トの使用について少しく述べます。従来

わが国では，低圧配' ' ' ; 1 盤から各階分m盤への立上り幹線

は，コ Y ジッ トパイプ内に，t(線を納めたものを使用して

いましたが，アメ Dカではこのような場合，写ょ誌のよう

なプスダッ トを使用しております。

この方法によれば，幹線の本体は工場生産ができるの

で，価絡の低下，取付貨の軽減，安全の確保ができるの

で甚だ有利であると考えられます。わが凪でも近く使用

される段階に至る と患います。

Ｒｍ する ｉｾ 今後のヒツレディングの配線工 ， ｪｬ の ｳ 政計には ， 配 ｩ 日々圧 の 上 昇

と合主n的配線方式の採JII についてtJ11W乙考Lo: ll するとともに， 配線材料昔話

Hのt虫歯進! J i を. 11-; る必反があると思います。

( 筆者近畿低気工司 IK K 真 砂 野 昭)



ｾ 泉によ る 地 下 水の利用は ， 上水 道 に比べて野用 が ｡ｾ

いばかり でなく，J r でも7'/<i，'ii tが低いから，lTI却用として

好適であり， 工場用水や冷房設備用水に広 く使用されて

いる。 地下水の流動速度は極めて緩慢であ り，その貯J留

能力には限度があ るから，とれに対 して過大な錫水をす

ると，地下水の圧力が低下して，揚水古包帯が激減するば

かりでなく，地盤の変動とか， 繋泉設制ii の故防等の予怨、

外 の 被 害 を蒙る 。 ｩ 設 近地下水 の 利用 度 が ［ｾｬ 上 Ｇｲ ｬ Ｎ の 傾向に

あることは，一般には，建物の火化的設備の|向上と地下

資源利用の臨床から ，まことに喜ばしい現象であるけれ

ども，地域によ っては，地下水の貯溜と補給の限度をこ

えた過剰揚水の状態になっているととろも少なくない。

現に東京都，大阪市，尼ケ崎市では，相当広大な地域に

わたって，地下水圧の低下と地盤の沈下が起ってい る。

名古屋市，横浜市，川崎市，四日 市市およ び北九州など

では，地下水の代替 となるような工業用水道の建設が緊

急の間組とされている。とのような状態は，将米各地に

次第に地: l J l lする傾向があり，地下水を必ずしも， 無尽蔵

な資源として取紋 うととはできない時代とな りつつあ る

と考えられる。従って今後の処築計闘では，冷房設備に

附随する霊泉の設置について，地下水の 'Mi 1を充分に考

lill: する こと が必要とな るであ ろう 。

望

大阪は普から地下水の豊富な土地であるが，長期聞に

わた る過剰l陽水の紡来，現在は甚だしい地下水圧の低下

と地総沈下が起っていて， 34大な被害と不安が発生する

に至った。地下水のも員揚げによって， どのように地下

水圧が下 るか，またどのように地絵沈下が起る かという

ととは， 透7 . / < 庖，地下水系，地層構成等の状態に密接な

関連があって ，地域全体での揚水状況による拶響が大き

いのである。と のような研究の資料を得るために数年に

わたって，大阪市内の撃泉について調査( 大阪湾港湾技

術淵.H会の地盤I ' J ; 下. 研究の一環として，大阪府土木部港

湾 ｴ ｊｴＡ［￳ｾ 実施した 。 Ｉを行った 。 これによって地下水の汲

掲げ状況，7 . / < 庄状態，地下'7. /<系，地層構成などをある程

度抱仮することができた。その他に大阪の地下水に関す

る従来よ りの記録があるので，とれらの資料にもとづい

て大阪の地下水に| 測する推移や現況などの概l峨を述べる

次第である。

展とオ犬王見の71<. 下土也の阪大

説搬

• • 

2.  大阪市の地下水汲揚げの状況

Il{l和31年12月現住で行った第 4 回大阪市内の重量泉調査

によれば，大阪市内の繋泉総数は 649 本で，その計図揚

水位の合目|・は 10 1万屯/ 自に達する。 これをH臼有]20年以前

の淵托に比，1売すると，戦前で最大といわれたH召和 19年に

は， 総数304本， al l函i揚水笠53万屯/ 日 ( 1日に約300万石〉

であったから， 現住は約 2 倍になっている 。
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大 阪 の 地 下 水 汲l l } ill の 推 移図- 1



一 一

ul 物 の 種 類

ヒ. ノレテ・インク.
24 

商社，ヲラプ，病院

1  28  1 ぉ，醐

銀
4戸7  21  

同 初年| 46 I  7附 7 24 1  37.8∞ 70  I肌 初7

附 館，劇場 I  30 

食 品 業 1  30  

悶 2畔 | 32 1  5川 5 29 1 札 272 61  11川 57

旅館，料 阻 I  9  

34 I  56. ω 77 11ω .570 

K 31年1 31 1  ω  |  ぉ 1 46 附 1  69  鈎 却 |  

キヤパレー ，喫茶盾，ダンスホールI 18  

j 計 1 202 Ｑ ＳＳＳ • 市 ｉ 190 1
282 叩

1 392 I日 .799 I  

パT ンコ庖 I  9  

義一1 盤 以 新 政 数 と 計 画 揚 水

図- 1は昭和2年より 31年まで， 30年間における，大阪

市内の全撃泉の計画揚水量以地状況を表わしたものであ

る。図の計画陽水位曲線 (ABCD' Eつが， 昭和2年から

次第に上昇して， 昭和 ＲＰ 年に ｾｬ に下った Ｈ ｃ 点Ｉのは，

ii 災災ならびに老朽で使用不能となった撃泉が多数生じた

ので，それを控除したためである。計画揚7.1<hlllIJ 線はUB

和21年以来再び上昇し て，昭和27年でほぼ戦前 l乙回復し

た。 l昭和25年から 31年までの計画揚水誌の地加は，年々

約 10万屯/ 日程度で，曲線 ( D' Eつ は と くに急速な上昇

を示している。ここに述べたま1' 1凶錫水: l . i l は，協7. 1<ポンプ

を 1 日24時間述統運転し た場合に滋錫げうる i比大場水: u1

の概数である。笑際に汲揚げている水訟は， 計 画 潟 水

量より大古 ｾｉ 少ないのであるが，災ル ､Ｗ ＮＱ＼泣の年々の地 Ｑ ｭ 率

は，計回揚7 . l <hl の取1J 日に比例している と考えることがで

きる。計画湯水誌の何% を実際に淡劫げるかは，個々の

重量泉では不同であるが，大阪市内の全撃泉を総合した場

合は，ほぼー定の剖合を保っている。揚水笑紅iの調査を

参照すると，五 ｊｾ ｊ の最大笑 ｪｾ［Ｉ ＷＮｉ＼此は，上述の計回 ｦｊｾｪＷ ｬ＼Ｎ ｦｩＱ

の約36% であり，冬j靴工24% ぐらいである。

大阪で最近数年間に，地下水の滅揚げ足が急激に地加

したのは，工場の生産設備の合} 1 _ l l 化と述物設備の整備i と

が，非常に促進されてきたためであると，思う。

表- 1 に昭和25年から 31年まで各年の重量泉佐設数とそ

の計画陽水: I 1 l : を掲示したが，との中の大多数は中小企業

工場で新設したものか，または冷房設備用のものであ

る。従来の調査によれば. ii 災前および昭和24年頃までは

処物の冷房用重量J裂はまわめてまれであったが. IIf{和25年

より次第に増加 して，現在では少くとも 200 本にお上ん

でいる。 表- 2 はi此近冷房用車告泌を設置した泌物の種類

別と本数である。との表で判るように，冷房設備は多種

類の建物に普及しているが，娯3 R 胞設の建物などでは，

流行的と息われるほと' 多数の新設がなされている。

図ー1 のDE線は，地下水圧低下などのため使用不能 と

なった繋泉を除き，実役中の墜E誌の計画協7. l <hl をぷわし

たもので，とれを大別して工場 JTJ 水は F G線，冷房用は

DE と F G の聞で表わした。図の Ill l線と数量表で，冷房用
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表- 2 冷房f f I 盤泉を役回した正n物の種類

7. 1 < の増加率は工場用水の九百加率より大きいととが判る。

図ー 1 で， li 災前の山線の上昇と ii 災後の工場用水のみの上

舛と全く似ているのは面白い対照で， 1昭和 6 年から 13年

まで， 7 年| 切の平均地加 JL 1 は年々 4 .6万屯/ 日であったが

これに対して， 1沼27年から 31年までの 4 年間の工場用水

の地tnJ は年に4 .7万屯/ 日である。 しかし工場用水として

は地下水ばかりでなく， 工業用水道 ( 5. 5万屯/ 日の設備

を大阪市が設置) が布設されて， 昭利]29年6月に此花区

と福島区の一部に送水IJfJ 始以来，次第に使用量が増加し

て現在3万屯/ 日ぐらい使用されている。

大阪の地下水汲揚げhl が将米どのように地1J 日して行く

かは，経済情勢やその他いろいろのｾＭ［ｻＭｾに左釘されるか

ら簡単に予測することは困難であるが，少くとも今後数

年Ili J上記のような増加を続けるならば，会計・図揚7. I <: l . i l が

150万屯/ 日 11 : . 達するのも速い将来ではないであろう。と

れは実錫7. 1<1誌で50万屯/ 日くらいの使用訟である。 もし

このような地下水の滋樹げが実現するならば，はなはだ

しい過剰防水であって，従米の笑怖から般苦笑すると，現

在のｾ泉設備は，そのままで充分な場水が可能であるか

どうか，地盤の沈下は1ti.'m. の被害を発生するのではない

だろうか，という変! 革の起るのは，雪量泉利用者にとって

切笑な問姻であろう。

3.  大阪の地下水圧の状態

冷却用水として撃泉で滋揚げる地下水は，自由水面を

もたない被圧地下水である。不透水( または日jr ，透水) の

粘土居を口いて鉄管を打ち込み，透水層に達すると，そ

との砂様1mに介在する 7. 1 < は，圧力によって不透水層の一

端よりも上昇し， I時としては地上までも自"ll する。被l五

地下水は，浅井戸のように地表に近い自由水面をもっ地

下・7. 1 < とは，透水系統が全く別であって， 7.l<i昆は季節によ

る変化がなく，大阪の場合では年中 17

0

C _ 18

0

C である。

大正 3 年ごろは，大阪市内および市外の編i抜井戸は，

みな白"自したという記録がある。大阪の地下水のもli 給源

は，広大な淀川水系の流域であるから，大阪市は豊富な

地下水を利用して近代工業が発展した。 iば近は地下水圧

が年々低下する一方で，甚だしいところでは，地下水の

-• 
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図- 2 大 阪 の 地 下 水 位 と 地 盤 沈 下 の 状 況

圧力水面が地面 より25mも下にある。 したがって揚水能

力が減少した繋泉が少くないばかりでなく， 7l <. ' efの庖水

化，白濁あるいは潤渇，土砂の閉塞，鉄管の轡I泊，ス ト

レーナーの破損など種々の故隙を生じて使用不能のため

に廃楽される重量泉も相当多くなっている。地下水圧の低

下は重量泉の ライブをはなはだしく 短縮するものであ る。

被圧地下水の圧力は，揚水を停止した後，繋泉の水面

が上昇回復して，ほぼ静止の状態になるのを待って，基

準面からの深さによって判定するのが普通である。大阪

の地下水圧の測定につい ては，観測専用の撃泉が数カ所

に設置さ れていて，自記水位計に よって，常時地下水位

( 水圧を示す深さ ) を記録 している。( 大阪管区気象台

所管) 昭和32年4月の観測結果を例示すれば， 表- 3の通

りである。表示の如 く， 大阪の各地点の地下水位は，い

ずれも漸次低下しつつあるが， 観測地点、によって高さが

異ってい るのは，地下水系の上流と下流の関係によるも

ので，大体は海岸地域に至るにしたがって低 くなる。同

一 カ所での観測に よれば地層の深さによる差異は比較的

少ない。

大阪の地下水がいつごろから 自噴しなくなったかは明

観 測 所 | 臥 の 深 さ | 地下水位 |前月との比較|前年との比較

九 条 |

l op m l m | m 

176m I  -2i .02 ...  I  0.9o低い 2.62低い

回
ぬ |

85  I  1. 92 11 

姫 211 I  0. 40 11 I  1. 02 11 

品 屋 町 | 30 I  0. 10 11 I  0.39 11 

鶴
町 |

30 5.23 I  0. 02  11 |  比較なし

茨- 3 昭 和 3 2 年 4 月 の 平 均 地 下 水 位

確でないが，九条の観測所 (表- 3. 参照) で観測を始め

た昭和 14年には， その地下水伎は， o . pー15 m ( 基準で

ある干潮面より，以下問じ〉であった。その後，昭和 17

年までに - 17 . 4mまで低下したが，との水位は終戦当

時に相当ー七昇回復して ( 当時，実揚7. 1<. : I ! l : の激減があった

と恩われる) 昭和22年， 23年は - 5 m 位を保っている。

昭和24年以後は遂年低下の一途をたどり， 現在は - 21m

位である。昭和23年以後の各観測所の地下水 位 の 経 過

は， 図- 2の地下水位曲線で示 した通りである。図の 曲

線を検討する と，各線がよく並行しているから，大阪の

地下水位が，各地点、によって高さは異 るけれども，その

83 
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表- 4 a 下 地 惜 の 地 層 深 度 表

変動は全く同時に同じ傾向でなされているととが判明す

る。そして小変動や季節約昇降を繰り返しながら遂年低

下してきた経過がわかる。 との水位の動きでは， 季節に

よる変化が最も大きく ，夏低くて冬高いのは，全体揚水

量の増減に応じているからである。小変動は間断なくあ

って海面の干満潮位，降雨の影響なども少し入るけれど

も大体は揚水誌に密接に従っている。

大阪の地下水圧が地域的にはどのように低下している

かについて概略をのベる。木津川河口一難波ー東横堀川

一 中之島東端一大 )11の西沿い( 約 1km) 一三国町， を結

んだ線は，大阪の地盤沈下激甚区域の境界線であるが，

地下水位低下の境界線も全く一致している。このライ

シの外側の地域では，地下水位は - 5 m ( o . pより一以下

同じ) 内外であ るが，ライン の内側になる と急に低下し

てー 10 m位になっ ている 。地下水位の低下訟は海岸の方

へ近づくほど多くなるが，尻無川河口一玉船橋一十三東

端，を結んだ線では大体ー 18 m位である。このラインよ

り海岸線までは， さらに低下して - 20m以下 - 30mまで

の聞である。以上は地下水圧低下の大勢であって，多少

の局地的変化は至るところに見られるが，それは揚水誌

のとくに多い撃泉とか，局地的lヒ集中した整泉群の揚7 . 1 <

の影響が多いからであると考えられる。海域すなわち大

阪湾内は資料がないのでわからないが，おそらく続いた

低下があるもの と推定される。一般に撃泉の揚水による

水圧低下の影響閣は. 1 粁よりも遠く及ぶといわれてい

るが，大阪市内の全重量泉の揚水による地下水圧の低下は

，たがいに影響し合い( 重量泉の干渉) . 地下水系の上流

と下流の聞でも同じような関連を とって， 全般としての

地下水圧低下を進行させているもの と考え られる。

大阪の地下水圧が，今後ど こまで低下するか見透しを

立てるととは，揚7 J < 立の場合と異り，相当にむづかしい

問題である。一つの重量泉で一定誌の揚水を継続する場合

は，水圧低下の速度が次第に小さく! J : って，遂にはほと

んど低下しない状態になることは. 7 . 1 < 理上の原則であり

揚水実験でも確めることができた。とれは揚7. l <. i 1に対 し

て地下水の流入補給の能力が相当大きい場合で，整泉の

周囲から水が求心的に流入し，その水圧勾配は揚水量に

対してパランスの状態を保ちうる からである 。しかるに
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大阪の全撃泉を総合的に考えるならば大阪市内全域が一

大撃泉群である と見なされ，これに対しては地下水が四

方八方から充分に流入するととは考えられないので，広

域の問題として，一つの大きな地下水の流路を考えると

とが重要 となる。その検討には地下水系の rlJ. 地下水流

の方向，透水層のj写さ，透水係数の変化等を明らかにす

る資料が必要である。とのような考え方は，大阪の地下

水が最悪の場合は j白濁する可能性もあると考えられるこ

とを意味するものである。

図- 2.でわかるように，地下水圧は毎年夏から冬へか

けて上昇するが，前年の冬の高さまで戻らないうちに再

び低下をはじめる。との事実が地下水の流入補給に対し

て， 揚水量が過大であるとみなす理由である。昭和24

年以来年々の水圧低下の速度を見る と，やや不同ではあ

るが，決 して低下速度が減少して含 てい る と は い え な

い。以上諸積の事白から推定するならば，今後揚7 . l <fil が

現在の程度で増加はない とし ても ，当分は水圧が低下し

て行くであろうと怠われる。もし揚水量が年々増加して

行く とすれば，大阪の地下水圧は図ー2 の地下水位山線

の傾向を持続して，低下して行くであろうと推定され

る。そのような事態においては地盤の沈下も停止し劉い

のではないかと思われる。

4.  透水層と地下水系

大阪の多数の重量泉について，建設1侍のボ- 9 ング地質

図，ストレーナーの位置，自然水位などを検討した結果

から判断した透水層と地下水系について略述する。大阪

の重量泉は大抵深さ 600 尺までのものであるが，地盤沈下

量の大部分は地表から 600尺までの間で起っているとと

が観測で明らかにされている。沈下激甚地刊の 600 尺ま

での地層は，粘土層と砂利または砂の層が交互に堆積 し

て，第 1より第5 までの各層は広大なひろがりをな してい

る。 これ らの層は，地表面 といくぶん似た傾斜であるが

下層になるほど勾配が急であるから ，海岸へ近づくほど

各層の厚 さが大である。各透水層は断絶することなく ひ

ろがっているが. )享さと上質は不揃いで透水力の惑い と

恩われるところ もある。 この地層構成状態から推察する

と，各土層は海水の作用を受けて均されつつ堆積し ，透

水層の形成は気象条件の悪化した時代であるとも惣像さ

e  
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れる。地表より各層の 中心までの深さは表- 4. のとおり

である。

第 1透水層は100尺の帯水層といわれるもので，庖の下

iiii は地表下40mより 深くはない。層の厚さは海岸近 くで

は2m- 1 2 m，中央部で 15m， 北東部で 10 m- 5 mであるが

この層は第五までの透水層の中で最も薄< ， 透水能力も

悪いようである。土伎は砂利で，部分的に砂のところも

ある。この層からの揚水状況は， 96本の撃泉について見

ると， 62本はストレーナーを有せず，ストレーナーをこ

の層にもつ32本は全部他の庖にもストレーナーを切って

いる 。第 1 透水層に他の庖と兼用でス トレーナーをつけ

る方法は，揚水能率をよくしているかどうか疑問であ

る。

第2透水層は200尺の帯水層といわれるもので，設も厚

大な庖である。この隠は地域によって上面が地表下4 0 m

くらいのところや下面が地表下70m くらいのととろがあ

り，庖の厚さは海岸で25 m， その他の地域では 18m くら

いである。第 2 透水層のひろがり状態は，ジエーン台風

の時の浸水区域とよく似ている。この層は北東方沈下激

甚区域の境界附近で一部が第 1 透水層に接して合体して

いる。との層よりの揚水状況は70本の撃泉中 50本が揚水

し， 20本は他層から揚水している( 海岸附近地に多い)

第 3 透水層は甚だしく 高低があり ，土質も不聞な庖で

ある。この層の上部にはj早い粘土層 (約20m) があり，

第九 第2の透水層に比べてひろがりの状態が大部異って

いる のは，形成された年代が相当はなれていたのであろ

うと豆、われる。層の厚さは2 0 m- 7mで，揚水状況は74本

の中で49本がこの層から揚水している。第4，第5 の透71く

l習は第 3 透水層 となお異った状態にあると恩われるが，

資料が少いので詳細はわからない。

地下水系の調査はきわめて困難な仕事であって，現在

では地上の水系，地層図，地下水圧などから推定するほ

かはない。第 九 第2の透水層は，地盤沈下激甚区域の境

界線附近で地表に近づを速絡を失っている。第 3 透水層

は淀川の神崎川分派点( 江口町) 附近までのびている。

とれらの透水層については，上町台地北端1 ( 大阪城附近

と千里山丘陵の南端( 吹田市南) との聞の地域が，地下

水系の主要な流路である と考えられる。現に東淀川区の

柴島町と毛馬問門附近に自喰またはこれに近い重量泉があ

る。これに反して大阪城附近の撃泉は水圧がきわめて低

く深さも大である。上記の流絡は，大阪市内の天六，扇

橋附近より中之島へかけて通じているとみられる。海岸

地域の繋泉は，第4，第5の透水層から揚水するととが多

く，その水系は上記と 異る点が多いと推定さ れる。

5.  地盤沈下対策と地下水汲揚げの制限

大阪市の大半は，近々 1000年くら いの! 切に陸域 となっ

たことが考ー託されるが， その地艇の上層部は，最も新 し

い水中での堆積土であり，各土居は間隙比が大きく，地

耐力は小である。 このことは土質試験の結果でも明らか

にされているが，とくに粘土居の場合は，軟弱地盤と呼

ばれるのである。

既述のように大阪市内の地盤は多数の重量泉群で，地

下水を長期間放揚げている結果，透水厄の7 . 1 < . 庄の低下は

水圧的つながりのある上下の庖にもおよんで，ほとんど

全土居の間隙水の圧力が低下していると考えられる。水

中の堆杭土の内部では，土の耐力( 土粒子のかみ合せで

荷量を支える力) と，間隙水の圧力との和が一定であっ

て，この和が外( 上) 部の荷重と均合うのであるから，

間隙水の圧力が減るとパランスが失われて，土の耐力(

または支持力) の増加に応ずる収紛をなさんとする傾向

が生ずる。このような状態にある地盤は不安定で，揚水

による地下水の流動の際に徐々に収縮するのである 。

大阪の海岸地域は，近年埋立られた低い土地であるが

昭和 9 年以来現在までの沈下f訟は，最もはげしい ところ

で 1. 80mにおよび，海中に淡した土地もある。かくし て

巨費を投じた大阪港，百数十倍、円の工費をもって最近完

成された防潮堤も，沈下による被害はまぬがれ難い情勢

である。その地;m; には，大工場の英大な設備投資と日々

の生産があって，沈下に対する不安は突に大きい。かか

る重大な障害を除くためには，地下水汲揚げの節減が最

も重要な問題となってくるのである。

通産省では，地下水の過度汲揚げが工業生産の維持発

展のうえに，重大な障害 となるに鑑み，工業地帯におけ

る産業立地条件整備の総合的施策の一環として，工業用

水道の布設を計画する とと もに，工業用水法を制定 し

た。( 昭和31年 6 月11 日公布) 工業用水法は特定地域を
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定め，その区域内では，聖書泉の建設に対し て許可制を と

り，地下水の汲揚げについては，公害防止上の技術的基

準に合致した揚水方法を規正したものである。その指定

地域 とは，工業用水道が現に設置 しであるかまたは 1 年

以内に布設さ れる見込みのある地域である。

大阪市ではすでに一部の地区に工業ー用水道が設置 され

たと とは前に述べたが，他の区域にも緊急に布設すベ 〈

計画が樹立されている。大阪の民間各会社は地下水使用

節減のためには協力を惜しまず，工業用水道の使用量は

増加する一方であり，工業用水道を利用している地区で

は，地下水の汲み揚げ蚤が次第に減少 している。

なお，大阪の熱管室主協会では，ある程度高い温度で，

エ シジ Y の冷却が可能であるかどうかを調査して，学者

の研究でそれが可能である ととが確証されるに至った。

また，地下水の還元も研究されているが， これは冷却用

として使用済みの温度の上昇 した余水を地下へ戻す方法

で，大立の還元は別 として，工業用水道の布設さ れない

地域では必要となるであろう。

工業用水道が布設される区域と否とにかかわらず，地

下水事情の切迫し ている 大阪では，整泉に関し ては万全

の注意を怠るべき ではな い。一つの撃泉であっても，急

激な過大揚水に よって，局部的に水圧が急激に下るよ う

をな放み方反復することは，土層中に甚だしい間隙水の

圧力差を生じさせるから，ケー ジジグに対する外圧と，

局地的こと圧の変動を大ならしめて， 重量泉に対する障害を

大きく する。大阪の地下水汲揚げにあっては，既述の よ

うな地下水事情の観点から将来を勘案すれば，今後の撃

泉の計 l闘に際しては次の事項に深甚な考慮を払うべきで

あるという注意を喚起し たい。

1  できるだけ深い透水層から揚水するのが万全の策

である。

2.  ス トレーナーはなるべく下層のみを使用するのが

維持上最もよい方法である。

3 .  ケージシグ径に比し揚水ポンプの馬力を小さくす

ると とは， 7}く圧の変動を小な らしめて，重量泉に無理

を生じない。

4  配水タンクの容量を大きくして，平均化した，む

らのない運転をするように計画する。( ポンプ とエ

ンデンの直結をさける こと〉

5  撃泉と揚7 . 1 < . ポンプは余裕のある設計をして，つね

tζ 楽な揚7./<. を持続する こと 。

以上につい ては，当初は経済的でないように思われる

が，将来を考えれば繋泉を長〈良好な状態で保持するこ

とができて，かえって経済的にもよい結果を得るゆえん

であり ，地盤の沈下に対する影響を緩和する上にも大な

る効果があると思 うのである。

( 錯者大阪府土木部港湾銀技師 渡 辺 知 事〉
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市 t

駁后面ルーヲィシグ

@ 印 日 石 面 ノ レ ー プ イ ン グ に就いて

第 4 0 6 8 6 4 号 第 4 1 7 4 8 5 号

実 用 新 案

第 4 0 6 8 6 5 号

第 4 1 7 4 8 6 号

第 4 1 7 4 8 7 号

第 4 0 6 8 6 6 号 第 4 1 7 4 8 8 号

特 許 番 号 第 4 2 9 2 7 3 号

第 4 2 9 2 7 4 号

第 4 4 4 2 5 4 号

今回弊社多年 h': ] Lる 研究、発明 lζ 依り 、以上各種の特許番号品を主体となし理想的文化

屋根材と して耐水耐火の性能を有する佐久間式石面ノレ ーブィ ングを完成しま した 。

その 耐 火 力 については 800

0

C 以上の効力を発揮し発火は完全に認めら れず従って

本製品は全国各都市 lζ 於ける 木造建築物に対 し耐水耐火の屋根材と して使用出来る 事に な

りまし た。 奮って御試用御用命願いま す。

用 途 と 効 用

(1)  外観は風雅、美麗、重厚的で而もその重量は比較的経い。

(2) 従 而、木 造 建 築 の勾配屋般に使用 、施 工 lζ 適し、台風等に飛散す る乙と がない。

(3) 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 建 築 の陸屋根及びベラシダに使用せば、従来施工の

防水押え ( ν γ ダー コンクリート) 等不用である。

(4) 依 而、スラプの鉄筋も節約出来、建築費 が安価に仕上り 、其の上に完全無欠な屋根

防水が出来ます。

大阪市西区新町北通 1 ノ40 ・電話新町@) 5281 ・5282 ・5283

東京都足立区千住東町93 ・電話足立@0131 (代表) - 5  

山 形 市 小 白 川 町 3 9 ・ 電 話 山 形 2 3  8  7 ・3 7  7  9  

.  



除 塵 と 集 塵

‘' 

大気は新鮮かつ清滞であると考えてきたのに，都会で

は窓を開ければ煤煙は舞込むし，机の上はほとりだらけ

である。窓を密閉して空気調整を行ってもまだ煤煙はと

れない。いったいこれはどうしたととか。

「煙の都」と自まんしたのは全く幼稚なことであった。

昭和の初めに煤煙防止条例があったが，その効果はいざ

知らず，とにかく敗戦のおかげで一時減少した煤塵はま

たまた増える一方で，大阪は煙努日数 100 日を超え，降

下煤l ! J f : @: は平方粁当り 150屯にもなったそうである。 最

近術生学者や気象学者が中心になって， r大気汚染調査

委員会J ( 委員長阪大梶原教授〉を結成して，大気の汚

染状態を徹底的にしらべてみようということになった。

まづ S 02の測定をやり初めたが，地域的にも広< ，かつ

長期聞にわたってデーターを集めなければならないので

多くの熱心な協力者をえて初めてできる大へんな仕事で

ある。昨年 12月から予備調査が行われたが，すごい数字

らしい。室内の空気汚去にばかり専念していたわれわれ

も，また一つ仕事が増えた。

外部の騒音を取締らないで，一生けんめい防音構造を

• 

考えさされたり， ( もっともとれは遅れている熱逃断構

造に共通の点もあって，悪い傾向ではない) 煤塵対策を

なおざりにされるので，除墜設置を工夫させられたり，

建築技術者もなかなか忙しい。元来工場の内部に発生す

る有害物質を含んだ空気を大気中に放出する前に. 無害

の程度に処置する集座装置だったのに. これに目をつけ

ねばならなくなった。

とにかし空気調整に使うエヤブイノレタ ーの除座効果

は1μ以上だが，一番多く捕えるのは 10μ 前後だし， (グ

ラスク ーノレは非常にょいとされている) エヤワッ ν ャー

は10μ 以上しか捕えないから， ミスト状のもの( 破壊困

難) ，油煙 ( 1 - 0 .05μ) ，煙突の煙 ( 0 . 1 - 0 .01μ) ， 

その他0 .5 - 3μ の粒子を効果的に捕えるには，特別の装

置を考えねばならないわけである。

そ ζ で前記の集塵機をみる。しかしいづれも圧力損失

や通過風速，したがって所要風立の点で，たとえ集塵効

果はよくても，そのままでは採用できないのが多い。金

にいとめをつけないピルの空気調整にだけ，非常に高価

な電気式や超音波式の集J J [ 装置が利用されるのである。

何とかして. 汚裁の発生源をとりおさえてもらえない

ものだろうか。そうするとみんなの人が助かる。

( 大阪市大教授 田 中 良 太 郎)
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殺 菌 ン プ-フ

.  
.  

germici dal  l amp， steri - I amp という。細菌やカピなど

の除去，管理が直接関心をもたれ，必要とされる建築と

しては病院，食品工場，薬品工場，貯蔵庫などが主要な

ものであるう。これらの室内殺菌法としては，紫外線お

よびオゾシ殺菌灯がある。 オゾジ (0
3

) は大気中には

皆無のとともあり，あってもせいぜいO.Ol p. p.m以下で

あるといわれる。; t ゾシの恕限度は， l p.p .m ( 0 .0001 

% ) とされており，その殺菌力は大腸菌の場合で殺菌率

90% 以上となるのに， l p.p.m. の滋度で2 - 3時間， 4p.  

p .m. で1時間半かかるというが， その特ｾ，有害性のた

め利用が大きく制限される。米国などでは， 1 - 2 p.p.m.  

の濃度で食肉の貯蔵殺菌に利用しているという。

紫外線殺菌灯は， 1936年に米国に初めて売出されて以

来 1936年とろには 250 万本を売ったといわれる。これを

設備 して小学校，兵舎などで，空気伝染性疾患の予防に

効果が認められたとの報告がある。わが国でも最近売出

されて，病院，炊事場，工場，地下室などに設備されて

いるのを見るが， 2537  A の紫外線が放射紫外線全量の 90

% を占める。その殺菌効果は放射照度と照射時間の積で

きまる。すなわち，ケース内使用の場合の培養基上の菌

に対する殺菌所要時間は，大体距離の二乗に逆比例 す

るとされる。したがって， 30- 50cmのケース内近接照射

と2 - 3 m以上のような遠距離照射の場合には，効果に大

きな相違があることになる。

紫外線の透過力は小さく ，例えば，人体の皮府に対 し

ては，0. 1- 0. 2m. m. 以下の透過カしかないとされて い

る。したがって，とれによる殺菌効果もオゾシと同様に

表面的なもので，内部からの腐敗などには大体無効であ

るので，その利用は空気， 7. k ，物の表面に効果があると

いうととになる。室内空気の殺菌の設備の場合にはその

照射が皮膚，眼などに有害なので，人体への直接照射を

避け，天井などに向けて照射し，空気の対流による殺菌

効果を期待するものである。したがって，空気の流動と

細菌に対する照射時聞が問題になると考えられる。

食料品工場などに設備する場合の所要灯数は，大体4

- 6坪当り 1 5 W 1灯は必要といわれるが， 殺菌効果のた

めに， 30- 50c mの距離で30分以上は必要なはずとされる

ので，設備に移動性をもたせて，必要な個所に重点的に

照射使用でまるような方法などがより 効果的であ ろう。

( 大阪市犬家政学部住居学教室 石 堂 正 三 郎)
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外気温は 1 月に最低になり， 現在，上昇しつつあ

る。地中の温度も，とれを追って上昇しつつあるが，は

るかに遅れる。地下 4m ぐらいのところでは， いま，や

っと上昇をはじめたところである。外気温が8 月に段高

になるにたいし地中のこの場所では， 12月下旬にやっと

最高になる。とれが Ti me l ogの現象で， Ti me l og がある

ときは，同時に，変動の緩和作用が生じる。すなわち，

外気源が最高27

0

C ，最低4

0

C であっても， 4mの地中では

最高 16

0

C，最低 14

0

C の程度である。換気の惑い地下室

や，床下や，厚い壁に固まれた金庫室などでは，大なり

小なりこのような現象が生 じている。

映画館の切符売場の前に観客がつめかける。しかし切

符は，それらに同時に3 t るわけにはいかないので，観客

席入口では，混雑は大いに緩和され，時間的にも ，僅か

に遅れる。これも，観客の動きのTi me l og と緩和作用の

表われである。

Ti me l og の意識的な利用の一例は，貯水タ Y クであ

る。水の使用量は著しい時間的変動があるが，タシクの

容量が大きければ，揚7 ] ( ポンプは，一定の時間間隔で (

あるいは多少，7 ] ( の使用量の変動に応じて時間間隔を変

動して) 幼かせばよい。

いま一つの利用は，太陽熱の利用においてである。日

中の余分の太陽熱を貯え て，夜間に室内に放出せしめ，

また，天気のよい日の太陽熱を，天気の悪い日にも使用

するのがこれであって ，Ti me l og と，緩和作用の利用が

きわめて必要である。効率の よい太陽熱の吸収というこ

ととともに， Ti me l og の装置が，太陽熱利用の根本問題

である。

光にも Ti me l og はある。空が曇っても，その瞬間に直

ちに室内は哨くはならない。 しかし，そのTi me l og は，

光の速度 ( 3X 108 mf sec) の逆数の程度であるから問題

にならない。すなわち，光は定常と して取り扱うことの

できる問題である。

音も，光に似た性質を持っているが，その速度く340 m

fsec) が光に対して比較にならないほど遅いので， Ti me 

l ogの問題が生じる。これが，残響( 音源をとめても，

音がなくなるまでに時間がかかる) の現象である。

( 京都大学教授 前 田 敏 男〉

置盟国1M11
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熱 対 流

古くから蒸気媛房や，温水媛房において，放熱器を設

ける位置は，窓面にとるのがよいとされている。もし，

窓の対向壁面に置けば，窓面で冷却された空気の下降流

や， l¥tt l明j鼠が，直接人体にふれて，不快感をあたえる。

このように，室内空気は，放熱擦で加熱されて上昇流 と

なり，天井から周壁にそうて流れ，床面に下降して放熱

器にかえるような循環流 となる。とれは， 1.&熱器の供給

熱量を，室内に分布させる。そこで，放熱器は床面に低

く設けるほど，上下の温度差が小さくなる。床面と天井

の温度差は， 通常の放熱器で 5 _ 6

0

C に対し，巾木媛房

( Bose  boord) では， 2_ 2. 5
0

C となって，在室者への媛

図 1 図 2
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房効果が良好だといわれる。

京都大学込顎学教室で行った実験的研究について，室

内気流の観察をのベる。

厚さ 1.5cmの木箱で，長さ 1m，高さ 30cm，巾 50cmの模

型をつくり，床面の一隅に直径 2. 5cmの加熱其鍛管を

置いた。とれは長さを箱の奥行一ばいにつくり，中央断

面について，二次元的模型 となるようにした。このとき

の記録は，図 1 のごとくなって，室皇置にそうた循環流の

他に，内部にも渦がみられた。 この渦がどうして生じた

ものかをしらべるために，中央断面に，間隔 4cmの空気

層ができるように， 2 枚のガ ラス板を設け，完全な二次

元模型とした。すると，図 2 のごとさ気流の観察が得

られた。ここで，図 1 につい て考察すると，この場合に

は，長さ 1mの模型内で， 立体的な気流が生じ， これを

中央断面で観妻美したために複雑な形の気流がみられたと

恩われる。室内の熱対流については，空気の流動が，室

の形や， ｾ長房の ための放熱器などで，種々な変化が，

生じる。

く大阪工大助教授 金 谷 英 一〉

.  
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相 互 反 射

室内の照度は，窓や電灯からの l直接光による外に，天

井や皇室から反射し て くる光にもよる。後者は部屋の内面

の問を何回か往復した後，すなわち相互反射した後やっ

て くるもので，部屋の奥や隅ではこの方が直接光より大

きくなるととが多い。とのような場所では相互反射によ

る量が重要となって くる。人工照明では電灯の配置およ

び出力は比較的自由にできるから，部屋の隅にも充分直

接光がゆきわたるように設計できる。しかし窓による採

光の場合，窓の配霞，大いきは他の設計上の要索とから

みあい，相当のflle限をうける。したがってどうしても部

屋の奥に暗いところができ，そこでは相互反射による限

度を高めねばならない。そのもっとも有効な方法は天井

および壁の反射率を高くすることである。

相互反射による照度，とれは間接照度あるいは拡散照

度といわれているが，その計算は非常に面倒なもので，

元の多い連立方程式を解かねばならない。普通は簡易な

計算式を使っているが，人工照明では実験あるいは計算

によってきめられた表により，直接照度と加え合せた全

照度の作業面上の平均値を求めるようになっている。

ところで，相互反射にはまだ問題になる点がFえってい

る。一つは室内の壁面の凹凸および家具の存在の影響，

もう一つは昼光光源の問題である。

理論および実験では，簡単なために室内には家具その

他は何もなく，また天井，壁はきれいな平面で梁や柱型

などがないと仮定している。との仮定 と現実の状態の差

によって生ずる誤差をはっきりさせる ことは，なかなか

困難である。 しかし学校の教室のように机が比較的整然

と並んでいる場合や，単純な梁，柱型については現在研

究が進められており，ある程度計算にのせることが可能

になりつつあるつ

もう一つの昼光光源の問題については，窓からの直接

光による照度は主として天空あるいは窓面の締度がわか

っていればよかったのであるが，相互反射を考えるとき

は，とくに天井，壁面上部の照度に影響の大きい窓外の

水平面以下の地面，建物その他の輝度分布を知るととが

必要となってくる。これはその場所の地形および天候な

どによって異り，非常に複雑で，到底正確な予測はでき

ない。しかし，そういって放置しておいてよいものでな

く，大略値でも知らなければならず，今後この方面の研

究が望まれるわけである。

( 京都大学工学部主主築学教室 松 浦 邦 男〉

1111川川|川川11川川11川11川11川川1川川11川川11川11川111川11川1111川11川川11川11川川11川11川11叩11川川11川川11問111山11川11川11川11問川川11問川11川11川11問川111川11川川川11川川11川山川11山川11111問l日川11111川111川11川川11山削11山11川川iI山111削1111川11川川川11川川11川川11川川川11川川11川11川111川11川川11川川111111111川11川11川川11川川111川11川11川11山川11川11山川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川l日11川川11川1111川111川111川11問川11問1111川1111川111川11川11川11川11川11川11川11川川11川川11川川11川川11川11川1111川11川11川川11川11川11川川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川川11川川11川11川111川11川川川11川川川11川川11川川11川川川11川川11問川川11川川11川川11川川11川川11川川川11川川11川川11川川11川11川川川11川川川!川川11川川11川川11川11川川1川川11川川11川川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川川11川川111川111川11川川川11川聞111川111川11川11川川1111問11叩川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川川11川川11川川川11川川11川11聞11山111川11川川11川川11川11川11川川11川11川11川11川11川11川川11川川11川川11川11山11 l  

E 盟国置置置

ア パ ー ト の ガ ス 暖 房

公営 R C アパー トのガス ・スト ープによる採暖は昭和

30年夏の大阪市法円坂団地の調査で7 - 8割の住戸におよ

びなお増加する傾向にあった。一方ガス ・ストープによ

る暖房がトピァクとなり得たのは，国会にまで登場した

住宅公団大阪金時団地の湿気の問題がデャ ーナ Y ストに

とり上げられてからであろう。

近時事務所などが完全に暖房され，住宅においても局

部的な採暖法から暖房する方向に向っている。元来排気

ガスを室内 i乙放出するガス ・スト ープ暖房はそれ自体に

問題があるはずであるのに，五E上にあげられなかったの

は一般に広く利用されなかったからである。

ガス ・ストープ暖房の問題点は室内空気の感染と結露

とである。室内空気の悪染では，室内 18
0

C ，外気。OC と

して返常の共同階段式4階建R C アパー トについて定常状

態の計算をすると C 02の増加および0 2の減少は 1回換

気程度でほとんど問題 とならない。ただ C Oについては

各スト ープの状態により，過剰のガスをたくとき，およ

び過少のガスをたくとまに不完全燃焼によって発生して

いるととが犠祭できるので，注意せねばならない。ガス

・スト ープで頭が重くなるというのはそれである。しか

し，各種構造のスト ーブについて， 使用状態と COの発

生の関係はまだ量的につかまれていない。

結震の言 ｉＮｴ￬ｾ は本誌設備原論 ｑ ・ ａ にも前田博士が示さ

れているので，参照されたい。排気ガスには温度を OOC

としたとき，今年冬の大阪ガスの供給ガスで 1m3につき

0.69m3の水蒸気が含まれている ( =. 553 gr 1m3) 。前例

と同じような条件を与えると，約15cmのコンクリ ー ト外

壁の室内表面は約 I I

O

C となり， 室内空気が 9. 8gr / m
3

の

水分をもっと結露するととになる。各住戸の位置によっ

て熱損失が違うので，ガスの消費量も違うが，無換気の

場合なら 12分から 20分くらいで壁面は結鍔することにな

る。換気註が大きくなればガスの消費量も多くなるが，

結露に至るまでの時間も長くなるので問題とならない。

計画上連続使用時聞を仮定して換気回数を決定し，換気

干しの決定をすればよいことになる。ただし正確には不定

常として解くべきであり，また押入の中の換気量および

熱移行も不明のところが多い。その他コY ク3 ート 壁の

施工後の放湿によって熱伝導率も異っており，また熱橋

( Heot Bri dge) 部のチェック，室内発生の湯気をどの程

度考慮するかなど，今後の研究にまつ ところが多い。

( 大阪市大家政学部住居学 上 林 博 雄)
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プ レ ー ド レ ス ポ ン プ

新らしく生れたプレー ドレスポンプが建築施設方面に

使われ始めてから 1 年近くになるが，ますますその真価

が強 〈認められるようになったので，と ζ にそのあらら

ましを紹介 して， ご参考に供したいと思う。

プレー ドレスポシプはノシクログ型，うず巻ポンプの

改良されたものであって，羽根車に在来の観念の羽根 (

プレー ド) がないととが特徴である 。羽根E誌には，通路

が 1 .本だけあって，それは軸心から藍巻状にはいり込ん

だ後に， うず巻状に次第に外方に向って，最後に円周上

に関口している。そして， 吸込口から吐出口に至るまで

ポンプの吸込ロと同一直径寸法の円形状断面に作られ

る。それで，とぐろを巻いた蛇の首から屑の辺りまでを

通路に した羽根車を持つものがプレー ドレスポンプだ と

いえる。第 1 図にその羽根車が示してある。

とのポンプによれば，ポンプまでの吸込管を通るとと

のできる最大径のまま体や，タオノレ，ふろしを，サシダノレ

空財布または下着類をも 1 0 0 mm口径ポシプでもってすら

りと送るととがでさる。昨年来，連続使用中の東京波谷

の東急文化会館，名古屋瓶入公団住宅，東京青砥および

E 盟盟. . . 1::" ';/ ｾ＠ ^  

第 1 図 m2図

光 ケ丘公団住宅その他の 1 0 0 余台の汚物排せつポジプに

故障が絶無になっている 事実が，本年度すでに同一用途

向きに 1 0 0 台近くの予約注文が生れた基となっている。

近く，大阪の阪急 ピル新館のものも運転を始める。

さらに，脱脂綿や油脂その他が，羽根車通路の壁内面

に固く附着して通協を狭めていっても ，ポジプを掃除す

る必要の起るまでの運転継続時間を筏めて長く保つこ と

ができるととがやj ったので， ー汚物，汚水浄化荻置用に急

な需要がまま起っている。との場合，ポンプの口径は，

5 0 mmないし 10 0 mmのものが多く使われる。

プレー ドレスポ γ プは，特殊な前例のない設計構造の

ものであるが，効率が高く，吸込能力が大きく( 真空度

がー7mでも 可) ，静しゅく運転を行い得るので，竪紬

または横軸のいずれもが安全に使われている。

第 2 図は，8 0 mm口径ポシプを通過したボーノレおよびせ

んい製品である。( 目立製作所亀有工場 寺 田 進〉

11川11川11川11川11川11川川11川川11川11川11川11川川11川11川11川11川川11川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川11川川11川川11川川川1川川11川川川11川川川11川川11川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川11川川11川川11川川11川111川11川11川川11川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11削川11川11川11川川川l川川州11川川11川川11川川川11川川11川11川川11川川11川川11川11川11川川11川川11川川11川川11川11川11川11川川11川川11川11川11川川川11川川11川11川11川1111111川11川11川11川11川11川川11川川11川11川川11川川11川11川川11川川11川11川11川川11川11川11川111川11川川11川川11川川11川川川11川川川11川川11川11川川11川川11川川川11川川11川11川川11川川11間川川11川川川11川川11川川川11川川l川川11川川11川川川11川川11川11川11聞川11聞川川11川川11川11川11旧川11聞川川11川川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川111川11川11問川11聞川11川11川川11川川11川11川川川11川川11川川11川川111川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川11川川川11川川11川川川11川川11川川11川11川11川川11川川川11川川川11川川11川11川川11川川11川川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川11川11川川11川川川11川川|川川川11川川川11川川川11川川11川11川川11川川11川11川川11川1111川11川川川11川川11川川11川11川11 l  

.、.r

 

a

'

u

 

a
'
u
'
 

回

目

"

・
l

w

v

b

 

回

目

"

，
‘
L

 
、

I

 

・M-r

 

E

 
.

.

 

‘

 

""" 

a

H

'

 

m

-

u

 

w
v
h
a
 

""" 

・

1

4

u

 

l

 

-
-

M

四

回

R

眠

M

昨年の本誌編集委員会で設備特集号が企画された時に

直接建築設備に従事 している人々 の参穿をわずらわして

「設備界の当面の課題と建築界への希望」という題目で

座談会を開くことになり ，教育関係 ・官庁関係 ・設計事

務所 ・総合業者のそれぞれ担当者 ・設備設計施工業者 ・

機探メ ーカー ・材料業者の区分のもとに，これらを設備

界と呼び，大いに気焔をあげた。きて設備界の代表が集

ってみると殆んどの人は計画設計施工竣工までの担当者

であり 竣工後建物の生命である機能を維持管理していく

Bul ding C ontrol  Engi neers を招かなかったことに気がつい

て異口同音，大いに残念をもらした。

現在既設の建物の内，比較的大きい事務所建築 ・銀行

. ホテノレ ・病院 ・劇場 ・百貨庖等の中にはそれぞれ専門

化されたB. C . エ シジ ニヤの Expert がすでに立派に活躍

しておられ，経験からも数字からも必要な忠言が設備界

に用意せられている。しかも時代の推移に伴って新しい

設備機能を古い建物に うまく A ppl y して新築のもの と問

様の効用を果させている。そして維持経営の面からは，

B. C . エ Y デニヤの Brane がどうしても必要な時代が来て

いる。また諸種の工場では建築と機械設備と生産 Appo-
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ratusが一体となってそのおのおの有機的連関が密接に生

産に直結 しているため， 以前より B . C . エンデニヤを必

要 として工場建設の当初 より建設期間はもち ろんのこ と

竣工後まで も極めて重要な立場で大いに奮斗し ている。

比較的大きいいくつかの建物と工場などにはこのように

して成果をあげてきているわけであるが，一般の建物で

はその必要への関心はまだまだ低調といわぎるを得な

い。高い技術が必要な建物に B. C . エ Y デニヤがいよい

よ重要である一方， 共同住宅のごとく， 極く一般的なも

のの維持管理を居住者に満足できるようにしたいもので

ある。居住している主婦の知識の濁養にも またねばなら

ぬが，組織的にそのナー ピス確立が急がれなければなら

ない。

r  

B . C. エシ デニヤへの時代の要求はかくの ごとく 痛切

であり，建築設備の計画設計の上にかれらの経験や数字

が反映し て来なければならず，その建物経営上の重要資

料の提出者でなければならない。そのため にもこれら の

資料の蒐集調査整理を始めねばらなない時期が到来 して

いる。 B. C . エジデニヤ諸彦の御意見を承る機を得たい

ことや切なるものがある。

〈須賀工業K K 須 賀 栄 一〉
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空 気 調 和 法

武 藤 重 郎 訳

これは 1938年米版を. i l l ね，改訂増布li をつづけてきた

Trane会社の "Tr ane Ai r  Condi t i oni ng Manual " の訳訟であ

って，忠実な適訳には全く敬服のほかはない。内容の批

判はむしろ原著そのものについてになるが，せっかちの

日本人には少し説明がじょう長である。災務家が丹念に

読んでマスタ ー しようというには好適であるが， Iえの巻

にするにはデーターブック的な便利さがないととが欠

点。淑り空気線凶が独特であり，と とにクー ラー の配管，

ダクチュレーターは異彩をはなっている。日本の技術も

との程度に進歩してほしいと思う。( ただし冷凍まわり

は，別: ff "Ref rigerat i on Manual " のプゴがくわしい。) 原

著には，顕然L七・j政lli: ・全熱fliZすーを凶ぶから見出すのに

便利なスケーノレが附属しているが，訳占にもこれがぜひ

ほしかった。

(411U ， 12∞円昭有t30年11月 ・丸善発行)

空気調和ハンドブック

井 上 字 市 箸

まえがきにあるとおり，空気調和の参考ill は術生工業

便覧一日It でも足りないし，キャ 3 ヤーの ・' Madern Ai r  

Condi t i ani ng" その他いろいろと目うつりするものであ

る。ととに実務家にとっては，やはり一貫 したデーター

ブックがほしい。しかもある程度，通読によって全般的

な理解に必要な手ほどき的解説もほ しい。そういう目的

に全く合致した好著である。理論を追求しよ うとする人

には不向であるが，一応われわれが入手しやすい文献が

あがって いるから，そういう人にもよき指針ともなる。

とにかくよく集められていると感心した。ととにダク ト

およびワッ ν ヤーの施工面にすぐれているのは， ;'8:者i政

近の研究の賜でもあろ うか。f也il?に見られない。

いつも問題になるのであるが，実務家には ブート ポγ

ドが使いやすく，理論家にはセジテグラムがおぼえやす

い，というととは全く困ったととだが，当分は致し方な

いとして両方の数値がほしいところ。その他注文をし ・わ

してもらえば，著者慣用の設計のパ ターンを， トレージ

のどとく公開してもらえればなおさら結構か と思う。 (

著者は先に「主l ! 鈍没備ポ ケ・パブ ック」を1品 、ておられ

るが，技官iii 全般にわたっており，非常によく 利用 されて

いるようである。両方そなえたい。 〉 自動制御の部がさ

びし く，また全般的にケイ モー的でないととろも気にな

るが，この本の目的には注文する方が無理かも しれな

い。 (278頁，450円.悶和31年10月 ・丸善発行)

向内ｾ帆ＢＧ～向州、 内旬町、， い帆～ＢＢＢＢ へ ａ

空気調整の基本計画

内 田 秀 雄 箸

序文に「空気調整を計画する技術者および工学方面の

大学生を対象と して執怨」したとある。l I ( j 二: z ; : に比べて

正にその感があり， r湿り空気の扱い方 . ｾＺｴｻｩ訂の求めｽｊ

・空気調整方式の撰定などを主として取扱」ってあるが

この方面には: ! d : 者の研究が多く織込んであり，教えられ

ることが多い。ことに期間負荷について詳しい。一般に

実務家には使い難い とされてい るが，設計の大部分がい

わゆる業者の設計部門で行われている現状では，それに

たずさわる人々も自らの設計技術を深めるためにとの程

度の訟は倣速しないで勉強してほしい。本告としても，

たとえ紙数が増えても例題をもう少し補って，災際との

関連をつけてもらえば，実務家にも取付きやすいのでは

ないかと恩、われる。

なおｾ築技術者がこの本を読まれるなら，このミ ＸＮ 者外

数氏が占い ておられる 「空気調整と盛挨処J ' J l J (口 I"J 工

業新聞社発行，昭和29年 11 月 ・360円〉を併読されるこ

とを進めたい。

空気調JBEの参考占は上記以外にも出版されている。従

来日本話で少なかったとの方面の占物がめえたことは，

いつでも外国苫を読まねばならなかったときにくらべて

喜ばしい傾向である。例えば，

浅 井 鐙 著 空 気 調 和

間和31年12月，260円鈎頁 . l 9l 工図科 K K

南 条 孝 一 郎 著 冷凍及び暖房

昭和31年12月. 450円299頁ー共立出版 K K

などがある。

以上. ro平」 というよ りむしろ「紹介」であるが，こ

の際余白を利用させていただいてー言したい。空気，淵盤

を古い泌物に新しく設ける設計をやるのと，新しい建物

に設計するのと，現状ではまるで同じぢゃないかという

ととである。すでに ｾ築の設計が終っていて「 ζ れに空

気調整を設計し てくれ」 という のでは，なんら，かわら

ないといいたいのである。新しい建築は i.nTl ! i i のはじめか

ら空気調盤の計図iを考えて行かねばならないはずであ

る。したがって「現段階」でも，建築家がこの極の本を

読んで基礎知識を持って下 さるこ とをお願いしたいので

ある。

( 大阪市立大学教侵 田 中 良 太 郎)
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Li ght: inョ Desi gn 

by P.  Moon &  D. E. Spencer 

(A ddi son.Wes ley  Pr ess l nc.  1948)  

和訳 H 照明設計H 藤原義輝，斎藤辰弥共訳

( 技報堂，昭和30年4月)

原著の出版はすでに古< ，和訳も出されて少したつが

ずい分問題になった世物であり，その後! 照明設計に関し

てとれといったものも出ていないので，あえてこの訟を

取り上げた。

本替の著しい特色について述べてみよう。

1.  単位はすべてMKS ( met er-- kg- sec . ) ν ステムであ

る。これは最近の沼気工学の習慣にしたがっているわけ

だが，アメリカのこの種の香物としては鰐異的なととで

ある。

2  単位の名称は基本的なものを除いて，すべて著者

によって新しく名づけられたものである。とれはMKSジ

ステムと相まって，従来のものに比べてはなはだ明快な

ものであるが，あまりにも飛縦しすぎているために，と

れのみによる人にはよいけれども，紡ー果としては従来の

ν ステムをさらに複雑にしてしま っている。

3.  ｊＡ日明 ｊ ｩＢ ｴｾ に用いる ｬ 照明市に相当するものＨこれを

相互反射率と名づけている) としては，実験的に決めら

書 評 刊

し 尿 浄 化 そ う

監修 中 西 憲 三

日本i ' f 工刷工業協会，昭30年8月

昭和29年に成立した清掃法および間施行令，同施行規

則の実施をきして，日本管工事工業協会がl l ! e 刊の「汚物

処理そう」より改訂出版したものが本書である。し尿浄

化そうについては，従来建築機械設備や，土木関係の水

道工学の図替に簡単にのべられているだけで，良容に乏

しい状態であった。その点本訟はえがたい( ? ) 良書と

いうべきであろう。えがたいというのは，本主? が業者の

協会で出版され，配本されたのでー般に市販されていな

いからである。 一方社会的に滞化そうに対する要求はま

すます多くなって，住宅設計家から ，また施主側か ら浄

化そうについて質ー問されるこ とが再三再四にわたってい

る。本舎がその協会の会員のみでなく，広〈建築技術者

のために改版して，一般に出版されるととを希望する。

1  . し尿浮化そうの沿革，2. し尿浄化そうの浄化作用に

ついて述べられており，告書化そうの一般的な迎解に資し

ている。

3. し尿浄化そうの設計施工について，4. し尿浮化そう

筋工ところどころでは，協会民に実際 lと役立つように，

92 

れた従来のものではなしに，著者の相互反射の理論的研

究による結果から得た他をとっている。しかし，その基

礎となる解法の条件が，実際の場合とかなり迫っている

点問題となるが，その後の多くの人々の実験により， 2起

用的にはあまり問題が起らないようである。

4.  視野内の郷度分布が見やすさと重要な関係がある

という観点、から，単に作業面の照度のみを求めるだけで

なく ，壁面の輝度分布も計算できる ようにしている。 さ

らに視野内のあらゆる函と，作業対象物との郷度比をl i X :

大 3 ，最小バにおさえるととを提案し，との方面の研究

に大きい京IJ般を与えた。

5.  ただ単に， P. 6度を高めればよく見えるというので

はなしに，物の見え J5に厳密さをもたせたデロスという

{ 直を導ぴき，従来の推焚照度にかえて用いている。

以上が主な特色で，とにかく問題を投げかけることの

多い δ物であるが， MK Sジステムの採用， 1照明設計の新

しい考え方およびその京づけなど画期的なところが多く

従来の照明設計のやり方をよく理解した上で読めば，得

るところが多いと恩われる。

和四 ｴ は ｊｌｏ Ｇｩ ｉｾ 忠実であるがＩ Heti os という新しい単位は光東発i世1l tと

訳されている。なる ほ どヂイメン少ヨンは一致しているが，ある面のあ

る方向の明るきで，むしろ輝l庄の慨念であり ， そう i沢した方がよいと思

われる。

( 京都大学工学部j J ! 築学教室 松 浦 邦 男)

設計法と施工法の民b所を妥領よく述べてい る。しかし3 .

と4 は重抜し てい るところも多く ，できれば一般の建築

家にも役立つ ように「し尿処理計画J . rし尿浄化そう

設計J ， r同施工法」というようにまとめてほしい。

5.特殊浄化そう では初めて各種の浄化そうを集録して

いて， ; t } : 義のある企画である。集録もれのものもあるが

一応現行の特殊浄化そう の傾向がよく狸解できる。それ

らの性能については起されていないが 2 宣言で平面酸化

そう( いわゆる平床式浄化そう) の酸化機能不足を指摘

しているので一般読者に誤解を与えることはないだろ

う。また東京都管工事工業協同組合の研究浮化そうにつ

いても報告されているが，試作そうの成引についてはま

だ不明である。なお特種浄化そうが許可されている地方

について，型別の} 覧表をつけてもらいたかった。

本flEを通じて日本管工事工業協会に敬怠を表するとと

もに次のことを希堕する。

ｩ ｬ し尿浄化そうの問題は国家的な問題であるから ， ｾ

築学会や衛生工業協会と密按な述絡をとって研究体I1討を

進展してほしい。

ii l l ] J 民のし尿処理に対する認識がまだまだ不足してい

るから . 組合は密交運動を強力に進めてほしい。

( 大阪i I i 大家政学部住居学 上 林 博 雄)
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E盟 理 置 軍 司 -

固
ル ー パ ー の 遮 日 効 果 を 簡 単 に 知 る 方 法

し

1 ま え が き

日射を遮ぎるためのノレーパーの効果は，凶王Ｚｾｾ事法で求

められる こと はat に知られている。しかし，その作図は

基本的なノレーパーでも簡単とはいえないし，被維な形の

J レーパーでは面倒である。現在あまり作図的な方法にか

たよ り過ぎている傾向がある。ととに現場などでもおと

なえる直観的な方法を提示する。

2. 遮 目 検 討 法

平らな板の上 11 : 水平面日拶u 11線をはる。その中 心に，

との日影曲線を拙いた単位長さの針( ある いは細い棒〉

を図- 1のように板に垂直に立てる。ノレーパーの模型を

日拶曲線の方位に合わせ，板を水平前と考えて取付け

る。光源 C' i l ! 灯あるいは太陽光線〉をこ の板から縦して

置き，板を傾けて( あるいは光源を動かして) 針の先端

のＩ［ｾが，目的 とする臼の曲線の 目的の時刻に落ちるよう

にする。とのｼ時に校型にどんな ＩＱｾ ができるかを調べれば

いい。なお，模型寸法は日影曲線の単位とは無関係であ

る。とのようにし て模型で， ノレーパーの縦，検， 深さ ，

のうち一つを未知 として検討をお こない，とれらの割合

を決め，あるいはノレーパーのi注目効果を検討することが

できる。

3. 実 1 J IJ

2定例は製図板の上に半戯の日影 l曲線をはり. との製図

板を傾斜させるために図ー 2のような簡単な自在継手を

用いたっ光源としては太場光線を使った3

図- 1

図- 2
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図- 5

図- 6
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比rro 
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‘v  .  

。〉 縦，棋の比が 1 :  2の図- 3のような初j彰ノレーパー

で，壁面が 10

0

mにふれてい る場合に春分より秋分まで

の日射を逃ぎるために必要な深さを求めてみる。模型は

H  =  7  .  5cm， L  =  15cm， B  =  9cm ( 未知なので少し深い自に

とるといい) のも のを用い，図- 4のように 10

0

Eの方伎

に取付ける。製凶板を図- 5のように傾けて，春秋分の

1111線の各| 時刻に針の尖端iの影が務ちる ようにして，模型

の内側にできる影を書き 入れていく 。模型の内側にでき

た影を， 一時間毎に記入した一例を展開すると， 図- 6

のようである。この図から春分より秋分までの期間を全

く逃目する ノレーパーの縦，，憤，深さの比率は

H:  L:  B:  = 7. 5:  15:  8=  1  :  2:  1. 1  であることが判

る。

b)  図一 ? のような立函の円形のノレーパーで，壁面が

20
0

西にふれている場合に， 4月 8 日より 9月8 日の期間を

全く遮日するに必要な深さを求めてみる ー一一図- 8。模

型にできる 影の記入はi模型の 内似11に白紙をは り，各|時刻

の影を 図- 9.のようにして沓き 入れていく。模型は直径

10cmの円筒を用いたが，との各時刻の影は図- 10のよう

になった。ノレーパーの直径と 深さの比率は

D  :  B  =  10 :  6 .5  =  1  :  0 .65 と定められる。
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4. 注 意

。) 太陽光線を倣う場合は問題はないが，光源にH1灯

を用いる場合は玉r : 行光線でないので，校型と日影 illi 線の

中心がなるべく接近していた方がいい一一図- 4。実伊|

を，製関板より約10 m離して 100 ワットの裸タ Y グス

テンi U 球を用いた場合と比較したが，両者ーはよく一致し

た。

b)  板を傾斜させるには，写氏周の三JU1J ，m台など を

用いるのはいい方法である。現場などでは，板の下に.

木片などをはさんだりして傾ければよい。板を同定し光 図- 8  

源をI f j ) j かす場合は，屯灯と板との距離をー定にしにくい

のでやりにくい。

c)  正li(cに影を求めるためには，充分大きな日影 l曲線

を周いることである。日影山線に対して適当な大きさの

模型を用いるととも必要である。

5. 結 び

との方法では一枚の日影山総により，全方位のあらゆ

る形のノレーパーについて，簡単かつ，迅速に巡回の検討

ができる。実例の結果は図式によって求めた結果とよく

合い，充分な災用制J を持っているものとヨ5・えられる。

〔 ι の尖験は京都大学 ・ 工学研究所 Ｎ ｾ築設備研究室で行った】

0957- 7 関西設備原論研究会石照一郎)

図- 10

図- 9
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園 fIiii 盟 国 軍 圃 園

国 Air Washer で 除 湿 で き

互の冷房をAi r Wosher のみで行うときは， 井7) ( を直接

日貨寂して空気を冷却するのであるが，とのとき除湿にな

るか，加湿になるかは井水の温度，空気の最初の湿球温

度および最終湿球温度，空気量， 7. k i i 1によって定まる。

除湿になるときは，井水の温度と水量との関係がどの

ようであればよいかを考えてみる。

基本的な考え方としては， Ai r W osher を用いる場合，

水の最初のi:Jd3i は，空気の最終寂点滅度よりも低くしな

ければならない。

また問題をとくに当つては次の仮定を設ける。

①給気は外気のみで乾球ilili. 30

o

C ， ￬ｾ 球温 ＲＵ Ｎ Ｔ
Ｐ

ｃ ，絶

対湿度 19. 2g/ kg， ｾ点温度 ＲＳ ＮＷ
Ｐ
ｃ とする。

①室へ送る途中のduct における heot goi n はないものと

す る ( 図- 2参照)

上記の仮定により，井7 . k の温度が lQOC _ 1 8

0

C なると

きに， Wos her から出る空気の関係湿度 90% ，湿球温度

を 14
0
C _ 2 0 .8

0
C の種々の値に したとを， n賞窃水一空気

図 表 り ( 図ーの を用いて ， 7]( 温 と使用水量 との関係を

求めると ，図- 1のごとくなる。 このときの空気の絶対

潟度，除湿E を示すと 表一1のごとくなる。

乾九 ｾ Ａ 15  !  16 !  17  1  18 1  19  !  20 1  21  1  22 

湿問114.0 115.1  116.0 1
16

.
9

卜7.8 1
18

.
6

1ω |別

問 1
10

.
2

1刈11. 6ト2. 3 1刈13.8 114.7 115. 7

ｶｫｾ Ｑ＠ 9.0 1  8.2 !  7.6 1  6.9 1  6.3 !  5.4 !  4.5 1  3.5  

表- 1  

っき:1乙図- 2を用いて伊l題を求めてみる。

〔例題〕 小l決両自信( 室容積10x 30 x 6m
3
，在室500人〉

を冷房するには使用水量はどの伏か。

外気温30

0

C ，室内 ilili.
260C とすれば，

官民" . 6. 件血{ I ' ;.l 且 ' 0 %

"ll¥." 量除草 Z定通且 ( ' 0 )  

4  14  15. 1  IG 

官

イ吏 ｨｾ 一 Ｇ 一 一
珂 2

米ｾ内
t  Ea 

::; ， 

みえ l  
)  

ｏ ，ｾ＠
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11 12  13 14 15  

井水の温f f . . ( ' c )  

図- 1

1  ， 18  

る 水 温 と 水 量 は ど の 位 か

heol  goi nー外気温によるもの 1，200 kcol / hr 

人体発生熱虫 50，000 

太陽による幅射流入熱: ! l i : 1，320 

送風量一 18，000m3  /hr  ( 換気規格により 1  

L換気量35m3/ hr ・人として /

給気の室内に入る入口温度をtoとすると

tn  =  t 一一一生一一
。 0 .31 ・u

ここにt : 室内空気の温度 (OC)

Q  :  heol  go川 ( kcol/ hr )

なる故

v: 送風琵 ( m3/ hr )

52520 

tn= 26一一一一一一一一一一 = 17

0

C  
0 - Ｍｾ＠ -0 .31  X  18， 000 

給気の関係湿度90% ， したがって湿球温は 16

0

C であ

るから井水温13

0

Cを用いるときは， 図- 1において点線

で示したごとく，空気1，000m3/ hr あたり 3. 1m
3
/ hr なるゆ

え18，000m3j hr に対しては

使用水量 =3. 1x I8=. 60m
3
/ hr 

必要である。

また，室内に水分発生がなければこの時の室内の状態

は，乾球温度 26

0

C の時であると，関係湿度 52% となる

が，いま人体水分発生E を 500人で 20，000g/hr，26

0

C の

とをの空気の密度上18を考え

換 気 量 = 18， OOOX  1. 18  = 21 ， OOOkg/ hr 

なるゆえ，空気量 1kg当り室内であたえられる水分

20 .000 

一一一一一 = 0 .95gf hr となる。
21 ，000 町

十主

ゆえに乾球温度 17

0

C ，水分合有益 11 .69/ kg，関係湿度

90% の給気は室内で0 .95g/ kgの水分を得て，空気線図的

より乾球温度 26

0

C ，関係湿度 57 % となる。なおこのと

きの温湿度の変化を示したのが図- 2である。

0957- 7 関西設備原飴研究会太悶洋一}

1)  T R ANE:  Ai r  Condi t i oni ng Manual 武 藤m郎釈P. 242

2) 浅弁厳 空 気 調 和 附 図 一 空 気 線 図 ( A )
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「訟 備 原 論 Q. A  J に対する注文あるいは御批判・御質問をお寄せ下さい。

「関西i則的原論研究会」のメンバーはよって ，本側を本年1月号より毎月掲献して移りましたが，今岡ですで

に12点を数えました。同研究会では， もっと脱者諸君の' l l ! : ' I111 : 応えたものにしたいと願っておられますので

ι の機会 Ｑ ＱＺ，どしどし御Ｚ｡見をお待ぜ下車ｾ '0 L うした IlUl 1 : 答えてほしい，あるいは ， もっとわかりやすく

してほしいなどの御注文なり御批判な どがありましたら ，当編集部までお寄せ下きる E とを希担します。
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現 場 実 習 に 対 す る 調 査

建築乍生のP . Jl l J 現場実習を効果的にさせるにはどうす

ればよいか。また現在のあり方におけるいろいろの隆路

をどう解決すべきかというととが教育委員会で問題とし

てとり上げられ，これが解決の前提として，まず学校側|

および叉・入狽1) の事業所にア Y ケート の形で夏J切実習につ

いての実態調査を実施し，あわせて実習についての希望

意見などを調査しました。 ζ の結果を犬* 委貝の手a' r:で

分類整理をしていただいたものが本文であります。とれ

ばいわば本問題解決の第一段階であって，これをもって

直ちに紡論を引きだすことはできませんが，さしあたり

学校側と事業所側の考え方の大体の方向を知るとともに

現行制度における祐々の院路，たとえば日当，交通貨と

か，傷害補償の問題などについてその大要を鋭い知るこ

とができ，との結果のみでもかなり参考となる点、が多い

と恩われますので，ここにとりあえず中間報告として発

表さ せていただく 次第です。

本稿執討Eに多大の御苫労をおかけした犬束委員はじめ

各委貝の方々ならびにアシケート に対し御協力を l協りま

した各位に深甚の謝訟を表するとともに，今後とも 一層

の御支援と御協力を賜るようお願い斤l し上げます。

( 教育委員長 竹 内 成 夫)

現 場 実 習 に 対 す る 調 査 に 関 連 し て

外同の技術教行を行っているある学校では，入学資格

の 1 つとして，災地の経験を要求しているところがある

が，技術教育において実地の経験が意味を持っていると

とは，たれしも認めるととろであろう。

もっとも，工業高校では司その実地につくための予備i

教育を施しているので，入学資格に実地の経験を要求す

ることは無理ではあるが，少くとも，在学中に一度はそ

の技術が生かされている実地に触れてみることは，技術

を身につける上に一層役立つものといえる。

ところが，一方では実地に触れてみる現場実習に対し

て，あまりその意義を認めないか，実施の困難性と比較

して，そ の効果を期待し得ないとする人もいるようであ

る。現場実習が重要であり ，ぜひ行われなければならな

いと考える人たちは，現場実習の本来の機能が発揮され

または，うまく指導された場合を前提としているようで

ある。

現場実習にあまり期待をかけない人たちは， 現場実習

が行われている実態の不充分さなり，笑Jflfi の図燥をtなり

を前提としているようである。

そこで，教育委口会内の工高生の施工教育に関する委

員会で，現場尖ｾＨｾに対する調査を別掲のように行って，

その実態を抱慢しようと試みた次第で，この調査には関

係方面の多大の御協力をいただき，有田I f く思っています

。 との調査とその結果の分析が不充分な点があって，期

待されているような商への解明ができていない点がある

と思うが，とれは担当者の不手際の致すところで，お察

しいただきたい。
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さて，この調持なり調子Fに関述して行われた懇談会な

どでとりあげられた，現場笑習に対する問題点としての

重大なものの 1 つに，実習生の傷害補償の問題がある。

この問題は，学校側としては現場実習のみならず，平常

の実習なり，実験なり，修学旅行その他の行事で起る，

生徒の不慮、の災害に対する補償問題 として，すでに校長

協会などで検討されつつあるようであるが，現場実刊に

関しては関係業者の方々の御協力なくしては解決がむず

かしいのではないかと考えられる。

汐の問題としては，実習を引き叉' けていられない業者

が半数以上あったことで，一方で地方の学校では依籾先

が少いという声ーがあり，との両者を結びつける方法とし

て，現場実習のあっせん ・仲介のう与をとる機関を設ける

こと，実習生に対する日当その他を低廉な探準を定め

受け入れしやすくするととなどが考えられ，とくに後者

については今回の調査が参考ーになるのではないかと考・え

， 

る。

現場実習の指導法については，業者の方も学校側も，

もっとよい方法がないかと案じていられると思うが. 学

校側でさえ定日その他の閃係で余絡がなく，現状として

やむを得ないと思われるので. 業者の方に対してこれ以

上のものを望むのは無理であろう。

現場実111j に| 刻してはまだ問題点があると思うが. 紙面

の都合上これくらいにきしていただいて，調子Eを発表し

た機会に，学校ji l ' ) として業者の方々 に，現場実現の受入

に御協力いただきたいことを願って，$ をおく次第であ

る。 ( 32 .3 .20)
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現 状 実 習 に 対 す る 調 査

建築教育として霊要な［芭議をもっ，現場実ｾ司の実態を

知るために，開和 Ｓ Ｑ 年 Ｙ 乃の夏期 休 ｊｬ ｲｾ 終 了 ｪ￯ Ｇｈ ゑ， ζ の調

ま与を行った。ことに現場実問のあり方に対する考察の資

料として，その紡5裂を報告する。

A  調査の対象

との調査は，事業所に対する分と，学校に対する分と

に区分し，事業所については大阪 ・京都 ・和歌山 ・兵庫

の各府県にある業者から適宜選んだ 150 社に対し，学校

については近後全域にある，建築教育を行っている全日

制高校21絞と，大学 7 校に対し，ア γ ケー トを行った。

回答を得られたのは，事業所からは63社( 回特率42%

)  . 工高からは 16校 ( 77% ) . 大学からは 3 校 ( 48% )

であって，関係方面の大へんな御協力をいただいたわけ

である。

B  事業所に対する調査の結果

111 r現場実現を引き受けられていますかJ !ζ 対し

「引き受けていなし、」業者がやや多かった( 回答業者の

54% )  

121 引き受けた実習生の数

1)  大学 ・工高の別については r大学 ・工高と

も」引を受けたが最も 多かった( 笑習を引さ受け

た業者の46% ) r大学のみは」僅か ( 4 社一実習

を引き受けた業者の 14% ) であった。

ロ) 1 社で引き受けた実将生の数は，大学について

は，最高7名. 平均2. 9名で. 工高生については，

最高 10名，平均4 .3名であった。

ノ、) li上で引き受けた学校の数は，最高は，大学で7

社，工高では 6 絞で，実習を引き受けた業者の過

半数( 大学55%. 工高56% ) は r 1絞からのみ」

であった。

ニ) 1 ;佼当りの，引 き受けた笑習生の数は，大学に

ついては，最高2 .5名，最も頻度の高かっ たのは

1 名ずつ( 大学生を引き受けた業者の47% ) を，

工高生については，最高4 名で. 1 名を趨え2名ま

での範囲が，工高生を引き交・けた2走者の過半数(

60% ) を占めている。

131 実習の期間

r lO日までJ r 15 日までJ r 20 日までJ r30 日まで」

r 31日以上」に区分して，該当実習生の数をみると，

大学 ・工高生 とも，大部分( 大学実??生の61 % 工高実

利生の75% ) が rJ O日まで」あった。

141  従事させた場所と派i口実何生の数( 笑同開始当初〉

イ〉従事させた場所の穂別「現場のみ」派治が，大

学 ・工高ともにほとんど全部( 大学を引き受けた

業者の ＷＱ ｾＶ ，工高を引き受けた業者の ＸＴ ＥＩ で，

「事務所のみ」は皆無であった。

日 本 建 築 協 会 教 育 委 民 会

ロ) 従事させた現場の数( 実習生派遣の現場の数)

現場の数のぷT5は，大学生については. 6 カ所，

t 高生については 9 カ所で. i訟も頻度の高かった

のは，大学 ・工高 とも. 1 カ所( 大学生を引き受

けた業者の53%. 工高生を引き受けた業者の24%

) であった。

ハ) 1 現場における派遣人員人員の最高は，大学

生で. 1カ所5名，工高生で1カ所4名，平均人員は

大学 ・工高とも 2 .4名で 1ヵ所 1 名というのは，

大学 ・工高 とも，引き受けた業者の過半数 ( 大学

60% . 工高56% ) であった。

ニ) 事務所に派遣の人貝大学 ・工高生とも 1 名ず

つが多く ( 2/ 3件の内) 最高は，大学生2名，工高

生3名であった。

151 交替の有無

イ) 現場派: i f l と事務詰との問「交替させる」は大学

・工高生とも少く( 1 件) r固定」が多かった。

ロ) 各現場開 大学 ・工高生とも，引き受けた業者

のほとん ど全部 ( 大学83%. 工高84% ) が「固定

」であった。

161  手当，交通授の支給

イ) 支給の有無 日当を「支給しない」 は工高生に

対し. 1件あったが，交通授は支給してい る。

ロ) 手当支給額( 1 人日額〉大学生に対 しては，最

高級 300 円ぐらい. 最低額 100 円ぐらい，平均額

213円，級も頻度の高いのは200円ぐらいであった

工高生に対し ては，段高額 300円ぐらい，最低額

100円ぐらい，平均額 168円，最も頻度の高いのは

100円ぐらいであった。

ハ) 大学と工高 とに差をつけているかは，大学 ・工

高とも引き受けた業者の大部分 ( 77% ) は差をつ

けている。

ニ) 交通貨の支給については「別に支給」が大学 ・

工高生ともに，引き受けた業者の大部分( 大学62

%，工高64% ) であった。

ホ) その他の支給について「昼食給与」が 3 件. r  

帽子. 作業服支給」が 1 件で， ともに少い。

171 現状実習に関する意見 ・注文 ・感想等

イ) 現場実科の効果ー( 実習生に対 して〕は，大部分

( 忠; 見をのべられた業者の中65% ) が「相当ある

」と認められている。

ロ) 現場実習のやり方について大部分( 芯: 見をのベ

られた業者の中61 % ) が「今のままでよい」と

れている。

ハ) 現場実習と採用 との関係については 「関連さ

せている」 というのは少く ( 3 件) r参考にし て
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いる」がやや多い( 意見をのベた業者の 48% ) ぐ

らいであった。

ニ」現在の実習生に欠けているもの 予想される「

礼儀J i 身だしなみ」など， 10項目を例示し，それ

に対し 2，3指摘していただいた結果「研究心」と

いうのが，やや多く ( 8例L 一定: 兄をのべられた業

者の25% ) i 身だ しなみ」 というのが少く ( 2 件

)  ，その他は，すべて4 - 5件ずつ，ばらばらに認

めていられる。

ホ) 学校の施工面の指導について 意見をのべられ

た業者の過半数 ( 61 % ) は i -l i - 通」と認めていら

れる。

へ) 学校の製区| の指導について 前日己同様，過半数

( 61 % ) が「普通」と認めていられる。

りその他の意見 災害補償について考えさせられ

るというのが1件あった。

E  工高に対する調査の結果

t1 1  現場実習を実施していられるかに対して

「している」がほとんど全部( 回答校の82% ) であった

121 現場実留を実施しているとすると

イ) その期間 最も多い( 実施校の47% ) のは， 30 

日ぐらいで，特別の例として夏休み以外に正課と

して10 日間実施するのが1校あった。

ロ) 実f低学年 実施校の大部分 ( 67% ) の i 3 年の

み」であった。

131 実習に参加する生徒の比率

イ) 参加人員/ その学年の全貝 3 学年のみについ

て最も頻度の高かった( 実施校の33% ) のが70- 89

%で，極端な例は9% と全員強fliti ( 100% ) と各1

校があった。

ロ) 不参加の理由とその不参加者のうちの比率 最

も頻度の高い，各理由別の該当数/ 全不参加者数

の比率は「行くところがない」が 10% 未満で少さ

く「希望しない」が30- 49% で大きしその他の

「進学J i 運動J i 家事」などはいずれも 10- 29

%の範囲であった。

141 実習依頼先の種別による比率 「施工業者」に実習

に行った生徒の比率( 該当数/ 全実習参加数) が5 0 -

69% の場合が，実施校のうち最も頻度が高く，各実施

校の平均比率は60% で，イ也の依頼先に比べ最も多い。

「官庁営繕J i 建築事務所」の平均比率は 15% ， i そ

の他」の平均比率8% であった。

151 日当( 手当〉について( 日額に換算して)

イ) 支給の有無大部分( 実施校の72% ) 全員支給

を受けている。支給されていない事例は 3 件で

笑習生の60% が支給を受けていなし、。特例があっ

たが( 支給を受けていない人貝名) その理由は明

らかでない。
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ロ) 支給額各校の平均額は 100円から 200円までの

間で，その平均は 148円最も頻度の高いのは 100円

各校の最高額は 100円から 300円までの問で，その

平均額は233円，最も頻度の高いのは250円，各校

の最低額は90円から 2∞ 円までの問で，その平均

額は94 円，1誌も頻度の高いのは 100円であった。

161 交通針について 該当生徒数の全実習生に対する比

率をみる と 「自弁」の平均が46% で最も多く「支給を

受けている」の比率の最も頻度の高い値は50- 59% の

範囲で最も大きい値で「不要」としているのは少い。

171 i 事故があったか」に対 して 事例 1件が報告され

た。 足場からの落下の事故で，足の* にひびがいった

程度，労災なみの取扱の便宜を得た。

181 指導の方法 「巡回する」が，実施絞の93% で，ほ

とんど全郎で，その回数も 2 回が巡回校 中 最も多い

( 43% ) 報告会に よるのが l 校あった。

191 その他実習についての希望 ・感想 ・意見

イ) 希望と しては，実習先に理解がない，依願先が

少い，) i l i 絡会がほしい，傷害対策を早く

ロ) 欠点と考える点は 学力補充に困難，主主より容

が多い，功罪半ばする ，肉体的疲労大. 諸方から

会社の内情の惑い点を聞く

ハ) *i J点、 と考える点は 就職の心構えができる，よ

い経験を得ている ，学習に興味をもっ

ニ) その他で報酬の調節を行っている，適材適所

にお願いしている ，学校 として認めないが科独自

で行う ，などがのべられていた。

B  大学に対する調査の結果

わずか，3 校の回答であったので，大体のことだけし

かのべられない。

111  実習実施の有無 回答校は，いずれも実施している

121 実習実施の期間 何れも夏期で 2 週以上. 各大学

により異る。

131 実施学年 4年 ( 4回〉生を主に， 3年 ( 3回〉生も行

うが多い。 ， 

141 参加率 100 %  ( 強制) から 13% まで，大学により

異る。

151 不参加の理由殆どが「希望しない」ためである。

161 依頼先の種別 3 校平均して，官庁 ( 10%) ，事務所

( 29% )  ，施工業者 ( 61 % ) で施工業者に依頼が多い

171 日当 大体200円見当，最高300円，最低100円

181 交通貨 日当に含まるとも考えられ，支給状況は明

らかでない。

(判 事故 「なかった」

1101  指導方法 「レポート 提出 J i 先方に評価依fflJ

1111 意見イ) 役に立たない，手続きがうるさい，事故

があったら困る，などの理由で断わることが，実習

を断わられることが多い。 ロ) 採用者にとって.

1 日や2 日の試験や口頭試問より， 現場実習はよい

choncl ではないか，などがのべられていた。 以よ
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仰いゐげ可々、

流 行 住 宅 を 攻 撃 す る

近どろどんな建築の雑誌を開いても必らずといってい

いほど屋根勾配がひどくゆるくて紗板 ・瓦棒葺の尾根で

南面を必要以上に大きな硝子張りで解i次した平君主の住宅

がi絞っている。しかもとのスタイルはいっかな衰えそう

もない。僕はとの種のスタイノレには，はっきりいって飽

きがきた。それがどんな新しいユニークな平而計画であ

っても，との秘のエレペ- i / ョ γ を見ると，正直またか

といった気持にな る。

もっとも，いままでにこの純の住宅で敷地環境にうま

く7 ッチしたものを僕は兄たことがある。 3対i外の傾斜地

にmっていて，それは突に美しく見えた。木の間がくれ

に屋根の鉄板の色をいろいろ考えたら，きっと愉" * だろ

うなあ，などと楽しい想像をさせてくれた。しかしこう

いうのは突に稀で，ほとんどのとの秘の住宅にはダイナ

ミックな楽しい拶が感じられない。始築家でない素人の

人がこんな家を見て，何と安っぽい家だろうとよくいう

が，苦言人のほとんどの人が確かにそう感じていうのだか

ら，建築家も頭からそういう意見を閉さ流すわけにいく

まい。とどのつまり「流行ですよ」といって逃げること

実 務 に 役 立 つ 便 覧 を /

最近の本誌は内容，編集ともに皆織の御努力により大

へんよいと思います。特- に技術講座は有益で毎号たのし

みにしています。

慾をいえば，今後直接実務に役立つ有益な便! 宛 ・資料

( 記事，数表，図表，図面) を下記の通りに連載 してほ

しいと思います。とれを毎月集録して日々の業務の参考

とするよう 綴込式にします。これが少しづっ培えて行け

ば毎月の雑誌の来るのが楽しみになると思います。資料

は次のように分類したらどうでしょう。

本 誌 に 対 す る 注 文

A .  近代建築紹介の写t!; ページ数のJ : t Y11mを望む。

建築協会団体として特典ある待遇( 文化的) . 例えば

映画臥L尉lの招待ミマーも ・-

ｾ築家に必要な図書Ｎ文兵ｾの割引の ｉ ｬｴ 訴，建築写真

の解説を望む。

広告の頁数の多いのは図るが，いまではやむを得んと

了解するも，今後とれについての処置考慮されたし。

にしているが，門分ながら釈然としないのである。い 5

自分の家という時に伐自身との租の住宅には永住す る気

は起らない。

設計中にわれわれならだれでも感じることだが，尾根

勾配をゆるく，鉄板瓦棒葺とし，南商を硝子で解放した

エレベ- i / ョ Y を住いていると何となく形がまとまって

くるものだ。だがこんな家が20年. 30年後もその設計当

時のモチーフのまま生きていてくれるだろうか ? 。多分

N O.ノf占。

屋根荷重が松虫だから部材が小さくて済む，ロ ーコ ス

トである，だとか，鉄板の屋J裂だから余程換気をよくし

ないと夏期おくてたまらない，だとかの長所や短所をい

まクンヌ γ するつもりは全くな い 。近代人の生研ｾＺ識の

向上とプランニシグの関係という問題にも触れない。そ

ういうディスカッ ν ョY は別の席でやればよい。

この三月に三腿で ドイ ツ建築展を見た。モダー γ なス

タイ γ の住宅もあったが，一貫して重厚な中に伝統的な

美しい ト- : ; / が流れているのを感じた。日本とドイツの

風土はもちろん迩うだろうから，日本の建築家は日本的

な要素を より以上に研究 して，せめて住宅ぐらいに生か

すことが出来ないものか，いつまでも飽きのとない被

い，しかもスッキリした日本の住宅を目指したいのだ。

32.6. 4 ( 正会貝恒通建築部 浜 田 和 夫〕

( イ) 設計計画便覧 ( ロ) 構造計算便覧

( ノ、) 材料および積算便覧 ( ニ) 工事施工便覧

最少各一頁づつでも可です。ー頁の場合は哀には資料

に関連した広告を載せれば毎日目につくので宣伝効果も

良好と思いますが。ありきたりの便覧はいろいろ出版さ

れたものがありますから本誌には特色のあるものにして

ほしい と思います。たとえば便覧として は多少統一性が

失われても多数の執惣者にそれぞれ専門の笑務から得ら

れた質量な体験や研究結果の反映したものを発表してい

ただいたら血の通った資料となるでしょう。

( 正会貝藤木工務庖 川 村 統 之〉

見学会における協会役貝の説明不足。 人貝増加された

し。

B. iic'fおn図をもっ と入れてほしい。

各建物の鉄筋日，コンクリー ト毘などもおいてほし

い。各建物のf士峨mもつけて ほしい。

各建物の設計のｾ点および構造の特質および批評を入

れてほしい。

表紙に日本古建築を一つづっ紹介し てほしい。解説も

可 。 ( 泉佐野市役所建築係グループ)

1，01 



ねた。次いで又，新たな提案もあって意見の交換を行っ

たが，一応本会として意見の鍛りをみたので，本会は明

くやf; 会するとととした。

月 分〉一一一り便

.6. .  

ロ
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事業委員会

6日 5時半一一7時 会 館w会室

出席者鷲尼委民長外 10委 貝 事 務 局2名

(  1  ) 見学会の企聞について 各委日からも資料を出

して貰ってこれを企画におりこむことにした。 ( 2 ) 懇

親会の企同色々の提案があったが，追って小委貝会に

於て具体系を練ることとした。 ( 3 ) 若い会只の集いに

ついて 小委貝会で早急に具体案を纏めるととにした。

(  4  ) メタルフォ ームの説明会開催委只長に於て更に

八幡メ タノレフォ ーム会社と打合せすることとした。 ( 5)

|決阿会に関するこ と 会貝保有の映画，スライドなどを

調殺して P ス トを作成するととにし た。 ( 6 ) 報 告 南

淡町庁舎見学，若い委貝の懇談会について報告を行った

小委員会 (若い会員の集い〉

17日 611寺一- 8時 於 会 館 談 話 室

出席者 三 品 主 査 外 5 委貝足立， X WI. 馬場各

氏 事 務 局2名

若い会貝のwいの中心となって戴く足立， J3悶，馬場

3氏に特ーに出席を乞い，会の在り方，持ち方，テーマ，

出席者などについて稜々意見の交換をして兵体案を絞っ

た。日時は追って決定することとした。

定款改正委員会

8日 511寺半一一71時於会館会議孟

出席者吉田委貝長外7委 口 事 務 局2名

定款を改正 しようとする 趣旨について説明報告の後，

委日長を互選し音田委員を選任 した。中西委口から現定

款は2平議貝会を監視する趣旨で定められているが， この

趣旨は今回も尊重したい旨の意見が述べられ，一同の諒

承を得た。改正をする点について審議し， - j ; ' c. ; の案を得

たので，事務局に於て関係条文の整理をし，次回更に審

議を続行することにした。

， 

小委員会 (若い会員の集い)

27日 7時一- 8時 於 会 館 会 議 室

出席者三品主査外3委 口 事 務 局2名

開催の具体系について更に検討を重ね， liiJ 回決定の出

会勢審議会

21 日 61時一- 81時 於会館会議室

出席者束畑会長外5委 口 事 務 局1名

前回提案された色々な希望，意見を夫々関係委貝会に

諮った結果について報告し ，なおこれについて検討を重

理 事 会

88 41時半- 5時半於会館会議室

出席者竹股会長，束: t nl刷会長外 12理事

事務局 2名

(  1  ) 昭和31 年度決算の件住友信託銀行による 31年度

の会計監査終了の旨を報告後31年度決算を務議の上承認

( 2 ) 委日会委民委嘱の1 ' 1ニ編集， 住宅，名簿発行の各

委日委l庇案を承認。 ( 3 ) 広島市に於て左官講演会開催

の件承認。 ( 4 ) そ の 他 先 年 結 成 した都市不燃化促

進迎合会の解散にイ半う剰余金処分の件について意見を交

換した。 ( 5 ) 入退会者詮衡の件。 ( 6 ) 報告事項 4  

月会三| および事業の報告を行った。汲事終了後，設備工

事の技能者受成に関して意見の交換が行われた。
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l市者を選定勧誘する方法を取り止めて一般に呼びかける

こととし， ｾｾ Ｑ 聞の開催日時を Ｖ 月 Ｑ Ｓ 口と決定した。

小委員会 ( 夏の懇親会)

27日 6時一一7時 於 会 自H治議室

出J. 'j'i J5 岩崎副委μ 長外5委U ｬ ｊｾ 務ん Ｉ Ｒ 名

互の懇親会開催について具体案を検討審議して，一応

即時，会場，会' J . ' j ，余興予定などを決定 した。

編集委員会

幹 事 会

13日 51時一一71時半於会館会議室

出! 市者佐野委貝長外2名 構 造 研 究 会1名

災害委員2名 事 務 局2名

8 月IVj 災特集号の企画について検討審議 したが， }!Ii¥， 

火，水，温風，労災，放射能，人災などの問題について

取扱うとととし，一応夫々のテ ー マと執舘依 ｾｊ ｴ 者などを

予定した。

本委員会

18日 2時一一4時 半 於 会 般 会 議 室

出作者佐野委只長外 10委 口 事 務 局3名

佐野委日長から新年度委只長としての挨妙があり，編

集の性秘，編集の方針その他について説明があった。次

いで会勢審議会で提案された編集に対する希望意見につ

いて審，淡し， 夫々委貝会と して の芯凡を組めて，とれを

会勢審議会に伝えることとした。引き続き ( 1) 6月「新

人特集号」経過報告。 ( 2) 7月「設備特集号」経過報告。

(3)  8月「防災特・集号」企聞について幹事会系を基に協

議して具体苦笑を決定した。

編集幹事と職場グループ世話人との懇談会

18日 41時半ー- 611寺半於会館会議室

出! 市者佐野委貝長タト2名 グノレーフ. 世話-人閥本

氏外4名 事 務 局3名

佐野委口長から編集方針についての説明や投稿歓迎の

行の撲13: 1があって出 )，¥'i 者一同懇談を交わしたが，世話人

側から色々な希望，意見が述べられたのに対し，編集委

貝も編集についての意向を説明して普・処を約し，更に会

貝からの投稿が盛んになるよう 世話人の協力方をお願い

した。

建材審査委員会

17日 21時半一- 6時 於会館・集会室

出席者世趨委貝長外 13委 員 事 務 局2名

( 1) 委日長副委員長の選任置j主委口を委日長に，竹

内( 成〉委只を副委員長に選任。 ( 2 ) へトロンボード審

査の件 説明i際取後ョ質疑応答をして 6 名の分科委日に

附托。 ( 3) トヨナ ジ継続審査の件 優良と認め特ー徴集の

起草を竹内( 孝〉委員に委嘱。 ( 4) クォータイト B号期

間延長の件 中IUl テストを行う こととしその試験を拠品

委日に委I属。 ( 5) スプレッ ドナテ Y 継続審査の件 竹内

( 孝) 委貝の報告を聴取して優良と認めるととに決定，

その特徴芸能の起草を問委貝に委嘱。 ( 6 ) ヒ ノレ ゴン継続

審査の件数ケ所の現場から現品抜取りの上品質検査を

する ととと し， とれを榊委貝に委嘱。 ( 7 ) リグナーノレ

審査の件 説明聴取の上質疑応答をして 6 名の分科委貝

に附托。 ( 8 ) アナヒラス継続審査の件 竹内( 孝〉委貝

から宿l品胸工現場についての状況報告があり ，更に小委

日会に於て検討するととに決定。 ( 9 ) iili 築材料登録制

度に| 却する「ド ( 10) 述築材料の研究会に附する件前

議題について趣旨の説明があったが， 11寺山j の余俗がない

ため! f f f 議を次回に譲った。

災害委員会

22日 4時一一7時半於会館会議室

出席者馬場委貝長外7委 員 事 務 局 1名

(  1  ) 土質試験の標準仕様書作成について 小泉委貝

調査の資料について検討審議し今後の進め方を協議して

協力担任者などを決定した。 ( 2 ) 簡易地耐力の調査方

法について 宮川委員調査の資料について倹討 し更に調

査方を問委日に委l属した。( 3  ) 座談会の企画について

7月頃を目124に企画することとし，テーマについて協議

TRADE 
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したが決定をみず， / 1 ( 回更に全委民がテーマ栄を持ち寄

ることにした。

法規委員会

22日 2時半一一3時 半 於 会 館 会 議 室

出席者恒問委員長外4委 員 事 務 局1名

く1) 委貝長選任の件恒問委員を委貝長に選任した。

( 2  ) 本年度検討する問題に関する件 建築基準法の改

正 と関連して基準法について検討することに決定した。

なお現在，比'1袋的数多く行われている無届m築，逃反建

築の防止策などについて怠見の交換が行われた。

出版委員会

分 科 会 ( J ; l ( f : 土上げの内塗りもの〕

9日 5時半一一 71時 於会館会議室

出lAY者 竹 内 委 口 外3委 貝 事 務 局 1名

各委口調査の資料について検討をし，協議の結果，事

務局に於て新製品の型stkを集めて各委l ! に悶付し，これ

について予め検討をして戴いた上，また参mを願うこと

にした。

住宅委員会

16日 3時半一一51侍 於 会 館 会 議 室

山市者商品委只長外 12名 事 務 局2名

(  1  ) 委貝長幹事の選任西島委uを委貝長に，逆瀬

鈴木の問委只を幹事に選任 した。 ( 2 ) 前年度委日会の

申送り事項 とれを承認引き継ぐととを決定。( 3  ) 本

年度の活動方針について 申送り事項以外についても意

見の交換をしたが，次回更に検討するこ とになった。

教育委員会

小委員会 ( 若い技術者の施工教育)

8日 5時半一一7時半 於会館談話・室

出Jlj' ，' 者立花主査，中原，岩下， j J ! j 村各委貝

事務局2名

十日会会民と懇談した際の意見を参考として，講習会

開催の時期，時間，科目，講師などについて協議して

応の具体案を取り緩め，講師の依頼については事務局で

東洋 レーヨンのナイロン紋髭 ・鍛 遇

毛ケット・レツ プ

室内炎筒i設計胞工

代理! 苫

美 工 装 飾 株 式 会 社

代表取締役 小 早 川 美 武

大阪市西成区員i 松 通 1 の30 電話⑬2564
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手続きを取り運ぶ ζ ととした。

本委員会

24日 3時一- 5時半 於 会 館 会 議 室

出席者竹内委員長外 12委 員 事 務 局2 名

(  1  ) 本年度の事業企画について 乾委貝から近倣工

高速加で本会内に建築に関するスライ ドやフ ィノレムのラ

イブラ P イ設置の希望がある旨を述べたについて，との

ことは目下，事業委貝会でも調査中であるので，共同し

て推進することに方針を決めた。なおWI: 年実施した工高

生の施工教育に関する件は，本年も小委日会を設けて314

2値することにした。 ( 2 ) 若い技術者の施工教育に閃す

る件小委口会の案を報告して承認を得たので次回} ! J ! 事

会に諮ってその承認を得る ことにした。なお従来の コγ

クDー し 左官の講沼会は，本講習会とは別途に実施す

るととにした。 ( 3 ) 第 3 回工高生デずイン ・コンクー

ノレの件 本年度の課i起について種々の泉が出されたが具

体案の作成を小委只会に一任し，次回に小委民会系を主任

議して決定することにした。 ( 4) ｾ型小委只会の件池

上委日から経過報告があり，追て占年主主築家を中心に座

談会を開催す る案を承認した。

小委 員 会 Ｈ工高ｾデヂインコンク ー ノレ〉

28日 31時一- 511寺於会郎会議室

出llk者 i長国主: 6: 外2委 只 事 務 局2名

本年の設計課題，募集要項，審査員などについて審議

してー応の案を作成した。追って審査日と合間協議の上

最後楽を決定することとした。

名簿発行委員会

11日 6時一一8時於会館- 談話室

出! 市者谷口外4委 只 事 務 局4名

本年発行予定の会民名簿について，大きさ，体裁，収

録内容，調査カ ー ドの形式など，その大綱について務議

した。

講 演 会

広島左官講演会

13日 2時ー- 511寺於広島市街科医師会館

!よiみは述築行政協会がその総会を1m催するに当り，左

官工事につい ての講演会の要望があったので，本会より
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講師を派遣し て，本会中国支部，広島県建築士会の後援

で下J己の講演会を開催した。時間の関係で日本墜につい

ての認が主であったが，長It かしいといわれる左官工事の

内でも，永い伝統のある彼維な郊防、しい各種の日本壁の

施工につい て，豊富な実地経験と学理を交えて懇切詳細

に講演をされた。左官工事に関する講演などは比較的に

その機会も少いので総衆も長時I 1fJ 熱心に総統 し，終了後

には色々の質問が行われたが，一般に借家するところ多

大なものがあったと思われる。当日の参会者は約90名で

あった。

左官工事一一主として 日本墜について

大阪市大講師山田幸一氏

座 談 会

塗料説明会に関する恕談会

10日 1時半一- 5時 於 会 館 非 会 室

出作者事業委貝会鳴尾委口長，矢野主査外 3 委

員 建 築 関係者10名 塗 料 染 者 関係 8 名

計21 名

事業委貝会企画の新形式による新しい建材説明会の第

1 回と して塗料をとりあげ， その資料もできたので説明

会開催の準備 として，資料に対する怠見を| 渇き， 説明会

に於lずる説明内容の盤理な どをするため， I刻係有識経験

者を祈いて本懇談会を催した。矢野主査の趣旨の説明の

後，その司会で懇談に入ったが，使用者 とし ての建築関

係者からの希望，塗装業者の実状の説明や メーカーに対

する希望，メ ーカー側の説明や希望と，塗料に| 対しての

問題点について長時間熱心に質- 疑応答や怠見の交換を行

い，説明会の資料整備に資するととろ多大なものがあっ

た。

ノーサ ップ氏との懇談会

30日 6時半- - 9時 於 会 館 会 議 室

出品=者 ノーナップ氏，間夫人，増田友也氏外

10名 事 務 局3名

昨年 10月号の本誌ス ケァチ ・ブック欄で紹介されたア

メリカの白年経喋家ノ ーす γ プ氏が{ 悶々京都に米られた

ので，増田氏の御斡旋で若い会口との懇談会を催した。

キ充

株 式 会 社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市西区西長掘 ｾｴ 通四丁目ー ｏ 細野 ヒ ソレ三六号

電 話 新田:r@) 九九 百~九九八

ノーナッ プ氏に対し，アメリカで考えていた日本の建築

に対する感じが，日本で実際見たものとどんなに逃う

か，またアメ 3 カの若い建築家は，現代建築の諸派に対

してどんな考えを持っているかなどを尋ね，日本の若い

建築家は，日本の伝統に対してどんな考え方で現代建築

を創造しているかを同氏に諮って，環境の違った青年同

士が和やかに隔意のない懇談を交わした。

見 学 会

伊奈製陶工場見学会 ( 1泊)

21 日一一22日 参加者41 名

懸案の建材工場見学会の第 1回として， KK平田タイ ノレ

の御斡旋により常滑，伊奈製陶工場の 1 泊旅行見学会を

催 した。同工場は全国有数の製陶工場で，その製品であ

るタイル，衛生陶鰐の生産高は夫々全国で 1，2イ立を占め

ている由であるが，その大規模な設備による生産状況を

税しく見学して，平5終身近かに取り放っているとれらの

品に対してー同は更に認識を新にするところがあり ，建

築関係者として啓発され資すするところ多大なものがあ

った。

2 1日夜は聞社から附近の新舞子に旅館と懇親宴会催し

の御提供を受け，大変な御歓待に預った。 ｾ ＲＲ 日は一同

名古屋に赴き，佐治タイノレ会社よりパスおよび昼食の御

提供を受けて，竹中工務庖名古屋支庖の御配地、による

見学計画と御案内により，名古屋市に於けるテレビ搭，

放送会館，美術館，丸栄百貨庖，毎日会館，盛岡ピノレ等

最新の述築を一巡見学したが，時間の関係で充分見学の

余裕がなかったのは残念であった。淘に久し振りの一泊

旅行で，関係者の御j写意によって会口懇親の突を挙げる

と共に見学による知識の拡充に資する処を得て， ａ 主 ｊｾ 深

い見学会とするととがでまた。万端御厚配を滅き，大変

御迷惑をおかけした関係者各位に誌上j立く御礼F f 1 上げま

す。
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新刊中
世 の 建 築

32 学 校 ・ 体 育 施 設

建 築 学 大 系 全 40 巻

46 料亭・旅館の調理場

建築写真文庫・ 2期 金30巻

建築工事費概算算出法

建 築 文 庫 ・ 6

現代建築の日本的表現

(  1  )  

重 版 1
設 計 製 図 ・ 計 画
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施 工 ・ 積 算

建 築 士 技 術 金 書 全6巻

改 訂 ・ 新 版

建 築 基 準 法 早 わ か り

改 言T 版

太田博太郎者 わが国の中世建築が初めて集

大成されました。膨大な資料にもとづいて実

証的に明確さをもって打出された中世建築の

全貌であります。専門家の新しい拠点となる

べき大著作として期待できるものであります

A 5 判370頁ク ロース 函入定価1，200〒120

建築学大系編集委員会編執筆は，幼稚園一

川添登，小学校 ・中学校一青木正夫 ・内問祥

絞，体育館一 中山克巳，と学校 ・体育館建築

における最適任者を得て総合的に体系化され

た好著作として期待できるものであります。

A  Ｕ ｾｊＵＲ Ｐ 頁前後薗入定価 ￥ Ｑ ， ＳＰＰ 〒 ＱＳＰ

i拶 国 社 編 料 亭 ・旅館の中で調理場のしめる

位置は高い。この本は，都会地 ・温泉地など

環境の違いや，その建物の変化による さまざ

まな種類の調理場を写真 ・凶面によって紹介

した，すぐに役立つ好必な写生' J : l R であります

B 6 判88頁総アー ト上製定佃i￥300〒30

猪!l! r!J Jー者建築工事授の概算算出法は，主t

祭する過程で大切でありながら，従米適当で

ない場合が多かった。本占・は，その点を考ほ

して，笑例により一層通機な ｴｾｬ 出法を述べた

もので，建築実務家の必mのおであり ます。

B 6 変形 110頁 上 製 定 価 ￥130〒20

西川駿 若 本 告 は 新 しい視野に立って， 現代

と伝統の問題を建築の日本的長現のなかにと

らえた著者が， 200余莱の' J g: 点と iu械な文章

仁よって，あらゆる角度からその特性を解明

した逸本として広くお成めできるものです。

B 6 変形 1 4品頁上 製 定 側 ￥190 〒20

消7. 1<- 編 建築士受験の必読占として各方面

より好評を博している本訟は， I時代の推移に

鑑み，新しいものとして全面的改訂を行い新

知識を取入れて編集されたものであります。

A 5 ポJ 558頁 上 製 定価 ￥950〒100

久良筑l丑二郎編 このたび全面的改訂を行い

新しいものとして編集された木、告は，施工編

と ｨＧｭｾ 編とに大別し建築士 受験に欠く ζ との

できない参考E!? として好言平のものであります

A 5 判 462頁 上 製 定 価 ￥800干80

池原n三日目若 本占は「建築基準法」を手っ

取り早く迎解できるよう平明に述べた解説113

で，ほかに| 刻係法令をそえ実際に役立つよう

今度法規の改正にそって改訂. i l l : l仮いたします

B  Ｖｾｊ＠ 164頁 上 製 定佃i￥200〒20



4 大阪劇場・客用エレベー タ

Ml a抵 抗 削kg. 速度 ω/ 1 5 M/ mi n ニ速度

停止ず所 5ケ所{ 1 . 2.  3. 4. 5階)

操作方式 シングルボタン. シングルコールプ、ノ シ ユ，ボタ ンコントロール

(ヵ ースイッチ 切換}

以示方式 ホリゾントフラッ シユライトイ ンヂケータ上下灯付

111入口瓜 ドアーエ ンヂン付

本エレベータは交流2スピードにして自動ド 7 ーを有し，スタート の円滑なる E と

また停l l:における 衝恕磁の僅少なる E とは交流エレベータの中にあってd流エ レ

ベー今 IC匹敵する段1向性能を有します。

梅田コマスタヂアム 砂

日本 lζ おける 凧初の立体的劇場であり舞台R は40尺. 24尺

10尺の筏で同心のtl をH備し. 設は一体 となっておまたは

左Rliil 転するほか，各111孟単独 11: . かつ 1，且l な方向およ び

迷J庄で岡転します。上下11 : は各盆は舞台而から 12尺沈下 し

また舞台面から 4上昇し . 心盆の如きは21尺も上昇 します

また舛余，中盆には計六台の「せり J を備え. 主主 ととも に

1"1転昇降色します。 ζ れらの昇降は紹介主れて銭十磁の立

体的姿となって御台のまNむを実現します。

4 エプロンコンペヤー

11・様 ( 1 ) 能力 15 T/H  (2) チェー ンi1iJJl: 1 5 M/ M 

(3) エプロンIIJ 6∞ (4) 中心距蹴 1 6 M 

(5) 傾斜角度 22・ (6) m!lil織 5 HP  

本績は品物の綱包品の特送1高官にして傾斜により 1附より 2. 3  

ｭ 等 へ送る乙と色でき Ｎ 主として倉庫，また先送ｊｔｬ ｉ ＱＺ 使ｊＱｬ ｾ れ

ます。

スパイラルシュート 砂

本装白は. s / i l li と使用 きれ， 米依およ び綱包{ i t，を主11 : 滑走迎織するもの

にして， 従来のス パイラル シユートと異なる特色はi 1 I ! 般物のm触荷を

1. 200Rの曲線傾斜を保ち迎鍛物の磁釘防止お よび円滑速船11: 留. i l tした

4 のです。階高は4階11: て各階11:て1カ所の投入口を設け. tJ j 口はニ方

向111口とし， 一方出口はトラックの運措置R 段通の商きとし. 他方山口

はすべての述調Eヰ111 : 適合せしめる使易な出口高を考慮 し自由 I( 高低百I

飽 '.. る製自に '.. っております。

?  

?  

主 要 製 品

エ レ ベ ー タ

コ ン ベ ヤ ー

舞
A口A  

装 置

運 搬 設 備

精 輸 送 機 株 式
4
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社

本社 ・工場 大阪市城東区今福中2丁目36 _TEL @ 6 2 2 1 - 3  

東京事務所 東京都港区芝新橋7丁目 12 TEL⑬2105 ・2461



東 芝 提 供

照 明 実 例 ア ル バ ム

③ 

最 近 の デ パ ー ト 照 明 ( 写真は阪急百貨広〕

大阪駅前の阪急百貨庖では，今度新鮮{ を助言経し，華々 しく開底されました。

写' 以はそのー| 槍で，照明書骨具は一小聞に一基l貰付と し， その告書具のF直径は約2mで，これには，放射線

状に配列した30W のマツダ後光ラシプ24本と，下面中央部の30 Wマツダ鐙光サークライソおよび20 0 W

白熱電球をー箇づっ使用しています。

豪ｾな感じを出すために，アクリライ ト を特殊獲形し，建物との調和を充分考慮しました。

東 芝 商 事 株 式 会 社 大 阪 支 庖

( 大阪市北区堂島浜通1丁目 15番地) ( Tel ⑧ 1101)  



関 西 建 協材

部 会 ( ベニヤ，テックス，I D: 材部) 8 日 1 - 2時

関西建材，中央建材 ，浪速合板， 日El，室谷，日比，ゆ

たか木材外 11 名出席。沖縄その他輸出問題など論じた後

部会として特別展示会開催の件。当分毎月本部会開催希

望ーなど意見交換した。

チップボード稽演会 8 日 2 - 4時 於 会 館411皆

ベニヤ，テックス部会斡旋で下の通り開催した。

司会 室谷理事長，製造工程と需要について，名古屋

合板K K，大島専務，チップボード音響について，阪大

教授理博竹内竜一，チ ップボード について，京大教授俊

博， 1'iJ i  W来聴本会々貝ならびに協会役口約50名。

理事会 9日 4- 61侍，

室谷理事長以下理事 13名，背木副会長，久保監事出席

大阪府表彰副: t t 1万円使途の件， 事務局日昇給の件

ダイジェスト発行経過，部会開催，講演会経過，特別展

示 ｾｾお，凶工会議所幹事としての任務，強材登録 ＱＱ 刊に関

する件などを協議した。なお放竹林理事ならびに亀井商

庖理事小早川氏退職による欠貝は当分補選せぬこと。船

津元理事に対する取扱方，三和プラスチック展示授の件

など，事務局長に一任申 し合せた。

以上協議終了後，ネ土問法人定款ならびに和1則* 検討し

た。なお就業規則ならびに事務局規程は一応検討したが

さらに中山，白井，金光， 村石4氏に調査研究を託し，

再審議するとととした。

部 会 ( 建物保全) 17 日正午- 3時

田島当番幹事外 10名出p;f ，特別部会費桜立，J f r 京，大

阪ワックス組合の件，東西消事lJ 器具の相違点など研究，

情報交換。

部 会 ( 金属関係) 22 日1 - 3時

菅，問中，山本，淀川，日 本金具，大阪鋼材

( 家具装飾部門) 3 - 5  

大阪弘、飾，亀井， 栗山， 三和プラスデック，東洋リ ノ

リューム，二茶屋，松井基， I陸恩，ライ ト，美工数飾各

干上。

以上二部門とも各部門としての事業宜伝，研究事項な

ど協議した。

特別理事会 23 日 3時- 5時

臨時総会提案事項就業規則検討。

理事会 28 日 2- 31侍 今 橋 ク ラ ブ

室谷理事長，青木副会長，久保獄事，笠原，長野，井

]: ，中山， 金光，田村，井場各理事

定款案最後的不備検討，申 ｾｭ 亡関する諸般協議，役員

候補の件な ど協議。

臨時総会兼法人創立総会 28日， 3時- 5時，於今橋ク

4
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月 分
A

Q

E

 

報• 

ラプ，中村会長，青木副会長，室谷理事長，久保獄事以

下42人出席( 出席通知60人)

大和事務局長司会，下記の通り議決。

開会前，故田中理事の霊に黙絡を跨げる。大阪府 より

9.:・1Uの経過報件後，中村会長一議長 となり総会をIJI) < 。第

l - E - 議案社団法人関西建材協会定款ならびに細見1] ，配付-

* の通り，第2号議案設立発起人の件，第3号議案設立認

可後の役目候補の件( 現役員を推選) 第 4 号議案現有資

産を設立後の法人に譲渡する件， !n 5 号・議案設立に関す

る一切を発起人に一任する件。

以上
5 案件{ I C っき室谷理事長詳細説明後， 何れも原案

jill り可決，閉会後意見交換した。 以上

日 誌

2日， 事務局長，府庁建政課大tli 係長訪問。 3日表彩

式参列の件打合せならびに社団法人設立申請に| 刻する手

続など意見をl除した。

3日， 午前大手前会館にて表彰式挙行に際し，本会も

別項の通り 受 ＱＺｾ 者の通知に接し たので，当日青木副会 長

ならびに室谷理事長が参列表彰状と金一封を受けた。

9日， ダイジェス ト編集のため事務局長と大阪写真製

版技師と事務所で10時- 4時まで製版制協議打合せ。

10日 事務局長は府庁に出頭建政課，商工諜につき定

款受恕先ｾと ， 手続な ど 調査した。大阪製版所米会 ，

311寺~引l寺まで事務局長とダ イジェス ト用製版内容と II現合

11 日. 会館消折jf 実施，日新工業社長， 佐久間栄吉氏な

らびに井場大阪支庖長来館，事務局長ーと懇談。大阪建築

事務所金本技師来館，事務局長とダイジェス ト表紙外発

行打合せ。

13日，商工会議所，建設部会， 1時- 4時，不燃住宅と

公庫の1 : j J 説明会，事務局長出席。

14日，午後白井理事来館，事務局長ーと就業規則jにつき

協議。

16日，回中理事，午前 1 時逝去の報に接 し大和事務局

長は鹿内主事と弔問した。

17日，建築協会建材審査会2.30時- 6時事務局長出席

18日，故理事田中清一氏葬儀，戸田副会長，室谷理事

長，事務局長外多数会葬。
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20日，午前神戸大学伴博士，大阪鋼材K K，三宅課長

来訪，四国方面ラ イトグージ講習会1m催協議。

2幻1目， 1回日目?

2釘7目' 事務局長は宮脇建築部長を訪問し，法人申請の

受理先につき指導を乞い，結局府商工i l * と決定した。ォ

Hエシタノレメタノレ製造 K K工場火災の報に接したので午

後鹿内主事を派しお見舞申上げた。

29日，大和事務局長は昨年来刀根山約院Mt1Yi 'I' の淀川

製鋼所岩下明正氏ならびに藤木工務厄社長藤木正一氏を

豊中の私L¥11にお見舞し た。

30日，総会に諾った定款につき菅原弁護士に法的見地

からいかんなきゃ閲覧を乞った。 以上

元 理 事

回中清一君の死を悼む

本会理事問中消) 君昭和32年5月 16 EI午前 1時病のた

め主専務病院において57才を一期として死去され，定に

fi 詩情にj越えません。君は広島県安芸郡fr橋町の出身で

あるが，幼少の ころ夙に志 をＺｗ ｾて上 阪，大正 ＱＱ 年より

;1:1ニ古利風同製作所に入り ，爾来j折業に克tTf 勉励遂に閉

和 8 年西区阿波堀通に独立自営13日庖，年々業績を上げ

られたがii 災災にあい一時西宮市に移り開業ーした。昭和

2 1年5月現在の地浪速区元町1丁目に庖舗を拡大移転，

今日の隆俊を迎え，その聞大阪木槽組合，大阪ガス協

力会斡事など l属されるなど，との道における成功者の

人であった。

5月3日受領の表彰状 ( 写し)

関 西 建 材 箇 会

建築行政に協力せられその功絞顕著でありま

す。よって表彰します

|昭和三十二年五月 三 日

大阪府知事代理 山村庄之助 ⑪ 

会員の栄誉

野沢セメン 1. K K社長野沢幸三郎。可能性石綿セメ γ

ト板製造法( ノずワフレキ ν プノレミート) に対し優秀品

として32年度発明1 ' l : 授与された旨挨惨状に接した。益々

問主1: の隆盛を祈る。

本会には l昭和25年入会，人望により預! 事に選任され

引続き今日に及び主として総務部事項を担当されてい

た。 君 またYi f i : I:i 則亨の円満家で， 寡言の人であったが

本会の事業にはよく協力されていた。終始ニコニコ顔

で見るからにクッタクのない親しみやすい和かな態度

は役t¥会の人気者でもあった。本会もまさに法人組織

にならんとし，今後益々君にまつものがあったのに突

如として他界されたことは誠に残念至極で十日まれてな

らない。葬儀は 18 日 11時から自宅で営まれたが，本会

よりは絡を供え戸田副会長以下役員多数参ヂ11，織俄で

あった。なお室谷理事長は会長弔辞を代376，なおfJ i pj i'j':

事長鈴木治市氏が理事を代表 して弔詞を述べ故人の訟

を慰めた。また葬儀後大和事務局長と鹿内主取は瓜1政

火葬場まで諒憶に従いお送りした。

ととに故人の肖像を掲げ在りし日の宥の而i揺を{思び

つつ諮而その御冥福をお祈り申上げる。

( 総務部長"の

信用と誠実をモ ッ トーとする・建材 100 社の見本が一目で見られる

⑨ 

議

」沼紘一.:l t A=- i El

企h
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回 申 到

"  

， 
， 

... ー

.. .. 

大 阪 市 北 区 真 砂 町 5 番 地

電話大阪 (34) 207"- 8・4836 .--.- 7  



一 一

組沼浅

式

社

株

会

d論、

健主グ

浅 沼 猪 之 吉

社 ・大阪市天王寺区石ケ辻町 ・電話代表南730 ・737- 9 番

目 ・東京都新宿区荒木町五番地 ・電 話 四 ツ 谷 4141- 4 番

名古屋市中村区太閤通リ 一丁目 ・屯話笹島4020 ・4021

営 業 所 ・浜松・鳥取 ・広島・福生・郡山 ・奈良 ・京都 ・神戸 ・沖縄

取締役社長

本

支

所務工新

式

社

株

メL

:z:s¥ Cじ
問

削

本 庖 ・大 阪 市 北 区 曽 板 崎 中 一丁 目 四 三 ・電 話 代 表 大 阪 (34) 9 1 5 1 番

支 庖 ・東京都千代田区神田猿楽町二丁目七 ・電話 (29) 2714・2715・5228・9157番

出 張 所 ・神 戸 ・ 広 島

新取締役社長

安藤組大阪支底
式

社

株

会。沙
要22 瀬 川 博

大 阪 市 西 区 江 戸 掘 上 通 一 丁 目 十 八 番 地

電 話 土 佐 椀 (44) 3788 ( 代表) 3789. . 3780番 稲 島 (45) 393番

本 社 ・ 東 京 都 中 央 区 八 重 洲 四 丁 目 七 番 地

支居 ・出張所 ・名古屋 ・仙台 ・静岡 ・横浜 ・水戸 ・盛岡 ・新潟 ・神戸

組林大
株式会社

@  

本 社 ・大阪市東区京橋三丁目七五 ・電話東 (94) 861- 6 ・1151- 4 ・1251- 5

東 京 支 庖 ・東京都中央区新宮町 三 丁 目 玉 ・電 話 (55) 1191- 1197 ・2121- 2129

其他ノ支庖 ・札 幌 ・仙 台 ・検 浜 ・名 古 原 ・岡 山 ・広 島 ・稲 岡

出 張 所 ・神 戸 ・ 京 都

来E村奥
株式会社@  

村 太 平

野 区 松 崎. 町 一 丁 目 玉 一

代 表 3 3 7 ・ 1 5 0 0  

島 ・ 高 松 ・ 八

宮 ・光 ・松 11.1・;福 岡 ・大

取締役社長 奥

庖 ・大 阪 市 阿 倍

電 話 大 阪 @

支 庖 ・東 京 ・ 広

出張所 ・名 古 屋 ・奈 良 ・西

本

。務

外

2  

村



大 阪 支 底鹿 島 建 設 盟
苅

大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 二 丁 目 三 三

屯話天王寺 (77) 3730 ・3737- 9 ・3677番

東 京 都 中 央 区 八 重 洲 五 丁 目 三 番 地

札幌、仙台、横浜、名古屋、大阪、広島 、

四国( 高松) 、九州( 福岡)

ネ土

居

本

支

勝 目 組 大 阪 支 底

株 式

会 社⑨

 

大阪市東区石町二丁目五十番地ノ 二 ( 電話東 (94) 3146 ・6863番)

本 社 ・静 岡 市 日 出 町 ー ノ 二 ( 電話静岡 (2) 7171- 5)  

支 庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・大 阪 ・福 岡 ・函 館

営業所 ー若松 ・宇都宮 ・川崎 ・清水 ・甲府・ 沼津 ・浜松 ・岐阜・滋賀

出張所 ー広島 ・小倉 ・佐賀 ・長崎 ・八代 ・熊本 ・鹿児島 ・宮崎 ・札幌

.  
-

支 底崎 組 大 阪神

株式

会社

. .Ah..._ 

、..，，-

市

2  1  大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 1 丁 目

電 話 北 (34) 7  8  3  7  

本庖 ・姫路市北条口 86- 3 ( 電話代表姫路2020)

繁西大
支 庖 長

熊 谷 組 大 阪 支 庖

株式

会社
@  

大 阪 市 東 区 備 後 町 一 丁 自 十 三 番 地 ( 電話大1妓 @ 1726 ・1926零)

本 社 福 井 市 豊 島 上 町 一 務 地( 市外専用12 ・必∞- 2)

常 業 所 東京都新宿区築土八幡 町二二番 地 ( 電 話 九 段 @ 5280- 9務)

文 広 東京 ・名古屋 ・広島 ・福岡 ・札幌

出 張 所 ・ 横 浜 ・仙 台 ・静岡 ・佐久間 ・下関・神戸 ・問 rLr ・楠井 ・長野

小叉川・ 青海 ・大鳥川・ 高知 ・宮崎
町r

<t t  
組池鴻

式

社

株

会

居 ・大阪市此 花 区 伝 法 町 北 三 丁 目 六 七 番 地

電 話 代 表 此 花 (46) 2  6  3  1  - 9 番

支 居 ・東 京 ・名 古 屋 ・福 岡 ・松 江

営 業 所 ・広島・神戸・京都・横浜・札幌 ・仙台 ・水戸 ・富 山

四日市・和歌山・米子・鳥取・宮崎・鹿児島・戸畑

本

3  



佐 藤 工 業 語 大 阪 支 底

取締役支厄長 北 村 平 作

大阪市東区北 浜 一 ノ 二 瓦Ｈ 電話 ｊｴ ￬Ａ王 Ｈ ＲＳ Ｉ ＶＷＳ Ｑ ｾＳＩ

本 社 ・富 山 市 総 曲 愉 二 三 O 官 il J 支 応 ・ 同 左

東 京 支 出 ・東京{f[I 'j. 央区日本橋本町ーノ二 本 社 分 室 ・ 同 友

名古屋支出 ・名 古 屋 市中 区仲ノ田1ー ノー 富 山 工 場 ・富 山 市 稲 荷 元 町 九 六

営業営業 所 ・札幌 ・京 都 出張 所 ・神戸 ・横浜 ・岐阜 ・三重 ・権原 ・札幌 ・仙台 ・沖縄

清 水 建 設 株 式 会 枇

社 長 清 水 康 雄

本 社 ・東 京 都 中 央 区 宝 町 二 /

常務取締役支応長 小 栗 賛 吾

大阪支庖 ・大 阪 市 西 区 土 佐 掘 通 リ 二 ノ

。株 式 会 社 銭
品 組

本 庖 ・大阪市西区京町姻上通一丁目 三三番地 ・電 話 大 阪 (44) 2431- 7番

東 京 支 庖 ・東 京 郎 中 央 区 銀 座 東 五 丁 目 二 番 地 ノ ー

名古屋支庖 ・名 古 原 市 中 区 材 木 町 一 丁 目 五 番 地

稲 岡 支 出 ・稲 岡 市 箔 屋 町 一 六 番 地

HJ 張 所 ・札幌 ・擬岡 ・{Ih台 ・京都 ・神戸 ・岡山 ・広 島 ・徳 島 R 松 山 ・沖 縄

ー一一一一ー一一一一一」
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大 成 建 設 大 阪 支 庖

取締役支庖長 遠 藤 洋

恭

一

組

r

D

h

u

-

泣

地

吋

~

E

同

士

口

組

一

川

崎

戸

-

E

松

伺

目

高

内，“ハ

初

丁

島

神

的切

三

広

東

座

屋

話

古

川

俳

恒

銀

名

地

区

浜

蓄

積

部

九

央

・

十

潟

二

中

新

自

・

京

丁

都

台

・

二

仙

所

町

京

・

業

鐙

腕

官

釣

東

札

内

区

・

-

管

京

社

居

間

市

玄

坂

坂

大

本

支

大

3  

@  

建 設 工 事 式 請 負

大 鉄 工 業 株 式 会 社

大阪 市北 区茶 ｊＳ ｾＮ 町 Ｓ 8  * 地

む 話 大 阪 (36) 1  7  1  - 5 番

支 庖 犬阪 ・姫路 ・天王寺 ・松阪 ・福知山 ・米子

4  



⑧ 大 日 本 土 木 監 大 阪 支 応

大 阪 市 北 区 堂 島 北 IOJ 九 番 地

屯話大阪 (34) 5931 ( 代表 ) - 5 9 3 4 番

神戸市生回区下 山手通八寸. 回四二番地ノ ー 百話元町 (4) 2114番

岐阜市長住町二丁目 三番 地 屯 話 岐 阜 (2) 6141 ( 代表) - 6145 

東 京 ・ 名 古 j宅

和l' 戸営業所

本 社

支 庖

@  
株 式

会 社 竹 中工 務 応

本 庖 ・大 阪 市 北 区 堂 島 中 二 丁 目 30 番 地

電 話 大 阪 34局、 代表 4751 代 表 7351

営 業 所 ・札幌 ・仙台 ・東京 ・横 浜 ・m'岡 ・名古屋

京都 ・神 戸 ・広島 ・高松 ・岡山 ・福岡

④ 鉄道建設興業株式会社大阪支庖 .  

取締役支庖長 西 島尚 義

大阪市大淀区天神橋筋六丁目五番地( 天六阪急ピノレ七階) 屯話姻川 (35) 883 ・2427 ・2693

木 村: 東 京 郎 千 代 田 区 神 田 三崎町二丁目六番地

'i [! 話 ( j L段 ) 代 表 8 4 1 1  - 8  4  1  5  

⑥

 

式

社

株

会戸 田 組 大 阪 支 庖

常務取締役支庖長 石 丸 正 名

大阪市北区真砂町三二番地 ・屯話 (34) 8631 - 5番

本 主J: ・東 京 都 中 央 区 京 橋 一 丁 目 三. 番地

支 庖 ・札幌 ・仙台 ・名古毘 ・大阪 ・広島 ・福岡

大阪支庖営業所 ・京 都 ・相l' 戸 ・桐 井 ・金 沢 ・富 111

西 松 建 設 株 式 会 社 関 西 支 底

取締役支庖長
局 橋 勝 雄

本 社 東 京 都 港 区 芝 西 久 保 桜 川 町十三番地

支 応 大 阪 市 東 区 釣 鐘 町 二 丁目四十一番地

電 話 代 表 ! @ 8 4 3 1  

5  



庖支阪大組
日

現

F

E

E

 

株 式

会 社@  

勝

大阪市東区横堀二丁目七O番 地 ( 電 話 北 浜 (23) 代表 5035)

庖 ・東京都港区赤坂青山南町一丁目一番 地 ( 電話赤坂48代表2171)

庖 ・仙 台 ・名 古 屋 ・大 阪 ・福 岡

手Ijギf牧
取締役支庖長

本

支

.  
、.

庖務工木藤

株 式

会 社@  

庖 ・大阪市東区阿倍町一丁目 一 七 電 話 束 (94) 451- 4番

庖 ・東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 二 三 番 地

岡 山 県 倉 敷 市 旭 町 六 六 O

香 川 県 高 松 市 内 PIJ - 0 七 番 地 ノ 三

出 張 所 ・津 ・ 岡 山 ・ 新 居 浜 ・徳 島 ・京 都

本

支

田 組 大 阪 支 庖藤

式

社

株

メ』

A  

@  

要22 村 島 良 雄

大 阪 市 北 区 堂 島 中二 丁目 三 八 番 地 電 話 ⑮ i 57 (代 表)

本 社 ・東 京 都 中 央 区 八 重 洲 凹 の 五

支 庖 ・横 浜 ・仙 台 ・名 古 屋 ・大 阪 ・広 島 ・九 州 ・札 幌

組ホサ松

株 式

会 社。
大l坂本j古 ・大阪市東区京縮 二 丁 目 二 八 番 地 屯 話 代 表 東 (94) 3171 

東京支居 ・東京都千代田区内幸町一丁 目一番地 屯話代表東京 (59) 2226 

札幌支庄 ・札 幌 市 南 一 条 束 三 丁 目 九 番 地 む話代表札幌 ( 2 ) 4987 

広 島支庖 ・広 島 市 大 手 町 七 丁 目 三 三 番 地 屯 話 代 表 西 ( 3 ) 4201 

稲岡支庖 ・福 岡 市 上 市 小 路 二 二 番 地 白 話 代 表 束 ( 3) 3667 

営業所 ・水戸 ・名古屋 ・京都 ・福知山・岡山 ・呉 ・高松 ・八幡 ・大分 ・沖縄

井 建 設 盟 大 阪 支 底

.・ーーー司.... ・.

・ーーー晶

一一-

⑥ 
取 締 役 白 半 百 ..e- ｾ忌
支 庖 長 I/'  主乙 居 止、

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 二 O 番 地 電話大阪 (34) .代表3878

本 社 東 京都中 央区日本橋室町二 ノー ( 三井ピノレ) 電話日本橋 (24) 代表3261

支!苫所在地 札 幌 ・ 横 浜 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 補 間 ・ 大 阪

大阪支脂管轄営業所 京 都 ・神 戸 ・和 歌 山 ・ 奈 良 ・ 岡 山

6  



組岡
株式会社

@  

三 郎

屯 話 大 阪 (36) 2967 ・2984番

電 話 壬 生 (84) 0  9  2  7 番

屯 話 枚 方 6 5 5 ノ 乙 番

電 話 豊 崎 (37) 5  4  9  3 番

岡

大阪市北 区 堂 山 町 八 九 番 地

京都市下京区大宮通り松原上ノレ

枚 方 市 伊 賀 七 七 五 番 地

大 阪 市 大 淀 区 中 津 本 通 二 丁 目

取締役社長

庖

庖

所

所

彊

作

本

支

出

工

本土
A. .  

ｾ＠式株車且

••••••• ••••• 
-

E

，

 

谷長@  

.  
-

取締役社長 長 谷 川 為

社 大 阪 市 天 王 寺 区 大 道 町 四 丁 目 七 九

電 話 天 王 寺 (77) 4  1  4  8 ・7 3 2 2 ・9 9  2 9  

大 阪 市 天 王 寺 区 大 道 二 丁 目 三

電 話 天 王 寺 (7 7) 9  0  4  4 番

本

工 作 場

株 式

会 社

水 野 久

支 底 長 梅 沢 正

大 阪 市北 区太融寺町120 電 話 大 阪 (34) 2107 ・2816 ・(36) 3987 

工 作 場 同 北 区 鶴 野 町 71 電 話 大 阪 (37) 1  9  2  1  

本 庖 京 都市 下京区西七条市部町17 下 8 0 5 2 ・8 2 7 7  

昔 業 所 横 浜 市 ・ 平 塚 市

庖支阪大設建野⑥水
市

取締役副社長

算

計

計

設

造

特 殊 構 造

構

平田建築構造設計事務所

、

男定田卒長所

T E L  @ 5  403 大阪市東淀川 区三津屋南通一丁目 三十九番地

• 

淡 社
A  

' x' 5;  式株陶のJ (， イタ

7  



8  

井

株 式 A .  

会社 i  

上 組 組 長 井 上 福 蔵

大 阪 市 都 島 区 東 野 田 町 二 丁 目 一 五 電話脇川 ⑧ 530 ・2823 ・4782

出張所 神 戸 市 生 四区 相 生 町 四 丁 目 九 三 む 話 元 町 @ 4  8  5  

西 組 取締 役 社 長 佐 藤
コ 包

日 松

大阪市天王寺区上本町七丁目( 上六 ピノレ内) 包 括 天 王 寺 ⑫8 2 3 1 - 3

鍵 仲 建 設 株 式 会 社 取締役 社 長 鍵 仲 定

大 阪 市 阿 倍 野 区 阪 南 町 中 一 丁 目 九 電 話 天下茶屋⑧ 2 61 ・2 62

栗 本 建 設 工 業 株 式 会 社 取締役 社 長 村 上 勇

株 式

会 社

株 式

会 社
大

大 阪 市 西 区 北 掘 江 通 一 丁 同 二 二 電 話 新 町 ⑧ 5 8 0 1 - 5

坂 井 組 代表取 締 役 川 崎 盛 治

グ

大 阪 市 北 区 曽 板 崎 中 一 丁 目 一 九 電 話 大 阪 ⑧ 9 3 3 1 - 4

末 組 取締役社長 山 本 末 男

大 阪 市 南 区 大 和 町 一 九 包 話 南 ⑮ 代 表 5 5 5

大 洋 建 設 工 業 株 式 会 社 取締役社長 木 戸 口 信 義

大 阪 市 天 王 寺 区 北 河 郷 町 五 四 包括天王寺@2672・お80・7113

支 ｊ ［ｴ ｾ ・ 営業所 和 歌 山 ・京 都 ・泉 大 津

雲 ま 長 谷 川 工 務 庖 取 締 役 社 長 長 谷 川 武 彦

大 阪 市 東 区 淡 路 町 五 丁 目 二 電 話 北 浜 @ 7 6 4 6 - 9

支 応 ・ 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 二 丁 目 四 電 話 @3  4 7 4 ・4 4 7 8

不 動 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長 庄 野 勝

- ｾ｟＠ I  ，-'-""" ，." r  4171- 3 ・0477

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 下 通 一 丁 目 五 ニ 包括土佐堀@ i ω81 ・詑70

営業所 東京・神戸 出 張 所 広 島・石川県小松

， 

• 
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(34) 1575(代)大|仮i ldヒ1?S: 'I:!; 烏浜通1ノ80孟児山上商 会
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a
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口
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〆
，
、大阪市北区神明町40男平 山東 亜 電 気 商 会

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 出 張 所

株式会社

大阪市北区神明町23影久ピル内 (34)5751 ( 代)正男姉川

(34)  8131 ( 代)大阪市北区曽根崎町上l ノ411聡今 村

(44) 5231 ( 代)大阪市西区江戸期南通1ノ'37三郎菅谷

大阪市此花区恩貴島南之町73 (46)  4651 (代〉古谷庄太郎

771 ( 代)(23)  大阪市東区北浜3ノ47野上清二郎

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

大 阪 電 気 商 会

大 阪 暖 房 商 会

太 陽 電 設 工 業 株 式 会 社

野 上 工 業 所

栗 原 工 業 株 式 会 社

‘  
.  

株式会社

株式会社

代
A

a

τ

q

J

 

n
問

、i

q

d
u

 

大阪市北区永: 柴田J 8

日産生命館内

信 }j({;栗原

(36)  2891 ( 代)大阪市北区太融寺町54寿男工藤株 式 会 社

t コ

ヌL藤 電工

(34)  3056(代う大阪市北区西脇川町 15山本竜太郎ト 電 気 商 会
てず

ヤ株式会社

大阪市東区謀長之宮東之町高架下 (94)6531 ( 代〕秀 尾梶本八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

(34)  8374(代)大阪市北区曽板的上1ノ10義夫山川所業工J lI 山
株 式会社

(23) 6951 ( 代)大阪市東区今橋2ノ16松本芳太郎松 重 電 機 商 広株式会社

(73) 4035( 代)大阪市生野l実勝 UI .illi 9ノ72猪飼幸次郎江 東 電 気 工 業 株 式 会 社

(64)  1713 
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大阪市西成区東四条3ノ3

大阪市東区北浜2ノ69

義明

正雄

近 藤

浅?毎

近 藤 工 業 株 式 会 社

浅 海 電 気 株 式 会 社

三和電気土木工事株式会社

、
、

α 5) 還交(代)大阪ili 北JX: .lIi品d川 111] 1 1信三助野

(36) 2138(代)

大阪市北区紡笠II 1J 50

立 ヒ・ ノレ内

大坪 井社
血E
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大阪市東区南J1¥t橋3ノ1

東約ヒ・ノレ内

下山田政友三機工業株式会社大阪支応

(34)  7171 (代〉大阪市北区南扇町 12太佐 藤近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社

応

所

工 務

阪 営 業

円

凡

r

I

 (45)  4772(代)大 阪市稲Ａ［ ｾ 民七官 ｾｊ 誌 ｦｴｪ Ｓ ノ ＸＹ忠義馬術|

矛日

大

株式会社

9  



一一ー 特 命 又 は 指 命 の 場 合 は 本 欄 を 御 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一一

電 気 工 事 設 計 施 工

変圧器電動機電気冷蔵庫

電 気 洗 漕 機 販 売 修 理

工 藤 電 気 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 五 四

電 話 ・大 阪 ⑧ 2 8 9 1 ー 5 審

工 場 大阪市西淀川区御幣島東一丁 目ニO

電 話 淀 川1@ 3 4 7 7 ・3 4 7 8  

営業所 東 京 ・名古屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島

電 気 設 備 工 事

設 計 ・ 施 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

本 社 大 阪 市北区中之鳥三丁 目三 朝 日ピノレ6 階

電話大| 坂局⑧8851苦手 ・@9531・1334・2351

営 業 所 大 阪 市 西 区 土 佐 婦 通 リ 凶 丁 目 十 一 務地

電 訊 大 阪 局 @5  2 0 1 蒋 ( 代 表 )

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 野 上 工 業 所

取締役社長 野 上 清 二 郎

本社 大阪市東区北浜三丁 目四 七 電話北浜⑧ 773 - 3  

支 底 領 岡 市 上 東 町 十 五 電 話 東 ③ 5 0 1 0

支j苫 松 阪 市 本 町 電 話 1  3  

出張所 東京 ・名古屋 ・神戸 ・l直方 ・田川・ 大分

電 気 工 事 設 計 施 工

一 宝 電 機 株 式 会 社

取 締 役 社 長 嘉 納 侍 ニ

本 社 大 阪 市 大 淀 区 洲 江 北 二 丁 目五

屯話 ⑮ 5148 ・6460 ・6646

包ヨ% 大阪市北区制笠Ul n壬o (蛍 ピJ レ八断)

1瓦ii--;r; . ⑧ 3 8 6 2 ・1 1  4  1  

出 張 所 見4 京 ・名 古 J盈

電 気 工 事 各 種 設 計 施 工

4 学〉株式

ｾ会社 松 室 電 機 商 芭

10 

取締役社長 松 本 芳 太 郎

大 阪 市 東 区 今 橋 二 丁 目 十 六 番 地

電話 北 浜 @ 6951 ( 代表) - 3  

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会 批

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

包 括 北 浜 ⑧ 5 2 7 3 - 5 2 7 5 ・4 2 4 1

営業所 東京 ・神戸 ・岡山・小倉・札観

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 今 村 騰

本 社 大阪市北区曾線的上一丁目 四一

電話 大 阪 ⑧ 8131代表- 4

営業所 東 京 ・ 新 宮 ・御1 j j

電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商 会

取締役社長 山 本 龍 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 西 編 川 IsJ l 5 i存地

包 括 ⑧ 代 3 0 5 6

東 京 営 業 所 東 京 都 ，t，央区銀座東 8 丁目 4 濡地

全1] 1 燃料会釘i502号 室 電 話 ⑧7464

出 張 所 名 古 屋 ・防 府 ・福 岡

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

株式会社 興

取締役社長 坪 井 大
タ ヶ ν

社

本 社 大 阪 市 北 区 紛 笠町50務地問ピ ル703号 柏

電 話 大 阪 ⑧ 2138 代表

文 J;!:i 東京都中央区日本橋箱崎町三1 日ニ孫地

電 話 兜 町 ⑧1478 ・1479 ・1470孫

出 張 所 大 阪 1 $ ・名 古 屋 ・下 関

λ 三 菱 電 機 製

N F ノーヒ ュー ズ分屯盤 N F ノーヒューズ配屯盤

鐙 光灯 ・モ ー ター・ 変 更 器 ・冷 暖 房 ・エ レ ベ ー タ ー

三菱沼機株式会社元扱J;5

株 式 会 社 立 花 商 会

大阪市東区南本町二丁 目四 三務地

電 話 本 町 ⑧ ( 代 表) 0 6 7 1 - 9

， 
.  

J  



一 一 特 命 又 は 指 命 の 場 合 は 本 欄 を 街T利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一一

本 社

出張所

暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

株式会社 三 晃 商 会

大阪市北区笠島北町一凶 ⑧代表7031

東京都港区芝琴平町四o @ 8478 ・1470

名古屋市中区新栄町二 丁 目 一 ③1820- 2

福井市宝永上町一O 五 ②1596 

広島市石見屋町五五 ②1773 

福岡市薬院大量E一丁目ー七 @ 1158 

A .  

: z! t 

媛 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 奥 商

取締役社長 ー中 山 俊 人

社 大阪市福島区上福島北二丁目一番地

m 話 福 ぬ @ 3 3 9 1 - 4 著書

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 番 地

電 話 四 谷 1 3  2  4 番

神戸市生回区下山手通八 丁 目 三 三

電 話 元 町 ④ 5 3  7 番

株式会社

広

本

支

出彊所

電 京二1'*冷房 ・水道 ・衛生

設 計 施 工

大 阪 電 気 商

大 阪 暖 房 商

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

庖 大阪市西区江戸姻南通一丁目 三七番地

電話土佐 掘 @ 代 表 5 2 3 1 悉

東 京 都 中 央 区 銀 座 西 二 丁 目 一 番 地

電 話 京 橋 ⑧ 代 表 6 2 9 1 番

名古屋市中区南武平町二了目一番 地

電 話 中 @ 代 表 4 4 9 1 悉

京都 ・神戸 ・岡山 ・広島 ・楠岡 ・熊本

札幌 ・仙台 ・新潟 ・金沢 ・福井

式

社

株

会

ム

一
念

五

設 計 施 工

去を 大 阪 城 口 研 究 所

生

気

衛

換

給 排 水

暖 冷 房

r  

電.  

本

東 京 支 庖

名古屋支庖

城 口 庸 平

太 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話豊崎⑨7575- 7

京都市東山区大和大路大仏前 ・電話抵図⑤4945- 6

神戸市生田 区下山手通六 ノー ・包括元町④5892

代表取締役

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

病 院 諸 機 械 ・ 給 排 水 ・ 衛 生

驚 藤 省 三 商 庖

京 庖 東 京 駅 前 丸 ピ ノレ 6 階 6 7 6 区

電話和国念@3761・3762・3763・3764

大阪市西区土佐姻通大間ヒソレ714号

包諾土佐漏@ 1568 ・1569 ・2 5 9 4

札 幌 ・北 四 ・西 四 ( 札 幌 駅 前)

電 話 札 幌 ② ∞10 ・0956③ 4661

名古屋市中区南大津通一丁目 手 代

間生命ヒソレ522号室

電 話 巾 局 @

水道 ・衛 生 ・媛冷房 ・其他管工事

設 計 主主 施 工

特許Y M式 J レーフ ドレイン製造販売

( 旧斎藤久孝事務所)

粛久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区順慶町通一丁 目四凶務i也

電話本田I局@ 代表4496- 8 蒋

東京都千代田区丸ノ内 2 ノ 制中12号館 5 号

電 話 28 局 6505- 8 若手

金沢市高岡町三五 包 括 金 沢 本 局 ②2074

福井市城之橋下町一O 電 話 福 井2436

高松市中新町一O六ノ 三 屯諾高松5195

F賢

大 庖阪

出

創 業

大正二年

株式

会 社

東

張

后

名 古 屋 庖

幌ヰL
1.5 

所

所

所

業

張

張

泣

出

出

沢

井

松

金

福

高

ヌK

暖 房 ・冷 房 ・水 道 ・衛 生 工 業 設備

段 計 施 工

賀 工 業 株 式 会

大阪市福ぬ区堂島浜通 4 丁目

i 代 表 1 1  7  1 務

屯 話 @ ! 代 表 1 3  5  1 務

東京都港区芝田村町 6 丁目 包 括 @代表7151

名古屋市中区材木町 1 丁目 電 話 @ 2780 

京都市下京区烏丸通松原下ノレ電話⑤ H削

神戸市生田区北長狭通2丁 目 電 話 ③代表5101

福 岡 市 千 代 栄 町 屯 話 ② 代 表4735

6  6  7  

暖房 ・冷房 ・衛生 ・水道 ・電気 ・厨m.築 炉

銅 製 建 具 ・軽 z昼 間 仕 切 ・工 事 設 計 胞 工

程 縫 鋼 管 ・荷 役 機 械 ・製 造 版 売

社
須

東 京 支 庖

名古屋支庖

京 都 支 庖

神 戸 支 j苫

福 岡 支 庖

三機工業株式会社大阪支庖

2951 
大阪市東区高麗橋三丁目壱務地 ・m宮古代表26局 3076

本 社 東京都千代田区有楽町壱丁目十番地

支后 ・出張所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・広島

工 場 川 崎 ・鶴 見 ・中 津 ・六 郷

.  
4  

給水 ・排水 ・衛生設備・ 暖房設備

汚水浄化装紅 ・都市廃物処理装i改

空 気 調 和 装 置 及 術 生 設 備

設 計 施 工

社材建

株式

会社

社
ム

広式株

大 阪 支 庖

大阪市北区 中 ノ島 三丁目 (朝 日 ピ ル 九 階)

、 電 話 本 町 ⑧ 8 8 5 1 - 9

東京都中央区八重洲三丁 目 七

名古屋市中区西万町二丁目ー

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大阪市大淀区中津南通二丁目五一番地

君 主 話 福 島 @ 3 4 1 6 - 8 番

東京事議所 東京都港区西芝j電三丁目 一番地

第 三 回 @9 3 7 1 番

本社及東京支庖

.. .所

11 



一 一 特 命 又 は 指 命 の 場 合 は 本 欄 を 街f利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一一

暖 ・冷房 ・空 気温 湿 度 調整 装 置

設 計 施 工

空気調和装置、各極冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

大阪市北区中ノ島 3 丁目 3 蕃地( 朝日ピル 7 階)

電 話 北 浜 @ 1 3 3 4 - 8 ・7 3  5  9  

本 社 東 京 都 千 代 国 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 'llf:地

東洋キャリア工業株式会社

大 阪 支 庖

大阪市北区2主島船大工町五三番l也( 毎日 大阪会館内)

定 紙 大 l奴 ⑩ 局 '8 3 '5 6 - 8 3 5 9  

本 社 東 京 都 中 央 区 日本絹兜11町三丁目 二 四務地

出 必 所 名 古 屋 ・九 州 工 場 足 立

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

温湿度調整装置、媛房、冷房、水道、搬送機設備 設計並ニ施工

F  

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底

大阪市北 区 山 閏 町 三 O 制 氾 務 大 阪 @ { 綴誌な; 70

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内ニノー o m 

仙 台 支 J d 1111 台 市 新 伝 馬 町 六 o m 

名古屋出滋所 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 三 ノ 六 'o1l  

4
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⑧
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詩

話

話

工業用及正I l 築用各極石灰製造販売

小 野 田 セ メ ン 卜 特 約 販 売 ).1;

株 式

会 社 矢 橋 大 理 石 商 応

大 阪 出 張 所

樫野石友工業株式会社

大 阪 支 庖

大阪市東区高鹿橋二丁目九 里子村ピ ル五階

電 話 北 浜 ⑧ 4 2 5 7 - 8 藩

大阪市北区曾板崎新地三丁目五十三ノ ー

( i I i 沼桜橋停留所前) 電話大阪⑧ 1274- 6

支 j苫 ・徳 島 ・神 戸 ・姫 路 ・東 京

PAI NT I NG C ONT R AC T OR  

陶管・ベンチレーター

塗 装 工 事 詰 負

株式

会社 林 塗 裳 庖

芸 誌 三 幸 商

大阪市北区曽根崎上ー ノ四一

位 新 大 阪 ⑧ 3 1 4 5  

. .6-

::o: 

TEL. 大 阪 @1756- 7・東京@ ! 1335 
ヒュ ー ム 管

リグノイド床・床材料 鈴木式防火シヤタア

製造・販売・施工
鈴木シヤタア工業株式会社大阪出張所

福屋工業株式会社
株 式 会 社 鈴 木 シ ヤ タ ア 商 会

本 広 大阪市西区南郷江上通一丁目 Hト

電 話 新 町 1 @ 3 4 2 6 - 7

大阪市北区茶屋町三 卜三番地

氾 話 役 的 @ 98 ・5837 ・8729

12 



し ぃ 時 代 の た め

. 新 し い 動 力 源 と し て 原 子 力 の活用 一 一一

・あらゆる生産設備のオートメイション化 一一一「

いま 、 il': Wの産業界は、新しい産業革命の眺を迎え

ようとしております。

乙れを述成する ζ とによって私述のより 12かな文化

生活を築く ζ とができます それにはより良質の鉄鋼

が大l C; : IC 1Q ＧＱｾされますので 、 当社では、第 Ｒ i欠設( l i i j合

理化計両をたて 、そのシヒi差l乙あらゆる努 }J を続けてお

ります。

富士裳銭株式曾枇

本社 . 米五{ .  11 本 Mi i 工場 室副 ・ ｾ ｾｩ ・ ＱＱ 、畑 ・ 川崎

岬 羽 田 ')IIi M ¥¥
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大 阪 窯 業 セ メ ン ト 株 式 会

本 社 大 阪 支 広 来 京 ・名 古 尾

工 場 大 阪 ・ 伊 吹
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14 

建築め美濃化

自白ボルトランドセメント

用 途

建築の内外面の仕上塗

装 飾 用 ・採 光 用

標 識 用 ・各種加工品

社 長 安 藤 豊 雄

木 i将 来 京 丸 ノ 内 1 ノ 1 ・鉄鋼ピノレ

大阪 支 庖 大 阪 線 開 ・ 第 一 生 命 ピ ノ レ

( アザノlく E Z翌E

日本包メント株式会お

関西事務所大阪市北区梅田町47番 地 新 阪 神 ピ ル 6 階 電 話 大 阪 (36) 3351---6 

本 社 東 京 都 千 代 田 区大手町 2 丁目 9 番地

事 務 所 北 海 道 ・東 京 ・関 西 ・九 州

出 張 所 仙 台 ・名 古 屋 ・広 島 ・高 知

包 装 所 釧路 ・函館 ・青森 ・下板橋 ・横浜 ・新潟 ・名古屋 ・小倉

.. 



時 代 が 参 り ま し た

、

-'" コ生

と ( 完全サービス) を目標、に生コン四社

( 右より 50音順)が出揃L、ました。御引立の程願 上げます。

( 品質の絶対優秀)
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日本ドア ーチ ｺ ツク ｬｾｾｪ 告 ｫｫ .. 中抄!

kk丙原衛 生 工業所 ………ー…・・ 11

両 日本 アスフ アルト

.31  

Fij/j ( 事業協 同 組 合

Il : i ' fr工業kk . …・………ー……・ '1'快

u日工業kk … ・・ー・・・ …・・ ・・・・・ ・・・ ・23

日常蛭石kk … … … ・ ・・ .. ........24 

II:<!;: ペ イ ン ト ー・・・ ・・ーー・・・・・・・・・・・・26

kk野上工業所 一…・………・・・・・ ・・10

kk林塗装庖 …一…・・ー…・ ......12

令資会社汎建製作所 ・... … ・… 27

i民間向j古 ..  .  .  .  .  .  .  • • .  • • .  … … . . .・ H ・.. 52

kk rl :V:製 作i9"f ・・・ 日…・ 田… … 目的 f"i

kk平川鉄工所 ・………・・…… 固いrl '快

平[ 11建築構造設計事務所 ・ ...• . . 7  

Ｈ［ｾ思工業 ｫｫ ... ....  ・・ ・・..... .12

kkイ，製作所 ・……. . . . . . .…・…・26

Ｔ 告［Ｇｾ工業 ｫｫ ・…・・・…・…. . . .… ・・ ・前 i十

一倍程装備工業k k . . . . ……… . .. 23 

ｾｾＧｬｲＴ セメント ｫｫ ・・・…… ・・・ … ー… ・19

ｫｫ 松ｉ｝ＺＧｾ機商会 - …・ ... .. ...・ .10 

x工装飾k k .…・・・・……・・…・・・ 1 0 4  

水谷ペイント kk . . …- …. . . . .  102 

kk三布製作所 目・・・・ … . . . ………… 27

kk =ー谷製作所 … ・・… .... ... 前 f，j

J j(，(h 尚r，f;. ...... .. ... .… … … … 26

kkl命岸前r ，t ; . ……・…・ ・… ...... ・H ・.25

rYj 正社. .  .  .  • • .  .  .  .  .  • .  .  .・... ・一・- ・.. .. .... .20

kk室谷商! 万… … … … … … ……・22

kk矢橋大理石商足I .. . … ・・ 12  

k kヤマ ト屯気商会 ・………・・… ・10

kk ，片岡芳雄il' ii r. l:i . . .・H ・・・・ ・・ ..22 

"(i9! f ( i 育大阪支T，I; … -・- … . 22 

kk ライト製作所 … … … … … …・ 1

k kirII 脂化工社 一. . … ・ - 表 紙 3

ＱＧＱＮＴ＾Ｚ セメ γ ト ｉ ｙ ｪ［ｪＨ剤 ｉｾｭ 所 ・ 表紙 Ｓ

( 50音)1板)

三和 尚工kk … ・・…・・……. . . 表紙 3

:. 'i フ危機kk . . ……一…・・ぃ ・…・ 10

kk三 興 社 一 … . . . . ・-… … … … ・10

ｬｾｾ ｬ Ｚ司 社……・…ＮＮＮ・ ｡ ・Ｍ………… ＱＰＶ

新 I}lWl 村工 業 所・・… ....・ H ・… ......28

k k汁II'ii J，I; ・・・・・ ・・・… J …・… 103

ｾＮＱＱ＠ 1Y工 業k k … ・………. . .・H ・......ll

kk鈴 木 ν ヤタア商会 …ー ・・… .12

f i : 友金同工業kk . …・・・・・ ・・表 紙 3
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111辺 工 業kk … … … … … ・・・・ 1 0 4

nl 村 内会建材部 . • .  .  .  .  .  .  .  .  • .  • .  .  … 21 

大 11 本町i f"工 業kk ... ・…・…・ .24

人:仏組・ ・・・一 ・… … … … ・・… 田・…・ .22

1臼1i1;、然、f: 工 業kk ・…・…・…・ ・・…… 12

k k式料工務所 …・・・・.. . . . . "・ H ・.. 105  

IIH酸化学」二業kk . . …・ー・ ・....... .29

kk i' rf EI l'!i会 ・・…- …. . . … ・… 1 0

ｾＮｮ一工業 ｫｫ 一 一ＮＮ… ・ ……… ・ ＱＲ
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三

三

村

本

法

w

m
似

泉

川M

計

上

初

地

オ

大

比

大

協

大

地

奥

絵

大

大

樫

拙

関

危

川

刀

地

別

協

山

川

山

M

e

矯

凶

一一一

一
同

協

佐

坂

、，

k k建材社大阪支日5 ・ ・・・ ・・・…・ 9

大阪市北区中ノ尚 3 0111 ピル 111⑧8851 - 9  

須賀工業kk …・・…・・・… ・・ ・・ ・・9

大尽市福島区堂品浜通 4 1[ ; @1171 ・1351

三精 輸送機kk . .. ……・・… 色 紙rl' 侠

大限市城南区今宿 '1' 2- 36 n; @¥6221- 3 

東芝商事kk大 阪 支rf， ・・・… 色紙中快

特 別 記 事 広 告 関 係 (1眠不同)

宇7野 "1I膏株式会社大阪支応・……・・ 6

大! 賀市内区七佐刷 1- 1( 大 l司ピノレ)

;t:;⑪3694 ・0131

日本 コナ k k大 阪出張所 … … ...... 7  

大阪市北区旅徳 町 5 11i 3 6685 

岩城 硝 子kk大阪支庖 ・……・・…・・ 7

大阪市北区玉江町2- 4三菱 合同f ピル n ; @1597

三菱 電 機kk大阪営業所 ・・・ ・・・・ 8

工雌沼気kk . … - … … … … ・… g

大阪市北区太融寺田J 54 屯③2891 - 5

( 順不同)

k k大林組 ・・ ・- …・…・…. . . ・ H ・・ 3

大 阪 市 oig式市椛3 - 75 m@) 861- 6. 1151- 4 

ｫｫ 竹 中 工筋 ｊｊｾ …Ｎ Ｎ ・…ー … ・ ... 4  

大万市北区 ＧｉｈｾＧｉＧ 2 T 1 3 30  電 ｾ ＴＷＵＱ ・ ＷＳＵＱ

円ぶ陶代株式会社…・・…・・・…・… 5

愛知U，t刈I "i 市刈谷駅前 m刈谷81- 3

j出化工| 収製造株式会社・……・・・… B

大古 ili 北区<l ' il;{ 町 381日銀崎@)l 746・5068・8743

kk欠柄大J 1li "1-j 1淘底大阪出張所 ... 6  

大阪市民1"'/.11潤椀2- 9野村ピルl u @1257- 8

係関告広男IJ特

( ; : t ) 恒例の金号特別掲載の広告の目次は 、紙面の都合上，割愛させていただ きますので御了承下さい。
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調 合 設 計 表

(建 築 用)

昭 和 32 年 3 月 砂利粒の大きさ Ｒｾｭｭ 以下 関西生 コ ックリー ト懇話会

4週強度 W/ C'  スランプ l i T、率 有効水底

絶 体 容 積 (11m") 霊 L1 ( kg/ m" )  t書館晋I'! il 容積 (m" /rn')

容 号

セ，J ' / ト| 砂 砂 | 砂 利¥kg/ cm"I  く%) ( cm)  ( %)  ( kgfm
8

)  

1  5  44. 7 158 6.7 342 423 :no 882 1100 . 140 . 535 .647 

2  10 43. 7 168 71 328 423 224 847 1100 . 149 . 514 .647 

3  
15 目

42. 8 176 75 316 423 235 815 1100 . 157 .493 .647 

4  19 44. 3 192 82 318 398 256 820 1035 . 161 .497 ，(; 09 

5  22 47. 8 212 90 329 359 282 849 933 . 188 . 515 .549 

、
6  5  44. 3 159 72 336 423 227 867 1100 . 151 . 525 .647 

7  10 43. 2 169 77 321 423 242 828 1100 .161 . 502 .647 

8  180 15 42. 1 178 81 308 423 254 795 1100 . 169 .482 .647 

9  19 43. 9 193 88 311 398 276 802 ] 035 . 184 .486 . 609 

10 22 47. 4 212 96 323 359 303 833 933 . 202 . 505 .549 

11 5  43. 8 159 78 330 1123 246 851 1100 . 164 .516 .647 

12 10 42. 7 169 83 315 423 260 813 1100 .173  .493 .647 

13 200 65 15 41. 7  178 87 302 423 274 779 1100 .183 .472 .647 

14 19 43. 5 193 93 306 398 297 789 1035 . 198 .478 .609 

15 22 46. 9 211 103 317 359 325 818 933 . 217 .496 .549 

16 5  43. 3 159 84 324 423 265 836 1100 .177  507 .647 

17 10 42. 1 169 90 308 423 282 795 1100 . 188 . 482 .647 

18 220 15 40. 9 179 95 293 423 298 756 1100 . 199 .458 .647 

19 19 42. 8 193 102 297 398 322 766 1035 .215 .464 .609 

20 22 46.1  212 112 307 359 353 792 933 . 235 .480 .549 

21 5  42. 8 159 92 316 423 289 815 1100 .193 .494 .647 

22 10 41. 4  170 98 299 423 309 771 1100 . 206 .468 .647 

23 250 55 15 40. 0 180 105 282 423 330 728 1100 .220 .441 .647 

24 19 41. 6  195 113 284 398 355 733 1035 . 237 .444 .609 

25 22 45. 1 213 123 295 359 388 761 933 . 259 .461 .549 

26 5  41. 8  161 102 304 784 1100 . 215 . 475 .647 

27 10 40.4 171 109 287 423 I  342 740 1100 . 228 .449 .647 

28 50 15 38. 8 183 116 268 423 I  366 691 1100 . 244 .419 .647 

29 19 40.4 197 125 270 398 394 697 1035  . 263 .422 .609 

30 22 43.4 217 138 276 359 434 712 933 . 289 .432 . 549 

1・
31 5  40. 5 161 114 292 423 358 753 1100 . 239 .457 .647 

32 10 39. 0 174 123 270 423 387 697 1100 . 258 . 422 .647 

33 320 45 15 36. 8 188 133 2"6 423 418 635 1100 . 279 . 385 .647 

34 19 38.2  203 143 246 398 452 635 1035 .301 . 385 .609 

35 22 40. 9 224 158 249 359 498 642 933 . 332 . 389 .549 
、

36 5  39. 1 165 131 271 423 413 699 1100 . 275 .424 .647 

37 10 36. 3 182 144 241 423 455 622 1100 . 303 .377 .647 

40 15 33.4 198 157 212 423 496 547 1100 .331 . 332 .647 

39 19 33. 3 219 174 199 398 548 513 1035 . 366 .311 .609 

22 35. 4 242 192 197 359 605 508 933 .403 . 308 .549 

比 重

( 兄姉比重) 単位容f貴重量( kgj mヨ) 砂 、砂利の大き さ

Z主 重底調合' C/:出悲惨 セ . ) '/ ト 3. 15 15∞ 

砂 2. 58 1650 2. 5mm以下

砂 利 2. 60 17∞ 5rnl l l -25川 m

17 



万年煙突・波型スレート・各種ラス・ルーフィング・ 4 ンチレーター・クレオソート

コ ー ル タ ー ル ・ エ ラ ス タ イ ト ・ タ ー フ ェ ル ト ・ 避 雷 針 金 具 ・ 樋 受 金 物 製 造 卸

伸 鉱 品 ・ 和 洋 建 築 材 料 一 式

万 年 ス レ ー ト株 式 会 社 代 理 屈

庖屋

大 阪 市 南 区 高 津 一 番 町 七 一 番 地

屯 話 南 (75) 3  8  3  6 ・3 8 3 7 悉

本中田

4・
‘  禿

f コシベク ター ・ベースボードラ デエ ー タ -

1 ユニ ッ トヒーター・ユ ニッ トク ーラ -
4・業種目 〈

} ク ロ ス ブ イ ン ヒ ー ター・ ク ー ラ -

t 各 極 吹 出 口 ・吸 込 ロ

販器機房媛冷

社
. 6.  

:z:;s; 式株業工晃新

単 語 大 阪 ⑧ 0 1 3 6 ・0137 ・6 7 4 9 若手大 阪 市 北 区 絹 笠 町 16 大 江 ピ ノレ

社

. . 0.  

:Z:J: 式株業工晃新尽東関東総代理応

• 

東 京 郎 千 代 I. H 区丸ノ内 3 - 6  ( 三菱仲間号館之 6 号 ) 包 括 千 代 田 @ 5∞9 ・8809

ー シ ョ ン

の

トメ

一 一 冷 暖 房

オ ー

目-

空 気 調 和 用 調 節 機 器 ( 輸入)

温度調節器，湿度調節器，圧力調節搭，動力弁 ，

1"1 

ロロ業一営

リレ一等

マイクロスイッチ ( 輸入)

工 業 用 計 器 ・ 自 動 制 御 機 器 ( 製作 ・輸入)

流五I計，混度計，液而計，圧力計，比重言L パノレフ・1股U: UL

ダイアブラム ，調節弁，バタ フライ弁，パワー ・ν リンダ一等，

.t l器徽， 図示計器盤

その他ハネウエル製品 ( 輸入)

倉 ・名古屋エ ル 計 器 株 式 会 社山 武 ハ ネ ウ阪京 ・大東

18  



@  

豊 国 セ メ / .  ト 株 式 会 社

.  
本 社 福 岡 l甲 3ー帥4リ4  

回 町

* 務 所 倉 ・大 |仮 ・東 月ミ

取 締 役 社 長 佐 藤 太

本 庖 大 阪 市 北 区 南 扇 町 十 二 呑 地

電 詩 大 阪 @ 7 1 7 1 - 8 呑

支 庖 大阪北・大阪南・京者s・神戸・姫路・奈良・和歌山・滋賀

支 社 名 古 屋 ・広 島 ・東 京

ｾ＠

、

臭

'v

金，，
隅

イ

阻

q

純

白

川

…

卒

ヲ

式

日

o
-株

会

本庖・ 大阪市西区阿波座中通ー 電話新町 (53) 1003 ・1004 ・1005審

支庖・ 京 都 ・神 戸 ・広 島 営業所 ・芦 屋 ・岡山

19 



ま ｩ じ的な Ｑｾ 争けを ｩｾ

7 ・リ号Fヌト: ; "

ＥＱ ‘Ｂ・、，でｾｾ
最も進んだゴムのク・ 、

ｆ スフ ＷＷｽｾ ト
防水工事. 耐酸工事.

T  E  L  ( 34)  8157 ・8158 ・8159

B月 I E議士

之、まj主の

主 三 N. G. C式

セ ル コ ン イ ン シ ュ ラ イ ト 断 熱 材 関 西 総 販 売 庖

メ タ リ ヤ ン ミ ツ シ ユ D. M 38 番 責 任 施 工

米 国 パ プ コ コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア ル ト 販 売

ア スフア ル ト防 水 工 事 内 外 工 業 株 式 会 社

ト防 水 工 事

脇 山 静 夫

アスフ ア J レトモ ルタ J レ床 舗 装 工 事 情

倍 区 旭 町 一 ノ

耐 酸 ア ス フ ア ル ト モ ル タ J レ工事 電話 ｾ 3  4  3  4  ｾ＠ 6  

ン

責 任 施 工

セ メ

玄

|ふ手手(
営 業 種 目

坂 本 式 ス カ イ ラ イ ト 坂 本 式 ベ γ チ ν ーター

坂 本 式 速 続 通 風 装 置 一 般 建 築 鍛 工 場! 系為ゑ|

坂 本 商 会 大 阪 出 張 所

大 阪 市 東 区 平 野 町 1 - 4 電 話 北浜 @4 6 4 3  

本 社 系 京 都 中 央 区 日 本 橋 江 戸 織 1ー11( 明治 ピノレ)

電話千代田@ 7266・鈎59・9918

東 京 都 墨 田 区 寺 島 町 2 - 5 0  

電 話 城 東 ⑧ 3 9  1  8  

場エ

シリンヲ Ｒ ・レ ｊ｜ ｾ ｊ｜ ン ｆｊ レ ￼

押m宇ン式シリンタ' -ii

アンチ it シリンタコ・3宮

シリンタコーナイトラッチ

シリンヲサ由 乙， i i  

各Ｎｦｉ［ＦｾｲＺＺ，込 ｩｩ
谷 山 製 作 所

大阪市東淫 ＱＱＱｾ 三浅屋Ｚｊ ｴ 遜回 雷ｾｾ室崎ＨＳＷＩ 3117 ・7 7 2 4

11 
く

ノー-

fてIを最 高 水 準

板 m ベストクォーノレ)

製 品 の卜ンメ

社
ゐ

宮

9

式

M

株

げ

M

一

川

③

一

業

心H
川

一

同

j

e

一

・
・

北

郷

一

「

-

区

話

一

綿

一
一
白
一

阪

石

大

泉

呈カタログ

石

建物内外壁、間仕切、天井民、

電気室、発電所、配電室、製鋼、

ガ ラ ス 工 場 の 壁 な ど に 段 通
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• 

¥ .  

，. 

、.

標準セメ ント防水材 ・特許 ニッポン

特許ニッポン防水液・急結液一号( 噴水急止)

二号 ( 湧水防止) ・声1妹品粉末ニッポン

施工指導並ニ責任模範施工

黒 川 化 学 工 業 所

風雨に強い辱宗氏

( 国立大阪工業試験所創製) セメ シ ト防水材特許権実

施工場 諮 佐 村 木 商 庖
実用新案

( 大阪営鎌所〉北区芝田 町 六 八 包 話 北@ 7916

( 本社・工渇) 神戸市灘区住吉町反高林1876 ・

御 影 ③ 2723

営業所 大阪di 東区点矯前之IHJ - よ 各極瓦王手工事請負業

包 括 ⑧ 1 5 2 8  

; 自板- 岱1過・水切軒楢

排気ダヲ卜・ぺ〉チしーヲー @霊診

ニ Ｒ ・， ＲｧＺ［ｾｾ 舟 ｊＯ ＹＯ ｉ￸ 日本建築摂合優良証明受領
大 島 応 用4乙 学 工 業 株 式 会 最 土

S T A NOA R D ME T A L  
Zお社刈肺頃司m:野江東芝野4TH電話 1蹴 (33)4481

吏底・新居浜市・電話新居浜327・938 出張所四日市市電話四日市65 ・広島市電話南附2473

③ 

:: :ヨツメ・アコヌボード
、、. . ‘・ ・・

‘. "、 、. . ・s ・・， "  日本楽器製高級合板

タ ム テ キ ス

ヤ八ス・ラヌ

..、 、" .  w  . '  w  .. .. 

目柑商省建材部
.  . ・・. .  .. 、、‘ e ・，

、. 、. .  . 、IT • - .  .'、 .. 

-・ . ・. .‘ ・・9 ・ 神戸市生国区栄町通2 / 39( 安田火災ピル}

電 話 神 戸 @ 0591- 3番

'" . 、. .， .  .  .  .  .  
フローリンタ.

r..... 

協

窓掛、鍛帳、 日除、壁紙 室 内 装 飾 餓 鹿、舗 床 材 一 般

東 洋 レ ー ヨ ン の 千 イ ロ シ 鍛 遁 と 繊 艶 発 売 元

亀 井 株 式 曾 社

大阪市東区南久宝寺町四丁目 ( 心斎橋筋)

電 話 船 場 (25) 1  3  5  3  ，.__ 5 番

経 験 ι @ 技 術

I . C. コンべヌ( リグパド)

ス ボ ン ヂ シ ー ト

プラスチヴクラブ

末阪］ｴ［，Ｏｾミ之建材社

('""""¥ 

!っ
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む
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山

種
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弘

町

ト

合

鵠

ρ

貨

芳

M
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ボ

樹

容

百

田

M

M

ツ

淵

滞

吉

川刑

酸

悶

M

7

式

社

M

q

耐

天

A

戸

株

会

大和洋瓦

風 a雨 に 強 く

和瓦より安い

鐙 売 元

大 仏 組 主イ営手宮町長

本 庖 京都市東山区今 熊 野 池 田 町 九 ⑥3555

大 阪 営 業 所 大 阪 市 東区内淡路 11汀一 丁 目 ⑧ 975  

.  
-
， 

.  

'  ‘  

コ

日本建築協会 発刊

ン ク リ ー 卜 施 工 指 針

￥330.  (会員￥3∞.) 送料￥35.

社団法人

改 訂 増 補 版

4fg易街生陶器

販 売 と 陀 工

事 仕 感 謝 の I芭

it 差 別 象 衆 議

止
防

持
活

量

町

風

軽

一

耐

定

l
u

震

安

む

必
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ナニヲ緩勾配頁

燃えない建築資桜
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純
白

需
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↑山

守

A
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附
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ガ

割

高

月

f

w

厄

M
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生裂亀

タイガーE目

J  

凶 ｎｅ｡ 肢ｾｾ
川

市

庖

M

M

附

開

花

刷

工

又

叩

川

市

川町

山

t

種

田

川

禍

化

統

べ

キ

各

一

刻

澗

山
一

憲

周

向

山

肌

m

m

-

ロ

刻

竃

議

凶

.

P

4

広

役

所

陪

滞

J'
支

鴻

E

H

S
販

制

町

之

回

大

本

た

西代理屈

大阪市西 淀 川区野里町 Ｑ ＲＳＱ 阪神 ｉｾ 迫電車野旦 ｦｇ 停前
造 元 東 ボ 坂 巻 サ ン ヒット 商会 m淀川 !!! 0417・4091

金 剛 商株式会社

吸

音

テ

ッ

ク

ス

レ

3

皆

l

J

F

4

 

ピ
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5

U

産

1

ル

・

地
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ピ

山

間
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-
M

F

ノ

ハ
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四

D

O
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迎

C

五

初

狭

宮

町

⑧

長

三

笠

阪

区

一

絹

一

大

国

L

区
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E
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E

市

T

市

T

戸

阪

神

大
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E 薗

駈組温

東 京 鋼 板 工 業 株 式 会 社

ス ユノツル サチ ー

| 妓 支 庖

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 1 8 番 地( 衆隠 ピノレ三 階)

電 話 北 @ 0 6 2 1 ・0 6 2 8

アドJ レチス

大

本 社 及 工 場

東京都荒川区尾久間J 5 ノ1. 000 電 話 荒 J I I @8131- 4

各 種 銅 織 風 呂 釜 一 式

革協試呂・ ボイラ ー ・力、ス風目

円者引L合モ

ベニヤト，J
門 涯 の 鱗 総 帆

ぷハホペート

iBlhT 

F め

がj hd

- 卓 y 's:>'寄4E国 別 院

l; 弘っそtト

ぷVdlb
m 崎 長 を お 9

が初級

カ

タ

ロ

グ

進

呈

• 

曳，

木 材 硬 貨 削 片

新製品・騒音ナゴヤボード

日 昌 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 旭 区 生 江 町 2 - ＴＰ ｾ 日 Ｉ ＳＵＰＰ ・ ＳＳＵＶ

斑 京 営 業 所 東 京 都 中 央 区 日 本 線 浜 町 3 - 2 制 7344・5873v  

モデルルームへどう￥

すでも時代劇i二枚Lょうど努力 L います

電話新町(53)

2 2 Ql - 3i1f ;国軍轟姐
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建 築 物 船 舶 等 造 作 工 事

家具・主主具・室内装飾工予)1 設計施工

内外織物 ・敷物実n一 式

ｾＺＺＺＺ，ＮＮ，＠ ( 創業大正 7 年)

: 若二葉屋装備工業株式会社

、 子 取締役村 長 若 林 繁 吉

大阪市大淀区水庄川的 111]' 2 の 6

Ｈ 天プ、 ｈ ｊＺ ｦｾ［［ 西」ヒ Ｒ｝ＢＩ
屯話 ・笠的G! : ! ! 3321 - 3 ・3630

F UT ABAY A DE CORAT ORS .  LTD.  

ュ;

ス チ ー ル シ ャ ツ タ - 7



焼

成

岩 元 式

出品白砂| ; :

耐火・断熱・軽量・保温・保冷

吸 音 ・ 防 音 ・ 結 露 防 止

大| 以 i!i *  I込 ，:':j iiU 柄 3 - 7  

日
F主A 官

蛭 厄 株 式 会本土 ③ 

T  E  L  (23)  1  6  0  1 ‘ 5 6 2 7 ・5 6 2 8

スカイライト宇野顎ベンチレーター

サ ッ シ ュ 、 ド ア ー 、 シ ャ ッ タ ー

伸縮扉、オペレータ一、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

岩 元 工 業 株 式 会 社

本社

戸 締 ノ 政 華

• 
ドA T E NT S No:414855 No:414856 No: 35528 

底舗 、倉庫 、ガレージ等ニ最適デス ，開閉ハ

片手ニテ軽 ク揚ゲ降シ致シマス 価格ハ至極

低廉デス 御一報係員参よ、カタログ進呈

大阪市原淀川区 ＱＱＱ 川通 Ｖ 丁 目ｾ

電 話 巴 附 @4  ｾ＠ 9  

大 阪 府 営 堺 宿 院 活 白!i ! 寸 共 同 住 宅

24 
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材料販売並責任施工

ウツボライトM

ポ リクレタ ンスポ γ ジの吸 庁内装材

ウツボライト S

ポリス チ レンスポン ジの吸 音断熱内装材

靭 興 産 株 式 会 社 建 材 部

大阪市北区小深III J - "(存地の- T E L @  0129 

肉 Ｙｾ［ 史ぺシチレ ＭＧＱＭ
性能をまさる ヨシテ=アヌ並に筒型 21223

肉例式ヌ拘イライト

一般硝子屋損 = ワイヤ波型硝子屋根

設 計 施 工

器 内 外 土 木 建 材 社

強力・堅牢・高能率

穿孔・削切兼用・( 電灯線使用)

リ ー 卜 の 穿 孔 ， 削 切

目 組 し lζ 高 性 能 を 発 揮 し ま す。

強乙ロパート・ポッシュ会社製

日 本 総 代 理 信

25 峰 岸 商 庖

大 阪 出 張 所

大阪市西区江戸廊上通 1 丁目 8 番地

電 話 土 佐 掘 @ 2  1  8  1  

25 
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r - -

不 ーサッシ
ー

珍
グ 除 。 機 械 繍 の 娘 。 刷 新 製 作

霧降雪誌の
、:tI/ o卓越せる技術。笠報傾美

完全防風議琶

( 時許e諸ゆ)

揖式錦亭こ製作所大阪支庖をJ卸指定

御採同付与
大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 町 中 三 ノ 四

屯話淀川@ 1220 ・1454- 6 ・4414- 5

マ雲ｾ 本社及び工場 川崎市中丸子 一三五電話 田園調布 ⑫ ＴＲＶＱｾＵ

500
0 t

ヱルマルジ ョン型
1

6000  t漕

園理盟国語函量掴l

型)
剤

eA???  

<  

J  

ず

日

驚

東

む

ヴ

ゆ

V

Z

宅

れ
ム

w
a

u

歩

の

説明書進呈

阪大

大 型 品 新 発 売

水 拭 だ け で な く

ックス恥ｾにも使える様に
イ ル P 、 な り ま し た

ワ

オ

合 成 ス ポ ン ヂ モ ル ト プ レ ン 使 用

新 築 願 No. 5 2 2 0  1  

新 案 願 No. 5 2 2 0 2  

意 匠 願 No. 1 3 9 5 0  

26  

T E Lぬ3514 ・8246

T E L②5363 

T E L@1697 

大阪市西区北娼江上通一丁目

株式会社 水 島 商 庖 京都市中京区蛸薬師烏丸西入

京都市右京区西院松井町八



式

式

式

吉

岡

古

向

古

同

ドアーハンガー

オ ペ レ ー タ 一

重 量 戸 車

民RrI

株式会社

本社工場

ス チ ー ル サ ッ シ ュ

ス チ ー ル ド ア ー

スチールシャッター

.... ・

高 製 作 所

• 

大阪市東区谷町五丁目二八電話東⑧2969 ・0444

¥， 

一般製品スチーノレ

スチーノレ

スチーノレ

サ ッ シ ユ

シ ャ ツ タ ー

ド ア

独 特 製 品 汎建型上下げ窓

双脚の四百が抱り合され自然1 ( 気密度が高い。

神高型竪形と出し窓、

商関きや片閥きに代る堅牢で耐久な構造。

連動突出しと出し窓

と出しと上釣りとが完全に平衡連絡され操作軽

快、開閉確実、体裁優秀な新型。

逓 増 減 分 銅 付 き シ ャ ツ タ ー

大型シャツヲーも軽くはや〈開閉出来る 。

新 規 製 品 普及型上吊り引違い窓

質実堅牢で最も廉価 ・校舎宿舎などに最適

合 資 会 社 汎 建 製 作 所

鉄材/ J ; 少くてすみ施工簡易な格納J l 1{ . 工場 ・体育館の建築には

“ ORI MOTO"  DI AMOND T R  USS 

官 公 庁 御 練 用 耐 贋 耐 風 木 材 接 合 金 具

住宅、工場、学校、集会場、体育館に また 2 階9震に

v  

附 ｏ またヂベ ｊｾ

PATQ武クランプ

設計の御依頼に応じます( 施工は街l 自由です〉

カタログ及び殴tt. 考資料贈呈

考 案 織 本 建 築 設 計 計 算 事 務 所 販 売 織 本 特 殊 構 造 研 究 所

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 嫡 殻 町 3- 2 C水天宮交叉点 角) TPL  Cffi “43・7朋7 ・7創泣

27  
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セ〆ント防水有Ij ｉ 毒性終的 ＷｋｾｩＨ ラく

J I S 合格革め御健闘をZF

a.I ::1 J y  : : J  

防 水 斉IJ ・ 急 結 期j

セ〆ント・る灰Ｍフヲズター ω 着包剤 ｉｾ 純鉱物 ＧｴｩＮ 絶対手笈、 ･

チ z リーカヲー

セ〆〉トの( アク) イ准p回りの場合 I ま

5.1 ::.1 17 : 〆セメントアク止問健闘を

水溶性特殊捷着剤むシケシ糊・桜印酸化黄・

ラスヒゲ:J ・末広布達・其イ世特殊枚斜発売元

(主1録御通知次第御送附致予マス)

株 式 舎 社 新 興 建 救 エ 業 所

大阪市西区目、ソ橋・' 竜話新聞 ( 53) ) 988・9720香

五場大阪市住吉区東長居間36 ・電話住吉 ( 67) 212番

• 

F  、

e  

J・

ず



ー

‘  
P  

• 
、

を

化拳ユ場の建物を

畿蝕から守れf

耐酸 耐油 耐アルカリ

最 新 式 耐 酸 レヂンライニング

ポリエステル系レヂンライニング

各 種 合 成 樹 脂 ラ イ ニ ン グ

サ ル フ ァ 系 煉 瓦 目 地 材 料

特 殊 ア ス フ ア ル ト 耐 酸 工 事

現 場 責 任 施 工

設計 ・施工1(. は是非弊社に

御 相 談 願 い ま す

耐酸化挙工鎌株式会融

2  

〈限〉浪建式

ス チ ー ル.サ ッ シ 江 ドアー

シ ッ ャ タ ー - オ ペ レ ー タ ー

一 製 造 販 売 一

日

満

全 コ

国ム

総 タ

代 イ

理 ル

rτ 浪速建枚工業棟一- 応

本 社 ・工場 ・大阪市城東区野江中之町一丁目九番地 電話城東@ 1171--- 3番

東京営業所 ・東京都中央区銀座東六丁目木挽館ピノレ六号館ω7号室 電話東京@4611

福岡営業所 ・福 岡 市 天 神 町 三 番 地 ( サンビル内〉 電 話 福岡① 8 4 6 2 番

出 張 所 ・大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 話 大 分 1 3 6 6 番

29  
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優秀技衡を誇る，

為村( ) ) - 一

養 ｔ 壬Ｎき安 吉 十Ｎｾ 梨 ｦ 主Ｎ

麻村ｩＷ Ｇｙｾ ＺＱ ｉ 業株・ Ｘ 土跡本 1 ワ‘ ジノ 燕 株Z 苔 紅
本 社 大ｼ奴 ､ＱＩＱ ，占Ｊ 区 日 Ｑ｛Ｍ 江ｾＮ｛之 ｉｉｬｲ .寸 1

1
1':: 二務地 fE，i円以来(33)2854 ・5272?昨

出 張 所 ｾ ， Ｇ ｬ ｬ ￯＠ J; {  Ili 北 区lal lJ ぷj凶り . TI I ・1・ー '. ( 持地 U ，i市* (4)  2  2  7  4  Ｗｩｾ＠

岡高野工場 人 ＺＱ 以Ａ川氏点 ｉｾλ［ Ｎ Ｑ ＧＮＱ ＱＱＱＱＱ｝Ｇ 'J 'I 1  . じー稀l也

ー

， 
《

g  



別配勾 の

回半凪 姐凪温

特殊アスフアルト( 二塁tad-M? 諸)

• 
、

GC- 15)  仕様番 号1/ 100- 1/ 12勾配( 年限仕様施工 図例

コ ソタ リート

(  

"/， 

ベス トプエ ル ト ベ ス ト ア ス タ イ ト 三 星 プ ライマー

フェル ト

26k g  26 kg  85号mo p p l n g

. - 、. 圃ーーヘ. "..-、.圏、、，ーー，、園圃司.、

¥ 

7 ; えタイト

85号

、 ｾ 司 ｟， .....--

ア y 、 タ イ ト ア λ F イ ト ア λ タイト

80号 80号 85号

ギ ル ソ イ ド

35kg 品

ギルソイ ド

35kg品

4降

、

進呈ノξ ンアレ' ; 1 ト
ア ス タ イ ト

85号

/ ' ラ λ、

• 

参 百 六 姶 万 円出 資 金ｾ＠建 設 省 阪 建 22 号 認 可

ト 防 水 事 業 協 同 組 合

T  E  L @1773- 5 

大 阪 路 市 東 区 淡 町 二 丁 目 五 十 三 番 地

大 阪 市 西 区 京 IIf J 痢 上 過 ー ノ 一 四

北 陸 ・東 海 ・近 畿 ・中 国 ・四 国 ・九 州

ァル西 日 本 ア ス フ

部1

9 ム.

2  

本

分
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す
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白

木

艶

出

ケ

ン

ト
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を

月

に

一
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ヨ

ぬ

り

こ

め

ば

毎

日

は

カ

ラ

拭

き

で

新

築

そ

の

ま

L

の

美

し

さ

を

保
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す
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白

木

液

体

ケ

Y

F

F

-

升

・

四

九

O

円

で

約

十

五

回町、

丸

-

単

品

Y

F

二

九

O

円

で

約

五

島

町

み

が

"

ま

す

板 の 間 廊 下 の すべら ぬ 白 木 ツ ヤ 出 し

E Z U I { j  

電話@3416 ・1668K Kケシ トク大阪市東淀川区新高南通 1- 14

-
e
a
'
 

ドアー

5丈省i d:株

電話南 (75) 5 0 7 ・3137 ・3138

電 話堺 ( 102) 1586 ・48∞・ 4801

電話泉尾 (55) 2 2 3  

業
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E E軍ヨ圏.....1'91蓋 週

置軍主翠彊

ｅ 缶邑盃翠定量ｾ

新日本メタルホーム区 K 推 奨 品

工 社

責 任 ・ 施 工 ・ 請 負

雲ま ミ由周旨{ - t 点点都品川区一袋町 Ｑ ＭＴＴ Ｑ 屯ぷ倍以 Ｗｾ 1715 三

大 阪 市 以 東 尺 中 本 町529 沼 伊 東 i<M4765 三

本 社

大 阪 営 業 所

取締役社長

用 途 i末光4<. ・11 ＧｾＺけ ・ 的動スクリ

ー ン ・大 JH1.( ・11'収f限佐肘4労:1，り " 1尚i高向3司j仏」A山品ihV仙tJ山川IVI
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ト 増 強 防 水 剤jセメシ

ヲ. - 9イ阻害

御一報こ史第型録並仕様書遅宝

抹式会社日本セメント防水剤製造所

..t: H  兵w以'i ，: 塚市，:' :dil ーの iULI じ28 1  ，u: ＱＱＱｾＮ＠ i: 塚 2153

L  場 尼 崎 市 制l 彼本1 I 1T 1  3  4  " 江川大阪 (48)8544

日本建築l協会優良語明
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甘

五

日

発

行

(

毎

月

廿

五

日

発

行

)

朝日石綿工業株式会社手段ら

大阪市北区神山町四六電話犬阪⑧ 2333話蒜

東京銀座七営業所- 東京、検浜. 名古屋岡山九州北海道

東京横浜山梨名さ屋大阪岡山門司乞成

大阪営業所

本 社

場エ

接着剤はセメダイン附の

サンライトセメダイン

、

売

価

一

部

金

百

八

十

円

(

送

料

共

)

| 標準サイズ厚 さ 重;孟( 枚) fllli 絡( 枚)

3 尺 x 6 尺 6. 0kg ￥ 390 

1. 3分 ( 4 ｾ弘〕

4 尺 x 8 尺 10. 7kg ￥ 850 

3 尺 x 6 尺 7. 7kg ￥ 620  

1. 5分 ( 5 説)

4 尺 x 8尺 13. 5kg ￥ 990 

3 尺 x 6 尺 10. 5kg ￥ 800 

2. 0分 (6. 5ヌ)

4 尺 x 8 尺 18. 5kg ￥1.3∞ 

硬質繊維板( ハードボード)

E Z  
日本レイヨン株式会社 三

きさ 11? !凹部 |価絡叫

‘1111. 

製造元
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